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序章






　──銀河星せい暦れき九九一年三月一日

　この日のことを、のちにレン・エバンスは『生まれ変わった日』と語り、ロイ・クローバーは『何でもないただの一日』と語った。




　人民共和国の首星アドニスを周回する豪ごう華か客船の中は、厳おごそかな空気で満たされていた。高い天てん井じようの上から巨大なシャンデリアが見下ろしている。床ゆか一面には穢けがれのない真しん紅くの絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられていた。潔けつ癖ぺきであることを主張する足元の赤色は気高さすらまとい、土足で踏ふみ締しめる度胸のない者を無言で拒きよ絶ぜつしていた。

　テーブルを彩いろどる料理の殆ほとんどが手つかずで残っている。肌はだにまとわりつく緊きん張ちよう感が食欲を減げん衰すいさせていた。ワインで喉のどを潤うるおすのにも、列席者は周囲の目を気にし、神経をすり減らしている様子だった。

　緊張の要因のひとつは列席者の顔ぶれにあった。左右どちらを見ても、中央政府の大物政治家や、各府省に身を置く高級官かん僚りよう、それに、巨大企業の最高経営責任者の姿があった。人民共和国の要人が肩かたを並べているのだ。

　他ほかには、軍将校の姿も多く見られた。それも、佐さ官かん、将官といった階級の高い者ばかりだ。武を尊ぶ彼らの存在は、どこであれ張り詰めた雰ふん囲い気きを漂ただよわせる。

　年ねん齢れい層の高さも、場を厳然とした空間とするのに一役買っていた。平均して五十歳さいは上回るだろう。白髪しらがまじりの者も多く見受けられた。

　その中にいて、金色の髪かみをした青年の存在は異い彩さいを放っていた。弱じやつ冠かん二十二歳。今日付けで士官学校を卒業し、少しよう尉いへと任官を果たしたばかりだ。

　名をロイ・クローバーという。

　来場してすぐに、彼は周囲の視線を惹ひきつけた。意志の強さを窺うかがわせる端たん正せいな顔立ちは、特に女性客の注目の的となった。直後から、噂うわさ話は始まった。小声のため何を言っているかまではわからなかった。だが、大よそのことは想像できた。男性陣じんからは、若さに対する侮ぶ蔑べつ。不ふ遜そんな態度への苛いら立だち。女性陣からは容姿に対する賛美。毅き然ぜんとした物もの腰ごしへの憧あこがれ。ロイにとっては、どれも目新しい感情ではなかった。常つね日ひ頃ごろから注がれる感情の数々だ。

　それら周囲の反応に、ロイは無反応で応じた。これもいつものことだった。

　誰だれにもわからぬように、ロイは小さくため息を吐ついた。

『契けい約やくの典礼』は、高潔な式典ではなかったのか。ここは、電子妖よう精せいと主従の契ちぎりを結び、国防の中ちゆう核かくを担になう新たな提てい督とくを誕たん生じようさせる神聖にして厳げん粛しゆくな場のはずだ。

　だが、今この場はどうだ。

　欲に溺おぼれ、国政を忘れた政治家や高級官かん僚りようがロイの視界を汚けがしている。談笑に夢中で、国を守ろうという意識はどこにも感じられない。こうした無ぶ粋すいな俗ぞく物ぶつの介かい入にゆうを、契けい約やくの典礼はいつの頃ころからか許すようになってしまった。

　政治家たちは無責任な笑えみを浮かべ、自らの権力を誇こ示じするかのように自じ慢まん話を口にしていた。それに愛あい想そ笑いを返す周囲の人々。彼らは、その笑い声が、場ば違ちがいなものであることに気づいていない。ロイが見咎とがめたところで、視線の意味も理解できないだろう。現に、先ほどから、彼らに不快感を抱いだく他ほかの列席者が責めるような目を向けていた。それでも、談笑は続いている。

　ロイは再度、小さなため息を吐ついた。

　高級官僚や政治家に対する見切りはすでについていた。最初から何も期待していない。だから、彼らの振ふる舞まいに、ロイの感情が逆立つこともなかった。

　ただ、悲しく哀あわれな連中だと思うだけだ。

　その侮ぶ蔑べつの対象に、提てい督とく候こう補ほ者がハエのように群がっていた。礼服を兼かねた真っ白の軍服に身を固めたハエだ。

　国防を志し、軍ぐん籍せきに身を置くと決めた若かりし頃の気高さはどこへ行ったのか。

　彼らは高級官僚や政治家を称たたえる賛辞を舌先で転がし、面おも白しろくもない冗じよう談だんに声を上げて笑った。権力者のご機き嫌げんを取り、自らの立場を有利なものにしたいのだろう。

　ロイは穢けがれを洗い流すように、ワイングラスの中身を一気に飲み干した。

　甘ったるさが喉のどに絡からみつき、アルコールが胃の中を熱くする。彼に視線を送っていた女性客の間で、熱っぽい感かん嘆たんがもれた。それとは逆に、ロイの冷静さはますます増した。

　国を支えるべき者たちの意識の低下を目まの当あたりにするたびに、ロイは共和国の衰すい退たいを実感させられた。厳格であるはずの軍部にまで悪あく疫えきが侵しん食しよくしているのだ。問題の根は深い。民主共和制を信じ、その旗の下もとに集まった気高き国の精神は、今人々の心から失われていた。

　人が誇ほこりを持って生きた時代は終わった。それは嘆なげかわしいことだ。人は自らを律する矜きよう持じを持ってこそ、成長を続けることができる。少なくともロイはそう思っている。

　共和国の腐ふ敗はいは、肥大化した国土と人口を、中央集権を唱える政府が制せい御ぎよしきれなかったことが原因と考えられていた。

　権力を一極に集中させたことで、中央政府の政治家たちは広大な国土を掌しよう握あくしたつもりになったのだ。

　地方の反発を買っても、中央政府の政治家たちは現在の権力の分散を渋しぶり、計画性のない保守論に走った。その結果、変化を失った国は、成長を止め、徐じよ々じよに老衰したのだ。

　もはや、汚お職しよくの繰くり返しで信しん頼らいをなくした共和国中央政府に国を建て直す力はない。唯ゆい一いつ彼らの取った策は、膨ふくれ上がる負ふ債さい処理に、公的機関の切り離はなしを繰り返したことだけである。その場凌しのぎの政策だった。

　今ではあらゆる分野が『ミレニアム』と『クローバー』という二大コングロマリットによって民営化されていた。

　金きん融ゆう、交通、医い療りよう、教育、警察、郵便……。

　こうして身売りを続けた政府の残す物件は、もはや軍部しかない。

　現在、人々の生活を支えているのは共和国中央政府ではない。この人民共和国においては、二大コングロマリットを筆頭にした企業群なのだ。人の帰属意識も国ではなく自社にあった。

　それでは人民共和国とは何なのか。何を守るための軍隊なのか。

　疑問は違い和わ感となり、軍部の質をさらに下げた。一時は、銀河系最大勢力である銀河連合に肉にく薄はくする強国であった。それが今では見る影かげもない。勢力としては辛かろうじて三番目を維い持じしている。だが、過去に積み立てた貯ちよ金きんで誤ご魔ま化かすのにも限界はあった。

　近ちか頃ごろでは、継けい続ぞくする戦争により、弱体化の一いつ途とを辿たどる軍部強化のため、兵役の義務化がまことしやかに囁ささやかれていた。他国侵しん略りやくにより、国家の建て直しをするというのが政府の狙ねらいだ。それは明らかに国民の意思を無視した政策であった。

　ロイが来場してからようやく三〇分が経過した。早くもロイの目には、退たい屈くつの色が見え始めていた。眼下に映る惑わく星せい上の雲の流れを無感動に追っているのにもいい加減飽あきていた。

　元々、無意味な時間を過ごせるほど、のんびりした性格ではない。時は有限であり、人の寿じゆ命みようもまたそれに等しいことをロイは知っていた。それでも、周囲の人間と談笑し、何の生産性もない会話に時間を費やすより、景け色しきを眺ながめている方がましだった。相手に合わせて愛あい想そ笑いを浮かべる趣しゆ味みはない。道化などもってのほかだ。

　ロイが会場の壁かべに寄りかかり、人を遠ざけているのはそのためだ。注意を払はらっていれば、空気の読めないバカ以外は話しかけてこない。そう態度で示すことには慣れていた。

　だが、そうしていても、視線だけは別だ。やはり今も、女性客がロイを盗ぬすみ見ては、噂うわさ話に花を咲かせていた。

　男を物色するほかに、彼女らに果たすべきことはないのか。そして、何より、男どもはなぜそれを許すのか。ロイには理解できなかった。

　ただ、自分が噂の的にされる理由は誰だれよりも理解していた。

　それほどロイ・クローバーの名が珍めずらしいか。

　銀河系有数の巨大複合企業『クローバー』の御おん曹ぞう司し。下手な政治家や官かん僚りようたちよりも、よほど魅み力りよく的な肩かた書がきだった。女性客が異国の王子を見るような目をロイに向けるのはそのためだ。そのクローバーの名を前にすれば、士官学校首席卒業も、契けい約やくの典礼の候補者であることも霞かすんでしまう。

　いつだってそうだ。

　ロイの成果はクローバーの名によって塗ぬり潰つぶされる。自身で勝ち得た結果も、家の名の陰かげに隠かくれてしまう。

　何を成し得ても、クローバーの名と切り離はなして、彼を正当に評価してくれる人間はいなかった。それほどに絶大な影えい響きよう力を持つ名前なのだ。

　あと半はん刻こくも我が慢まんすれば、契けい約やくの典礼が始まる。そこには幾いくばくかの興味はあった。誰だれが選ばれるかではない。客観的に状じよう況きようを分ぶん析せきした結果、自分が選出されることは、ほぼ確定していた。興味があるのは、電子妖よう精せいが自分の名を呼ぶ理由の方だ。人と同等の感情を持つとはいえ、やはり電子体である。人とは違ちがう部分もある。代表的なのは死の概がい念ねんだ。寿じゆ命みようという感覚が、電子妖精にはないと言われていた。

　電子妖精も、クローバーの名を気にするのだろうか。

　主の選定における評価基準に、家いえ柄がらは含ふくまれていない。純じゆん粋すいに、その人物の能力だけを電子妖精は見極きわめるはずだ。俗ぞくな価値観を持ち合わせない電子体は、自分にどういった評価を下すのか、聞いてみたいという欲求はあった。

　電子妖精に寄せるわずかな期待。

　その感情を、頭の最も冷静な部分が未練だと吐はき捨てた。今さら生まれを変へん更こうできるものではない。

　脳内に響ひびく侮ぶ蔑べつの言葉を聞き流すように、ロイは苦笑をもらしていた。

「何がおかしいのですか？」

　顔を上げて振ふり向くと、軍の礼服に身を包んだひとりの女性がいた。ロイとよく似た金色の髪かみをしていた。他ほかの女性客と違い、化け粧しようした様子もなかった。アップの巻き髪ばかりが目につく会場の中で、頰ほおに触ふれる程度しかない短めの髪も珍めずらしかった。

　さらに、彼女にはロイと同様、年ねん齢れいにそぐわない落ち着きがあった。年配者の中にいても、物もの怖おじした様子はなかった。明らかに場慣れしていた。

「兄様が人前で笑うとは珍しいですね」

　自然な手つきで、妹のネリーはロイの手から空のグラスを受け取った。代わりに中身のあるグラスを手渡わたしてきた。

　ロイはワイングラスの中身を、二回、三回と回した。それから、先ほどと同様に、一気に飲み干した。

　凛りんとしたネリーの表情がわずかに曇くもった。ワインに相応ふさわしい飲み方ではない。それを咎とがめているのだが、ロイは無視した。

「兄様の式典嫌ぎらいは、直りそうにありませんか」

「場が嫌いというわけではない。いる人間が好かないだけだ」

「それを嫌いというのです」

　ネリーは小さく微笑ほほえみ、通りかかった給仕に空のグラスを預けた。代わりの飲み物はと聞いてきたのを、手を伏ふせて下がらせた。

　今、ロイの相手をさせては、かわいそうだと考えたのだろう。

　妹の合流により、周囲の興味はさらに集中した。ひそひそと噂うわさ話が聞こえてきた。彼女もまた、契けい約やくの典礼の候補者なのだ。今日、兄のロイと同様に士官学校を卒業し、共和国軍の少しよう尉いへと任官した。

　年ねん齢れいでいえば、妹の方がひとつ下である。彼女は士官学校初となる飛び級を認めさせたため、今日が任官日となった。

　成績はロイに次いで次席。

　短たん縮しゆくされた一年分を考こう慮りよすると、妹に負けていた可能性もあった。特に戦術論に関しては、ネリーの方が一枚上手だとロイは感じていた。艦かん艇てい数、補給線、地形、あらゆる条件を同じにしたシミュレーションで、ネリーは無敗の成績を残した。すでに電子妖よう精せいと契約を果たした現役の司令官すら退けた。まさしく彼女は戦術の天才だった。

　だが、実戦では負けない絶対の自信がロイにはあった。実際の戦場で敵味方の条件が同一になるなど起こり得ない。当然、あらゆる面で差が出る。そして、その差は偶ぐう然ぜんの産物ではない。事前に自軍が有利になるよう策を巡めぐらせた結果である。敵を数で上回り、安全かつ確実な補給線を確保し、有利な宙域に陣じんを張る。これも司令官の役割のひとつだ。戦せん闘とう行こう為いだけが戦争ではない。この戦せん略りやくレベルでの思考になると、ロイは抜ばつ群ぐんのセンスを発はつ揮きした。元々、企業運営のため、物事を多角的に考える術すべは身につけていた。それが、誰だれよりも広い視野をロイに与あたえた。クローバーの経営論が、戦略に応用されるとは誰も考えてもいなかっただろう。

「そろそろ時間です」

　時計を確かく認にんしつつ、ネリーが耳元で囁ささやいた。

　何の時間かは聞き返すまでもなかった。

　契約の典礼が始まるのだ。

　周囲を見渡わたせば、数分前までとはまた違ちがった緊きん張ちよう感が漂ただよっていた。煩わずらわしかった話し声も、いつのまにか聞こえなくなっていた。

　真空に放ほうり出されたような無音が息を詰つまらせる。

　会場の照明が落とされた。それに驚おどろいた女性の列席者が声を上げた。批難の視線を浴びせられた女性客は萎い縮しゆくし、たまらずに退場していった。刺さすような視線の恐きよう怖ふから立ち直れず、彼女はもう戻もどらないだろう。契約の典礼とは、本来そういう場だ。

　淡あわいオレンジ色をしたライトが、足元からロイたちを照らした。空気の色も変わっていた。薄うすい氷のように透すき通った人の意思が感じ取れた。

　契約の典礼に進行役は存在しない。すべては電子妖精と、その主となる人物に委ゆだねられる。昔からの習わしだった。

　誰だれもが言葉を我が慢まんしているのが伝わってきた。何かを口にする度胸は誰にもなかった。

　会場は厳おごそかな雰ふん囲い気きに包まれ、電子妖精の到とう来らいをただ待ちわびていた。

　場の緊きん迫ぱく感が膨ふくれ上がるにつれて、ロイの気持ちは冷めていった。興味が失せたのではない。ただ、周囲に同調できないだけだった。感覚を合わせてしまえば、物事を客観的に観察できなくなってしまう。ロイをどこか冷めた性格に見せる最大の要因はここにあった。

　ロイが小さなため息を吐ついた。それを合図にしたかのように、展望テラスにひとりの少女が突とつ然ぜん現れた。不自然な登場に誰だれも驚おどろかなかった。少女は電子妖よう精せいであり、実体を持たない立体映像であることを皆みなが知っていた。

　口からもれるのは、無意識の感かん嘆たんだけだった。

　銀色の長い髪かみに、花はな嫁よめを思わせる真っ白いドレス。透すき通るほどに白い肌はだ。生身を持つ人間には許されない完かん璧ぺきな美しさだった。列席者が思わず見み惚とれるのにも頷うなずける。

　歳としの頃ころは十六、七。触ふれれば消えてしまいそうな儚はかなげな顔をしていた。よく見れば、わずかに幼さが残っている。だからといって、誰も彼女を見くびらなかった。電子妖精の年ねん齢れいはその性能と一いつ切さい関係がないのだ。

　小さく深呼吸すると、少女は見る者の期待を裏切らない可か憐れんな声を奏かなでた。

『わたしはコーデリアと申します』

　慎つつましく頭を垂たれる。その動作のひとつひとつが、礼れい儀ぎ正しく洗練されていた。見る者すべてを虜とりこにしてしまう。女性の目から見ても同様らしく、妹のネリーも囁ささやくように、きれいと言葉をもらした。

　なるほど妖精といわれるわけだ。

　コーデリアの目が主を探して彷徨さまよう。彼女の視界に収まった将校が体を硬かたくした。その局所的な緊きん張ちようが、会場全体にじわじわと伝染していく。期待や落らく胆たんを感じている隙すき間まはなかった。選ばれる側がわは、彼女の視線によって時間を止められてしまう。

　会場を一周してもなお、コーデリアは目当ての人物を見つけられないでいた。心細いのか、彼女は両手を組み、胸元で合わせた。儚げなコーデリアの魅み力りよくがより一層際きわ立だった。見方によっては祈いのりを捧ささげているかのようだった。

　そして、その祈りはすぐに天に届いた。

　つぼみが花を咲かせるように、コーデリアが微笑ほほえんだ。彼女の可憐な笑みの先には、ロイの姿があった。俯うつむき頰ほおを赤く染めながら、コーデリアは小さな声でロイの名を呼んだ。

『ロイ・クローバー様、こちらまで』

　止まっていた時間が突とつ然ぜん動き出した。コーデリアの言葉の意味が、列席者の脳にようやく到とう達たつした。

　会場の視線が、今度はロイへと集中した。

　最初に拍はく手しゆを贈おくったのは妹のネリーだった。天てん井じよう高く作られた会場に、たったひとりからの祝福が響ひびき渡わたる。

　それに導かれるように、ひとり、またひとりと加わっていった。次し第だいに膨ふくれ上がった人々の連なりは、万ばん雷らいの拍手となってロイとコーデリアを祝福した。喝かつ采さいは豪ごう華か客船の外にまで溢あふれんばかりだった。

　大勢の列席者の拍はく手しゆを一身に浴びても、ロイは表情ひとつ変えなかった。周囲の反応を額面通りに受け取ってはいなかった。ロイを祝福する彼らの顔には、別の本心が書かれているのに、気づいていた。クローバーという特権階級に対する嘲ちよう笑しようと侮ぶ蔑べつ、羨せん望ぼうと屈くつ服ぷく。どれもまともな感情ではなかった。

「これでは道化だ」

　ロイは声にならない呟つぶやきを落とした。

　その内心を微み塵じんも表情には出さない。あくまで毅き然ぜんとした態度を崩くずさなかった。ロイの感情を正しく理解したのは、妹のネリーくらいのものだろう。

　ロイは確かな足取りで展望テラスへと向かった。慌あわてることなく、ゆっくりと歩みを進めた。展望テラスへの階段を一段ずつ踏ふみ締しめるたびに、拍手はさらに増した。それに反して、ロイの内面は冷めていく一方だった。テラスに近づき、コーデリアを目の前にしても気持ちに変化はなかった。

　達成感や高こう揚よう感もない。それも仕方がなかった。ロイにとってはすべてが想定内の出来事だった。心を乱すような事態ではないのだ。

　数百万の将兵の命を預かる重責は確かにあった。だが、それをいたずらに膨ふくらませ、表情に出したりはしなかった。自らを支配する術すべを知らずして、提てい督とくとして多くの命に対する責任をいかにして取れようか。

　だから、これでいい。周囲の空気に流される必要はない。物静かな心に、ロイはそう言い聞かせた。それから最後の一段を上のぼった。

　遠くからの印象よりも、目の前にしたコーデリアの姿は、より小さく、弱々しく思えた。

『不ふ愉ゆ快かいな想おもいをさせ、申し訳ありませんでした』

　奥ゆかしく手を体の前で揃そろえ、自分を見上げるコーデリアの言葉に、ロイの思考が一いつ瞬しゆん止まった。他ほかの思考に頭を委ゆだねていたせいもある。だが、最たる理由は別にあった。清せい楚そな少女の目は、無表情な仮面の下に隠かくした本心を的確に捉とらえていた。

『皆みな様の不ぶ躾しつけな視線に、ロイ様を晒さらしたことをお許しください』

　ロイにしか聞こえない小さな声だった。

『もし、お許しいただけるのなら、わたしと戦せん艦かんアロンダイトを、お受け取りください』

　舞まい落ちる雪のような儚はかなさ。ロイは見上げる姿勢の小こ柄がらな少女の瞳ひとみの中に、憮ぶ然ぜんとした自分の姿を見た。普ふ段だんと何ひとつ変わらない。冷め切った本音は、今も表情の裏側に隠してあった。それでもコーデリアは、ロイの本心に気づいた。

　予想外の言葉に返答が遅おくれた。コーデリアの発言は、契けい約やくを結ぶ別の理由をロイの中に生み落とした。情報の処理に、ロイは幾いくばくかの時間を要した。

　だが、それも数秒のことだ。虚きよをつかれ、心の水みな面もにわずかな波は紋もんが生じたが、それをロイはすぐに消し去った。

　ロイはコーデリアの髪かみに触ふれるように手を伸のばした。立体映像の彼女に触れられるはずもない。それでも、彼女の髪はロイの指の隙すき間まから本物のように零こぼれ落ちた。感かん触しよくはなくとも、視覚的には触れているように見えた。コーデリアが気を利きかせて、ロイの動きに合わせた演算を行い、映像化したのだ。

　それから、自然な口調で、ロイは契けい約やくの受け入れを意味する言葉を口にした。

「コーデリア、契約の認にん証しようを」

　その声は、再び訪おとずれていた静せい寂じやくの中でよく響ひびいた。

『それではお手をお貸しください』

　儀ぎ礼れいに則し、コーデリアは膝ひざを折ってロイにかしずいた。それから、ほんのりと頰ほおを朱しゆ色いろに染め、差し出されたロイの手の甲に、そっと口づけをした。

『契約の認証を完かん了りようしました』

　コーデリアの宣言は、盛せい大だいな拍はく手しゆによって搔かき消された。音という音が、喝かつ采さいによって飲み込まれていく。

　ロイは軽く視線を左右に動かし、列席者の反応を確認した。先ほどは耳みみ障ざわりだった、階下から押し寄せる拍手の波も、今は気にならなかった。

　原因ははっきりしていた。コーデリアの存在だ。

　コーデリアがゆっくりと立ち上がった。ふたりは展望テラスに並んで立つと、列席者に対して一礼をした。頭を下げるタイミングも、上げるタイミングも、少しも乱れることはなかった。コーデリアがロイに合わせているのだ。

　微かすかな心ここ地ち良さがロイの胸に湧わき上がった。列席者は自分を満足させてはくれなかった。だが、コーデリアには大きな可能性を見み出いだせた。

　拍手が鳴りやむと、コーデリアはロイにだけわかるように目礼をした。それを合図に、コーデリアはその場から消えていなくなった。

　ひとり展望テラスに残されたロイは、しばらくコーデリアのいた場所を見つめていた。それから、気持ちが冷める前に展望テラスの階段を下ることにした。普ふ段だんの自分に戻もどれば、列席者の視線を気に入らないものと思うだろう。

　ロイを見上げる人々の顔は、いくつかに分類できた。中でも性質が悪いと思うのは、二十二歳さいの司令官の誕たん生じようを冷笑する者だ。その落ち着いた様子は悔くやしさの裏返しでもあった。

　迷めい惑わくな話だった。悔しさを感じるなど、おこがましい。僅きん差さの勝負で敗やぶれたみたいではないか。最初から他ほかの候補者は競争相手として実力不足だった。それ以前に、司令官としての資質に欠けていた。

　ロイが対立候補として想定したのは、妹のネリーだけだった。ふたりの電子妖よう精せいに対して、ふたりの候補者。自分たち兄きょう妹だいがこの舞ぶ台たいの主役であることは明白だった。

　階段を一段、また一段とロイが下っていく。歩みを進めるたびに、ロイは奇き妙みような不快感を首の後ろあたりに感じた。体が何らかの警告を発しているのだ。

　誰だれかの視線か。いや、視線などいくらでも感じていた。だが、他ほかに考えられなかった。

　何かが違ちがう。大多数の視線とは明らかに種類が違っていた。提てい督とくの候補者をひとりずつ当たってみても、その正体はわからなかった。ならば、列席者の高級官かん僚りようか、政治家の視線だというか。やはり、それともまるで種類が異なっているように思えた。

　会場の中に思い当たる人物はもういなかった。

　気のせいか。

　そう思った瞬しゆん間かん、ロイの目がある人物を捉とらえた。男はロイと同様、真っ白い格好をしていた。決定的に違うのは、ロイの軍服に対して、その男はエプロンを身につけ、コックの帽ぼう子しをかぶっているということだった。

　年ねん齢れいはロイと大差ないように見えた。手にはトレイを持ち、会場の隅すみっこに佇たたずんでいた。給仕も兼けん任にんしているのだろう。

　帽子に隠かくれてはっきりしないが、髪かみは短く切り揃そろえているように見えた。微かすかに茶色の混じった黒髪だ。背せ丈たけも平均より少し高い程度。背筋を伸のばして立つ将校が側そばにいるせいもあるが、少し猫ねこ背ぜに思えた。顔立ちに目立った特とく徴ちようはない。ただ一点だけ、興味を引かれる純じゆん粋すいさがあった。

　星空と同じ色をした深い瞳ひとみ。

　それがロイの背筋をざわつかせた。誰とも違う目の持ち主だった。他の候補者とも、高級官僚とも政治家とも、彼らがエスコートしてきた女性客とも。

　コックは真っ直すぐにロイを見ていた。視線がぶつかっても顔を背そむけなかった。冷笑も、嘲ちよう笑しようも、侮ぶ蔑べつも、羨せん望ぼうもコックの表情にはなかった。その瞳に宿る意志を、ロイは久しく忘れていた。なぜなら、クローバーとして生まれた彼に、その意志をぶつけてくる者など、皆かい無むに等しいから。

　挑ちよう戦せん。

　自分に挑いどむというか。クローバーの名を持つ者に。名も知れないコックが。それも、真正面から。奴やつは何だ。

　立て続けに言葉がロイの頭の中を通り過ぎていった。

　耳の奥底で甲かん高だかい音が鳴り出した。それ以外何も聞こえなくなった。視界が一点に集束していく。コックの他には誰も見えなくなっていた。

　顔を背ければ、それで済む。今後の行動について、ロイの脳は複数のパターンを迅じん速そくに導き出した。気にせずに無視を決め込む。即そく座ざに警備兵を呼び注意を促うながす。それから、近づいて話しかける。それらの中から、ロイは現状維い持じをあえて選んだ。

　もう少し、コックを観察してみたいと思った。

　口の中がやけに渇かわいた。

　その不快感を潤うるおすためには、階段を下る必要があった。だが、降りれば視界の中の男が、人ごみにまぎれてしまう。足を止めれば、周囲に異変を気づかれるだろう。コックが何者かわからない今、不用意に刺し激げきしては危険を伴ともなうかもしれない。最悪、他国の諜ちよう報ほう員という可能性もあった。

　ロイは、慎しん重ちようにまた一段踏ふみ下ろした。

　瞬しゆん間かん、ロイの思考は警備兵の行動によって遮さえぎられた。コックが数人の男に取り押さえられるのが見えたからだ。

「突とつ然ぜんなんですか!?　離はなしてくださいよ！」

　状じよう況きようを理解できないコックが身をよじった。だが、両脇わきを警備兵に抱かかえられ、身動きが取れずにいた。肉体的に訓練された兵士相手に、貧ひん弱じやくなコックが抗あらがえるわけもなかった。

　ロイは階段を下るのをやめていた。状況を確かく認にんするために、ネリーの姿を探した。

　ネリーは会場の隅すみに設置されたコンソールに取りついていた。異分子の存在にいち早く気がつき、警備兵を動かしたのはどうやら彼女だったようだ。ロイを守るように、即そく座ざに三人の警備兵が来た。契けい約やくの典礼を汚けがされたとあっては、彼らの今後に差し支つかえる。よく訓練された無む駄だのない動きだった。

「理由を言ってください。僕が何をしたというんです」

　銃じゆう器きの携けい帯たいがないか、手早く警備兵が検査を始めた。特とく徴ちよう的なコックの帽ぼう子しが床ゆかに落ち、それに気づかない警備兵が、土足で踏ふみつけた。

　帽子を取り戻もどそうと手を伸のばしたコックは、そのまま床ゆかに転がされた。

「手を頭の後ろで組め」

　苦く渋じゆうの表情を浮かべながらも、コックは素す直なおに従った。今はそれが得策と考えたのだろう。

　再度、身体検査が行われた。他人事と決め込んだ列席者は、横目にコックを見ながらも、近づこうとはしない。周囲の者と小声で話し、野や蛮ばん人の出現を喜んでいるようだった。

「よし、連行する」

　危険がないと判断されると、コックは後ろ手に手て錠じようをはめられた。両肩かたをふたりに摑つかまれ、無理やりに引き起こされた。

「詳くわしい取調べは本部で行う」

　警備兵の隊長は、列席者に深く一礼をした。場を騒さわがせたことへの謝罪だ。

「待ってください。僕がなぜ逮たい捕ほされ、連行されなければならないんですか。正当な理由があるなら、ここで話してくださいよ」

　ここが士官学校の卒業パーティの会場であれば、もしくは、叙じよ勲くん式であれば、状況は違ちがっただろう。彼の不幸は電子妖よう精せいとの契けい約やくの典礼に、居合わせたことだ。些さ細さいな行動の結果が、今のようになる。問題など起こっていけない式典なのだ。

　なおも抵てい抗こうするコックの腹に、警備兵の拳こぶしがめり込んだ。激しく咳せき込み、胃液で絨じゆう毯たんを汚よごした。膝ひざから力の抜ぬけたコックが引きずられていく。その際、再度ロイと目が合った。

　口元に悔くやしさが浮かんでいた。だが、目だけは別の感情を宿していた。先ほどロイを見上げた目と同じだった。真っ直すぐに勝負を挑いどむ意志がそこにはあった。

　間ま違ちがいない。コックは本物だ。

　ロイがそう確かく認にんした直後、懐なつかしさを感じさせる女性の歌声が耳に届いた。最初は気のせいかと思った。あまりに場違いだった。契けい約やくの典礼の厳しさは、今コックが身を犠ぎ牲せいに証明してくれた。誰だれが気軽に歌など歌えるものか。

　両脇わきを固めた警備兵がお互たがいに目配せをしていた。歌が聞こえないかと。

　異国の言葉。古い言葉かもしれない。地球時代に忘れられた言語もある。体に染み渡わたる懐かしさが、ロイにそう思わせた。

　温かな日の光に包まれるような感覚。歌声の主を探した。周りを見渡しても、美声の持ち主は見つからなかった。

　ロイは予感めいたものを感じてコックを見た。彼はひとり天てん井じようを見上げていた。自然とそれにならった。

　まず最初に空を思わせる透とう明めい感のある水色が視界を埋うめた。広がったドレスの裾すそをはためかせ、ひとりの女性が舞まい降りてきた。重力制せい御ぎよされた室内のルールを無視して。質量を感じさせない優ゆう雅がな姿だった。

　ロイを含ふくめ、列席者の全員が彼女の美しさに言葉を失った。

　妖よう精せい。

　他ほかの言葉など思い浮かばない。

　両手を広げ、人の世界に飛び込んでくる。きめ細やかな白い肌はだに、艶つやのある黒くろ髪かみ、それと同じ色をした瞳ひとみ。見据すえる先には、コックがいた。

　ひとつの可能性がロイの脳裏を横切った。だが、そのようなことがあるはずない。あっていいはずがなかった。常識論がそう語りかけていた。

　結論が出るよりも早く、妖精は現実をロイに突つきつけた。

　音も立てずに、コックの前につま先から着地したのだ。

「電子妖精……」

　物語の世界でのみ存在を許される現実離ばなれした美しさがそこにはあった。コックが目と心を奪うばわれるのも仕方ない。魔ま法ほうにでもかかったかのように、呆ぼう然ぜんとしていた。

『わたくしの名はオフィーリアです』

　その言葉はコックにのみ向けられていた。動どう揺ようするコックに、オフィーリアがやさしく微笑ほほえみかけた。

　見た目の年ねん齢れいでいえば、向き合う両者は同い年くらいだ。だが、どちらが主導権を握にぎっているかは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。コックは言葉も口にできない様子だった。

　夢ではなかった。ならば現実だ。列席者の誰だれよりも早く、ロイは冷静な自分を取り戻もどしていた。冷静でなければ、事態を的確に判断できない。

　オフィーリアの登場で、会場の時間は凍こおりついた。警備兵もコックの連行を完全に忘れていた。急転した状じよう況きように放心するばかりだった。それは他ほかの者たちも同じだ。世間的には有能と見られる高級官かん僚りようや政治家の頭脳でも、なぜ、コックの前に電子妖よう精せいが現れたのか、理解できない様子だった。

　ロイとコーデリアの契けい約やくが終わり、不毛な夢からは誰だれもが覚めていた。他の候補者も自身に対して、ある程度の見切りはつけていただろう。もうひとりの電子妖精には、クローバーの妹が選ばれる。その現実くらいは見えていたはずだ。

　ロイもまたネリーが選ばれるものと思っていた。他に該がい当とう者はいない。番狂くるわせは起こらない。契約の典礼とはそういうものだ。実力のみが決定を左右する。神聖にして厳げん粛しゆく。例外はない。

　ならば、これはどうしたことだ。

　契約の不ふ文ぶん律りつが健在であるなら、この事実をどう受け止めればいい。

　オフィーリアはこともあろうに、コックの前に立っていた。

『そのお方を、解放してくださいませんか？』
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　穏おだやかに微笑ほほえみながら、オフィーリアが警備兵に言葉を投げかけた。美しい電子妖よう精せいの迫はく力りよくに押されて、ふたりの警備兵は喉のどの奥で言葉を詰つまらせた。それから操あやつり人形のようにぎこちない動きで腕うでの力をゆるめた。

　コックがふらついた足取りで、二歩だけ前に出た。もう手を伸のばせば、オフィーリアに触ふれられる距きよ離りだ。

　コックとオフィーリアに視線を送りながら、ロイはゆっくりと階段を下った。

　あのコックは何者だ。

　事態の異常さに対する疑問はすでにない。ロイの興味は、コック個人に向いていた。あの挑ちよう戦せん的な目もそうだ。クローバーを見る視線ではなかった。

『名をお聞かせください。わたくしは存知ておりますが、皆みな様が納なつ得とくされませんので』

　コックが落ち着きを取り戻もどすように、深呼吸をした。表情から動どう揺ようの色が消えた。自分を取り巻く環かん境きようを、自然体で受け流している。周囲の目を気にするのをやめたのだろう。そこにロイは彼の芯しんの強さを見た気がした。

　コックは一度目を瞑つぶり、よしと口にしたあとで、軽かろやかに名を宣言した。

「僕はレン・エバンスといいます」

　記き憶おくを遡さかのぼっても、耳にした名ではなかった。過去に自分に関係した人間という線も捨てきれずにいた。だが、名前を確かく認にんしたことで、ロイはその可能性を捨てた。自分の記憶には自信があった。恨うらみの類たぐいではなさそうだ。

『では、レン・エバンス様、わたくしと戦せん艦かんダインスレイフを、どうかお受け取りください』

　それは決定的な言葉となって、列席者の脳を揺ゆさぶった。何かの手違ちがいかもしれないという淡あわい期待はまだ残されていた。それを、オフィーリアは飾かざらない涼すずしげな声こわ音ねで、完全に打ち砕くだいた。口を開けたまま放心する者。思わずよろめく者。まだ信じられないといった様子で顔を手で覆おおう者。いくつもの落らく胆たんと動どう揺ようが会場内でひしめき合っていた。

　レンは事態の中心で、オフィーリアの言葉を正面から受け止めていた。

　受領すれば、一個艦隊の司令官だ。常人では背負いきれない重責がある。コックでも知っているだろう。

　軍人でもない男に、明日から戦場に出ろというのか。それも数百万の将兵の命を預かる司令官として。心の弱い人間であれば、その事実に押し潰つぶされる。普ふ通つうに考えれば、コックは断る。だが、そうならない予感めいたものがロイにはあった。

「オフィーリアさんといいましたね」

『さん、は余計です。オフィーリアとお呼びください』

「では、オフィーリア……」

　途と中ちゆうで言葉を切ると、レンの目線が、ロイへと向けられた。それから決意を固めるように、その先を口にした。

「契けい約やくの認にん証しようをお願いします」

　面おも白しろい。このコックはどうかしている。状じよう況きように怯おびえることなく、挑いどもうとしているのだ。自分でも気づかないうちに、ロイは口元に笑えみを浮かべていた。

『では、お手を』

　そこで、ふたりのやり取りに待ったの声がかかった。

「待て、誰だれがコックとの契約など認めるものか」

「そうだ。何を馬ば鹿かげたことを」

　ようやく現実に立ち返った候補者が次々に異論を口にした。正体の知れない者を、電子妖よう精せいの主になどできるか。軍人でもない者を、認められるか。ふざけている。彼らの言い分はもっともだ。

「警備兵、早々にその恥はじ知らずを連行せよ」

　興こう奮ふんした将校が高らかに言い放った。

　その様子を冷やかにロイは見据すえた。見苦しい。選出からもれたことへの腹いせか。電子妖精を信じられない者に、司令官たる資格はない。艦隊運用の大半は、電子妖精に委ゆだねられるのだ。その判断を疑えば、どんな作戦も立てられなくなる。

　契約の典礼における唯ゆい一いつの決まり事。

　主の選定は電子妖精の判断でのみ行われる。権限を託たくすに値あたいする存在。それは、過去の実績が証明しているではないか。電子妖精に選ばれ、提てい督とくの名を頂いた者は、誰もが有能であったのだ。

　ならば、コックであることも関係ないのではないか。絶対の自信があるわけではない。あくまで可能性の問題だ。

　ロイは事態の収拾のために口を開いた。権力に媚こびる他ほかの候補者よりも、レンの方が人間的に評価できると感じていた。

「どうか、お静かに」

　はっきりと意志を持った強い言葉は、騒そう々ぞうしいだけの場を引き締しめた。

「先ほどから契けい約やくの典礼に相応ふさわしくない言葉を耳にします」

　他者への誹ひ謗ぼうや中傷、それに罵ば声せいなどあってはならない。若年のロイに指し摘てきされては、年配者は黙だまらざるを得なかった。

　権力をかさにきる者は、不必要な自尊心だけは強い。

「お忘れですか？　電子妖精の契約の典礼に関する、唯ゆい一いつの決まりを」

　候補者たちが喉のどの奥で声にならない悔くやしさをもらす。強く握にぎられた拳こぶしが、小刻みに震ふるえていた。

　ロイの言葉の意味は、候補者たちが一番よく理解しているだろう。

　電子妖精に名を呼ばれた者は、その階級に関係なく一個艦かん隊たいの司令官となる。少しよう尉いになったばかりのロイを認めたのはそのためだ。だが、感情が簡単に納なつ得とくしない。

　その気持ちだけはロイにも共感できた。コックが司令官になるなどと、電子妖よう精せいの神通力がなければ、誰だれが認めようか。

　ロイの中に、レンに対する奇き妙みような興味は確かにある。だが、それと司令官就任を認めるのは別問題だ。ロイが信じるのはオフィーリアの判断の方だった。疑えば、コーデリアに選ばれた自分の存在までも不確かなものにしてしまう。だから、そこに揺ゆらぎはなかった。

　反論したくとも、ロイの正論に誰も言い返せない。奥歯を嚙かみ締しめ、悔くやしそうに舌打ちをするだけだ。

『ご支し援えんありがとうございます』

　にこやかにオフィーリアが礼を述べる。レンも小さく頭を下げた。その動作と視線の強さが揃そろっていない。またあの挑ちよう戦せん的な目に戻もどっていた。

「力が伴ともなわなければ命を落とす。礼を言われる筋合いのものではない」

　あとはレン次し第だいだ。戦場に出れば早々に命を落とすこともある。たとえ、そのような未来が訪おとずれても、それは彼が選せん択たくした結果だ。責任のすべてはレンにある。その程度の覚かく悟ごと認にん識しきは、持ち合わせているだろう。

　これで式典に残る理由はなくなった。今は急いでホテルに戻る必要があった。クローバーの情報網もうを用いて、レン・エバンスのデータを集めなければならない。今後、彼が味方となるのか、敵となるのか。それを知る必要がロイにはあった。

　ロイはレンとオフィーリアに背を向け退場していく。その背中に再開されたふたりのやり取りを聞いた。

「オフィーリア、契けい約やくの認証を」

『では、お手を』

　レンは手て錠じように拘こう束そくされたままの両手を差し出した。その手を取り、オフィーリアがそっと口づけをした。彼らのやり取りを目まの当あたりにしながらも、誰も祝福の拍はく手しゆを贈らなかった。

　静けさが辺りを埋うめ尽つくしていた。真空の無音とはまるで違ちがう静けさだった。大勢の意思で作り出された静せい寂じやくは、足元から押し寄せてくるような迫はく力りよくがあった。

　だが、その沈ちん黙もくを楽しむように、オフィーリアは歌うように軽かろやかに口を開いた。

『契約の認証を完かん了りよう。この命ある限り、わたくしと戦せん艦かんダインスレイフがあなたをお守りいたします』

　そう言って微笑ほほえむオフィーリアは、何よりも美しかった。

　レンの表情が自然とゆるんだ。

「ありがとう、オフィーリア」

　これで、認証は果たされた。それはコックの司令官就任を、契約の典礼が正式なものとして認めた瞬しゆん間かんでもあった。

　契けい約やくの典礼が始まって以来、最も静かな式典となった。

「オフィーリア、君に応こたえられるよう、最善を尽つくします」

『はい、マスター』

　そう言い残し、オフィーリアはふっとその場から消えていなくなった。

　レンはまだ夢を見ているような顔をした警備兵に手て錠じようを外してもらうと、仕事を思い出したように、空になった皿をワゴンに載のせた。それから調理場の方へワゴンを運んでいった。

　会場が音を取り戻もどしたのは、舞ぶ台たいの主役がいなくなって数分後のことだった。




　この日のうちに、レン・エバンスには以下の辞令が下された。

　──発、人民共和国防衛省。宛あて、レン・エバンス。銀河星せい暦れき九九一年三月一日付で、貴官を准じゆん尉いに任ずる。又また、同年三月四日午前九時、宇宙艦かん隊たい司令本部への出頭を命ずる。

　だが、この出頭命令が果たされることはなかった。

　レン・エバンスとロイ・クローバー。ふたりの若き司令官の誕たん生じようから一二時間後、人民共和国は第一から第一一まである艦隊のうち、八個艦隊を率いて、銀河連合が駐ちゆう屯とんするカプレオラ星系に奇き襲しゆう攻こう撃げきを仕し掛かけた。それは人民共和国にとって、これ以上、人心を離はなすまいとする背水の陣じんで挑いどむ決戦でもあった。

　カプレオラ星系には豊富な資源が確かく認にんされ、それを手中に収めることで、経済面からの建て直しを図るのが政府の狙ねらいだった。だが、その動きは共和国内に大きな波は紋もんを生み出すことになる。

　人民共和国軍の奇襲攻撃からさらに三日後──銀河星暦九九一年三月四日、ミレニアムとクローバーを中心とする民間企業が連合組織『企業連盟』の樹立を宣言。国を廃はい止しし、企業による新たな人民集合体を作ることを高らかに謳うたい、人民共和国からの独立を全世界に報じた。

　この企業連盟の宣言を、共和国中央政府は全面拒きよ否ひ。武力による鎮ちん圧あつに乗り出した。

　それを機に、企業連盟の独立戦争が勃ぼつ発ぱつする。その中に、レン・エバンスとロイ・クローバー、ふたりの若き司令官の姿が確認されることになる。

　これが、銀河を巻き込む大火の火種となることを、まだ誰だれも知らない。
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　カプレオラ星系を狙ねらった人民共和国軍の奇き襲しゆう攻こう撃げきは成功し、銀河連合は一〇日と待たずに、統合軍を同星系の最果てにまで退たい却きやくさせた。

　それと時を同じくして、独立を宣言した企業連盟は、パンテーラ星系において人民共和国軍を撃破、同星系を手中に収めた。

　元々、パンテーラ星系には、ミレニアム、クローバーの両社が本社を構える地球型惑わく星せいダフネとカリメアがあり、地の利の面から見ても、攻こう略りやくが容よう易いな星系だった。同星系に駐ちゆう屯とんする護衛艦かん隊たいも、約八割が企業連盟に味方する結果となった。これは事前に水面下で行われていた根回しの賜たま物ものでもある。他ほかにも、企業連盟に加か担たんする部隊は数多くあった。

　その結果、統制を欠き、大戦力をカプレオラ星系に送った共和国軍は、鎮ちん圧あつ部隊の編成もままならず、独立戦争は一方的な形での幕開けとなった。




　惑星ダフネの静止衛星軌き道どう上には、軍事港を兼かねる宇宙港リトル・ダフネがある。独立戦争の勃ぼつ発ぱつに際し、数万にも及およぶ戦艦が、このリトル・ダフネより出撃していった。一時はその慌あわただしさに混乱もしていたが、現在は通常の運営に戻もどっている。滞とどこおりなく人の行き来が行われ、港本来の健全な機能と雰ふん囲い気きを取り戻していた。今もまた、貿易船が港を発たち、旅客機の到とう着ちやくが告げられた。

　その船せん舶ぱくの発着状じよう況きようを、ネリー・クローバーはラウンジからガラス越ごしに眺ながめていた。濃のう紺こんの引き締しまった軍服姿に、金色の髪かみがよく映はえている。華はなやかさと無む縁えんの格好をしていながらも、ネリーの魅み力りよくが損そこなわれることはなかった。むしろ、意思のはっきりとした彼女の魅み力りよくをより引き立てていた。

　左の耳に装着したインカムを気にして、ネリーは手を伸のばした。髪を搔かき上げると、普ふ段だんは隠かくれて見えない耳の裏が空気に晒さらされた。男性客が思わず足を止めて見み惚とれていた。軍人らしくネリーの仕し種ぐさからは無む駄だが排はい除じよされ、洗練されていた。その中に、隠かくしきれない優ゆう雅がさが見えるのは、彼女の生まれのせいだろう。幼い頃ころは、クローバーの姫ひめ君ぎみとも呼ばれていた。成人を迎むかえた今では、面と向かってそう呼ぶ者はいなくなったが、陰かげ口ぐちの類たぐいとして使われているのは、先日、契けい約やくの典礼の際に確かく認にんできた。

　ラウンジの中で、ネリーの存在は目立っていた。彼女の容姿も原因のひとつだが、軍服姿というのがやはり大きい。殆ほとんどの軍艦が出航した今では、どうしても人目を引きつけてしまう。

　周囲の視線を無視しながら、ネリーは網もう膜まくに投とう影えいされた作戦時計を見た。目的の輸送船の到とう着ちやくまであと七分あった。

　迎むかえとはいえ、少し早すぎた。

　ネリーが港にやってきて、すでに三〇分が経過していた。普ふ段だんの自分であれば、ラウンジで退たい屈くつな時間を過ごすような真ま似ねはしなかった。戦せん艦かんに残り、戦せん闘とうデータの分ぶん析せきに時間を割さいていたはずだ。だが、それに集中できなかったために、ネリーは早いと知りながらも、港にやってきた。

　ＣＲ３７５便の到着がインフォメーションから告げられた。

　待ち望んだ輸送船の到着を耳にしても、ネリーの表情がゆるむことはなかった。むしろ、険しさが一段と増した。

　惑わく星せいアドニスからの連れん絡らくを信じれば、例のコックが到着した船に乗っているはずだ。だが、情報が本当かどうか、ネリーは自分の目で確かめるまで信じられずにいた。契けい約やくの典礼で、電子妖よう精せいオフィーリアがコックを主に選んだこともだ。すべてが夢なのではないかと、あれから一週間以上が経過した今でも思ってしまう。

　何より受け入れがたいのは、コックが提てい督とくの道を進むと決めたことだ。何を思い、軍に身を置くことにしたのか、まるで想像できなかった。

　ネリーはアナウンスを聞き届けると、流れるような動作で到着ロビーに足を向けた。慌あわてることもなく、それでいて女性にしては早足で。

　本当に何を考えているのかしら。

　共和国と企業連盟。目の前に並べられたふたつの選せん択たく肢しのうち、提督に成り立てのコックは企業連盟を選び取った。交こう渉しように向かったエージェントの話では、ほんの数分で結論を出したという。契約の典礼で司令官となったのが十日前の三月一日。その翌日には、企業連盟に賛同する意思を示した。どうかしていると思われても仕方がないだろう。

　電子妖精オフィーリアと新造戦艦ダインスレイフの戦力を欲していた企業連盟にしてみれば、喜ぶべき結果だった。そもそも、企業連盟を束たばねる最高議会の予定では、戦艦ダインスレイフは同軍の一個艦隊の旗艦とされていたのだ。その書類の司令官の欄らんには、ネリー・クローバーと書かれていた。そのことを、ネリーは知っていた。

　誰だれもが信じて疑わなかった。オフィーリアが選ぶのは、ネリーであると。

　到着ロビーに向かうネリーの足が早まった。悔くやしさで下唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　なぜ、自分ではなく、コックが選ばれたのか。あの日以来、何度も自分に問いかけていた。だが、何度やっても答えは出なかった。

　可能な範はん囲いでレン・エバンスのことも調べた。わずか数日の間に、何度も読み返した調書はすでにネリーの記き憶おくに刻まれていた。

　銀河星せい暦れき九六九年二月一日誕生。現在二十二歳さい、性別は男。最終学歴は中卒。三人兄弟の長男。弟と妹がひとりずつ。父親はレンが十五歳さいのときに他界。生前はクローバーのエレクトロニクス部門に勤務し、就業中の事故で命を落とした。父親の死の直後、母親は弟と妹を連れて蒸じよう発はつ。蒸発の原因と現在の行方ゆくえは摑つかめていない。レンは十五歳で天てん涯がい孤こ独どくの身となり、その後はひとりで生活してきた。

　職歴の欄らんには、スペースダスト社とオービタルシフト社という社名があった。職務内容は、一方が宇宙港のダクト清せい掃そう業で、もう一方が廃はい棄き衛星の回収だった。それぞれ、二年半ずつ勤務していた。どちらの会社も今はもうない。労働法と公正取引法に違い反はんし、さらには廃はい品ひんの密輸を行っていた両社は、事実が明るみに出るとすぐさま倒とう産さんした。見方によっては、レン・エバンスの行動は、犯罪に加か担たんしていたとも取れる。調書によれば、責任は雇こ用よう主だけが問われ、レンは無罪放ほう免めんで釈しやく放ほうされていた。

　その後、士官学校の調理場に勤務していた。この情報にはネリーも驚おどろかされた。まさか、自分と同じ環かん境きように、レンがいたとは思わなかった。レンの作った料理を、ネリーは食べていたかもしれないのだ。それを知ると、胃のあたりが不快になった。

　身辺調査の結果、レン・エバンスが辛かろうじて軍に関かかわっていたことがわかった。だが、それは本当に辛うじてと呼べる程度だ。艦かん隊たい司令官に抜ばつ擢てきされるなど、あっていいはずがなかった。

　長い通路を抜ぬけると突とつ如じよ視界が広がった。輸送貨物のコンテナが、船から運び出されていった。スタッフが物資の搬はん入にゆう路ろを大声で他ほかの者に伝えていた。がやがやと雑多な騒そう音おんが耳にうるさかった。

　輸送船の到とう着ちやくロビーに着くと、ネリーは目的の人物を探した。相手はすぐに見つかった。

　貨物の行き交かう慌あわただしい空気の中に、ぽつんとレン・エバンスは立っていた。軍服の着心ごこ地ちが悪いのか、窮きゆう屈くつな襟えり元もとに指を差し込んで伸のばそうとしている。足元には小さなキャリングケースがひとつあった。どうやら荷物はそれだけのようだ。

　こうして遠目に見れば、軍人のようにも思えた。だが、レンの物もの腰ごしと雰ふん囲い気きに、毅き然ぜんとしたものは感じられなかった。少し背中が丸まっているせいもあるだろう。

　ネリーはレンに気づかれない距きよ離りで足を止めた。レンを取り巻く空気に不思議なものを感じたせいだ。

　それでも違い和わ感を振ふり払はらうように、ネリーは足を踏ふみ出した。コックに臆おくするなど、彼女のプライドが許さなかった。

　再び歩き出したネリーにレンが気づいた。姿勢を正し、彼女の到着を待った。

　ネリーはレンの前に歩み出ると、きれいな敬礼をした。

「はじめまして、レン・エバンス提てい督とく。お迎むかえに上がりました」

　レンもぎこちない手つきで敬礼を返してきた。表情に少しだけ緊きん張ちようの色が見えた。

「私は旗艦ダインスレイフの戦せん闘とう参さん謀ぼうを拝命したネリー・クローバー少しよう尉いです」

「はじめまして、レン・エバンス准じゆん尉いです」

　ふたりが敬礼を解くと、わずかな沈ちん黙もくが訪おとずれた。物資搬はん入にゆうを続ける周囲の喧けん騒そうも、なぜだか気にならない。

　レンは真っ直すぐにネリーを見据すえたまま動かなかった。敬礼をした際に見せた緊きん張ちようはもう消えている。代わりに、微かすかに笑ったような顔をレンはしていた。

　ネリーもレンから視線を外さずにいた。いや、外せずにいた。深い瞳ひとみをしていると思った。口元の小さな笑えみも不快ではない。じっと見ていると、それが彼の真顔なのだと、ネリーは気づいた。ほんの少しだけ少年らしさを残した顔立ちだった。

　沈ちん黙もくが気まずくなると、ふたりはようやく視線を逸そらした。

「旗き艦かんダインスレイフの停てい泊はくする港までご案内します」

「よろしくお願いします」

　レンがすっと自然体で頭を下げた。

　先導するために、ネリーから歩き出した。背後に続くレンの様子を肩かた越ごしに確かく認にんしたのち、小さく息を吐はいた。

　顔を合わせ、言葉を交かわしてみても、やはりレンの思考がわからなかった。

　妙みようなやりにくさをネリーは感じていた。軍の堅かた苦くるしさとは違ちがうが、レンの対応は十分に礼れい儀ぎ正しかった。挨あい拶さつを交わしただけで判断するのは軽けい率そつだが、少なくとも最初の印象が最悪ということはなかった。現段階で、批難すべき点は見当たらなかった。それがネリーの居心ごこ地ちの悪さとなった。

　徹てつ底ていして嫌けん悪おできる人物の方が、ネリーにとっては対処しやすかったのだ。そして、そういう相手を望んでいた。自分の勝気な性格を、ネリーはよく理解していた。

　通常の船せん舶ぱくが停泊する港と、軍港を隔へだてるゲートを通り抜ぬけた。その際、天てん井じようのセンサーが人物の識別を行うため、二秒ほど待たされた。

　軍港に足を踏ふみ入れると、空気がまたがらりと変わった。天井はどこまでも高く、視界は広がっていた。この場所に立っていると、人間などちっぽけに見えてしまう。話し声も反はん響きようすることなく、空間に溶とけ込んでいった。

　ネリーの背後から、おっ、と吐と息いき交じりの反応があった。そのあとに、すごいなあ、と感想が続いた。レンの足が止まるのを、ネリーは背中で悟さとった。

　軍港にやってきたふたりを出迎むかえたのは、旗艦ダインスレイフの雄ゆう姿しだった。全長は約一二〇〇メートルにも及およぶ。雄大な迫はく力りよくにレンは圧あつ倒とうされているようだった。

　レンの興味は完全にダインスレイフに向かっていた。今のレンの反応は、戦艦に憧あこがれる少年と同じだ。

　仕方なくネリーも立ち止まった。これからこの元コックの司令官に、戦せん闘とう参さん謀ぼうとしてつくのかと思うと、少し気が削そがれた。

　レンを見るネリーの目に暗い影かげが宿った。理由はどうであれ、すぐ側そばにいる元コックに電子妖よう精せいと戦せん艦かん、それから司令官という立場を奪うばわれたのだ。電子妖精の判断は常に正しいという不文律を信じながらも、レンだけは例外であろうという考えは捨てきれずにいた。

　本来なら、自分が選ばれ、兄と共に独立戦争の立たて役やく者しやとなるはずだった。

　計画のすべてはネリーの視界に映るひとりの男によって狂くるわされたのだ。

　契けい約やくの典礼において、オフィーリアはネリーではなく、どこの馬の骨とも知れないコックを主にと指名した。相手がロイのような人物であれば何の不満も抱いだかずに、納なつ得とくもできただろう。だが、コックに負けたとあっては、自分の矜きよう持じにどう説明の言葉をかければいいのか、まるでわからない。

　わからないからこそ、ネリーはレンを側そばで支える戦せん闘とう参さん謀ぼうに自ら志願した。最も近い場所で、レンを観察するために。

　彼女のそうした強気な性格を考こう慮りよし、別の人事を新たに考えていた総務局人事部は当然慌あわてた。代だい替たい案として人事部がネリーに提示してきたのは、兄のロイが司令官を務めるアロンダイトの戦闘参謀の椅い子すだった。だが、兄に自分は不要だと正論で人事部を説き伏ふせた。

　決定打となったのは、ネリーに戦術論を指南した元人民共和国軍のシュトロブル中将の言葉だった。

「電子妖精オフィーリアと戦艦ダインスレイフを、易やす々やすと沈しずめられるのは本意ではないでしょう。有能な戦闘参謀を搭とう乗じようさせる他ほかに、延命の道は断たたれているかと思われますが」

　当然、その有能な戦闘参謀とはネリーのことを指していた。シュトロブルはすでにダインスレイフの参謀総長の任が決定しており、いざとなれば、ふたりで艦隊を指し揮きする旨むねを遠回しに語った。その老ろう齢れいの武人の言葉に人事部は押し切られ、軍務局も認めた結果、今回の人事が決定したのだ。

　この数日間に行われた数々の苦労も知らず、レンは飽あきもせずにダインスレイフを眺ながめていた。

　ネリーも装そう甲こうを横目に映した。前方から後方にかけて、白から青のグラデーションで飾かざられている。流線型のフォルムはシャチやイルカといった海洋哺ほ乳にゆう類を連想させた。

　だが、その美しい装甲を見ても、誰だれもが戦艦であることを忘れないだろう。船底にはダインスレイフが突とつ撃げき艦であることを示す、巨大な高周波対艦刀とうが左右に一本ずつ、計二本装備されているためである。それを見て、シュトロブルが魚のヒレのようだと語っていたのを、ネリーは思い出した。

　確かにそうも見える。だが、ネリーは別の感想を持っていた。

　翼つばさだ。敵の戦艦を叩たたき切る鋼こう鉄てつの翼。

「広げたら、翼みたいになるんですかね」

　突とつ然ぜんのレンの言葉に、ネリーの心臓が激しく脈打った。自分と同じ感想を、元コックのレンが持つとは思っていなかった。

　ネリーが顔を上げると、レンの視線とぶつかった。

「何か言いたいことがあれば、言ってくださいよ」

　また突とつ然ぜんの言葉だった。それなのに、レンはいたって自然体だった。本人は真顔のつもりなのだろうが、やはりわずかに笑って見えた。

「元コックの司令官がやってきて、何もないということはないでしょう。僕があなたの立場なら、言いたいことは山ほどあると思いますよ」

「では、ひとつご忠告までに」

　冷静さを取り戻もどすように、ネリーは一度そこで言葉を切った。

「私を含ふくめ、エバンス艦かん隊たいの将兵は、あなたの着任に疑念を抱いだいています」

「そうでしょうね」

「疑念が晴れるまでは、あなたを司令官と認めない者もいます。私もそのひとりです。その旨むねをご理解いただいた上で、ダインスレイフには搭とう乗じようしてください」

　言葉を濁にごすことなく、はっきりとネリーは言いきった。その強い意志をぶつけられてなお、レンの表情は変わらなかった。

　逆にネリーの顔に疑問の色が浮かんだ。

　本当に何を考えているのかわからない。

　そう思っていると、すっとレンが手を差し出してきた。

「握あく手しゆは共通の挨あい拶さつだと思いましたが？」

　レンの目と差し出された手をネリーは見比べた。それから、レンを無視して、ダインスレイフの搭乗タラップに足をかけた。

「なるほど。これが疑念というやつですか」

　自分の手のひらを見てぼやくと、レンはネリーの背中を追った。その彼を出迎むかえるように、搭乗タラップにオフィーリアが姿を見せた。今はレンやネリーと同様、濃のう紺こんの軍服を着ていた。艶つややかな長い黒くろ髪かみも、後ろで一本に束たばねられていた。

『お待ちしておりました。マスター』

　真しん剣けんな表情のあとで、オフィーリアがわずかに微笑ほほえんだ。それに合わせるように、レンの目じりも少し下がった。

「わざわざ出迎えてくれて、ありがとうございます」

『はい』

　主の労ねぎらいの言葉を受け、オフィーリアは心から嬉うれしそうな顔をした。

　旗艦ダインスレイフには、約三〇〇名の将兵が搭乗している。そのうち、新任の司令官であるレン・エバンスを出迎えたのは、電子妖よう精せいオフィーリアだけだった。だが、それに気を悪くした様子もなく、レンは自然な足取りでダインスレイフに乗艦を果たした。

　その約一時間後、ダインスレイフを旗艦とするエバンス艦隊は、宇宙の大海うな原ばらに出しゆつ撃げきした。
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　ルトラ星系は、企業連盟の首星系であるパンテーラ星系の隣となりにある。一九の惑わく星せいを有し、その約半数の九個が地球型惑星という貴重な星系として知られていた。総人口数においても、人民共和国が有する一九の星系の中で、首星アドニスを含むリュンクス星系に次いで二位となっている。

　そのルトラ星系には、共和国軍の星系護衛艦かん隊たい一万五〇〇〇隻せきが常じよう駐ちゆうしていた。現在、第七艦隊の一万隻が加わり、人民共和国軍の総数は二万五〇〇〇隻へと膨ふくれ上がった。

　この動きは、企業連盟の予測より三日も早く、同軍の各艦隊司令官の心情に少なからず波は紋もんを投げかける形となった。

　一〇日ほど前に司令官に就任したばかりのロイ・クローバーもそのひとりだ。だが、周囲の者が、彼の変化を感じることはなかった。

　敵艦隊の動向を頭に思い浮かべながら、ロイは司令官室と繫つながった私室のシャワールームにいた。頭から浴びるお湯が、全身を駆かけ抜ぬけて、排はい水すい溝こうへと勢いよく流れ込んでいく。宇宙船の中で自由に水が使えるのは、重力制せい御ぎよ装置が働いているためだ。

　契けい約やくの典礼に始まり、独立戦争の勃ぼつ発ぱつ、パンテーラ星系での初うい陣じん。この激動の数日間を乗り越こえてなお、ロイの表情に疲つかれはなかった。

　初陣となったパンテーラ星系では、ルトラ星系へと撤てつ退たいを図る敵艦隊の航路に先回りし、これを見事に駆く逐ちくしてみせた。撤退を許していれば、ルトラ星系で他ほかの艦隊に合流され、次の戦場を、より難しい状じよう況きようにしていただろう。

　それだけにとどまらず、企業連盟のどの艦隊よりも早く、ルトラ星系へと侵しん攻こうした。この段階では、共和国軍の迎げい撃げき態勢は整っておらず、ロイはルトラ星系の玄げん関かん口となる宙域を、一滴てきの血も流さずに占せん拠きよした。これにより、企業連盟はルトラ星系侵攻の足場を手にすることとなった。

　この若じやく輩はいの司令官の活かつ躍やくに、周囲はいくらかざわついていた。だが、ロイはそれらの反応に取り合う素そ振ぶりは見せなかった。すでにロイの意識は、次の戦せん闘とうをどう戦うかに向いていた。

『ロイ様、今、よろしいですか？』

　外からの声を合図に、ロイはシャワーを止めた。自動で乾かん燥そうシステムが作動し、全身が温かい風に包まれる。目を閉じてぬくもりに体を任せるだけで、数秒後にはすっかり髪かみまで乾かわいた。

　ひとつ扉とびらを隔へだてた室内の様子が、ロイには手に取るようにわかっていた。シャワールームに背を向けたコーデリアの姿が思い浮かぶ。慎つつましく両手を前で揃そろえ、微かすかに頰ほおを赤らめて控ひかえているはずだ。

「続けてくれ」

　声がシャワールームに反はん響きようした。

『後方の補給船団に、エバンス艦かん隊たいが合流しました』

　わずかに緊きん張ちようを感じさせる声だった。その理由は、エバンス艦隊の編成にあることを、ロイは理解していた。

　旗艦名はダインスレイフ。

　電子妖よう精せいはオフィーリア。

　そのふたつのキーワードの次に続くのは、元コックの司令官。確か、名はレンといったか。

　何の戸と惑まどいもなく、その名が浮かび上がったことに、ロイは幾いくばくかの驚おどろきを感じた。だが、ロイの無表情に変化はなかった。

　乾かん燥そうシステムが停止すると、ロイはシャワールームを出て私室に戻もどった。やはり、コーデリアは背中を向けていた。着替がえが終わるまでは、絶対にこちらを見ようとはしない。

　軍服の上着を羽織り、襟えり元もとを正すと、隣となりの司令官室に移動する。ロイの少し後ろにコーデリアが続いた。

　脇わき目めも振ふらずに、ロイは執しつ務む用の机に向かい、流れるような動作で腰こしを下ろした。目の前のレーダーには敵である共和国軍の二万五〇〇〇隻せきの艦かん艇ていが光点となって映し出されていた。

　事前にコーデリアが用意しておいたのだろう。彼女の気配りに、ロイは小さく礼の言葉を口にした。それに彼女は目礼を返した。その丁てい寧ねいなやり取りは、室内に落ち着いた空気をもたらしていた。軍艦の中というよりは、物静かな書しよ斎さいのような印象があった。

　どこか冷たさを漂ただよわせたロイの目がレーダーに注目した。

　戦せん闘とう指し揮きを行うＣＩＣには劣おとるが、司令官室にも球形状をした三次元レーダースフィア等の計器は完備されている。

　ロイの視界の中で、コーデリアが後方に合流したエバンス艦隊をレーダーに追加した。ここから約二時間の宙域にいる。艦隊を構成する総艦艇数はわずか一〇〇〇隻。艦隊と呼ぶよりは、予備兵力の遊ゆう撃げき隊といった方が相応ふさわしいだろう。編成の遅おくれを理由にして、エバンス艦隊に配属が予定されていた大多数の艦艇が、他ほかの艦隊に異動となった結果だ。ただし、編成の遅れは建前に過ぎない。コックの司令官就任に異を唱える者たちの差し金というのが事の真相だった。

　気持ちを切り替えるように、ロイは椅い子すに座り直した。机に両肘ひじをつき、レーダーを凝ぎよう視しする。

「コーデリア、共和国軍に動きは？」

　ゆっくりと振ふり向くと、コーデリアは鈴すずが鳴るような声で答えた。

『リュンクス星系の防衛に残った第八、第九艦隊に動きはありません。第七艦隊と護衛艦隊のみで、こちらの鎮ちん圧あつを行うようです。これは三時間前の情報になりますが……』

　他星系の情報収集となれば、時間を要するのは仕方がなかった。どれだけ技術を進化させようとも、光速を超こえての情報伝達は物理的に不可能とされている。

　恒こう星せい間移動を可能にした超ちよう次元航行を除き、地球時代に判明していた光の神話は崩ほう壊かいしていない。

　その超次元航行も、光速の限界を超こえたものではない。宇宙空間の重力歪ゆがみを利用し、そこへ高エネルギーをぶつけて次元の断層を作り出すことで本来と別の空間に繫つなぎ、物理的な移動距きよ離りを縮ちぢめているに過ぎなかった。天然の重力歪みがなければ行えないため、行き来が可能な場所も限定されていた。

　簡単な超次元航行の説明として、よく地下鉄の話が持ち出される。模式化すると、都市に張り巡めぐらされた地下鉄のように思えるからだ。限られた駅という場所でのみ、乗り降りが可能な様がまさにそうだといえた。各星系を駅と置き換かえ、銀河を都市と見立てれば、それを繫ぐ線の広がりは、実際、路線図にそっくりだった。そのため、超次元航行時に通る道筋はメトロゲートと呼ばれていた。

　宇宙開かい拓たくの歴史は、このメトロゲートの発見に始まった。今もなお、未開拓の星系を手中に収めるために、各勢力が新たなメトロゲートの発見を競きそい合っている。

　また、メトロゲートの存在は企業連盟がルトラ星系を手中に収めようとする要因のひとつでもあった。ルトラ星系には、幾いくつものメトロゲートが繫がり、経済活動を支える上での重要な流通の拠きよ点てんになるのだ。

『あの……ロイ様』

　コーデリアは机を挟はさんでロイと向き合う位置にまで進み出た。アロンダイトが出航してから、彼女がロイの正面に立つのはこれが初めてだった。普ふ段だんはロイの邪じや魔まにならないように、後ろに控ひかえている。

　だからこそ、彼女が言い出すことを、ロイは推すい測そくできた。その上で、すぐに会話を止めるとわかっていながら、ロイはコーデリアをあえて促うながした。少しだけなら、その件について、話をしてもいいという気持ちがロイの中にあった。

　恭うやうやしく一礼をしたあとでコーデリアは予想した言葉を口にした。

『オフィーリア姉様のこと、申し訳ありませんでした』

「やはり、その話か」

『ネリー様の顔に泥どろを塗ぬるような真ま似ねをしたこと、お許しください』

「コーデリア」

　微かすかに咎とがめる意図を含ふくんだロイの言葉に、コーデリアは身を退ひいた。

『申し訳ありません。もう言いません』

　まだ言い足りないのはコーデリアの顔を見れば明白だ。だが、彼女が詫わびる必要はない。彼女が犯おかした非礼ではないのだから。

　コーデリアは定位置である司令官室の壁かべ際ぎわに音もなく下がった。そして、忠実な侍じ従じゆうとして主の言葉があるまで待つ。

　触ふれるだけで壊こわれてしまいそうなコーデリアの儚はかなさは、軍服姿になっても変わることはなかった。そのたたずまいは、私物の少ない簡素なロイの司令官室とは調和が取れていた。

　ロイは椅い子すに深くもたれ、瞳ひとみをゆっくりと閉じた。それから大きく一度だけ息を吐はいた。

　今は二万五〇〇〇隻せきの敵艦かん隊たいをどう処理するか。ロイの思考は、その一点に強く傾かたむいていた。

　コックへの興味が失せたわけではない。だが、その興味が戦場に不要なものであると、ロイは判断した。今は目の前の敵艦隊に意識を集中すべきである。

　ロイが司令官を任された企業連盟のクローバー艦隊は、旗艦アロンダイト以下一万二〇〇〇隻からなっている。人民共和国軍と比べ、半分にも満たない。何の策も練らずに正面からぶつかれば確実に敗北する。

　総旗艦オートクレールからの指示は一時撤てつ退たいだった。全五艦隊を合流させたのちに、敵艦隊を撃げき破はする。それが白はく髪はつの総司令官クライスラー元げん帥すいの持ち出した作戦だった。およそ軍人に見えない温厚なクライスラーに対して、ロイの返した意思はクローバー艦隊のみによる敵艦隊の撃退だった。

「現宙域より後退すれば、足場の確保に成功したルトラ星系をみすみす手放すことになります」

「クローバー艦隊のみで挑いどみ、敗北しても、それは同じではありませんか？」

「我々には時間がありません。内ない紛ふんの報が届けば、カプレオラ星系に向かった一〇万の共和国軍艦隊も動きます。その到とう着ちやくまで四週間。すでに一〇日が経過した今、足踏ぶみをしている場合ではないかと思いますが」

「ふむ、君は戦いたいと言うのですね」

　クライスラーはわずかに笑えみを浮かべながら、戦いたい、の部分を強調した。その本音を見透すかすような口ぶりにもロイの表情は崩くずれなかった。

「戦うべきだと考えています」

　本心をありのままに表現すれば、クライスラーの言葉の方が正しい。勝つ算段の整った現状において、無益に時間を浪ろう費ひするのはロイの主義に反した。

「ふむ、では仕方がありません。我々も急いでそちらに向かうとしましょう。上う手まくいけば、挟きよう撃げきできるかもしれないからね」

　納なつ得とくはしていないが、議論を無む駄だと判断したのだろう。クライスラーは頑かたくなな青年の説得に時間を使うよりも、決めた作戦を成功させるために時間を費やすことを選んだ。恐おそらく最初から、ロイが折れないことを承知していたはずだ。

　年ねん齢れいがそうさせるのか、柳やなぎのようにゆらゆらと揺ゆれて見えるクライスラーの考えを、ロイは摑つかみかねていた。総司令官という立場である以上、決定権は白髪の老人にある。命令という形を取れば、ロイの意見を却きやつ下かすることもできたのだ。クローバーの御おん曹ぞう司しであるから扱あつかいにくいという印象も感じさせない。

　敵艦かん隊たいとの距きよ離りが、時間にして一時間。総旗艦オートクレールの到とう着ちやくに必要なのが六時間。本心から挟きよう撃げきが狙ねらえると思っているとも考えにくかった。

『ロイ様、時間です』

　艦隊戦を前にして、将兵に与あたえた休息時間が終わりを迎むかえた。

　ロイは何も言わずに席を立った。歩き出したロイの足取りは、大軍を前にも臆おくした様子はなかった。
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「反逆者どもの司令官はよほどの間ま抜ぬけか、それとも何か策があるというのか？」

　共和国軍第七艦隊司令官グラント中将は、前進を開始した一万二〇〇〇隻せきの敵艦隊に、どう判断を下すか迷っていた。

　数では共和国軍が二倍以上。グラントが敵の立場であれば、味方艦隊との合流を最優先にする状じよう況きようだ。索さく敵てきの報告では、五時間ほどの距きよ離りに別艦隊がいる。カプレオラ星系に向かった本隊の帰き還かんを恐おそれ、早期に戦争の終結を目指したい敵の心情はよくわかる。だが、ここでの数時間の消費が、戦略レベルにおいて致ち命めい的になるとは考えにくかった。

「クレシダ、どう思う？」

『この戦力差です。閣下が思い悩なやむには及およばないかと。むしろ、反逆者の艦隊を各個撃げき破はできるこの状況は、私たちにとっては好都合ではありませんか』

　電子妖よう精せいクレシダはあらかじめ用意していた言葉を、そのままに返した。

「私もそう思う」

　派手な功績こそないが、堅けん実じつな艦隊運用力の持ち主としてグラントの名は知られていた。特に長期の防衛戦に強く、軍神と恐おそれられる銀河連合統合軍のスタンリー・マスターズ元げん帥すいを相手に、このルトラ星系で半年間粘ねばりの戦せん闘とうをしたことは有名だ。最終的にマスターズに敗北したが、統合軍の進軍もそのときに止まった。長期の遠えん征せいを強いられた統合軍の兵は疲ひ弊へいし、補給物資の維い持じも困難となっていた。その結果、統合軍は共和国軍領内より、撤てつ退たいすることとなった。

　第七艦隊にとって、ルトラ星系は縁えん起ぎいい場所とされていた。そのため、将兵の士気も高かった。憂ゆう慮りよすべき事情は、味方の側がわにはない。それでも、グラントの気持ちは、ゆるやかに波立っていた。

　その司令官の慎しん重ちようさが、ＣＩＣに適度な緊きん張ちよう感を呼び込んでいた。優位に油断することなく、敵の意図を探るように、戦せん闘とう参さん謀ぼうが顎あごに手を当て思考を巡めぐらし、参謀総長はレーダーの敵の動きを真しん剣けんな目で追っていた。

　意見を求めるように、グラントの視線が戦闘参謀に向けられた。

「戦せん闘とう参さん謀ぼう、君はどう思う？」

　考えを整理するように、一呼吸の間を置いたあと、戦闘参謀は答えた。

「私もクレシダと同意見です」

　続けて参謀総長の顔をグラントは見た。

「クレシダと戦闘参謀の意見に、私も賛同します」

「そうか。だが、私はひとり知っている。こうした状じよう況きようを奇き策さくにより打開し、優ゆう劣れつを覆くつがえす男を」

『……アレティーノ提てい督とくですね』

　感かん慨がい深げにグラントは頷うなずいた。

　クラウディオ・アレティーノ。それは、天才用兵家の名をほしいままにする若き艦かん隊たい司令官の名前だった。今はカプレオラ星系に遠えん征せいしている。アレティーノが本土防衛に残っていれば、企業連盟は独立戦争を起こさなかったのではないかとグラントは思う。それほど、アレティーノには存在価値があるのだ。

『閣下、あの方は特別です』

　クレシダがアレティーノに下す評価も主と同じだった。

　この実体を持たない副官との会話に満足すると、グラントは迷いを捨てレーダーに集中した。

「このまま前進しつつ、立方陣じん形けいで迎むかえ撃うつ。突とつ撃げき艦を前に、砲ほう撃げき艦は二〇光秒後方に追つい従じゆうさせる」

　グラントの指示を受け、クレシダは無む作さく為いに展開していた艦隊を、ひとつに繫つなぎ合わせていく。わずか三〇秒とかからずに、数万の随ずい伴はん艦を遠えん隔かく操作により、一糸乱れぬ完かん璧ぺきな陣形に整えた。旗艦からの全艦かん艇ていの遠隔操作。これが電子妖よう精せいの持つ最たる能力だった。

　出来上がった立方陣形を、グラントは満足そうに眺ながめた。




　共和国軍第七艦隊の動きは、アロンダイトのＣＩＣでも確かく認にんできた。変化する陣形をロイは司令官シートからじっと見据すえた。完全に形が整う前に口を開いた。

「やはり、立方陣形で来たか」

　ロイの言葉通り、レーダー上の光点が正確な立方体を作り上げた。攻こう撃げきを受け止める面が、何層にも続いており、防戦に向いた陣形である。過去の戦せん闘とうデータから、グラントが好んで使う陣形であることをロイは知っていた。コーデリアにはそうした各提てい督とくの趣しゆ向こうも記録されているのだ。

　共和国軍の艦艇の内訳は、突撃艦が二万隻せきに、砲撃艦が五〇〇〇隻。砲撃艦は突撃艦の約二〇光秒後方にいた。

　二倍以上の敵艦隊を前に、ＣＩＣに席を置く各参謀が押し黙だまっていた。サロ戦闘参謀の頰ほおは、敵の大軍を前にひきつり、デュムラン参謀総長は難しい顔をしていた。その両者の目は発言をしてもよいものかと、ロイの顔色を窺うかがっていた。
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　それに気づいたコーデリアが、ロイに疑問を投げかけた。

『この戦力差で、立方陣じん形けいは不自然ではないでしょうか？』

　張り詰つめたＣＩＣの空気が、コーデリアの声こわ音ねによってわずかにゆるんだ。

　口にした疑問に意味はない。それは言ったコーデリアも、言われたロイも認にん識しきしていた。

　立方陣形は、本来劣れつ勢せいに立つ側がわが時間を稼かせぐために使うものだ。数で優位に立つ共和国軍の取る行動として、確かに不自然ではある。

　司令官シートのすぐ脇わきに立つコーデリアの横顔を、ロイは見上げた。

　各参さん謀ぼうに発言の機会を与あたえようというコーデリアの配はい慮りよを、無下にするわけにもいかなかった。わかりきったことを口にするのは、性に合わなかったが、理解していない参謀への説明となるならそれもいい。そう判断すると、ロイは誰だれに言葉を返すでもなく、コーデリアの疑問に答えた。

「敵の狙ねらいは包囲殲せん滅めつにある。艦かん隊たい同士が接せつ触しよくしたのち、敵は中央を後方に下がらせ、前面四つの角を前進させるつもりだ。そうやって、あの立方陣形の中心に、こちらを取り込みたいのだろう」

『では、いかがなさいますか？』

　ロイの言葉が切れると同時に、コーデリアが合いの手を入れた。テンポよくロイの話を前に進める。そのタイミングをコーデリアはすでに熟じゆく知ちしていた。

「突とつ撃げき艦かんを円えん錐すい陣じん形けいに配置。重力子フィールド展開後、突撃する」

　その宣言に、デュムラン参さん謀ぼう総長がようやく言葉を挟はさんだ。

「提てい督とく、それでは敵の思う壺つぼではありませんか」

　五十過ぎの無骨な軍人は、ロイを真っ直すぐに見据すえた。瞳ひとみの奥には、ロイを射抜ぬこうとする強い意志が宿っていた。だが、ロイはデュムランの視線に応じなかった。

「参謀総長の仰おつしやる通りです。ここは、距きよ離りを取り、総旗艦オートクレールとの合流まで時間を稼かせぐのが定じよう石せきかと思います。何もこちらから仕し掛かける必要はありません。クライスラー、エルガー、パーラーの三艦隊と合流すれば、今度はこちらが敵の二倍の戦力となるのですから」

　参謀総長と同意見であることに勇気づけられたのか、不満そうにしながらも沈ちん黙もくを守っていたサロ戦せん闘とう参謀も反対を口にした。サロの額から汗あせが流れ落ちた。大軍を前に、緊きん張ちようしているのだろう。その焦あせりが、まくし立てたサロの口調によく表れていた。

　ふたりの参謀の忠告を、ロイは眉まゆひとつ動かさずに聞いた。

　敵の戦術を理解した上で、ロイは懐ふところに飛び込もうとしているのだ。当然、策があってのことだ。突撃に異議を唱えるのであれば、その策の内容を問うのが先である。なぜ、それに気づかないのか。

　その疑問に対する解答を、ロイはすでに見つけていた。ふたりの参謀の声こわ色いろには、若じやく輩はい者を軽視する感情がわずかに含ふくまれていた。それが本来行うべき物事の順序を狂くるわせてしまっている。

　参謀たちの感情に気づいてなお、ロイは泰たい然ぜんとした態度を崩くずさなかった。その様子は、この場の主導権を誰だれが握にぎっているのか、無言で主張していた。わずか二十二歳さいの青年の放つ威い圧あつ感に、ＣＩＣの空気が凍こおりついた。

「敵が立方陣形を取った段階で勝敗は見えた。この意味を理解できないのなら口を出すな。コーデリア、円錐陣形だ」

『はい』

　ロイはふたりの参謀を一いち瞥べつし、反論が出ないとみるとレーダーに意識を戻もどした。

　そのロイの態度が決定的な断絶を生んだ。司令官と各参謀の間には、底の見えない深い谷が存在している。倒たおすべき敵は共和国軍であるのに、ＣＩＣにも対立の図式が出来上がっていた。

　そんな中で、コーデリアは健けな気げに主の命に従っていた。

　コーデリアによる遠えん隔かく操作で、一万二〇〇〇隻せきのうち、九〇〇〇隻の突撃艦が円錐を横に倒たおした形状に並び替かえられていく。その陣形の変化の様子を、ロイはレーダー上で確かく認にんしていた。残った三〇〇〇隻の砲ほう撃げき艦は後方に下がっていった。

　旗艦アロンダイトは円錐の中心におり、そこから眺ながめる景色は壮そう観かんだった。

　上から見るとＣＩＣは卵型をしている。天てん井じようと床ゆかを除いた側面の壁かべには、ドーナツ状にスクリーンが張り巡めぐらされ、周囲三六〇度を見渡わたすことが可能だ。

　今、その前後左右どこを見ても、巨大な戦せん艦かんが映し出されていた。それも、全長一〇〇〇メートルを超こす、高周波対艦刀とうを装備した突とつ撃げき艦だ。

　前時代的な刀とう剣けんが必要とされるのにはわけがあった。重力制せい御ぎよを可能にした重力子の発見は、兵器のあり方も大きく変える切きっ掛かけともなった。

　銀河星せい暦れき最初の五〇〇年は、遠距きよ離りからのレーザー砲ほう撃げき戦が戦争の主なスタイルだった。だが、重力子を利用した兵器の開発が進み、重力子フィールドが完成すると、レーザー砲撃の時代は幕を閉じた。

　重力子フィールドは簡単にレーザーを偏へん光こうさせ、防ぐ手立てのなかった兵器に対する絶対的な防ぼう壁へきとなった。その他、リニアレールガン、ミサイル、荷か電でん粒りゆう子し砲、光子魚ぎよ雷らい、あらゆる兵器を無力化した。

　それから数年の間、重力子フィールドは不敗の盾たてとして歴史に名を刻んだ。拠きよ点てん攻こう撃げきが困難になり、この時期の戦死者数は、千年近い宇宙戦史の中で最も少なかった。

　だが、重力子フィールドにはひとつだけ欠点があった。フィールドと同周波数を持つものは難なく通過させてしまうのだ。開発された当初から、その弱点は認にん識しきされており、戦せん闘とう中は定期的に周波数をランダムに変へん更こうすることで補っていた。

　その上で、開発された高周波対艦刀は、無敵の盾を切り裂さく最強の剣となる。重力子フィールドに接せつ触しよくした瞬しゆん間かん、その周波数と同調する性能を備え、さらにフィールド内部に突とつ入にゆう後は、細かい刃はの部分だけを高周波振しん動どうさせ、戦艦本体の装そう甲こうを分子分解しながら真っ二つに切り裂くのだ。豪ごう快かいさと繊せん細さいさを兼かね備えた兵器といえた。

　高周波対艦刀の開発当初、同機能を持つミサイルの開発も同時に進められた。だが、小型化が極きわめて困難なため、数百年が経過した今も、実現していない。そのため、遠距離からの撃うち合いという戦争のスタイルは消しよう滅めつした。

　現在は重力子フィールドをまとい、レーザー砲撃を無効化しながら接近し、高周波対艦刀による突撃艦同士の白はく兵へい戦が主体なのだ。

　その様子は、スケールは違ちがえども、重火器が登場する以前の戦争の形によく似ていた。とりわけ騎き兵へい同士の激げき突とつを連想する者が多い。

　レーザー砲撃も戦術の一いつ環かんとして残り、それを主兵装とする戦艦を突撃艦と分け、砲撃艦と呼ぶようになった。重力子フィールドは莫ばく大だいなエネルギーを消費し、長時間の運用には向いておらず、息切れしたところを狙ねらい撃うつ役目があった。さらに、重力子は推すい進しん力も閉じ込めてしまうため、ノズル部分は無防備となっているのだ。有能な司令官であれば、砲撃艦を遊ばせておかず、敵の後方に回り込ませる戦術を取る。

『推力上じよう昇しよう、重力子フィールドを展開します』

　駆く動どう音がＣＩＣにも届いた。ロイの視界の隅すみで、デュムランが息を詰つまらせていた。強こわ張ばった顔からは、完全に血の気が引いていた。血走った眼球がロイを睨にらみつけていた。

「クローバー提てい督とく！　あなたは我々を殺すつもりか！　三六〇万の将兵の命を、ここで捨てるおつもりか！」

　デュムランの血圧の上昇に比例して、ロイの冷静さが増していった。氷よりも冷たい瞳ひとみで、ロイはデュムランを一いち瞥べつしただけで、何も言わなかった。もはや、言葉を語る対象として、ロイは参さん謀ぼうを見ていなかった。

「突とつ撃げきだ」

　司令官の口がそう命令した。参謀総長が肘ひじ掛かけに拳こぶしを落とした。
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　企業連盟クローバー艦かん隊たいと共和国軍第七艦隊の動向は、二時間ほど離はなれた位置にいるダインスレイフのＣＩＣでも知ることができた。

　オフィーリアが飛ばした情報探査用の小型衛星を経由して、両艦隊の位置データが随ずい時じ送られてくる。その膨ぼう大だいな情報をオフィーリアは即そく座ざにレーダーに反映していた。それも、レンからの指示をこなしながらである。

「オフィーリア、砲ほう撃げき艦一五〇隻せきを、補給船団の後方、この辺りに移動させてください」

　パンテーラ星系を旅立ち、ルトラ星系に到とう着ちやくするまでは、レンが大きな失態を犯おかすことはなかった。それもそのはずだ。航行に関しては、ＣＩＣの下部ブロックにいる航行参謀のギュネス大たい尉いが取り計らい、オフィーリアが実際に艦隊を動かした。総旗艦との交信は、情報参謀のモンティーユ大尉が行った。戦艦の状態は、機関参謀のファルコ大佐が常に監かん視ししている。要するに、ここに来るまでレンに司令官としての仕事はなかったのだ。

　ネリーが呆あきれて吐と息いきをもらす。うっすらと細めた視線の先には、三次元レーダースフィアの中で、オフィーリアに指示を出すレンの背中があった。

　艦隊を指し揮きするための言葉を、コックは持ち合わせていなかった。それで取った行動が、三次元レーダーの中で、これをここにと指でオフィーリアに伝えることだった。

　オフィーリアは不満のひとつも口にせず、従順に指示に従った。

　そうして出来上がった艦隊の配置は、無茶苦茶な指示の仕方と違ちがって、理にかない整せい頓とんされたものだった。補給船団の前方に七〇〇隻の突撃艦を配置。これで正面からのレーザー砲撃は重力子フィールドで防げる。砲撃艦三〇〇隻は、左右ふたつに分け、斜ななめ後方に配置されていた。

　だが、それはレンの価値とはまったく関係がなかった。オフィーリアなら、指示を待たずに、最初からそうできるのだ。艦隊の足並みが揃そろっているのも、彼女の遠えん隔かく操作の恩おん恵けいであって、レンの実力とは無関係だった。

　ネリーは胸中に溜たまった苛いら立だちを吐はき出すように、言葉を口にした。

「補給船団を中心に、突とつ撃げき艦かん七〇〇隻を、水平方位０９０、垂すい直ちよく方位０１５に配置。砲ほう撃げき艦一五〇隻せきを水平方位１５０、２１０にそれぞれ配置。垂直方位は突撃艦と同じとする」

　それはレンの指示を口頭で的確に表現したものだった。

　全員の視線が集中する中、ネリーは構わずに言葉を続けた。

「速力二〇パーセント減。その後、索さく敵てきは全方位にて継けい続ぞく。特に重力子レーダーには注意を」

　それからネリーはコンソールを操作した。士官学校の戦術教習課程を呼び出す。通常の士官が二年間かけて学ぶ膨ぼう大だいな資料だ。飛び級を果たしたネリーですら、半年を必要とした。

　ネリーは真っ直すぐにオフィーリアを見た。オフィーリアには、ネリーがコンソールを操作して、何をしているのかわかっているはずだ。電子妖よう精せいは艦内の機能をすべて掌しよう握あくしているのだから。

　ネリーの意図を察して、オフィーリアが小さく頷うなずいた。その瞳ひとみには、微かすかに悪戯いたずらっぽさが潜ひそんでいた。オフィーリアの承しよう諾だくを得て、ネリーはデータをレンへと送信した。その直後、隣となりでレンが、おっ、と驚おどろきの声を上げた。

　外見にはわからないが、レンの視界には、艦隊指し揮きを行うために学ばなければならない膨ぼう大だいなデータが表示されているはずだ。ＣＩＣスタッフは標準装備として、網もう膜まく投とう影えい型の小型端たん末まつを身につけている。それを通して、情報が流れているのだ。

「その程度の知識は身につけてください」

　ネリーはあくまで冷れい淡たんに言い放った。

「わかりました」

　レンは臆おくすることもなく、不満を返すこともなかった。ただ、素す直なおに受け止めた。ネリーの方が、逃にげるように視線を逸そらした。

　間ま違ちがったことはしていない。なぜ、逃げるような真ま似ねをしなければならないのか。

　ネリーの思考を遮さえぎるように、オフィーリアが戦せん闘とうの始まりを告げた。

『クローバー艦隊が、敵艦隊に接せつ触しよくします』

　司令官のレン、参さん謀ぼう総長のシュトロブル、それに戦せん闘とう参謀ネリーの表情に緊きん張ちようが走った。レンは早々に、司令官シートに戻もどった。じっと見つめるのは、レーダー上の両艦隊の動きだ。

　円えん錐すい陣じん形けいを取ったクローバー艦隊の先せん端たんが、立方陣形で迎むかえ撃うつ敵艦隊の正面に突つき刺ささった。

　数にして二倍以上の差がある相手だ。味方が不利。誰だれもがそう考える場面だった。だが、ネリーにはロイが勝利するという確信があった。

　兄は負ける戦いはしない。戦端を開いたということは、勝利する絶対の自信を持っているからだ。

　誰よりも信じることができた。

　それでも、体はこれまでに感じたことのない極度の緊きん張ちようをネリーに伝えてきた。ほんの少しだけ、足に震ふるえを感じた。

　これが戦争。人が死ぬということ。

　三次元レーダースフィアを挟はさんだ向かいにいるシュトロブルが、ネリーを見ていた。その目は、彼女の本心を見透すかしている。悟さとられたことを恥はじる気持ちが芽生えるよりも早く、シュトロブルはネリーの震えを肯こう定ていするように、はっきりと頷うなずいた。

　以前、シュトロブルに言われたことがあった。

「金属の壁かべで守られたＣＩＣで戦場の匂においを感じ取るのは難しい。だが、それがわからないようでは、戦場で生き残ることはできない。危険を感じない者に、自らを守ろうとする強い意志は生まれないのだから」

　言葉を反はん芻すうしながら、ネリーは様子を確かめるようにレンを見た。

　その瞬しゆん間かん、ネリーは言葉を失った。

　司令官シートに座るレン・エバンスは、体を震わす恐きよう怖ふと戦っていた。上下に揺ゆれる右腕うでを、左手で押さえつけている。それでも不思議なことに、顔は少し笑って見えた。いや、それがレンの真顔なのだ。

「提てい督とく？」

　気をやわらげようとシュトロブルがレンに声をかけた。極度の緊張は人体に悪影えい響きようを及およぼす。初うい陣じんで泡あわを吹ふいて倒たおれる新兵などごまんといるのだ。

　だが、レン・エバンスはただの新兵ではない。将兵三〇万人の命を預かる艦かん隊たい司令官である。緊張して倒たおれたなどとあっては、今後に差し支つかえる。誰だれもレンを司令官としては認めないだろう。

「うん」

　レンの返事はどこかぼんやりとしていた。それでも、言葉を発したことで、外に意識が戻もどったのか、申し訳ありませんと小さく口にした。さらに独ひとり言ごとのように、まいったなあと続けた。

　それからレンは大きく息を吸い、ゆっくりと吐はき出した。落ち着こうとしているのだろうが、効果は期待できなかった。

「なるほど、こういうのを戦争というんですね」

　口調は戻ったが、震えは先ほどより少し大きくなっているように見えた。その姿をネリーは脳裏に焼きつけるようにじっと見据すえていた。

　戦場に怯おびえ、震えている。それは情けない姿のはずだった。だが、レンの全身を取り巻く雰ふん囲い気きに、臆おく病びようという単語は似合わないとネリーは思った。

　向き合い、受け入れ、自らの中で昇しよう華かしていく。そんな印象があった。

「提督、少し後退した方がいいのでは？」

　ギュネス航行参さん謀ぼうは、レーダーの戦力数値をじっと見ていた。

　ロイの率いるクローバー艦かん隊たいが敗やぶれた場合、共和国軍は補給線を断たつために、こちらに向かってくるだろう。ギュネスはそれを心配しているのだ。

「後退の必要はありませんよ」

　レンの声に震ふるえは感じない。精神面はきちんと持ち直しているようだ。

「なぜですか？」

　興味を持ったのか、機関参さん謀ぼうのファルコと情報参謀のモンティーユも後方のレンを振ふり向いて見ていた。

「クローバー艦隊は勝ちます。なのに、後退するのはおかしいでしょう」

　ネリーを含めた五人の参謀の視線が、レンに集中した。

　どうしてそう思うのかを知りたい。その一〇個の目はそう語っていた。

　同じ解答を思い描きながら、ネリーは複雑な心境だった。でたらめを口にした可能性もある。だが、レンの顔を見ていると、理由はあるように思えた。

「敵の司令官は少し考えすぎですね」

　その発言はさらに周囲の疑問を深める。

　ネリーだけが肩かたをぴくりと反応させた。

　やはり、わかっている。ロイの秘策に気づいている。そうネリーは感じた。そして、レンの次の言葉で、確信を得た。

「そうでなくても、あの陣じん形けいでは、二発目を防げませんがね」

　下部ブロックにいる、情報、航行、機関の三参謀は首を傾かしげるしかなかった。円えん錐すい陣形に二発目などありはしない。戦術に疎うとい彼らでも、その程度は常識として知っていた。




　企業連盟の円錐陣形による突とつ撃げきを、第七艦隊司令官グラントは最後まで疑っていた。このまま真っ直すぐに突つっ込めば、立方陣形の中心部に捕つかまり、殲せん滅めつさせられてしまう。相手を侮あなどることをしないグラントにしてみれば、そのような無策な突撃があるとは考えにくかったのだ。レンの言葉の通り、グラントは慎しん重ちように考えすぎていた。

　敵艦隊の急な行動に備えるため、グラントは艦隊を減速させるという失態を犯おかした。

　立方陣形の都合上、上や横から見ると、艦隊は何枚かの層になっている。その九番目まである層のうち、最初の接せつ触しよくで第四層まで一気に貫つらぬかれた。これはすべて航行速度の差によるものだ。速い方が威い力りよくは高い。この最も原始的なエネルギーは、この時代の戦争を支える大きな武器だった。

「第五、第六層を前に出し、第四層の援えん護ごを。これ以上の突破を許すな」

　まだ焦あせるほどの状じよう況きようではない。グラントは指示を出しながら、そう自分に言い聞かせた。敵艦隊の頭を止めれば、まだ包囲殲滅は可能なのだ。数字の上でも、圧あつ倒とう的に有利な立場にある。

　虚きよをつかれる形にはなったが、ここから普ふ段だんのように冷静に事を運べばいい。

『敵艦かん隊たい、速力八〇パーセントに低下』

　クレシダも淡たん々たんと仕事をこなす。

　第五、第六層の援えん護ごが早さつ速そく効果を見せた。敵艦隊の突とつ進しん力は着実に削そがれていた。

「第七層の艦隊を中央に集結させ、円えん錐すい陣じん形けいの頭を叩たたけ」

『はい』

　クレシダの遠えん隔かく操作により艦隊が整然と位置を変えた。揃そろった足並みは式典の行軍を見ているようだ。

『速力五〇パーセントに低下。閣下、包囲戦に移行できますが？』

「頃ころ合あいだ。クレシダ、頼たのむ」

『はい、閣下』




　艦隊の頭を止められたことで、アロンダイトのＣＩＣに動どう揺ようが走った。サロ戦せん闘とう参さん謀ぼうが青ざめた顔でデュムランを見ていた。そのデュムランはこの事態をどうするつもりかと、ロイに鋭するどい視線を送っていた。各参謀たちの焦あせりが伝染し、浮き足立った空気がＣＩＣに漂ただよっていた。

　それとは無む縁えんの態度で、コーデリアが敵艦の新たな動きを報告した。

『ロイ様、敵艦隊の包囲戦が開始されました』

　レーダーの表示情報が更こう新しんされるよりも早く、コーデリアは敵艦隊の動きを主に伝えた。それからすぐにレーダー上の光点が包囲網もうを作ろうと触しよく手しゆを伸ばしてくる。立方陣形の前方四つの頂点が伸のび、アロンダイトを中心とする艦隊を覆おおい尽つくそうとしていた。

「コーデリア、やれ」

　出された指示はそれだけだった。ＣＩＣに席を置く参謀の面々にもロイの狙ねらいはわからなかった。

　円錐陣形の先せん端たんが徐じよ々じよに開かれていく。このままでは敵の包囲陣形を助けるだけだ。

　デュムランの背中には先ほどから冷たい汗あせが流れていた。敵に囲まれ、逃にげ場をなくす恐きよう怖ふは、三〇年の軍歴を持つ彼にはよくわかっていた。それなのに、横目に盗ぬすみ見たロイは、涼すずしい顔をしていた。

「これは!?」

　レーダーを見ていたサロ戦闘参謀が驚おどろきの声を上げた。何事かと思い、デュムランも視線を戻もどした。すると、開かれた先端の中から、無傷の新たな円錐が飛び出してきていた。それは信じられない光景だった。正面に立ちはだかる分厚い敵艦隊の壁かべを、自分たちの艦隊が貫つらぬいていくのだ。




『閣下！　第七層まで敵艦隊に突破されました！』

　いつも冷静沈ちん着ちやくなクレシダが荒あらい声を上げた。それだけで、事態の深刻さが、グラントには鮮せん明めいに伝わった。一〇年を共にしてきた相手だ。戦場という過か酷こくな環かん境きようを共に乗り越こえてきた相手でもある。

　戦友。何かひとつ言葉で表現するなら、それが相応ふさわしいとグラントは思う。

　その彼女が、取り乱したのは、過去にも指折り数える程度だ。以前にもこうした窮きゆう地ちがふたりには訪おとずれた。それでも今日まで生き抜ぬいてきた。

　その自負がグラントを冷静にさせた。

　だが、円えん錐すい陣じん形けいの中から現れた、ふたつ目の円錐陣形を防ぐ手立ては思い浮かばなかった。そのような用兵をグラントは今初めて見た。円錐陣形は、艦かん隊たいの速度と密度を武器とした、敵陣突とつ破ぱを目的とした陣形だ。頭を潰つぶし、速度を落としてしまえば、さほど脅きよう威いとはならない。その常識に則のつとり、グラントは敵の先せん端たんの前進を止めた。

　その止めた先端が割れ、一回り小さい円錐陣形が飛び出してくるなど想像もしていなかった。初期接せつ触しよく時に比べれば、速度が落ちているため、ふたつ目の円錐陣形に爆ばく発はつ的な突進力はない。だからこそ、過去、誰だれもこのような手を使おうとは思わなかったのだろう。

　だが、予想に反して、統制の取れた刃はこぼれのないふたつ目の円錐陣形は、最初の一いち撃げきを止めるために、陣形を崩くずしていたグラントの第七艦隊に深く切り込んできた。

　数秒の思考の間にも、味方の突撃艦が高周波対艦刀とうによって、真っ二つに破は壊かいされ、巨大な花火となって散った。

　グラントは無能ではないからこそ気づいた。仮にここで再び円錐陣形の頭を止めても、三つ目が現れるだけなのだと。いましがた第八層も突破され、残りが第九層だけとなった立方陣形では、もう防ぐ手立てはなかった。

　敵の司令官の采さい配はいに対して、心の中で、グラントは感かん嘆たんをもらしていた。グラントであれば、このような策を思いつきはしなかっただろう。たとえ、閃ひらめいたとしても、机き上じようの空論にも思える手段を実行に移しはしなかったはずだ。敵司令官の迷いのない用兵に、グラントは揺ゆらぐことのない強い意志と、若さを感じた。

『閣下、艦隊を集結させ撤てつ退たいを。再編を行い、次に備えるのが、最上の選せん択たくだと私は考えます』

　すでにクレシダによる遠えん隔かく操作の効果も薄うすれ、艦隊は統制を失い四散していた。

　グラントが決断するよりも先に、敵艦隊は最後の第九層を突破した。なおも、その突進力は留とどまるところを知らない。

　一度目の円錐陣形も、後方から追いつき、空くう洞どうになった円錐の内側を埋うめる。無限に補ほ充じゆうが可能な悪あく魔まの槍やりを見ているようだった。

　前進を止めない敵艦隊を眺ながめ、グラントは愕がく然ぜんとした。

「急速反転！　再編しつつ敵艦隊を追う！」

『閣下？』

　珍めずらしくクレシダが、主の命令に疑問を挟はさんだ。何を意図しているのか、判断しかねたのだ。

「やつらの狙ねらいは、後方の砲ほう撃げき艦かんだ！」

　これだけ見事に立方陣じん形けいを打ち砕くだき、一いつ瞬しゆんにして壊かい滅めつ的打だ撃げきを与あたえながら、まだ暴れたりないのかと、グラントは敵の司令官に恐きよう怖ふすら覚えた。正面から迫せまる突とつ撃げき艦を葬ほうむる手段を砲撃艦は持たない。一方的な破壊のビジョンが脳裏を過よぎった。

『統制が保てる艦かん艇ていは五〇〇〇隻せきを下回ります』

「構わん。味方を見殺しにはできん」

　だが、本当の危機は、反転した直後に訪おとずれた。

　後方から連続的な爆ばく発はつが衝しよう撃げきとなってＣＩＣまで伝わってくる。

　確かく認にんのため、クレシダに目を向けると、彼女はそっと瞳ひとみを閉じた。敵の砲撃艦三〇〇〇隻が、無様に尻しりを晒さらすグラントたちを、容よう赦しやなく砲撃していた。
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「コーデリア、降こう伏ふく勧かん告こくを」

　もはや戦せん闘とうは終しゆう了りようしていた。

　後方に待機した共和国軍の砲撃艦五〇〇〇隻は、重力子フィールドを張った突撃艦の前には無力で、一度の接せつ触しよくで三割が宇宙の塵ちりとなった。

　本来、戦力の二割も消しよう耗もうすれば、それは敗北となる。戦せん闘とうの勝敗は消耗率によって決することが多い。たとえ、数で上回っていても、二割を失った時点で撤てつ退たいか、降こう伏ふくをすべきなのだ。そのまま戦闘を続けたところで、勝利を得られる可能性は著いちじるしく低い。これは過去の戦争の統計が証明している。

『勧告はどのようになさいますか？』

「任せる」

『ロイ様の名前をお借りしてもよろしいですか？』

「ああ」

　小さく目礼をすると、コーデリアはスクリーンに映し出された共和国軍の旗艦を見つめた。

『こちらは企業連盟クローバー艦隊旗艦アロンダイト……戦闘の続行は無益と思われます。降こう伏ふくを受け入れるなら、貴官らの身み柄がらはクローバー艦隊司令官ロイ・クローバーが保ほ障しよう致いたします。賢けん明めいなご判断を』

　少女の声で発せられた勧告には、すぐに白色の発光弾だんによる回答があった。

　それは色が示す通り、降伏を意味する。

「コーデリア、損害の把は握あくと艦隊の再編を。それが終わり次し第だい、投降してきた敵兵士への対処を頼たのむ」

「お待ちください、提てい督とく」

　すっと背筋を伸のばし、デュムラン参さん謀ぼう総長が立ち上がった。それに続き、各参謀も直立不動の姿勢を取った。その彼らの目に、ロイを若じやく輩はいの司令官として蔑さげすむ意思はもう含ふくまれていなかった。

「なんだ？」

「敵兵士の管理は、私に一任ください。コーデリアには再編に集中していただきたく思います」

「そうか、なら任せる」

「それともうひとつ」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくのあとでロイが口を開いた。

「言ってみろ」

「見事な采さい配はいでした。感服致いたしました」

　そう言って、デュムランは非礼を詫わびるように深々と頭を下げた。それに他ほか四人の参謀も従った。別にロイは彼らの態度に不満を感じていなかった。

　彼らが不要と思えるほどに頭を下げるのは、口に出せずにいた文句や中傷があったからだ。今の行こう為いは、浅はかだった自分たちへの罰ばつといってもいい。

「恥はじ入ることがあるなら、仕事で返してくれ」

　その厳しさがロイの強さなのだと、デュムランは自分のつま先を見ながら思った。

　電子妖よう精せいは自分より優すぐれた人間しか選ばない。その現実を痛感させられた瞬間でもあった。

　では、もうひとりの若き司令官はどうなのだろうか。あの元コックの提てい督とく、レン・エバンスは……。











第二章　コックの初うい陣じん
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　ネリーが司令官室のソファに腰こしを下ろしてから、一三分が経過した。なおも作戦時計は視界の中で、刻一刻と時を刻んでいく。

　作戦時計から目を逸そらし、執しつ務む用の机にネリーは目を向けた。そこには一三分前と同じ姿勢で固まったレン・エバンスがいた。左手には真新しいペンを持ち、机には真っ白の紙切れが一枚置かれている。机の端はしには、白い封ふう筒とうがひとつあった。

　少し長めの周期で繰くり返される瞬まばたきだけが、レンにも自分と同様の時間が流れているのだとネリーに感じさせた。

　すぐに終わると言ったのは誰だれだっただろうか。だから、待っているというのに。

　視線に批難の意図を込めても、レンは微び動どうだにしない。穴が空くほどに机の上の白紙を見ているだけだ。

　再度ネリーは作戦時計を確かく認にんした。座ってから一八分が経過していた。

　迎むかえに来たのは正解だった。この様子では、レンは今後の予定を忘れている。どれだけ待っても、あと一五分ほどでダインスレイフを出なければならない。このあと作戦会議が予定されているのだ。それも、企業連盟の全艦かん隊たいの司令官を集めて。

　現在、企業連盟はルトラ星系の第四惑わく星せいアルプに集結していた。企業連盟が独立を声明してから、今日で十二日目となる。このわずかな期間に、企業連盟はふたつの星系の占せん拠きよに成功した。企業連盟の主力企業が集まるパンテーラ星系に、物流の要かなめとなるルトラ星系。当初の予定通り動くのであれば、あとは隣となりのムールス星系を陥かん落らくさせれば、独立戦争は終わる。

　企業連盟の侵しん攻こうは、順調といっていい状態だ。現在の勢いを維い持じすれば、ムールス星系での戦いにも勝利するだろう。短期間で独立を勝ち取ることができる。

　作戦会議では、ムールス星系の攻略が主題となるはずだ。たとえ、一秒であっても、重要な会議に遅ち刻こくするわけにはいかなかった。

　ネリーはすっと立ち上がった。

　ひとりの軍人として、レンが大切な事に当たっているのはわかっている。そもそも、レンに遺書を書くように進言したのはネリーなのだ。今は声をかけるべきではない。感情面はそう理解していた。それでも、作戦会議の開始時刻は待ってくれない。

　喉のどから出かかった言葉は、オフィーリアの沈ちん黙もくによって遮さえぎられた。ネリーの正面のソファに座ったオフィーリアは慈じ愛あいに満ちた表情で首を左右に振ふった。

　ネリーは仕方なくソファに座り直した。

　戦地に赴おもむく者が、大切な人に残す言葉だ。急せき立てられて書くようなものではない。レンが言葉に悩なやむのも理解できた。何を言い残すべきなのか、何を伝えるべきなのか。いざ書こうとすると、わからなくなる。ネリーもすでに経験したことだ。だから、もう少しだけ待つことにした。

　長考から目覚め、レンの手が動いた。さらさらと文字を綴つづっていく。だが、長くは続かなかった。動き始める前と同じ姿勢でレンは固まってしまった。その後、諦あきらめたようにペンを投げ出し、紙をくしゃくしゃに丸めた。丸めた紙くずを、壁かべに埋うめ込まれたダストボックスに投げ込んだ。

「なるほど、これは強敵ですね」

　レンはペンを拾い上げ、それを指の間でクルクルと回しながら言った。それから、何の前まえ触ぶれもなくネリーを見た。

「戦せん闘とう参さん謀ぼうは誰だれ宛あてに書いたんです？」

　怪け訝げんな表情がネリーの顔に浮かび上がった。それに気づいたからか、レンはネリーの返答を待たずにさらに続けた。他意はないという意思表示なのだろう。

「すでに承知かもしれませんが、僕には遺書を宛あてる家族はいません」

　相あい槌づちの意味を込めて、ネリーは小さく頷うなずいた。レンに関するパーソナルデータは、クローバーの情報網もうを駆く使しして集めてあった。

　ネリーが以前に確かく認にんした調書によれば、父親はすでに他界。母親と弟、妹は、レンを置いて姿を消していたはずだ。

　家族がいたなら、レンは今ほど身軽に、企業連盟への参加を決められなかっただろう。共和国領内に家族を残したまま、独立戦争は行えない。それでは共和国に人質を取られているのと同じだ。

　共和国を捨て、企業連盟に参加すると決めた者には、家族の問題を抱かかえた者が数多くいた。ダインスレイフの参謀総長を務めるシュトロブルもそのひとりだ。

　企業連盟は有能な人材を得るために、共和国からの亡命ルートの確立にも力を入れた。元々、流通経路や宇宙港を保持していた企業連盟にとって、別段難しい話でもなかった。

　そうして確立されたルートは独立戦争が勃ぼつ発ぱつした今も、掲かかげる旗に悩なやむ将兵にとって、重要な役割を果たしていた。

「家族がいない者は、誰に宛てればいいんですかね」

　答えを探すように、レンは天てん井じようを見上げた。

　何気なく口に出たレンの言葉に、ネリーは心臓が高鳴るのを感じた。

　家族。

　一般的で、平へい凡ぼんで、本来ならどこにでもある、ありふれたものだ。だが、そのありふれたものをレンは持っていない。それは、ネリーも同じだった。優すぐれた頭脳を持ち、誰だれもが羨うらやむ容姿をしていながら、手にすることができないもの。クローバーの名と引き換かえに、彼女が失ったものだ。

　レンに遺書を書くように言っておきながら、ネリー自身は書いていなかった。散々悩なやんだ挙あげ句くにやめていた。レンとは別の意味で、宛あてる相手がいない。血けつ縁えんだけで決めれば、両親や祖父母、兄弟がいる。だが、遺書を宛てる相手として、彼らが相応ふさわしいとは思えなかった。

　死の報告にしかならないことを、ネリーはよく理解していた。クローバーとはそういう一族なのだ。

　ネリーが思考から目覚めると、レンは天井から視線を真っ白な紙に戻もどし、どう向き合うかを再度考えていた。肩かたの力を抜ぬき、あくまで自然体でいる。目の前に、ネリーとオフィーリアがいるのも、特に気にした様子はなかった。

　本来、遺書など人前で書くものではない。最初は気を利きかせて退室しようとしたのを、呼び止められたから、室内で待っているのだ。レンを知るいい機会だと思い、ネリーはレンの申し出を素す直なおに受け入れた。

　その目的を果たすために、ネリーの目がレンをじっと観察する。

　やはり、レン・エバンスという男の雰ふん囲い気きは、軍に相応しくない。軍人としての訓練を受けていないせいもあるだろう。だが、もっと根本的な部分で、目の前の男に軍は似合わないとネリーは思った。

　まとっている空気が違ちがう。軍に身を置く者の匂においが、まるでしないのだ。それは、レンの両親や親しん戚せき、さらには身近な人間に、軍関係者がいなかったせいであろう。

　自分の居場所を軍と決める者にはそれ相応の理由がある。兵役の義務を持たない共和国ではなおさらだ。士官学校にやってくる者は、殆ほとんどの場合、肉親に軍関係者がいた。つまり、環かん境きようが軍を選せん択たくさせたのだ。そうした連中は、子供の頃ころから背筋を伸のばして立つことを知っていた。レンのようにみっともなく背中を丸めたりはしなかった。

　レンが器用にペンを指の間で回した。

　それを眺ながめていたネリーの頭に疑問が浮かび上がった。いや、疑問なら前からずっと浮かんでいた。口にする機会を見つけられずにいただけだ。

　今なら、聞けるかもしれない。

「ひとつ、質問よろしいですか？」

　声をかけられたのが意外だったのか、レンは少し驚おどろいたような顔でネリーを見た。それから、どうぞと手で促うながした。

「なぜ、軍に身を置く気になられたのですか」

「その疑問の発ほつ端たんは、似合わないからってとこですかね」

「無礼を承知で言わせていただきますと、そうです」

　そうですかと言って、レンは口元に笑えみを浮かべた。それから、またペンを指の間で回し始めた。それがネリーには少し目め障ざわりだった。

「若くして戦場で命を散らすよりは、たとえ、どのような生き方だとしても、危険を冒おかさずに生き続ける方がいいと私は思います」

　言葉を最後まで聞き届けると、レンはペンを回すのをやめた。すると、室内が急に静かになった。同時に空気の質が変わった。緊きん張ちようの糸が部屋全体に張り巡めぐらされていく。その中心にはレンがいた。穏おだやかだった空気に、刺とげ々とげしい敵意が混ざり始めた。

　ネリーはレンから視線を逸そらさなかった。逸らすことができなかった。今、ネリーの視界の中にいるレンは、少し不ふ機き嫌げんな顔をしていた。それは、ネリーが初めて引き出したレンの人間らしい生なまの感情だった。

「そう思うのは、あなたが恵めぐまれていたからですよ」

　レンの逆立った感情につられて、ネリーの無表情が崩くずれた。今のレンの言葉には、クローバーを揶や揄ゆする意図が含ふくまれていた。

「どういう意味ですか」

　鋭えい利りなトゲが、ネリーの冷たい言葉から飛び出していた。それを受け流すように、レンはシートに全体重を預けるように体を沈しずめた。

「言葉通りの意味です。世の中には、いっそ死んだ方がましだと思えるような酷ひどいこともあります」

　そこで言葉を切ると、レンは視線を外した。それから、机の一点を見つめた。

「少なくとも僕にはありましたよ」

　囁ささやくような声だった。

　妙みような居心ごこ地ちの悪さをネリーは感じた。質問に対する返答をもらったところで、心の中は晴れなかった。むしろ、新たな疑問が浮かんだ。いっそ死んだ方がましだと思えるようなこととは、一体何なのか。だが、この場でその疑問を口に出すべきでないのは感覚で理解した。

　ひとつはっきりしたのは、自分の質問が、レンの深い部分に触ふれたということだけだ。レンの深い瞳ひとみに、ネリーは暗あん澹たんたる絶望を見たような気がした。

「質問の答えがまだでしたね」

「いえ、もう十分です」

　ネリーの制止を聞かずに、レンは言葉を紡つむいだ。

「もう少し、生きるためですよ。そのために僕はここを選びました」

　じっと机を見据すえたレンの表情から、言葉の真意は摑つかめなかった。どこか寂さびしげに聞こえた声は、ネリーの興味を引いた。だが、もう十分と言ってしまった手前、今さら質問を返すこともできなかった。

　話が途と絶だえると、レンは遺書と向き合っていた。だが、やはり、筆は進まない。口をへの字に曲げて、レンは白紙を眺ながめていた。それから、何かを思いついたように、オフィーリアに顔を向けた。不思議そうにオフィーリアが首を傾かしげた。その動作に合わせて、しなやかな黒くろ髪かみがさらさらと揺ゆれた。

「オフィーリアはもう書いたんですか？」

『わたくし……ですか？』

　意外な質問に、オフィーリアは問い返すように言った。

　普ふ段だんはゆとりのある完かん璧ぺきな美しさを保つオフィーリアの顔に、ネリーは戸と惑まどいの感情を見つけた。それも頷うなずける。ネリーもレンの言葉の意味を把は握あくするのに、何度か反はん芻すうする必要があった。

　電子妖よう精せいが遺書を書くなど聞いたこともない。ネリーの勝手な思い込みでないのは、オフィーリアの反応からわかる。

「オフィーリアにも、妹がいるんですからおかしくはないですよ」

　何を驚おどろくことがあるのかと、事もなげにレンは続けた。自身の発言が、真っ当なものだと信じて疑わない顔をしている。

「書いておいた方がいいですよ」

　レンは机から新たにペンを一本取り出し、紙を添そえてオフィーリアに差し出した。

　その行動にネリーは呆あきれてしまった。どれだけ人間のように振ふる舞まっていても、オフィーリアは電子妖精だ。ペンを持って文章を綴つづることなどできない。

『マスター、わたくし、ペンはちょっと』

　やんわりとオフィーリアが指し摘てきする。レンは、ああそうかと言いながら、頰ほおを搔かいた。

「なら、僕が代筆しますよ」

『ありがとうございます。せっかくなので、折を見てお願いしますね』

「いつでも遠えん慮りよなく」

　会話の切れ目で、ネリーは作戦時計を確かく認にんした。リミットだった一五分はすでに過ぎていた。

　再びネリーがソファから腰こしを上げた。

「提てい督とく、作戦会議に遅おくれます」

「戦せん闘とう参さん謀ぼうは先に降りてください」

「いえ、提督にもご一いつ緒しよ願います」

「これを書いたら、僕もすぐに行きますよ」

　そう言って、レンは遺書と書かれた白い封ふう筒とうをネリーに見せた。封筒の文字を、ネリーは納なつ得とくできないという顔で見つめた。

　今まで悩なやんで書けなかったものが、あと数分で書けるようになるとも思えなかった。作戦会議には、司令官だけではなく、戦闘参謀、参謀総長、それから電子妖精にも召しよう集しゆうがかかっている。最悪、ふたりの参謀は不在でも構わないが、司令官と電子妖精の出席は絶対だ。その席に、シュトロブル参さん謀ぼう総長と、ふたりだけで放ほうり出されるのは、何としても回かい避ひしておきたかった。面おも白しろい見世物にされることだろう。

『作戦会議には間に合うように、わたくしが責任をもって送り出します。だから、マスターのおっしゃる通り、お先にどうぞ』

「わかりました」

　承しよう諾だくの返事をしながらも、ネリーの声は納なつ得とくしていなかった。それでもレンに背中を向けたのは、港にシュトロブル参謀総長を待たせているからだ。

　司令官室から出ようと、ネリーが歩き出す。すると、背後からペンを走らせる音が聞こえてきた。

　ネリーやオフィーリアとのやり取りを経て、レンは遺書に残す言葉を決めたのだろうか。それは一体どんな言葉なのか、ネリーは港に移動する間、ずっと考えていた。
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　予定されていた作戦会議は、定刻通りに開始された。場所はルトラ星系第四惑わく星せいアルプを周回する軍事宇宙港リトル・アルプの作戦会議室である。その中には、きちんとレン・エバンスの姿もあった。開始時刻の三〇秒前に、滑すべり込んできたのだ。今は、ネリーの隣となりに当たり前のような顔をして座っている。

　リトル・アルプは元々共和国軍のルトラ星系護衛艦かん隊たいの基地とされていた軍港だ。ロイの率いるクローバー艦隊に星系護衛艦隊が大敗し、降こう伏ふくと同時に企業連盟に譲じよう渡とされた。

　約二万隻せきの艦かん艇ていを収容する巨大な軍港も、企業連盟の全艦隊を抱かかえ込むには至らなかった。そのため、あぶれた企業連盟の艦艇の大半が、リトル・アルプを取り囲むようにして待機している。

　その様子が、作戦会議室のスクリーンに映し出されていた。壮そう観かんな光景だった。

　室内には、各艦隊から四名ずつが顔を出していた。司令官、参謀総長、戦せん闘とう参謀、それに電子妖よう精せいだ。彼らは五角形に並べられたテーブルの各辺に、艦隊ごとに分かれて座っていた。

　五人の電子妖精は、主である司令官の背後に、音もなく控ひかえていた。

　各艦隊ごとにまったく違ちがった雰ふん囲い気きを放っていた。司令官がそれぞれの支柱となり、艦隊の色を決めていた。総司令官であるクライスラーには、穏おだやかで柔じゆう軟なんな態度が見られ、エルガーとパーラーからは威い厳げんと自負が感じ取れた。若じやく輩はいの司令官であるロイには高潔さが溢あふれ、レンには何ものにも染まらない透とう明めい感が宿っていた。それらがせめぎ合い、作戦会議室は、異様な空気に包まれていた。全司令官が顔を合わせるのも、今日が初めてのことで、それが余計に拍はく車しやをかけていた。

　ネリーもエバンス艦隊の一員として席をひとつ埋うめていた。右隣どなりにはレンがいて、その奥にシュトロブル参さん謀ぼう総そう長ちようが座っている。

　注目を集めることには慣れているのに、今日は妙みような不快感が肌はだに絡からみついていた。いつもとどこか様子が違ちがっていた。その理由が隣となりに座るレンにあるのは明白だった。これまでは、他人の興味の対象は、自分ひとりに向けられていた。クローバーという名に向けられたものだった。

　今は、エバンス艦かん隊たいの参謀として、元コックの司令官とセットで見られているのだ。それが感情の落ち着けどころをわからなくしていた。

　あれが例のコックで、あれがクローバーの妹か。周囲の視線はそう語っていた。何の興味も示さないのは、兄のロイとコーデリアくらいのものだった。

　総司令官のクライスラーですら、最初にエバンス艦隊のネリーたちに視線を向けた。

　そのクライスラーの一声で、作戦会議は始まった。直後から室内は、刺さすような緊きん張ちよう感に包まれた。そのわけは、あとに続いた白はく髪はつの総司令官の言葉にあった。

「作戦会議の前に、先の戦果に対する恩賞をクローバー艦隊に与あたえたいと思います」

　誰だれも反応を声には出さない。だが、周囲の感情がざわつくのをネリーは肌に感じた。隣同士で、目め障ざわりな視線のやり取りが始まった。

　場の流れに置き去りにされたレンは、公約は本当なんだ、と感心したような声を、ネリーの隣で上げていた。

　成果を残した者には、即そく座ざに恩賞を与あたえる。

　企業連盟が掲かかげる運営方針のひとつだ。すでにミレニアムやクローバーでは実じつ践せんされている運営方法でもある。その人物の仕事を正当に評価し、それに対する恩賞を即座に与える。企業や組織にとって、人材が最も価値のある財産であることを、両社は経験から理解していた。その人材を繫つなぎ止め、能動的に動かしていくには、成果を称たたえるのが一番である。誰でも誉ほめられれば嬉うれしい。次はさらによくしていこうと努力を重ねる。それによって生産性はより向上し、さらなる利益を社にもたらす。このプラスサイクルを生み出す運営方針を、企業連盟は軍部にも当てはめていた。

「ロイ・クローバー提てい督とく、前に」

「はい」

　機き敏びんな動作で、ロイは席を立った。それから、クライスラーの前に進み出た。会議室内の全員の視線が集中する。ネリーも兄の背中を目で追った。

「辞令を読みます。発、企業連盟最高議会並びに、総務局人事部。宛あて、軍務局宇宙艦隊所属、クローバー艦隊司令官ロイ・クローバー少しよう尉い。銀河星せい暦れき九九一年三月十六日付で、貴官を少佐に任ずる」

　今度の周囲の反応は声や物音を伴ともなった。エルガー提督は、喉のどを鳴らした。パーラー提督は、思わず机に強く手をついた。

　クライスラーが辞令の書かれた紙を、ロイに手渡わたした。それに目を通すでもなく、ロイは颯さつ爽そうと元の席に戻もどってしまう。

　ネリーは横目で兄の様子を確かく認にんした。憮ぶ然ぜんとした態度で席につくロイの姿は、すでに司令官としての威い厳げんを放っていた。両脇わきを固めるふたりの参さん謀ぼうからも、自分の立ち位置に対する不安や不満は感じられなかった。他ほかの参謀が意味深な視線を投げかけても、取り合う様子すらない。大おお幅はばな昇しよう進しんに驚おどろきはあるにせよ、それについて語るつもりはなさそうだった。ロイの部下であるデュムランとサロは、納なつ得とくのできる範はん疇ちゆうのことと理解したのだろう。クローバー艦かん隊たいの幹部の心を、兄がすでに摑つかんでいることを、ふたりの参謀の対応からネリーは感じ取った。

　尉い官かん、佐官にも准じゆん官かん階級を持つ企業連盟の軍において、少尉から少佐とは四階級の特進である。確かに異例中の異例ともいえる事態だ。だが、今さら驚おどろくようなことでもない。そもそも、すでに提てい督とくであることの方がよほど異例ではないか。そして、その異例という意味においては、ネリーの隣となりにいるレン・エバンスを超ちよう越えつする者はいない。

　なぜ、この程度の特進に驚くのか、ネリーには理解できなかった。こうした事態が起こるシステムであることを承知で、企業連盟に加か担たんしたのではないのか。

　それに、現在自分たちがいる軍港リトル・アルプは、誰だれの功績によって無傷で手に入れたのか。共和国軍第七艦隊の撃げき破はは、ルトラ星系の占せん拠きよに直結した。それだけの成果を上げた者を少佐とすることに、何ら不思議はない。自然な成り行きだった。

　エルガーやパーラーが大げさに反応したのは、クローバーの名が関係していると判断したからだろう。家の名が、正当な評価に濃こい霧きりをかけてしまう。常つね日ひ頃ごろから、ネリーも経験していることだ。

　再度、兄の様子を確認すると、ロイと目が合った。いや、合ったような気がした。ロイの目線はネリーの隣に向けられていた。そこにはエバンス艦隊の司令官であり、ネリーの上官でもあるレン・エバンスがいた。

　あの兄が誰かの視線に真っ直すぐに応こたえるなどあり得ない。だが、その起こり得ないことが、ネリーのすぐ側そばで行われていた。

　三月一日の記き憶おくが呼び起こされた。レンの目は、あの日と同じだった。吸い込まれそうな深い色をした瞳ひとみは、その奥に挑ちよう戦せん的な光を宿していた。

　レンの唇くちびるが少しだけ動いた。言葉は音にならない。それでも、近くにいたネリーには、レンが何を言ったのかわかった。

　負けませんよ。

　言葉が兄に届いたのか、それを確かめようと、ネリーは反射的に兄を見た。だが、ロイはもうレンを見てはいなかった。作戦会議の進行をただじっと待っていた。

「まずは現状の確認をしておきます。ベアトリス」

　主に名を呼ばれた電子妖よう精せいは、よく出来た秘書のように、はいと言って頷うなずいた。動作に合わせて、肩かた口ぐちで切り揃そろえられた髪かみがしなやかに揺ゆれた。それから、テーブルの中央にレーダーを表示した。

　まずは企業連盟の全五艦かん隊たいが模式化された姿になって現れた。エバンス艦隊を除のぞく、四つの艦隊は、それぞれ約一万二〇〇〇隻せきの艦かん艇ていを有している。

　それに加え、ベアトリスは補給船団と所属未確定の艦艇も、表示に追加した。所属の決まっていない艦艇は、約四〇〇〇隻にもなる。エバンス艦隊の四倍だ。

　ネリーの隣となりではレンが、足せば五〇〇〇隻になるなあ、と皮算用をしていた。だが、即そく戦力に組み込むには、些いささか問題のある船だ。

　所属未確定の約四〇〇〇隻に搭とう乗じようするのは、数日前まで敵として戦っていた共和国軍の将兵なのだ。主に共和国軍の第七艦隊と、ルトラ星系護衛艦隊に所属していた者たちだ。ロイの指し揮きするクローバー艦隊に敗北し、投降したのちに寝ね返がえったのである。

「私は彼らを戦力として受け入れるつもりでいます。それに何か意見のある者はいますか？」

『意見のある方は挙手をお願いします』

　クライスラーとベアトリスの目が、各司令官と参さん謀ぼうの顔を追った。

　その途と中ちゆう、ネリーから見て、レンを挟はさんでひとつ奥にいるシュトロブルが、すっと手を挙げた。

『では、シュトロブル参謀総長、どうぞ』

　ベアトリスは手でシュトロブルを促うながしながら言った。

「戦力として組み込むことには何ら異論はありません。ただ、その件に付ふ随ずいして、一点質問があります」

『続けてください』

「グラント中将との交こう渉しようは、やはり決けつ裂れつしたのですか？」

　共和国軍第七艦隊の司令官の名が挙がったのを切きっ掛かけに、会議の参加者の注意がクライスラーに集中した。

　ネリーもそのひとりだ。頭の中では電子妖よう精せいクレシダと旗艦ブリューナクの名が、自然と思い浮かんでいた。

　電子妖精を乗せた旗艦と、主として認められた司令官の存在は、貴重であるのと同時に、非常に価値の高いものである。グラント中将が企業連盟に賛同するのであれば、想定外の戦力増強が見込めた。シュトロブルが交渉結果を気にするのも当然といえた。

　交渉の途中経過は、この場にいる誰だれもが聞いていた。グラント中将以下、各参謀を含ふくめた第七艦隊の幹部将校は、企業連盟の行動に理解を示しながらも、立場を覆くつがえすことについては拒きよ否ひしていた。

　責任者としての自覚がそうさせていた。信じる旗を替かえれば、部下やその家族に多大な迷めい惑わくをかけることになる。あくまで共和国を支持する将兵もいる。今、グラントが寝返れば、彼らは裏切り者の部下として、立場をなくすことになるだろう。彼らの家族までも、悲ひ惨さんな運命に巻き込んでしまう可能性があった。

　だから、グラントはどれだけの条件を提示されても、首を縦には振ふらないと言った。それはグラントの下にいた各参さん謀ぼうも同じだった。

　ネリーはグラントの言葉を、共和国政府に聞かせてやりたいと思った。どれだけ政府が腐くさっていても、軍にはグラントのように、責任を全まつとうする強さを持った人物がいる。他人のために、踏ふみ止とどまる勇気を持つ者がいるのだ。

「残念ながらグラント中将以下、五人の参謀は今後も捕ほ虜りよという扱あつかいになります」

「そうですか。わかりました」

　低いながらもよく通る声で、シュトロブルは答えた。

　続けてエルガーが挙手した。

『どうぞ』

　ひとつ咳せき払ばらいをしたあとに、エルガーは顎あごのひげを触さわりながら口を開いた。

「所属が確定してない艦かん艇ていは、どこに配属されるのです？」

　エルガーの目がロイを捉とらえた。その目は、戦力までもクローバーの若造にくれてやるのではないかと牽けん制せいしていた。同じ目を、パーラー提てい督とくもしていることに、ネリーは気づいた。

　両提督とも、すでに五十歳さいを過ぎ、三〇年という軍歴だけで、若じやく輩はいの提督の年ねん齢れいを上回っていた。十数日前に提督となったばかりのロイに、手て柄がらや出世、さらには戦力まで奪うばわれては面おも白しろくないのだろう。

　ロイを中心に、室内の緊きん迫ぱく感が上じよう昇しようしていく。感情の駆かけ引きが行われていた。

「エルガー艦隊とパーラー艦隊に、それぞれ二〇〇〇隻せきずつ配属します。何か問題は？」

　クライスラーは各人の思おも惑わくなど歯し牙がにもかけない穏おだやかな口調でそう言った。エルガーとパーラーが意外そうに顔をしかめた。釈しやく然ぜんとしない気持ちが顔によく出ていた。

「いえ、問題はありません」

　肩かた透すかしを食らったように、エルガーは乗り出していた体を後ろに下げた。クライスラーはエルガーの意思を確かく認にんすると、他ほかに疑問がないか視線で問いかけた。誰だれも挙手しなかった。

「では本題といきましょう。ベアトリス」

『はい、閣下』

　共和国の首星系であるリュンクス星系を中心に、約二五〇〇光年の範はん囲いが、レーダーに映し出された。

　中央にあるリュンクス星系から、二二〇光年離れた位置にある星が点てん滅めつする。そこは、現在企業連盟が駐ちゆう屯とんするルトラ星系だ。リュンクス星系とはメトロゲートで繫つながっており、お隣となりの星系といっていい距きよ離りにある。

　そのルトラ星系に、ベアトリスが企業連盟の戦力を表示した。クライスラー艦隊、エルガー艦隊、パーラー艦隊、クローバー艦隊、エバンス艦隊の計五艦隊だ。

　あくまでレーダー上の位置だが、ルトラ星系の下方にあるのが、企業連盟の首星系となっているパンテーラ星系だ。ここはリュンクス星系とメトロゲートで直接繫つながってはいない。だからこそ、企業連盟が最初の拠きよ点てんとしたのだ。

「さて、ルトラ星系を手中に収めたことで、共和国の首星系も、もはや目と鼻の先です」

　調子を変化させることなく、クライスラーは温おん厚こうな態度を崩くずさずに言った。

　確かに、リュンクス星系への航路は確保できていた。ここから攻せめ入り、共和国の首星アドニスを陥かん落らくさせることも、今の企業連盟になら可能であろう。

　だが、先ほどのクライスラーの話が、首星系を攻めるための前まえ振ふりでないのは、この場に席を置く全員が知っていた。

「ですが、我々の次の目標はリュンクス星系ではありません。ムールス星系です」

　ベアトリスが主の言葉に合わせて、ムールス星系を点てん灯とうさせた。レーダー上の位置は、ルトラ星系の上にあり、約三〇〇光年離はなれていた。ただ、メトロゲートを経由すれば、リュンクス星系を目指すのと、ほぼ同じ時間で到とう達たつできる。

『色識別を実行します』

　そうベアトリスは宣言すると、各星系を色分けした。すでに企業連盟が占せん拠きよしたパンテーラ星系とルトラ星系は青く表示され、リュンクス星系とムールス星系を含ふくむ共和国領は赤く塗ぬられた。青はわずかふたつの星系なのに対して、赤は一七にもなる。

　その後、模式化された企業連盟の艦かん隊たいが、ルトラ星系からムールス星系に攻め込んでいった。するとムールス星系のエリアは黄色で表示された。

　ネリーはレーダーの動きを目で追っていた。だが、意識は隣となりのレンに向けていた。何か、馬ば鹿かげたことを口にするのではないかと、気になっていた。常識的に考えれば、共和国の首星系であるリュンクス星系を攻めた方が、独立戦争を早期に終結させられるように思える。だが、クライスラーは共和国の首星系を無視し、ムールス星系を攻めると言った。ネリーはそれが独立を勝ち取る最短ルートであると理解していた。だが、レンが同様の結論を思い描えがいているかは、定かではなかった。

　敵の首星系を無視し、ムールス星系を攻めるには、当然理由がある。今、ムールス星系は共和国軍にとって生命線となっていた。共和国は八個艦隊という大軍を、カプレオラ星系に派は遣けんしている。戦争は戦場だけで行われるものではない。後方で補給線が機能して初めて戦いになるのだ。

　共和国軍の補給物資の約八割が、ムールス星系のメトロゲートを経由して、前線へと送り出されていた。同星系を通さない補給線では、約二週間のロスが出る。現実的な補給線ではなかった。ムールス星系の存在は、遠えん征せい軍を支える生命線となっているのだ。

　だから、企業連盟は生命線たるムールス星系に目をつけた。まず、ムールス星系を攻こう略りやくし、その後、共和国中央政府に対して交こう渉しようの席を設ける。その席で、ムールス星系の返へん還かんを条件に、共和国中央政府に独立を認めさせるのが企業連盟の狙ねらいだった。遠えん征せい軍維い持じのために、共和国中央政府は調印せざるを得ない。回りくどいようにも思えるが、これ以上確実な戦略はない。少なくともネリーはそう思っていた。

　カプレオラ星系への遠征軍は一〇万隻せきを超こえる。企業連盟の全艦かん艇ていを集めても、せいぜい五万隻といったところだ。総軍での勝負となれば、そもそも勝ち目がない以上、ムールス星系を落とす策に頼たよるしかないというのも現実だった。

　数の問題を解消する点では、リュンクス星系を攻せめ、共和国の首星アドニスを占せん拠きよするという方法もある。だがこの作戦には、致ち命めい的な欠点があった。リュンクス星系に企業連盟が侵しん攻こうすれば、臆おく病びような政治家たちは、わが身かわいさに、遠征軍に帰き還かん命令を出すであろう。

　それに、首星アドニスを攻めれば、共和国中央政府の政治家たちが雲くも隠がくれする危険性もあった。独立の交こう渉しよう相手である政府に逃にげられては、企業連盟は宙ぶらりんな状態となってしまう。そうなっては、共和国の首星を占拠したところで、何の意味もなさない。さらに、首星が陥かん落らくしたとなれば、カプレオラ星系に向かった遠征軍が、確実に引き返してくるだろう。遠征軍の帰還を許せば、圧あつ倒とう的な戦力差により、独立の芽は潰ついえてしまう。元々の戦力差は、やはり大きすぎるのだ。そのため、政治家たちの関心の薄うすいムールス星系を攻こう略りやくする方が、確実で安全だった。

　だが、クライスラーや各出席者が他ほかの作戦を見み出いだせないのには、もうひとつ別の理由があった。ネリーもそれについては把は握あくしていた。

「やはり、ムールス星系を攻める以外の方法はありませんな。それ以外に、クラウディオ・アレティーノ提てい督とくを、避さけて通る道はありますまい」

　感かん慨がい深げにパーラー提てい督とくがもらした。それこそが、他の作戦を実行できない最たる理由だった。

　恐おそらく、人民共和国民で、クラウディオ・アレティーノの名を知らない者はいない。銀河系の広範はん囲いで、彼の名は功績と共に人々の間で語り継つがれていた。まさしく共和国の英えい雄ゆうだ。

　そのアレティーノを含ふくめて、銀河系にはその名が世界中に知れ渡わたる三人の名将がいる。

　士官学校卒業後、即そく艦隊司令官として活かつ躍やくを始めた、共和国軍のクラウディオ・アレティーノ中将。

　敵からは畏い怖ふを、味方からは敬意を込め、軍神と呼ばれる銀河連合統合軍のスタンリー・マスターズ元げん帥すい。

　それと侵略戦争の放ほう棄きを永世に誓ちかう中立宗教国ノウスベルン法王ソウハク・コウユウ。

　数千、数万光年の距きよ離りを隔へだてても、彼らの名声が色褪あせることはない。

　世界中が認知する存在のひとりが、クラウディオ・アレティーノなのだ。遠征軍の帰還を必要以上に企業連盟が恐おそれる最たる原因も、アレティーノにあった。

　それまで黙だまって座っていたレンの目が泳ぎ始めた。さすがに、アレティーノの名を聞いて、落ち着かない気持ちになったのだろう。

　レンは視線だけで振ふり向いて、後ろのオフィーリアに小言で何か言っていた。その声は、ネリーの耳に届いた。だが、意味を理解できなかった。クラウ……アレ……なんのことを言っているのだろう、と。

　言葉を順に綴つづれば、クラウディオ・アレティーノとは誰だれのことです、とレンの口は言っていた。

　網もう膜まく投とう影えいを使って、ネリーの目にアレティーノのデータが表示された。オフィーリアが気を利きかせて送ってきたのだ。ちゃんと説明しておきましたという意味を込めて。

　レンは、すごいなあとアレティーノのプロフィールに短い感想をもらした。

　悪い冗じよう談だんなどではなく、レンは本当に自国の英えい雄ゆうを知らなかったらしい。一体、どんな生活をしてくれば、アレティーノの名を避さけて通れるのか。その難問の答えは、士官学校で初の飛び級を認めさせたネリーの頭でもわからなかった。

「ムールス星系への侵しん攻こうに異論はありませんね？」

　深い皺しわをさらに深くして、クライスラーが全員の顔を見回した。異論は誰にもなかった。

「では、エルガー提てい督とく、パーラー提督、それにクローバー提督は、１ヒト５ゴ０マル０マル、ムールス星系に出発。同星系に駐ちゆう留りゆうする星系護衛艦かん隊たいおよび、共和国軍第八艦隊を撃げき破はしてください」

「作戦はどのように？」

　長い沈ちん黙もくを破り、ロイの眼光が鋭するどくクライスラーを見据すえた。

「お三方にお任せします」

　エルガーとパーラーの意識がクライスラーからロイへと移動した。それをロイは涼すずしい顔で受け流した。

「クライスラー艦隊は、三艦隊の後方に控ひかえます。さらにその後方で、エバンス艦隊は引き続き補給船団の護衛をお願いします」

　隣となりでレンが少しだけ肩かたを落とした。

「何もなければ解散します」

　ネリーは確かく認にんのつもりでレンを見た。結局、この元コックの提督は、作戦会議の席で、一言も発言しなかった。独ひとり言ごとを幾いくつかもらしただけだ。大人しく座っていてもらった方が、ネリーとしてはありがたかった。だが、人形のように座っているだけでは、何の張り合いもない。肩透すかしを食らったような気分だった。

　艦隊司令官としては、異い彩さいを放っている経歴とは違ちがい、レンの人物像はいたって平へい凡ぼんなのかもしれないと、ネリーは少し思うようになっていた。

　そのネリーの視線の意図を感じ取ったかのように、レンはすっと手を挙げた。たったそれだけの行こう為いに、室内の空気が変わった。すでに立ち去ろうとしていたエルガーは足を止めて、席に座り直した。

　レンに対する興味を示す者もいれば、無視を決め込む者、侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしで見る者がいた。それらの様々な感情が入り混じり、室内は奇き妙みような雰ふん囲い気きを作り上げていた。

　ベアトリスが指示を乞こうように、クライスラーを見ていた。

　総司令官が目だけで頷うなずいた。

『発言をどうぞ、エバンス提てい督とく』

　電子妖よう精せいの声にもわずかな緊きん張ちようが含ふくまれているのをネリーは感じた。ネリー自身も心しん拍ぱく数が上がったのを自覚した。

　レンは一礼をしたあとで、軽やかに口を開いた。

「ルトラ星系に潜せん伏ぷくする伏ふく兵へいへの対処について、まだ作戦が決まっていないようですが」

　ネリーはレンの目から視線を逸そらせずにいた。自分の言葉を信じて疑わない強さが秘ひめられていた。

　提示された疑問に誰だれも答えようとしなかった。

　皆みなが順を追って、レンの言葉の意味を飲み下していく。今、レンはなんと言ったのだろうか。

　伏兵。それも、ルトラ星系に潜ひそむ。それへの対処をどうするのか。

　思考はより疑問を深めただけだった。

　ルトラ星系に駐ちゆう屯とんしていた艦かん隊たいの処理は完了している。ロイの見事な手て際ぎわで、鮮あざやかに完かん遂すいされたのだ。なのに、レンはまだ敵がいると言った。

　それも伏兵だ。目的を果たすために隠かくれている敵がいると言ったのだ。

『ベアトリス様、レーダーをお借りしてもよろしいでしょうか？』

『……ええ、どうぞ、オフィーリア』

　ありがとうございますと、目礼でオフィーリアは済ませた。それから、ルトラ星系だけを拡かく大だいした。同星系に繫つながる幾いくつものメトロゲートが緑色に塗ぬられた。リュンクス星系から伸のびるメトロゲートは、オレンジ色で示された。嫌いやでも、そこに注目してしまう。

　説明の準備を終えると、オフィーリアはレンからの合図を待った。

　だが、それよりも早く、レンに対する質問がエルガーから飛んだ。

「提督、伏兵とはどういうことかね？」

　エルガーが口にする提督という言葉には、明らかな侮蔑が含ふくまれていた。それに気づいていないのか、レンは平然とした態度でエルガーに頷いた。

「何を根こん拠きよに言うのだ。広域索さく敵てきの結果は、承知のはずだろう」

　それにもレンは、はいと口にしながら首を縦に振ふった。

　攻せめ立てるように、パーラーが続いた。

「元第七艦隊の将兵は、誰も伏兵の存在など口にしていなかったぞ」

「僕が伏兵による奇き襲しゆう攻こう撃げきをするなら、作戦は一部の人間にしか伝えませんよ。今回のように先行する艦隊が降伏しては作戦が敵にもれてしまいますので」

　レンはしれっと言ってのけた。思わぬ反はん撃げきを受け、パーラーは押し黙だまった。咳せき払ばらいをして椅い子すに座り直した。気持ちを落ち着かせようとしているのは明らかだった。

　疑問が出揃そろったところで、レンはオフィーリアを促うながした。

『広域索さく敵てきでは、赤く表示された宙域の索敵は完全ではありません』

　ルトラ星系全体が、一いつ瞬しゆんにして青と赤に識別された。赤くなっているのは、恒こう星せいの近くや、メトロゲートの周辺だ。莫ばく大だいな熱量や、重力歪ゆがみの影えい響きようで、それら一帯は、索敵が脆ぜい弱じやくになるのだ。

　ネリーが大おお雑ざつ把ぱに数えただけでも、艦かん隊たいひとつを隠かくせるほどのポイントが一四箇か所しよはあった。

　各提てい督とくが後方に控ひかえる電子妖よう精せいに、真しん偽ぎのほどを確かく認にんしていた。そして、オフィーリアを除いた四名の電子妖精は同じく、肯こう定ていの意を唱えた。

　これで、広域索敵に問題があることがわかった。だが、話はそれだけでは済まない。

「今の話はわかりました。ですが、伏ふく兵へいの存在を裏づける根こん拠きよにはなりません」

　素そ朴ぼくな疑問を口にするように、クライスラーは言った。

「そうですね。これだけでは確かに不十分です」

　レンがオフィーリアに目配せをする。

　ネリーはふたりのやり取りの自然さに、驚おどろきを感じていた。ふたりが主従の関係になってまだ日が浅い。わずか二週間程度だ。なのに、オフィーリアはレンの意図を言葉もなく完全に理解していた。電子妖精とはそういうものなのか。

　何気なく、ネリーは兄を主と選んだコーデリアを見た。話に耳を傾かたむけながらも、コーデリアの目線は常にロイを追っていた。その目が一いつ瞬しゆんだけ、ネリーと合った。コーデリアは小さく礼をした。可か憐れんな仕し種ぐさだった。オフィーリアの美しさともまた違ちがったかわいらしさがあった。

　ネリーは注意をレンに戻もどした。

　レンが見据すえる先には、オフィーリアが描えがき出した赤と青の二本のグラフがあった。

『青は、共和国軍第七艦隊が、メトロゲートを使用した際に生じた重力歪みの数値です。赤は第七艦隊と同質量の艦かん艇ていがメトロゲートを通過する際に生じる重力歪みの平均値です』

　じっくりと見比べるようなものではない。差は見た瞬間にわかった。

　青の方が高い数値を示していた。つまり、オフィーリアは第七艦隊がメトロゲートを通過した際に、伏兵もリュンクス星系からルトラ星系にやってきたと言いたいのだ。

　理り屈くつは通っていた。だが、決定的と言えるものではない。

「ベアトリス、これは誤差の範はん囲いではありませんか？」

『八二パーセントの確率で誤差と認定できます』

「コーデリア、どうだ？」

『八九パーセントの確率で、誤差と言えます』

　エルガーとパーラーも同様に電子妖精に確認した。他ほかふたりの電子妖精の出す結論も似たようなものだった。確かに、青のグラフが示す数値であれば、第七艦かん隊たいに加え、あと三〇〇〇隻せき程度の艦かん艇ていがメトロゲートを通過した可能性はある。だが、電子妖よう精せい四人の頭脳が演算した結果は、可能性としては低い。平均して一割程度だ。

　妹のコーデリアにまで否定されても、オフィーリアの立ち振ふる舞まいに迷いは感じられなかった。それはレンも同じだ。

　ふたりの自信は一体どこから来るのだろうか。

　両肘ひじをテーブルにつき、手を組むと、クライスラーは目を閉じた。額に皺しわが寄る。結論を出そうとしているようだ。自然と総司令官の下す判断が気になり、皆みなの視線が集中した。クライスラーの両隣どなりを固める、参さん謀ぼう総長と戦せん闘とう参謀も、横目に様子を窺うかがっていた。

　クライスラーの目が、ゆっくりと開かれた。

「伏ふく兵へいの存在は、ないものとして行動します」

　その宣言に、殆ほとんどの者が当然だという顔をした。それは、どこか安心しているようにもネリーには見えた。企業連盟の命運を分ける作戦に、コックの言葉が意味を持ったとなれば大事だ。作戦会議への出席を認められた彼らのプライドが許さないのだろう。直接的な批難は避さけているが、レンという存在を誰だれもが否定していた。それはネリー自身も、そうであった。まだ、レンは周囲を納なつ得とくさせるだけの結果を残してはいないのだ。

　決定がなされると、レンはもういいですよと言ってオフィーリアを下がらせた。少し残念そうにオフィーリアが表情を崩くずした。

「ふたつほど、よろしいですか？」

　今度こそ会議は終わりだと思ったところに言葉を挟はさんだのはロイだった。

　ロイは冷れい淡たんな目つきで、レーダーを見つめていた。敵を威い嚇かくし、いぶりだそうとしているかのようだった。

「出しゆつ撃げきまでの三時間、可能な限りの索さく敵てきを要よう請せいします」

　両脇わきに座った参謀総長と戦闘参謀が驚おどろいた顔で、ロイを見ていた。

「索敵に伏兵がかからなければ安心して、作戦を続行すればいいだけです。伏兵を発見した場合は、戦力の整った状じよう況きようで戦闘に臨のぞめます。誰も損をしません」

「よろしい、広域索敵を出撃まで入念に続行させます。もうひとつは？」

「グラント中将を含む、第七艦隊の幹部に、伏兵の確かく認にんをお願いします。恐おそらく、質問したところで、返答しないとは思いますが」

「わかりました。ベアトリス、取調べの手はずを」

『了りよう解かいしました』

　クライスラーの対処に、ロイは小さく目礼をした。

「では、解散」

　総司令官の言葉で、作戦会議は幕を閉じた。各おの々おの、次の作戦に移行するために、雑談をするでもなく退室していく。

　ロイも同様に、出口へと歩き出していた。その背中にレンが声をかけた。

「少佐、お礼くらい言わせてくださいよ」

　肩かた越ごしにロイの冷たい目がレンを射抜ぬいた。だが、レンが萎い縮しゆくすることはなかった。

「貴官のために進言したのではない。私が索さく敵てきを行うべきだと思ったからだ」

　それだけ言うと、ロイは退室していった。代わりに、コーデリアが深々と、頭を下げたのが印象的だった。
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　企業連盟が新たな作戦に慌あわただしく動き出した頃ころ、それとは対照的に遠く離はなれたカプレオラ星系は平へい穏おんを取り戻もどしていた。共和国軍の奇き襲しゆう攻こう撃げきで幕を開けた同星系での戦いの火は、開戦からわずか一三日で、完全に消えていた。

　両軍の総艦かん艇てい数は二〇万を超こえ、長期戦が予想されていたが、形勢を不利と判断した銀河連合統合軍は、無理な応戦はせずに、速すみやかに撤てつ退たいした。その結果、カプレオラ星系の主導権は共和国軍へと移動した。

　現在、統合軍は同星系の最も外側を回る惑わく星せいオルキデの公転軌き道どうまで後退していた。惑星オルキデの宙域には銀河連合領内に繫つながるメトロゲートがあり、本格的な撤退も考こう慮りよしての配置といえた。

　共和国軍は、制圧した宇宙港を拠きよ点てんとして、補給と休息の只ただ中なかにいた。その中には、戦いを勝利に導いたクラウディオ・アレティーノ中将の駆かる旗き艦かんグングニルの姿もあった。今は高周波対艦刀とうの整備と補修が行われており、巨大な槍やりの周囲をメンテナンス用の無人機が忙せわしなく動き回っていた。

　その周囲の喧けん騒そうとは裏腹に、旗艦グングニルの責任者であるアレティーノは、静せい寂じやくの中にいた。照明の落とされた薄うす暗ぐらい艦橋には、アレティーノひとりしかいない。

　機器の稼か動どう音と、ゆっくりと繰くり返される天才司令官の息遣づかいが、艦橋のささやかなＢＧＭとなっていた。

　前面のスクリーンに覆おおい被かぶさるように、フレーム化された立体映像が浮かび上がっている。理解ある者が見れば、対消しよう滅めつ推すい進しん炉ろの設計図だとわかるだろう。アレティーノが手元のパネルを操作するたびに、拡大縮小と回転を繰り返した。

　映像の光に照らされたアレティーノの表情は、満足げにほころんでいた。

『よく飽あきずに、そんなつまらないものを二時間も眺ながめていられるわね』

「つまらないとは心外だな。君にはこの機能美が理解できないのか？」

　音もなく隣となりに現れた女性を、アレティーノは見ようともしなかった。確かく認にんするまでもなく、わかっていた。ドアをすり抜ぬけ、足音を立てずに、一いつ瞬しゆんにして姿を現すなど、生身の人間にできるはずもない。
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　何より、第一一艦かん隊たいの司令官である自分に、こうも不ぶ躾しつけな言葉をぶつけてくるのは、旗艦グングニルの中にはひとりしかいなかった。

『理解できないわ』

　電子妖よう精せいのロザリンドは、素っ気なく言い捨てた。

　ロザリンドの登場で、艦橋は突とつ然ぜん華はなやかな空間になった。動作のひとつひとつが活動的で、空気の色まで明るく見えた。

　彼女との出会いは十年を遡さかのぼる。当時はまだアレティーノの表情にも子供らしさが残っていた。三十二歳さいとなった今では、司令官に相応ふさわしく精せい悍かんな顔つきをするようになった。そのアレティーノと同じ時間を過ごしてきたロザリンドは、出会った頃ころとまったく同じ十九歳の若々しい姿を保っている。ベリーショートの髪かみも、切れ長の目元も、活力に満ちた頰ほおも、あの頃と何も変わっていない。

『諦あきらめた方がいいわ。あなたに技術士官は向いていないもの』

　言われなくともアレティーノ自身が、そのことを一番に痛感していた。だからといって簡単に諦められるものではない。まだ、年ねん齢れい的にも潰つぶしがきくはずだ。

　アレティーノはパネルを操作し、今度は最新しん鋭えいの戦艦の設計図を呼び出した。その隣となりで、ロザリンドが不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを膨ふくらませた。

　世界に名の知れたクラウディオ・アレティーノだが、その人生が思い通りに進んだ結果、今に至っているわけではなかった。

　士官学校時代は、兵器開発部門を専せん攻こうし、卒業後は技術士官になるつもりでいた。

　子供の頃ころから機械いじりが好きで、中学生の頃には、自作ロケットを飛ばして補導されたこともある。

　誰だれよりも遠くに、誰よりも速く。宇宙開発が加速した千年以上も前から、人は無む慈じ悲ひな暗くら闇やみに挑ちよう戦せんしてきた。アレティーノもまたそうした挑戦者のひとりだった。

　だが、共和国の内情の変化が、アレティーノの人生を狂くるわせた。

　兵器開発には莫ばく大だいな資金を必要とする。財政難の共和国に、毎年それだけの予算を捻ねん出しゆつする力はなくなっていた。銀河星せい暦れき九八一年度の予算案決議の際、満場一いつ致ちの採決で、共和国政府は兵器開発局の閉へい鎖さを決めた。元々、最新しん鋭えいの軍備は、ミレニアム製のものが殆ほとんどで、税金を無む駄だに消費するだけの兵器開発局は、何年も前から閉鎖が囁ささやかれていたのだ。この十年間に政府が下した決断の中で、最も真っ当な判断だったと言われていた。

　閉鎖に反対したのは、兵器開発局の人間と、アレティーノくらいのものだった。

　こうして、簡単に未来を閉ざされたアレティーノは、行き場を失った。一時は、民間企業への就職も考えたが、兵器開発事業を独どく占せんするミレニアムの壁かべは高く、さらに屈くつ指しの競争率に圧あつ倒とうされ、技術者としての道は閉ざされてしまった。

　問題の根幹は、アレティーノの技術者としての才能にもあった。のちに用兵家として類たぐいまれな才能を開花させたアレティーノだが、技術者としては平へい凡ぼんの一言に尽つきた。士官学校時代の成績はまずまずであったが、技術者としての発想力には欠けていた。

　それを自覚するだけの冷静さを持っていたことが、アレティーノにとって不運だった。自分を信じ、自分を騙だまし、技術者としての道に没ぼつ頭とうすることができなかった。

　だが、アレティーノ本人以上に、士官学校の教官や同窓は、彼が技術者に向いていないと気づいていた。いや、正確には、もっと向いていることがあると知っていた。

　四〇〇戦無敗。

　アレティーノが士官学校時代に残した、艦かん隊たい戦シミュレーションの結果だ。これは現在まで誰にも破られていない。

　この結果を理由に、アレティーノは契けい約やくの典礼の候補者となった。

　今、思えば、あのときの決断が人生を完全に狂わせたのだとわかる。もし、あのとき逃にげ出していれば、艦隊司令官になどなっていなかったはずだ。

　式典の場で、アレティーノは電子妖よう精せいロザリンドに名を呼ばれた。そして、技術士官を志望していた青年は、任官と同時に三〇〇万人の部下を持つ艦隊司令官となった。

　当初の階級は任官したばかりの少しよう尉い。それが今では中将にまでなっている。アレティーノはすべての階級における、最低年ねん齢れい記録を大幅はばに塗ぬり替かえた。本人の意志とは裏腹に。

　当然、その異例の昇しよう進しんに対する周囲の反応は強きよう烈れつだった。ありとあらゆる悪意をアレティーノは一身に受け続けた。嘲あざけり、中傷、罵ば倒とう、妬ねたみ、恨うらみ……。

　元から社交的でもなく、特別な協調性の持ち主でもなかったアレティーノは、必然的にひとりでいる時間を長く持つようになった。

　こうして、誰だれもいない艦かん橋きようで、設計図を眺ながめていると心が落ち着いた。技術と向き合い、そこに意識を集中していれば、誰の声も視線も気にはならなかった。

　功績を上げ、周囲に認められた今では、無数にあった悪意は激減した。天才用兵家と呼ばれるようになってからは、期待や羨せん望ぼう、憧あこがれといった感情をぶつけられることの方が多いくらいだ。だが、それを楽しめる性格ではなかった。悪意に満ちた環かん境きようが、自分を卑ひ屈くつにしたのだろうと、アレティーノは自身に評価を下していた。

　手元のパネルを操作し、アレティーノは建設途と中ちゆうの宇宙港の設計図を呼び出した。

　戦地にいながら、アレティーノがゆっくりとした時間を過ごせるのは、彼自身の功績によるところが大きかった。彼が考案した敵駐ちゆう屯とん軍への三箇か所しよ同時攻こう撃げきは、大成功を収めた。

　本来なら数箇所への同時攻撃は、各個撃破の機会を敵に与あたえ、自軍を危険に晒さらす策であるとされている。だが、奇き襲しゆう攻撃の場合は違ちがう。同時刻に三箇所の拠きよ点てんを襲撃された統合軍は、お互たがいに救きゆう援えん要よう請せいを出し合い大混乱に陥おちいった。

　統合軍の情報は錯さく綜そうし、寸断されて浮き足立っていた。各駐屯地で孤こ立りつした将兵は不安に駆かられ、彼らの統制はすぐに失われた。

　それでも、壊かい滅めつ的打撃を受ける前に、艦かん隊たいを退ひいた手しゆ腕わんはなかなかのものだとアレティーノは評価している。

　さすが、軍神マスターズに用兵学を叩たたき込まれた教え子たちだ。

『これでは、よくない噂うわさが流れるのも無理はないわね』

「よくない噂とはなんだ？」

　相変わらず、アレティーノの目は、フレーム化された設計図に注がれていた。

『提てい督とくは、部下や同どう僚りようにご自身がなんと言われているか、ご存知ですか？』

　悪戯いたずらっぽくロザリンドが口調を変えた。

「ああ、人間嫌ぎらいのことか」

『あら、知っていたのね』

　戦艦という限られた空間の中だ。耳に蓋ふたをしたところで、噂話は隙すき間まをすり抜ぬけて届いてしまう。特に行軍中、兵はそうした噂話に花を咲かせて、ストレスの発散に役立てているのだ。

　自分がその標的にされることに不満はあるが、部下の精神面安定に貢こう献けんできるのであればいいと思っていた。肴さかなにされることにも慣れている。気にしても仕方がない。それに、噂は事実の一面を捉とらえてもいた。正確には、順序の問題とアレティーノは思っている。別に、人に対して執しゆう着ちやくがないわけではない。親しい人間の死には、耐たえがたい苦痛を感じる。部下の命を預かる身として、最善を尽つくすべきだとも思っている。そうでなければ、企業連盟の旗揚あげに乗じて、寝ね返がえることもできた。それをしなかったのは、部下に対する責任を果たすためであった。

　何が大切であるかは理解している。ただ、部下や同どう僚りようと談笑して親しん睦ぼくを深めることよりは、技術に触ふれている時間の方を優先したいのだ。

『でも、うちの司令官は、機械と電子妖よう精せいにしか興味がない、なんて言われて本当にいいのかしら？』

　電子妖精の部分を、わざとらしく強調して言った。そこに強い意志を感じ、そろそろ頃ころ合あいだと思ったアレティーノは設計図を消した。

　隣となりを見れば、人差し指を唇くちびるに当て、少女のような顔でロザリンドが微笑ほほえんでいた。その愛らしい仕し種ぐさを見て、アレティーノの顔から完全に力が抜ぬけた。ロザリンドとの時間は、心地よい清せい涼りようなせせらぎの中にアレティーノを連れていってくれる。

「別に問題はないだろう」

　そのアレティーノの返答に、ロザリンドが不満を膨ふくらませた。

『もう、面おも白しろくないわね。昔は真っ赤になって照れてくれたのに』

「それに、事実だから仕方ない」

　そう言って、アレティーノが少し不器用に笑って見せた。軍関係者の前では絶対に見せない、愛しい者を慈いつくしむプライベートな顔だ。

　ロザリンドはすねたふりをして、アレティーノの笑顔から逃にげ出した。けれども、耳まで真っ赤にしていては、世界に名立たる名将の目を誤ご魔ま化かすことはできなかった。

　背中を向けたロザリンドを見ながら、アレティーノは小さく笑った。そのあとで、自分も変わったものだと口にした。不思議そうにロザリンドが視線を向けてきても、何でもないと言って誤魔化した。

　他人を遠ざけるためにやってきた艦かん橋きようで、ロザリンドと言葉を交かわし、そこに安らぎを感じている。思えば、ロザリンドだけはいつもアレティーノをひとりにはしなかった。何の目的で艦橋に来るのかを知っても、彼女は気を利きかせようとはしなかった。むしろ、積極的に艦橋に顔を出すようになった。

　そのことで一度口論になったのも覚えている。戦せん闘とうのあとでお互たがい気が立っていたせいもあったのだろう。放ほうっておけと怒ど鳴なり散らしたアレティーノに、ロザリンドはそれ以上の大声で言い返してきた。

『私はあなたのために存在する電子妖精なのよ。だから、ひとりにはさせない！』

　誰だれの侵しん入にゆうも許さなかったアレティーノの領域に、ロザリンドは土足で上がり込んできた。強引で無礼なやり方には、何を言っても無む駄だだった。有う無むを言わさずに、アレティーノの心にロザリンドは居座ったのだ。

　ロザリンドの奔ほん放ぽうな立ち振ふる舞まいに、やがてアレティーノの頑かたくなだった心も折れた。アレティーノが艦かん橋きようにいると、必ずロザリンドは顔を出すようになった。次の作戦の話、艦内の噂うわさ話、それからお互たがいのことをふたりはよく話した。時の流れは、ふたりの気持ちを、特別なものへと変えた。

　過去の自分が今の自分を見たら、なんと思うだろうか。電子妖よう精せいに心を奪うばわれた自分など、想像もできないだろう。

『黙だまって、なにを考えているの？』

　アレティーノは走そう馬ま灯とうのように流れては消えた過去のビジョンを脳裏にしまった。

「何でもない」

　君のことを考えていたとも言えず、アレティーノは冷静なふりをして誤ご魔ま化かした。それから自然な動作で、ロザリンドの白い頰ほおに手を伸のばした。その手は人ひと肌はだの体温を感じることなく、当然のように空を切った。

　電子妖精は立体映像の存在であり、触ふれることなどできはしない。お互いがどれだけ強く、そうあることを望んだとしても。

「すまない」

　衝しよう動どうに負けたことを悔くいるように、アレティーノが謝罪の言葉を口にした。深い苦く悶もんの表情をしていた。

　ロザリンドは悲ひ哀あいの眼まな差ざしで愛する者を見つめ、首を小さく左右に振った。

　今日まで、数え切れないほど繰くり返されてきたやり取りだ。わかっていても、アレティーノの手は、ロザリンドにぬくもりを求めてしまう。

　ふたりの重たい沈ちん黙もくを打ち破るように、ＣＩＣから通信が入った。

「提てい督とく、今、よろしいでしょうか？」

　情報参さん謀ぼうの声には、わずかな緊きん張ちようが含ふくまれていた。上官に声をかける行こう為いだからとも考えられる。だが、他人を寄せつけない自分の態度が、部下の心配を増やしているのだとアレティーノは気づいていた。だからといって、日ひ頃ごろの態度を改善できるほど、器用な人間でもない。

「ああ、なんだ？」

　すぐに軍人の顔に戻もどり、アレティーノはインカムに耳を傾かたむけた。少しは情報参謀の心情を理解して、温和な声を出したつもりだが、効果があったかは自信が持てなかった。

「ダラーリオ元げん帥すいから、例の件で返答が来ました。第一一艦かん隊たいは、即そつ刻こく本土に戻もどり、企業連盟を打ち砕くだけとのことです」

「わかった」

　用件だけを言うと、情報参謀は通信を遮しや断だんした。

　息を長く吐はき出しながら、アレティーノは背もたれに身を預ける。その直後、視界の丁度いい位置に、立体映像の航路図が呼び出された。

「ありがとう、ロザリンド」

『これが私の仕事だもの』

　ロザリンドの口調に、先ほどの気まずさはない。それが彼女の気遣づかいであると、アレティーノはわかった。だから、小さな声で、すまないと言い、そのあとにありがとうと続けた。ロザリンドの返答はない。感情に区切りをつけるためにあえてそうしているのだ。

　ほぼ同じタイミングで、ふたりは航路図に視線を移した。

　企業連盟の蜂ほう起きを知ったのが三日前になる。そのとき、アレティーノは敵艦かん隊たいを相手に、最前線で戦っていた。蜂起の一報を耳にした時点で、ダラーリオ元帥が自分を本土に戻もどすとアレティーノは予測していた。

　統合軍が銀河連合領内に撤てつ退たいするかわからない現時点において、カプレオラ星系での戦力低下は避さけておきたいのが遠えん征せい軍の本音だった。現在、統合軍は撤退の素そ振ぶりを見せてはいるが、援えん軍ぐんの到とう着ちやくを待って攻こう勢せいに出てくる可能性も十分にあった。再度、戦せん端たんが開かれることを考こう慮りよすれば、一隻せきだって船を減らしたくはない。

　本土には第七、第八、第九艦隊も残っている。それに、各星系には護衛艦隊がそれぞれ配備されているのだ。本土防衛には、十分な戦力が整っていると言える。だが、共和国軍の戦力は、企業連盟とて知っているだろう。その上で、独立戦争を起こしたのだから、勝算があってのことと考えるのが自然だ。

　だから、本土防衛に残った艦隊に、すべてを任せておくわけにもいかなかった。

　統合軍への牽けん制せいのために、大部隊を本土に戻すわけにはいかない。となれば、一個艦隊の帰き還かんが妥だ当とうな線となる。その上で、最大限の効力を発はつ揮きする人選をすれば、おのずとアレティーノが選ばれるのだ。

　ダラーリオ元げん帥すいからは、早さつ急きゆうに紛ふん争そうを鎮ちん圧あつし、カプレオラに戻ってこい、と先日の作戦会議のあとで直じき々じきに言われていた。

　今日まで命令の通達が遅おくれたのは、内部の調整に手間取ったためだ。早く本土に戻りたがっている遠征軍にしてみれば、願ってもない好機でもあった。

『でも、クラウディオ、私たちは間に合わないわ』

「君の言葉はいつも突とつ然ぜんだな」

『ここから共和国領への帰還に、最短でも四週間必要なのよ？』

「ああ、そのことか」

　航路図に視線を戻したアレティーノは、あるひとつの航路に目を向けていた。確かにロザリンドが今言った通り、共和国内を引き返せば、四週間は必要な距離だ。そう、あくまで共和国内のメトロゲートだけを使えば……。

『よくないこと考えてない？』

「わかるか？」

『クラウディオのことだもの』

　色っぽさよりも呆あきれた口調でロザリンドが言った。

『まるで悪戯いたずらを思いついた子供みたいな顔をしてる』

「だが、この航路ならムールス星系まで十日あれば戻もどれる」

　そう言ったアレティーノの顔からは、すでに浮うわついたものは消えていた。残されたのは切れ味の鋭するどい眼光と、不敵に歪ゆがむ口元だ。

「あと問題は……」

　アレティーノの双そう眸ぼうが銀河の遥はるか彼方を見据すえる。その方位にあるのはただひとつ。銀河連合領だ。

『軍神が気になるのね』

「あのご老人は、状じよう況きようの変化を嗅かぎ分ける天才だ。企業連盟の鎮ちん圧あつに時間がかかるようなら危険だろう」

『これは大した自信だわ。あなたは、企業連盟に負けるとは考えていないのね』

「君は私に負けてほしいのか？」

『そう見える？』

　ロザリンドは含ふくみ笑いを浮かべる。それから、アレティーノに合わせて、有能な電子妖よう精せいらしく凛りんとした声を出した。

『あなたは勝つわ。たとえ、相手が銀河連合のスタンリー・マスターズでも、ノウスベルンのソウハク・コウユウでもね』

　ロザリンドの目が真っ直すぐアレティーノに向けられた。そこには絶対の自信と信しん頼らいだけがあった。

『あなたには私がついているもの』

「君も大した自信だ。でも、私もそう思う」

　そこでふたりだけの時間は終わりを迎むかえた。アレティーノは本土への帰き還かんをＣＩＣに通達すると、軽かろやかに立ち上がった。

　赴おもむくのは戦場。

　そこが、自分たちに与あたえられた舞ぶ台たいであることを、アレティーノもロザリンドも熟じゆく知ちしていた。だから、穏おだやかなひとときが終わることに未練はなかった。彼らの日常に戻るだけなのだから。戦場という日常に。




　　　　　　　　４




　リトル・アルプからの広域索さく敵てきに、伏ふく兵へいの影かげは映らなかった。その報告を受け、エルガー、パーラー、クローバーの三提てい督とくの名を冠かんする艦かん隊たいは、ムールス星系に向けて飛び立った。

　エバンス艦かん隊たいも、すでにムールス星系へと向けてリトル・アルプを発たっていた。あと二時間もすれば、ムールス星系と繫つながるメトロゲートに到とう達たつする。

　ネリーは自室のベッドの上で仰あお向むけに倒たおれていた。割り当てられた休きゆう憩けいの時間は、本来ならきちんと休まなければならない。それなのに、伏ふく兵へいが索さく敵てきにかかるかどうかが気になり、寝ねつけなかった。

　瞼まぶたは眠ねむさを訴うつたえている。天てん井じようから降り注ぐ灯あかりが、目に痛かった。

　ネリーは目を瞑つぶり、顔を覆おおうように腕うでを置いた。

　休むのも軍人の務めである。わかっていながら、背そむくような真ま似ねをした。自分でもらしくないのは自覚できた。

　おかしくなったのは、やはり、レン・エバンスのせいか。

　あの元コックの司令官は、ネリーの人生ばかりか、感情まで搔かき乱す。

　せめて、残りの休憩時間は眠っておかないと。あと一時間は眠れるはずだ。だが、精神が張り詰つめているせいか、眠るには至らない。

　睡すい眠みん薬の類たぐいを飲むことも考えたが、今から服用したのでは起きられなくなるだろう。自分の体が、薬とあまり相性がよくないのも、ネリーは経験から知っていた。一日中、頭がぼんやりするのだ。それでは、戦闘参さん謀ぼうとしての職務に支し障しようをきたす。

　時計を見た。休憩はあと三〇分にまで減っていた。もう起きているしかない。そう決めると、ネリーは体を起こした。

　机の上に置いたインカムを耳に当てた。音声で周辺宙域のレーダーを呼び出す。睡すい眠みんが不足したせいか、声が喉のどに引っ掛かかるような感じがした。

　レーダーからクライスラー艦隊が消えた。メトロゲートに突とつ入にゆうしたのだ。

　その動きを追っていたネリーの表情には、ほんの少しだけ緊きん張ちようがあった。

　伏兵がこちらの補給船団を狙ねらうなら、今が好機だ。自分が敵の司令官であれば、間ま違ちがいなくこの機会を狙う。

　クローバー艦隊を含ふくむ三個艦隊はすでにムールス星系にいる。クライスラー艦隊もメトロゲートに突入し、交信が取れない状じよう況きようだ。

　そう考えていると、手のひらが汗あせばんできた。来るはずがないと、頭の中で言い聞かせながらも、可能性を完全に捨てきれずにいた。

　懸け念ねんの根こん拠きよは、はっきりしていた。自分が仕掛ける側がわであれば、間違いなく、伏兵を置いたからだ。

　大軍の一部を伏兵として隠かくし、本隊による大だい胆たんな陽動で敵艦隊を補給船団から引き離はなす。敵が陽動にかかったら、無防備な補給船団に対して伏兵をぶつける。

　この戦術は今から二〇年前に、シーミア大戦で軍神マスターズが使ったものだ。補給線を断たたれた共和国軍は、進軍を維い持じできず、ろくに戦せん闘とうをすることなく敗北した。

　ロイが第七艦かん隊たいに圧勝したため、形こそ違ちがってしまった。だが、伏ふく兵へいが潜ひそんでいるなら、補給線を断たつという作戦そのものは、まだ生きていることになる。

　インカムの位置を、ネリーはそっと直した。

　今にも、オフィーリアが敵の捕ほ捉そくを伝えてくるのではないか。現状の少ない戦力を考えれば、敵との接せつ触しよくは極力避さけたい。伏兵などいない方がいいに決まっている。それでも、敵を捕捉し、警報が鳴ることを、ネリーは望んでいた。

　矛む盾じゆんした思考を繰くり返していることに気づき、ネリーは苦笑いを浮かべた。すぐに気持ちを引き締しめるために真顔に戻もどった。

　やはり、伏兵などいなかった。元コックの司令官の思い過ごしだ。自分もそれにあてられたに過ぎない。

　そう思うと、体が急に休息を欲しがった。ネリーは仰あお向むけにベッドに倒たおれた。

　その直後、艦内にアラートが鳴り響ひびいた。

　小さな接続ノイズがインカムから聞こえた。

『敵艦隊を捕捉しました。総員速すみやかに戦せん闘とう配置についてください』

　オフィーリアの報告は、冷静そのものだった。

　おかげでネリーも余計な思考をせずに動き出せた。ベッドから飛び起きると、自室を飛び出した。




　ネリーが通路に駆かけ出すと、目の前をレンが走っていた。背後の足音に気づいたのか、レンが振ふり返る。そのとき、レンはひとつあくびを嚙かみ殺した。

　冷たい目で睨にらみ、ネリーはレンの隣となりに並んだ。

　自分より先に部屋を出たということは、休息時間であることを無視し、レンもまた起きていたのだろう。

「提てい督とく、休息はきちんと取ってください」

　ネリーも他人をとやかく言えた義理ではない。それでも、目の前であくびまでされては、文句のひとつも言ってやりたかった。

『マスター、第四通路の重力制せい御ぎよを解きます』

「頼たのみます」

　オフィーリアの声を合図に、体を縛しばる重みが消えた。壁かべを蹴けると、それだけで廊ろう下かを泳いで移動することができる。完全な無重力状態だ。

「オフィーリア、移動時間が無む駄だになります。状じよう況きようを知らせてください」

　網もう膜まく投とう影えいを用いて、レンとネリーの視界にレーダーが表示された。

『ＩＦＦ照合の結果、共和国軍第八艦隊の所属艦と判明。総数約三二〇〇隻せき』

「詳しよう細さいは？」

『突とつ撃げき艦が約二〇〇〇隻、砲ほう撃げき艦が約一二〇〇隻です』

　言葉と同時に、レーダーの表示が更こう新しんされた。敵艦かん艇ていの配置状じよう況きようもオフィーリアはすでに把は握あくしているらしい。突とつ撃げき艦が固まって前に出て、七光秒後方に砲ほう撃げき艦がいた。

　エバンス艦隊の総数が一〇〇〇隻せき。突撃艦が七〇〇隻、砲撃艦が三〇〇隻。三倍以上の敵ということになる。

　ネリーの全身が強こわ張ばった。敵の詳しよう細さいを聞いて、現状がいかに絶望的な状況かを脳が的確に認にん識しきしてしまった。

　敵艦隊との距きよ離りも近い。今から反転して撤てつ退たいを図っても、補給船団の足では確実に追いつかれる。敵の狙ねらいは補給船団にあり、死守できなければ、それがすなわちエバンス艦隊にとっての敗北となる。当然、エバンス艦隊が先に敵艦隊に撃破されても結果は同じだ。戦せん闘とう能力のない補給船団は、敵に投降することになるだろう。

　状況は困難を極きわめていた。三二〇〇隻の敵艦隊を、補給船団を護衛しながら、一〇〇〇隻の艦隊で打ち砕くだかなくてはならないのだ。それは不可能だ。

「オートクレールと連れん絡らくは取れませんか？」

　インカム越ごしに、ネリーはオフィーリアに呼びかけた。

『現在、超ちよう次元航行の最中にあり、通信は不可能です』

　予想通りの返答が戻もどってきた。だからこそ、敵はこの瞬しゆん間かんを狙ってきたのだ。となれば、やはり、たった一〇〇〇隻のエバンス艦隊だけで、この絶望的な状況を乗り切る必要がある。たとえ、無理であったとしても。

　なにひとつ光明は見えなかった。なのに、先ほどまでネリーは伏ふく兵へいの登場を、心のどこかで願っていた。

　思考が過去へと流れていくのを感じ、ネリーは払はらいのけるように頭を左右に振ふった。今、考えるべきは、この窮きゆう地ちをどう乗り切るか。その一点に集中するべきだった。

　そう思いながらも、ネリーの視線はレンへと向けられた。ひとつだけ元コックの司令官に確かく認にんしたいことがあった。

　レンが視線に気がつき、ネリーを見た。その顔は、発言を許していた。

「提てい督とくは、なぜ伏兵がいると思ったのですか？」

「僕が敵ならそうするからですよ」

　悩なやむことなく、レンはさらっと言ってのけた。

　通路の角に到とう達たつすると、レンは壁かべを思い切り蹴けって前に進んだ。

　ネリーはそれ以上何も言わず、レンの背中を追いかけた。
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　ＣＩＣに到着したのは、レンとネリーが最後だった。各参さん謀ぼうは持ち場に着き、臨りん戦せん態勢を取っていた。

　余計な言葉が交かわされることもなく、司令官と戦せん闘とう参さん謀ぼうの席も埋うまった。言葉の少なさが、各人の緊きん張ちようを物語っていた。

『現在の速度で前進すると、一九分後には敵と接せつ触しよくします』

「退路はないようですね」

　ＣＩＣのレーダーで再度状じよう況きようを確かく認にんしたが、結果は同じだった。

　レンの手が小刻みに震ふるえ始めた。戦いが間近に迫せまっているのを、体が敏びん感かんに感じているのだろう。

　ネリーも胸の奥底を締しめつけられるような不快感に苛さいなまれていた。それを表面に出さないように心がけた。シュトロブルには見透すかされたとしても、レンにだけは緊張を悟さとられたくなかった。

　危機を脱だつするために、今は起死回生の策が必要だ。戦闘参謀とはそのためにいる。ネリーは役割を果たすために意識をレーダーに集中した。

　補給船団がエバンス艦かん隊たいから離はなれていく。その距きよ離りはまだ一光秒にも満たない。今、戦せん端たんが開けば、敵砲ほう撃げき艦の餌え食じきだ。

　敵艦隊はほぼ正面から高速で接近してくる。移動中に確認したときよりも、敵砲撃艦の位置は近づいていた。敵突とつ撃げき艦の後方七光秒にいたのが、今は四光秒にまで詰つまっている。状況はより深刻化していた。

　敵突撃艦二〇〇〇隻せきに対処しようとすれば、敵砲撃艦一二〇〇隻に自由を与あたえてしまう。エバンス艦隊はたったの一〇〇〇隻だ。両方の足を同時に止めるには数が圧あつ倒とう的に足りない。それなのに、補給船団を護衛するには、敵の突撃艦と砲撃艦を同時に相手にしなければならない。やらなければならないことと、やれることの間には、大きな溝みぞが存在していた。

　元々、三倍以上の敵を駆く逐ちくする策などそうあるものではない。その上、補給船団の護衛をしながらという制限まで、エバンス艦隊にはあるのだ。

　打つ手はない。ＣＩＣの重苦しい空気はそう語っていた。

　レーダー上の敵艦隊と味方艦隊、それに補給船団の位置を見ていたネリーは、何かに気づいたように口を小さく開けた。

　神経が研とぎ澄すまされ、過去の記き憶おくが呼び起こされた。ネリーにとっては、忌いまわしい記憶のひとつだった。

　あれは今から一年ほど前のことだったか。

　ある日、戦術論に長たけていたネリーに対し、教官からシミュレーターの難題が提示された。模も擬ぎ戦術課程九二一号。今でも課題名は忘れていない。その内容が、約三倍の敵を相手に、補給船団の護衛を完かん遂すいするという任務だった。殆ほとんどの模擬戦を初見で突とつ破ぱしていたネリーだったが、これだけには大きく躓つまずいた。他ほかの者が挑ちよう戦せんしても、結果は作戦失敗だった。その中には、ロイの姿もあった。

　出口なし。一ヶ月も経過すると、誰だれもが模も擬ぎ戦術課程九二一号の突とつ破ぱを諦あきらめていた。難なん攻こう不落の模擬戦せん闘とうに挑戦するのは、いつしかネリーだけとなっていた。まれにロイが閃ひらめいた策が通用するかを試ためしていたが、やはり、任務の完かん遂すいとはならなかった。

　それが、ある日の朝、ネリーがシミュレータールームを訪おとずれると、何者かによって模擬戦術課程九二一号は完かん璧ぺきな形でクリアされていた。ネリーは震ふるえる手で、シミュレーターを起動させると、作戦指し揮きの様子をリプレイで丹たん念ねんに確かく認にんした。鳥とり肌はだが立った。独どく創そう的でまったく無む駄だのない布ふ陣じんを、その者は展開させていた。見たこともない陣じん形けいだった。

　模擬戦術課程九二一号陥かん落らくの情報は、光の速さで知れ渡わたった。最初、ネリーは兄のロイの仕し業わざではないかと考えた。他ほかに思い当たる人物はいなかった。だが、確認してすぐにロイではないことがわかった。士官学校にいる他の士官候補生でも、もちろん教官でもなかった。結局、誰だれの手によって突破されたのかは、未いまだにわかっていない。

　過去を振ふり切り、長考から目覚めると、ネリーは再度レーダーを確認した。状じよう況きようはやはり酷こく似じしていた。あのとき見た作戦を用いれば、この危機的状況を抜ぬけ出すことができる。

　だが、本当に実戦で通用するのか。元コックの司令官に伝えて理解を得られるのかは、自信が持てなかった。それだけ奇き抜ばつな作戦でもあった。

　作戦指し揮きの要かなめとなるレンを、ネリーは目の端はしに捉とらえた。手の震ふるえが増すにつれて、レンの顔に真しん剣けんみと不思議な笑えみが浮かび上がっていた。

「提てい督とく、今回の指揮は、戦せん闘とう参さん謀ぼうに一任してもよろしいですか？」

　緊きん迫ぱくするレンとネリーの間に、シュトロブルが割って入った。自らの冷静さをＣＩＣに伝達させるように、普ふ段だんよりもゆっくりとした語り口だった。

「いえ、僕がやりますよ」

　声は震えていなかった。普段と同じか、少しだけ大きい気がするくらいだった。

　ネリーを含ふくむ五人の参謀の視線が一点に集まった。ファルコは怪け訝げんそうに見つめた。ギュネスの顔には疑問が溢あふれていた。そのすぐ隣となりでは、モンティーユが不安な目を向けていた。形は違ちがえども、誰だれもがレンの発言に異を唱えていた。

　無意識にネリーも睨にらみつけていた。この危機的状況で、コックの戯ざれ言ごとを聞いているゆとりはなかった。

　総意を取って、シュトロブルがレンに言葉を返した。

「ですが、提督、あなたは艦かん隊たい指揮に関する知識が脆ぜい弱じやくで」

「それなら覚えましたよ。心配には及およびません」

　レンの言葉に参謀一同の思考が停止した。作戦の構築を始めていたネリーの脳が、本人の意思に反して、働くのをやめた。より鋭するどさを持った視線でレンを睨んだ。

「覚えたとは、士官学校で学ぶ、戦術講習課程のことですか？」

　ネリーの瞳ひとみの中で、レンは力強く頷うなずいた。

　通常で二年かけて学ぶ内容だ。飛び級したネリーでさえ、学び切るのに半年を必要とした。それをたったの数日で習得するなど、常識では考えられなかった。

　ネリーは正面からレンと向き合った。挑ちよう戦せん的な意志を隠かくそうとは思わなかった。数多くの将兵の命がかかっているのだ。感情をオブラートに包んでなどいられない。

　レンはネリーの敵意を臆おくすることなく真正面から受け止めていた。それから、時間がないので確かく認にんの質問をどうぞと口にした。

「砲ほう撃げき艦かんの有効射程距きよ離りは？」

「八光秒です」

「重力子フィールド発生に必要な時間は？」

「平均して約九・八秒。前後〇・〇〇一パーセントの誤差があります」

　ネリーはレーダーを操作すると、一面に並んだ陣じん形けいを表示した。

「正方陣形といい、拠きよ点てんをレーザー砲撃から守るのに有効です。または戦力のすべてを敵にぶつけるときに用いる陣形です」

「相対宇宙方位の概がい念ねんは？」

「現在の船の進行方向を水平方位０００、法線方向を垂すい直ちよく方位０００と定め、三六〇度方位で表現します」

「その理由は？」

「重力場の安定しないポイントでは絶対座標は乱れ、正確な方位指示はできません。そのため、戦せん闘とう時は相対宇宙方位を使います」

「オフィーリアが遠えん隔かく操作可能な限界艦かん艇てい数は？」

「三万六〇〇〇隻せき」

「…………」

　ネリーの沈ちん黙もくは、レンの回答がすべて正しかったことを正直に伝えていた。

「次は、ダインスレイフの全将兵の名前でも言いましょうか？」

「それなら……」

　途と中ちゆうまで出たネリーの言葉は、シュトロブルによって遮さえぎられた。シュトロブルはただ黙だまって首を左右に振ふった。

「我々の敵は目の前の共和国軍艦隊です」

　シュトロブルの正論に、ネリーは押し黙った。だが、まだレンに対する不信が消えたわけではない。それに、事態はこの上なく深刻だ。有能な司令官であれ、さじを投げるような状じよう況きように追い込まれている。元コックの司令官ではなおのこと危険な状態といえた。

　積み重なる不信感を一いつ蹴しゆうするかのように、レンはオフィーリアに指示を飛ばした。

「水平方位０６０、垂直方位０１０に回頭。および、突とつ撃げき艦による円えん錐すい陣形を展開、砲撃艦はその直後を追従。補給船団は後方に逃にがしてください。重力子フィールド発生後、速力最大で突とつ撃げきを敢かん行こうします」

　オフィーリアだけがレンの指示を聞き届け、忠実に全まつとうした。

　即そく座ざに、レーダー上のエバンス艦かん隊たいは、七〇〇隻せきの突撃艦による円えん錐すい陣じん形けいを作った。その陰かげに隠かくれるように、砲ほう撃げき艦がぴたりと張りついた。

　陣形を目まの当あたりにして、ネリーの鼓こ動どうが二度、三度と高鳴った。血が逆流するような衝しよう撃げきが体を駆かけ抜ぬけた。

『重力子フィールドを展開します』

　機関が唸うなり声を上げた。底から這はい上がるような低い声だ。約一〇秒後、重力子フィールドが正常に稼か動どうした。

　オフィーリアの目が、突撃の指示を待っていた。

　ネリーは遠えん慮りよなくレンを睨にらみつけていた。奥歯を嚙かみ締しめる形ぎよう相そうには、憎にくしみすら宿っていたかもしれない。

　それをレンはあの深い目で正面から受け止めていた。

「戦せん闘とう参さん謀ぼうには、僕の作戦がわかっているようですね」

　そう、わかっていた。ネリーは以前に士官学校のシミュレータールームで、酷こく似じする状じよう況きようを見ているのだ。声を絞しぼり出すようにして、確かく認にんの言葉をかけた。

「あの難なん攻こう不落の作戦を突とつ破ぱしたのは、まさか……」

　最後まで言葉は続かなかった。聞かずとも、もうネリーの中で、答えは出ていた。探しても見つからなかったはずだ。誰だれにも突破できなかった難題をクリアしたのは、士官候補生でも、教官でもなかったのだから。

「あれは、確か、模も擬ぎ戦術課程九二一号でしたね」

　頭を横殴なぐりにされたような衝しよう撃げきが、再度ネリーを襲おそった。この元コックの司令官は、士官学校の調理場で働きながら、シミュレータールームに忍しのび込んでいたというのか。ネリーの脳内に、皆みなが寝ね静まった時間に、施し設せつに進入するレンの姿が描えがかれた。レンは真しん剣けんな表情で、シミュレーターと向き合っていた。

　頭を左右に揺ゆさぶり、無意味な想像を頭から振ふり払はらった。即そく座ざに、他ほかの策を考えたが、どれも効果的なものではなかった。危機的な現状を打開する策はレンの導き出した答えしかない。戦闘参謀としての選せん択たく肢しはひとつしかなかった。それは、レンの作戦を支持することだ。

　面と向かって支持をすることもできず、ネリーは沈ちん黙もくでもってレンを肯こう定ていした。実戦がシミュレーションと同じ結果になるかはわからない。

　レンの作戦では、敵陣の真っ只ただ中なかに、飛び込む必要があるのだ。敵の対応が早ければ、包囲殲せん滅めつされる可能性もある。それでも、手を震ふるわせながら、戦場の恐きよう怖ふに怯おびえながら、元コックの司令官は突撃を選ぶというのだろうか。
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　ネリーの葛かつ藤とうをよそに、レンはオフィーリアを見て頷うなずいた。

「オフィーリア、最大船速で突とつ撃げきしてください」

『はい、マスター』

　三倍以上の敵にも怯ひるむことなく、エバンス艦かん隊たいは突撃を開始した。




　エバンス艦隊の先せん陣じんを任された突撃艦ミールの白はく兵へい戦艦橋は、緊きん張ちようと恐怖の只ただ中なかにあった。入り乱れた感情が、白兵戦艦橋の空気すら搔かき乱していた。おぼろげで、不安定な、地に足のつかない浮遊感が支配していた。

　旗艦からの命令は、円えん錐すい陣形による突撃。その最前線に、突撃艦ミールは配置された。電子妖よう精せいオフィーリアからの通達を耳にしたとき、白兵戦指し揮き官を務めるパスカル・アマン大たい尉いは自らの運命を呪のろった。

　数分後の死を予見できた。だが、高周波対艦刀とうによる戦闘指揮を行う白兵戦艦橋の責任者であるアマンは、その最悪の未来図を、声に出すわけにはいかなかった。

　白兵戦艦橋には、約三〇名の兵が配属されていた。船の基本動作や航路は、すべて旗艦の電子妖精が遠えん隔かく操作によって行う。だが、実際に敵と切り結ぶ段になれば、電子妖精に頼たよってはいられない。目の前の敵を高周波対艦刀で斬きり、敵の白はく刃じんを避さけ、自らの力で生き残っていかなければならない。

　アマンは兵からの叩たたき上げで、白はく兵へい戦の申し子でもあった。配属される先が常に、白兵戦艦かん橋きようだった。共和国に見切りをつけ、企業連盟に参加したのを切きっ掛かけに、過去の実績を評価され、突とつ撃げき艦ミールの白兵戦指し揮き官を任されるようになった。そのことを、同どう僚りようが祝ってくれてから、まだ半月ほどしか経たっていない。

「大たい尉い、高周波対艦刀とう起動の指示が来ました」

　まだ若い通信兵の声は震ふるえていた。いや、全身が震えていた。恐きよう怖ふに怯おびえているのは彼だけではない。白兵戦指揮官のアマンもまた同じだった。ただ、アマンの場合は、押し殺す術すべを、経験から身につけていた。

　皆みなが逃にげ出したい恐怖と戦っていた。だから、誰だれも逃げ出したりはしなかった。

「高周波対艦刀を起動」

　アマンの低音だが艶つやのある声が、白兵戦艦橋に響ひびき渡わたった。船の腹部に格納されていた巨大な一本の白はく刃じんが正面に伸のびる。スクリーンに刀身が姿を見せた。

　その光景は、いよいよ敵艦との白兵戦が始まるのだと、兵に知らしめた。アマンの隣となりで副官が下唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　接せつ触しよくまであとわずか一〇秒と迫せまった。部下に悟さとられぬように、五歳さいになったばかりの息子がくれたお守りを、アマンは右手に握にぎった。




「敵艦隊接近！」

　その一報を耳にしたとき、共和国軍艦隊の足並みに迷いが生じた。補給船団の護衛艦隊が攻こう勢せいに出るなど、誰も想像していなかった。

　遊撃艦隊を指揮するフェルミ准じゆん将しようの顔にも、驚おどろきがにじんでいた。それでもすぐに、フェルミの脳と体は、敵艦隊に対応するため、反射的に動き出していた。

「慌あわてることはない。敵はわずか一〇〇〇隻せきだ」

　どっしりと構えた指揮官の態度を見て、敵接近に声を張り上げた通信兵も、すぐに落ち着きを取り戻もどした。

　数では圧あつ倒とう的に優位にある。その揺ゆるぎない現実が、ＣＩＣに立ち込めた焦しよう燥そうの霧きりを、一いつ瞬しゆんにして振ふり払はらった。皆の顔に、落ち着きと余よ裕ゆうが戻もどっている。

「各艦に通達、白兵戦の用意を！」

　取り戻した平静をより確実なものとするため、フェルミは部下を鼓こ舞ぶするように、威い勢せい良く声を張った。

　指揮官の指示を受け、通信兵が味方艦かん艇ていに戦せん闘とう準備を促うながした。

　フェルミが指揮権を与あたえられたこの遊撃艦隊に、電子妖よう精せいは配備されていない。そのため、操船から通信、戦闘までのあらゆることが、人の手を介かいして行われていた。遊撃艦隊の指揮を任されるフェルミにとっては、特別珍めずらしいことでもなかった。

「准じゆん将しよう、敵の再編速度から見て、電子妖よう精せいを乗せた旗き艦かんがいると思われます」

　敵艦の分ぶん析せきを行っていた兵のひとりがよく通る声で言った。報告の内容に関しては、敵接近を耳にしたときに、フェルミはすでに感じていた。

　補給船団の護衛に、わざわざ希少価値の高い電子妖精を配置するなど、共和国軍であればまず考えられない編成だ。電子妖精がいるということは、有能な司令官もそこにいることを意味する。その両者を補給船団の護衛程度に使うなど、宝の持もち腐ぐされと言われても仕方がない。本来なら、一個艦隊の指し揮きを任せるべきである。

　何か事情があるのだろうとフェルミは考えたが、答えを出そうとは思わなかった。獲え物ものを見るような目で、レーダー上の敵旗艦を見定めていた。

　ここで旗艦を一隻せき沈しずめられれば、企業連盟の戦力を削さく減げんすることができる。共和国軍にとっては好都合だった。

「艦を中央に集め、突とつ破ぱを許すなと各艦には伝えろ」

　従順に通信兵がフェルミの言葉を光暗号通信に乗せて飛ばした。

　球状に展開した遊ゆう撃げき艦隊は、じわじわとその広がりを狭せばめていく。敵艦隊との接せつ触しよくを前に、ひとまわり小さな球状陣じん形けいが完成していた。電子妖精の恩おん恵けいなしに行われた艦隊運用としては、恐おそるべき速さだった。地道な訓練の賜たま物ものであった。

「あと一五秒で接触します！」

「まずは敵艦隊の突破を阻そ止しする」

　突進の勢いを止めてしまえばあとは簡単だ。数での優位を利用して、敵艦隊を包囲殲せん滅めつすればいい。この戦力差であれば、貴重な電子妖精を乗せた敵旗艦の拿だ捕ほも十分に可能といえた。拿捕に成功すれば、フェルミは階級の階段を、ひとつ上のぼることになるだろう。少将と呼ばれる日も近い。

　作戦時計の刻みを、兵が明めい朗ろうな声で読み上げる。敵接触までのカウントダウンが、ついに終わりを迎むかえた。

　その瞬しゆん間かん、前方で無数の爆ばく発はつが起こった。




「目の前の敵にだけ集中すればいい！」

　アマンの力強い指し揮きが、突撃艦ミールを動かしていた。緊きん張ちようと恐きよう怖ふに打ち勝つには、何よりも体を動かすことだ。だから、アマンは率そつ先せんして部下を励はげますために声を上げた。それに応こたえるように、さらに大きな返事を兵が張り上げた。そうしていないと、意識を保っていられないのだ。迫せまってくる死の恐怖に怯おびえながらも、皆みなが生き抜ぬくために必死だった。

　白はく兵へい戦艦橋は、闘とう争そう心によって満たされていた。目の前の敵突撃艦を倒たおすことに集中し、皆で生き残ろうという意思で繫つながっていた。

　突撃前の状じよう況きようは絶望的だった。戦力差は三倍以上。とても勝てる状況ではない。だが、不思議なことに、戦力差に比べて、アマンは戦せん況きようをさほど苦しいとは思わなかった。速度の乗った状態で敵艦かん隊たいに接せつ触しよくできたのは、アマンにとって何よりの慰なぐさめだった。高周波対艦刀とうでの白はく兵へい戦において、突進力が勝まさっている方が圧あつ倒とう的に有利だ。

「正面、敵来ます！」

「敵の攻こう撃げきは気にするな！　速度で勝るこちらが優勢だ！　力でねじ伏ふせろ！」

　部下の兵は必死になってアマンの指し揮きに応こたえて、高周波対艦刀を操あやつった。正面に迫せまる敵突とつ撃げき艦に、白はく刃じんを突つき立てる。接触の衝しよう撃げきが白兵戦艦橋を襲おそった。シートに体を固定していても激げき震しんは体に応こたえる。実質的に今日が初うい陣じんである若い兵の顔はすでに憔しよう悴すいしきっていた。なんとか、戦場にしがみついているといった印象だった。彼らが本当の兵になるのはこの一戦を乗り越こえたあとだ。

　なんとしても生かしてやりたい。必ず生きて帰る。白兵戦艦橋は、時間の経過と共に、奇き妙みような一体感を生んでいた。

「敵、二秒後に接触！」

「左に抜ぬけ、敵側面を切り裂さけ！」

　アマンの指示に合わせて、突撃艦ミールは高周波対艦刀を翼つばさのように横に向けた。敵の重力子フィールドに刃はが触ふれ、振しん動どうが音になって、腹の底にまで響ひびいてきた。その直後、高周波対艦刀は重力子フィールドをすり抜け、敵突撃艦の装そう甲こうに接触した。火花を散らしながら、鋼こう鉄てつの装甲を切り裂いていく。敵艦の右う舷げん推すい進しん部ぶを確実に破は壊かいした。

「よし、刀かたなを引け！」

　抜くタイミングを間ま違ちがえば大きな隙すきを作ることになる。下手をすれば損傷した敵艦と絡からみ合い、共とも倒だおれになりかねない。

　突撃艦ミールの高周波対艦刀が抜かれた瞬しゆん間かん、すれ違ちがい様に敵艦は大爆ばく発はつを起こした。大質量をぶつけ合ってなお、突撃艦ミールのバランスが崩くずれることはなかった。アマンが十年の歳さい月げつをかけて身につけた熟じゆく練れんの技わざが冴さえた。人の身でありながら、突撃艦と高周波対艦刀の質量バランスを、感覚で理解しているのだ。

　だから、速度を殺すことなく、針路を乱すことなく、敵艦を撃破できた。

　これで、撃げき沈ちんしたのは五隻せきになる。生き残ることができれば、部下の兵たちにも、十分な恩賞が出るだろう。そのためにも、死ぬわけにはいかなかった。

　白兵戦艦橋は、未いまだに激しい振動の中にあった。




　フェルミもまた、爆発の振動に体を揺ゆさぶられていた。

「敵艦隊の突破、止まりません！」

　甲かん高だかい悲痛の叫さけびが、ＣＩＣに響ひびき渡わたった。

「もっと艦隊を密集させろ」

　電子妖よう精せいを持たない艦かん隊たいにとって、それが難しい注文であることはフェルミも重々承知していた。だが、それ以外に、敵艦隊の足を止める方法はなかった。

　敵の強みとなっている突とつ進しん力は、突とつ撃げき艦を密集させることによって生み出されていた。突撃艦の総数では勝まさっていても、激戦区となっている敵円えん錐すい陣じん形けいの最前線での戦力比では、企業連盟に軍配が上がっていた。共和国軍の遊撃艦隊には、戦せん闘とうに参加できていない突撃艦が数多くあった。

　自艦でも白はく兵へい戦を行いながら、フェルミは冷静に戦局を見極きわめていた。戦力差を上う手まく殺されている。逆を言えば、フェルミが手て駒ごまを使いこなせていないということだ。

　無意識に拳こぶしを握にぎり締しめていた。戦場を見据すえる目には、敵司令官に対する憎ぞう悪おが宿っていた。

　敵の攻こう勢せいを止めるには、敵と同密度の陣形を作る必要があった。

「だめです。やはり敵艦隊止まりません」

　味方艦との接せつ触しよくを恐おそれ、共和国軍の艦かん艇ていは、今一歩密集陣形を取れずにいた。電子妖よう精せいがいれば、各艦の間かん隔かくを完全に制せい御ぎよし、同士討うちの危険から将兵の命を守ってくれるというのに。

　戦力の消しよう耗もう率は、企業連盟の三倍にもなっていた。

　ＣＩＣに弱気な空気が流れ始めていた。

　フェルミの顔色を、副官がちらちらと覗のぞき見ている。その態度は落ち着きがなく、なんとかしてほしいという思いを含ふくんでいた。

　それを感じ取り、フェルミは作戦を素す早ばやく修正することにした。敵旗艦の撃げき沈ちん、もしくは拿だ捕ほをしたいという欲を完全に捨て去った。

　遊撃艦隊の主任務は敵補給船団の撃破にある。敵旗艦を撃沈しなくとも、任務遂すい行こうに支し障しようはなかった。

　思おも惑わく通りにはいかなかったが、敵艦隊の自由を奪うばうことには成功していた。フェルミが次の手に出たとき、敵艦隊は対処するだけの余力がない。遊撃艦隊には、まだ砲ほう撃げき艦一二〇〇隻せきが後方に待機しているのだ。

「砲撃艦の動きはどうか？」

　フェルミは落ち着き払はらった声で確かく認にんした。企業連盟との交戦が開始された直後に、敵の後方に逃にげていった補給船団に対して、砲撃艦を差し向けていた。

　情報を管理する兵が、レーダーに味方砲撃艦の現在地を示した。

　今なお、敵補給船団を狙ねらって前進を続けていた。砲撃艦による艦砲射撃の有効射程まで、残り三光秒。その様子をフェルミは満足げに見ていた。

　あとはこのまま、砲撃艦が補給船団を打ち砕くだくまで、突撃艦によって敵艦隊の足を止めておけばいい。

　任務遂行に何ら問題はなかった。




　敵指し揮き官に同調するかのように、レン・エバンスの様子にも目立った変化はなかった。指示を出すどころか、戦せん端たんが開かれてからまったく声を出さなかった。

　何も言わない司令官に対する周囲の疑問は、時間の経過と共に膨ふくれ上がっていた。移り変わる戦局を見極きわめながらも、各参さん謀ぼうの興味は、次し第だいに元コックの司令官へと移動していた。常に落ち着いた態度を崩くずさなかった参謀総長のシュトロブルでさえ、隙すきを見つけては横目でレンの様子を窺うかがっていた。

　不利な状じよう況きように対する危機感や緊きん張ちよう感は、いつのまにか元コックの司令官に対する興味によって徐じよ々じよに薄うすれていた。

　ネリーは変化するレーダー上の艦かん隊たいをじっと見据すえていた。球状の敵艦隊に、円えん錐すい陣じん形けいを取ったエバンス艦隊が突つき刺ささっている。勢いでは完全に敵を圧あつ倒とうしていた。それでも、数で劣おとる現状をネリーはまだ有利だとは思わなかった。気を抜ぬけば、敵に付け入る隙を与あたえてしまう。真に勝利を収めるまでは、集中力を切らすわけにはいかなかった。補給船団を狙ねらって接近してくる敵砲ほう撃げき艦一二〇〇隻せきにも、これから対処しなければならない。残り二光秒で、補給船団が敵の艦砲射撃の射程に入る。

　ＣＩＣの下部ブロックでは、ファルコ機関参さん謀ぼうが額に汗あせを浮かべていた。軍歴の長いファルコにも敵陣のど真ん中にいるという恐きよう怖ふは相当のものなのだろう。

　モンティーユ情報参謀は計器のチェックに余念がない。自分の置かれた状況を冷静に判断するのを拒きよ否ひしているようにも見えた。

　中央に座ったギュネス航行参謀は、ただ、正面のスクリーンをじっと見ていた。またひとつ大きな火花が散った。敵か味方の突とつ撃げき艦が爆ばく発はつしたのだ。

「このままでは敵砲撃艦に補給船団が狙ねらい撃うちされます」

　シュトロブルがレンを試ためすように言った。守るべき補給船団に、敵砲撃艦がなおも迫せまってきていた。対応策がなければ、補給船団は艦砲射撃によって全ぜん滅めつさせられる。

「頃ころ合あいです。オフィーリア、砲撃艦を前進させてください」

『はい、マスター』

「提てい督とく、それでは敵突撃艦の的になります」

　シュトロブルが冷静にレンを止めた。

「この方が安全なんですよ」

　レンはいつになく静かな声で言った。手の震ふるえが止まっていた。それでも、レンの右手は左腕うでをぎゅっと握にぎったままだった。

　砲撃艦が前進を開始し、円錐陣形の内側にすっぽりと収まった。周囲を完全に、突撃艦に守られていた。これなら敵突撃艦に砲撃艦が直接攻こう撃げきされることはない。

　シュトロブルが短い感かん嘆たんをもらした。

　直後、敵突撃艦の高周波対艦刀とうがダインスレイフのスクリーンいっぱいに映し出された。オフィーリアが自らの高周波対艦刀とうで華か麗れいにさばいた。衝しよう撃げきがＣＩＣを襲おそった。

　火花が目を焼き、背中をしたたかに打ちつけたレンが激しくむせた。

　それを見て、オフィーリアがレンに進言した。

『ダインスレイフを少し後退させてもよろしいですか？』

　レンは首を横に振ふった。代わりに、次の指示をオフィーリアに伝えた。

「円えん錐すい陣じん形けいの先せん端たんを開いてください」

　レンの指示通りに陣形が変化していった。

　数分後、三次元レーダースフィアには、不思議な図形が映っていた。共和国軍が球体の陣形を作り、その中心をエバンス艦隊の突とつ撃げき艦が円柱状に貫つらぬいている。そして、その円柱の中心には、砲ほう撃げき艦三〇〇隻せきが配置されていた。

「なんなんです、これは？　こんな状態、見たことないですが」

　ファルコ機関参さん謀ぼうが、出来上がった布陣に、率そつ直ちよくな驚おどろきを見せた。参謀総長のシュトロブルでさえ、どう評価すべきか迷っているようだった。敵と味方の位置関係は、ネリーの記き憶おくのままになっていた。

「砲撃艦に攻こう撃げき命令を。目標は敵砲撃艦です」

　レンが砲撃命令を下した。

　ＣＩＣのスクリーンに一いつ斉せい発射されたレーザー砲撃が映し出された。それは銀河に光の河を作り、すぐに遠くの闇やみに火を灯ともした。敵の砲撃艦隊は撃うち返してこない。

　それも、そのはずだ。今、レンたちは共和国軍の真っ只ただ中なかにいる。撃ち返したら、共和国軍は味方の突撃艦を後方から撃つことになるのだ。不可能だと思われた、敵の突撃艦と砲撃艦に対する同時攻撃は、こうして完成した。敵砲撃艦は、補給船団への有効射程まで残り一光秒と迫せまっていた。だが、その距きよ離りがそれ以上詰つまることはなかった。

「なんてことを考える人だ」

　レンの狙ねらいの全ぜん貌ぼうを知って、ギュネス航行参謀は頭を搔かき毟むしった。その隣となりで、モンティーユは小さく口を開き、啞あ然ぜんとした様子で状じよう況きようを見守っていた。




「バカな、このようなことが」

　フェルミの視界の中で、共和国軍の砲撃艦が次々に撃げき沈ちんされていった。すでに消しよう耗もう率は三割を突とつ破ぱしていた。

「砲撃艦に攻撃……いや、後方に下がらせろ」

　現状の布陣で撃ち返せば、味方の突撃艦にも砲撃を浴びせることになる。ようやく搾しぼり出した命令も、恐おそらく意味をなさないとフェルミはわかっていた。それでも、何も言わないわけにはいかなかった。

　取り乱した通信兵は、言葉をもつれさせながら、何とか指示を飛ばしていた。損害報告を読み上げる兵の声には、すでに絶望の色が含ふくまれていた。

　絶対的に優勢な状じよう況きようからの転落。将兵の心を折るには、十分すぎる現実が目の前にはあった。そして、折れた心は、もう元には戻もどらない。失われた闘とう争そう心に、再び火が灯ともることはないのだ。部下がフェルミを振ふり返った。その目は助けを求めていた。どうすればいいのかと。

　砲ほう撃げき艦かんの消しよう耗もう率は四割を突とつ破ぱした。

　フェルミはレーダーに映る不思議な図形を忌いま々いましげに睨にらみつけた。

　何か対たい抗こうする策はないのか。怒いかりと苛いら立だち、それに焦あせりの混ざり合った脳内は、フェルミから冷静な思考を奪うばい去っていた。視界までもが白く染まり、何も思い浮かばなかった。

「砲撃艦の消耗率、五割を突破しました」

　決定的な数字を突つきつけられたとき、フェルミは次に取るべき手段に思い当たった。それは振り向いた部下の目が望んでいた答えだった。

　四分後、戦場の真ん中に、降こう伏ふくを示す白い発光弾だんが打ち上げられた。その瞬しゆん間かん、フェルミが率いる遊撃艦隊の敗北が決定した。











第三章　天才用兵家
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　エバンス艦隊旗艦ダインスレイフの艦内は、初うい陣じんから二日経たった今も、戦せん闘とうの影えい響きようを引きずっていた。

　ギュネス、モンティーユを伴ともない、食堂へ向かってネリーが移動していると、途と中ちゆう、数名の将兵とすれ違ちがった。軍規に定められているわけではないが、三人の参さん謀ぼうに対して、誰だれもが同じように立ち止まり、背筋を伸のばし敬礼をした。そのたびに、ネリーたちも立ち止まり、敬礼を返すはめになった。

　士官学校時代からの習慣であるため、ネリーにとっては、今さら身構えるような行こう為いではなかった。二日目までは特に意識することでもなかった。だが、共和国軍の伏ふく兵へいとの戦せん闘とう以降は、顔を合わせる将兵の視線に、質疑応答を求める意図が含ふくまれるようになり、それがネリーには些いささか煩わずらわしく思えた。

　実際に言葉をかけてきた者はひとりもいなかった。敬礼のあとで戸と惑まどったように立ち尽つくす者。口を開きかけ、言葉を喉のどで詰つまらせる者。ただ、ネリーに判断を委ゆだねる者がいた。ネリーは何事もなかったかのように、その場を立ち去った。

　胸に張りついた疑問を口に出せない将兵を見ていると、長雨の季節を思い出す。湿しつ気けが肌はだにまとわりつき、何をやってもすっきりしない。今、ダインスレイフの艦かん内ないは、そうした将兵の気分が感染し、もやもやとした空気で満たされていた。

　隣となりを歩く情報参さん謀ぼうの顔には嫌いや気けがさしている。前を行くギュネスは、足取りを見る限り気にしている様子はない。

　ネリーの顔には、明確な不快感が含ふくまれていた。

「ま、仕方がないんじゃありませんかね。三倍の戦力差を手品みたいにひっくり返されたって、簡単には信用できないでしょう。余計に理解できなくなったんじゃないですかね」

　後ろを振ふり向いたままでも、ギュネスは真っ直すぐ歩いていた。器用な男だ。ギュネスの言葉で、感情が面おもてに出ていたと悟さとり、ネリーは無表情に戻もどった。モンティーユは余計に機き嫌げんを損そこねた。

「だからといって、私たちに何かを求めるのはお門かど違ちがいよ。司令官の思考を理解できていないのは、私たちも同じなんですから」

「そうですね」

　小さな声で、ネリーが同意すると、残りのふたりが視線をくれた。その目には、二種類の驚おどろきが含まれていた。ひとつは、同意に対して。もうひとつは返事があったことに対してだった。

「でも、少しよう尉いは先の作戦の意図を理解していたんですよね？」

「ギュネス大尉、私に敬語は不要です。軍職でも同じ参さん謀ぼう。階級では大尉の方が上なのですから。モンティーユ大尉もです」

　年ねん齢れいにおいても、ギュネスが三十二歳さいで、モンティーユが二十九歳だ。二十一歳のネリーから見れば、十分に年配者といえた。

　固いわねえと感想を口にしながらも、モンティーユの口調はすぐに変化した。ギュネスは、了りよう承しようの意を返しながらも、語り口は中ちゆう途と半はん端ぱな敬語のままだった。

　そのことを指し摘てきしようか迷ったが、ネリーは結局やめた。何度言ったところで、効果はないように思えた。代わりに別の指摘をした。

「ギュネス大尉、そのような姿勢で歩かれては危険です」

　しゃべると実年齢よりも若く思える航行参謀は、肩かたをすくめて前を向いた。本当に固いわねえと、モンティーユが笑みを零こぼしていた。

「それと、先の作戦は理解していたというよりも、あの作戦内容を知っていただけです」

　ネリーの目は真正面に向けられていたが、その瞳ひとみはもっと遠くを見ているようだった。その件に関して、情報、航行のふたりの参謀は言げん及きゆうしなかった。やめておいた方がよさそうだと意味深な目配せを一度しただけだった。

　ふたりの機関士とすれ違ちがい、ネリーたち三人はようやく目的地の食堂に到とう着ちやくした。約二〇〇名が同時に食事を取れるだけの広さが確保されている。艦かん内ないの居住区画では最大規模となる部屋だ。

　その食堂に足を踏ふみ入れた直後、ネリーは普ふ段だんとの雰ふん囲い気きの違いを敏びん感かんに察知した。話し声がしなかった。皆みなが身を寄せ合うようにして、ひそひそと声を殺して密談していた。

　理由は食堂を一度見回せばすぐにわかった。今も三〇名ほどの将兵が空腹を満たすために席に座っている。その約三〇名の将兵全員が、一箇か所しよに固まっていた。

　がらんと空いた他ほかの空間にいるのは、たったひとりだけだ。一番奥の隅すみっこの席、すなわち調理場に最も近い場所に、渦か中ちゆうの人物であるレン・エバンスがいた。

　テーブルを幾いくつも隔へだてたこの物理的な距きよ離りが、現在、司令官と将兵の間にある深い溝みぞだといえた。さして広くはないＣＩＣでは作り出せない人の残ざん酷こくさを、ネリーはここに見たような気がした。

　だが、遠目に捉とらえたレンの表情に、暗い陰かげは落ちていなかった。真しん剣けんな顔をして、料理と向き合っていた。

「うちの司令官、度胸だけは筋金入りですね。この空気を気にしてないとは」

　囁ささやくようにギュネスが感想をもらした。

　入り口に立ち尽つくすネリーたちに気づいた兵が、意味深な視線を向けてきた。それを無視して、ネリーは調理場に足を進めた。すぐ後ろにギュネスも続いた。仕方がないという足取りで、最後にモンティーユが歩き出す。背中に幾いくつもの好こう奇きの視線を感じた。

　料理長のトムズから料理の載のったトレイを受け取り、ネリーはその場から比ひ較かく的近くの席に、音も立てずに座った。料理から湯気が香かおりを伴ともなって鼻び腔くうをくすぐった。空腹であることをネリーに思い出させた。

　あとから来たギュネスが正面に座り、最後にモンティーユが隣となりに着いた。

「度胸があるのはあなたも同じね。よりによって司令官と兵の間に座るなんて」

　目を細め、呆あきれた様子でモンティーユが言った。クローバーの名を持つ者に、こうまでストレートに感情をぶつけてくる人物はそういない。今年三十歳さいを迎むかえる年上の情報参さん謀ぼうに、ネリーは好感が持てた。

　自然とネリーたちの興味はレンへと向いた。

　レンは目の前の料理を、何やらじっと観察していた。しばらくして、ナイフとフォークを持つ手が動き始めた。魚の煮につけを裏返し、火の通り具合でも確かめるように分解していく。あとは口に運ぶだけかと思えば、今度は皿を回して逆から眺ながめていた。口に入れたあとは、味見をするようにゆっくりと何度も嚙かみ締しめていた。様々な工程を乗り越こえ、ようやく一品を飲み込むと、小さく二度、三度と頷うなずき、残りの料理も満足そうに頰ほお張ばっていた。

　それから、おいしいなあと、独ひとり言ごとを口にした。

　レンの食事が終わったのは、あとから来たネリーとほぼ同時だった。すぐにレンは席を立つと、トレイを持って調理場を覗のぞき込んだ。奥からトムズ料理長が顔を出す。

　それから、ふたりはごく自然に談笑を始めた。魚の煮につけはおいしかった。けど、添そえ物ものの芋いもは味が染み込みすぎだとか、提てい督とくと呼ばれる人間には不釣つり合あいに思える会話がなされていた。

　トムズは司令官の言葉を真しん摯しに受け止め、嬉うれしそうな顔をしたり、苦笑いを浮かべたりを繰くり返した。

　その様子を、食堂にいる全員が、夢でも見ているかのような顔をして、ぼんやりと眺ながめていた。ギュネスはグラスを口につけたままの姿勢で硬こう直ちよくし、モンティーユは何度も瞬まばたきをしていた。

　周囲の反応をよそに、レンは魚の煮つけを教えてほしいと、料理長のトムズに熱心に頼たのみ込んでいた。困こん惑わくしながらも、トムズは最後には折れたようだった。レンが、絶対ですよと笑え顔がおを見せた。笑うと少年のような純じゆん粋すいさが表面に現れる。だが、それが曲くせ者ものでもあることを、ネリーはレンの艦かん隊たい指し揮きを見て知っていた。本当に純粋な人間に、敵を効率よく駆く逐ちくする戦術が思い浮かぶはずがない。

　レンの新しい一面は、彼を知るためにダインスレイフに搭とう乗じようしたネリーの頭を、さらに搔かき乱しただけだった。

　それ以上の思考を遮さえぎるように、オフィーリアの声がインカムを通して三人の参さん謀ぼうの耳を打った。

『あと、三〇分ほどでクローバー艦かん隊たいが交戦に入ります』

　即そく座ざに、網もう膜まくに作戦時計と、レーダーが表示された。両軍の布ふ陣じんが目の中に伝えられた。

　オフィーリアからの報告を切きっ掛かけに、レンは何気ない動作でネリーたちの方を見た。視線が合った瞬しゆん間かん、ネリーの心臓が弾はじけた。何もかもを見透すかされているような、気持ちの悪さがネリーの全身を駆かけ抜ぬけた。精神の変調を、ネリーは深呼吸をして抑おさえ込んだ。今は周囲に複数の兵がいる。エバンス艦隊を支える参謀が、兵を不安にさせるような行動を取るわけにはいかなかった。

「では、お先に」

　ギュネス航行参謀がいち早く席を立った。オフィーリアと航路の設定を相談するのだろう。続いて、情報参謀のモンティーユが目配せを残して立ち去った。

　緊きん急きゆう時でもない限り、幹部は兵の前で慌あわただしく走り回るものではない。

　クローバー艦隊の交戦が、すぐにエバンス艦隊の行動に影えい響きようを及およぼすことはない。戦場から六時間は離はなれている。戦せん闘とうに巻き込まれることもないのだ。だから、ネリーは最後まで食堂に残り、ゆっくりと席を立った。その背後で、レンはトムズに料理を習う日程の調整を行っていた。
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　エバンス艦かん隊たいのいるムールス星系の玄げん関かん口から遠く離はなれた宙域で、企業連盟と共和国軍の戦いは幕を開けた。戦いの狼煙のろしを上げたのは、クローバー艦隊の突とつ撃げき艦による強きよう襲しゆう攻こう撃げきだった。旗艦アロンダイトを中心に、九〇〇〇隻せきの突撃艦で円えん錐すい陣じん形けいを取り、敵艦隊に正面から挑いどんだ。

　戦せん闘とう宙域には、企業連盟のエルガー艦隊、パーラー艦隊の姿もあり、クローバー艦隊を含ふくむ、三個艦隊の総数は四万隻に及およんだ。相対する共和国軍は、二万二〇〇〇隻と、圧あつ倒とう的に数で劣おとっていた。そのため、共和国軍の動きは消極的だった。

　士気の低さを感じたロイは、即そく座ざに戦せん端たんを開くと決めた。

　その即断に、参さん謀ぼうの誰だれひとりとして口を挟はさまなかった。先のルトラ星系での功績が、若じやく輩はいの司令官に対する疑念を、信しん頼らいへと変えていた。

　ＣＩＣのスクリーンに映し出された火花が、ロイの横顔を赤く照らした。アロンダイトは今、立方陣形を取った敵陣の真っ只ただ中なかにいるのだ。上も下も、右も左も、敵艦で溢あふれていた。正面で大きな光が散った。それをロイは敵艦の爆ばく発はつだと決めつけた。

「コーデリア、このまま中央突破だ」

『突破後、敵艦隊の反転を待ち、砲ほう撃げきなさいますか？』

「いや、残りはエルガー艦隊、パーラー艦隊に任せればいい」

　クローバー艦隊の砲撃艦は、アロンダイトの水平方位１８０、すなわち後方七光秒に待機していた。その砲撃艦よりもさらに近くには、エルガー艦隊、パーラー艦隊がいる。両艦隊は、共和国軍を側面から挟きよう撃げきするために、最大船速で接近してきていた。クローバー艦隊が敵陣を切り崩くずしたのち、エルガー、パーラーの両艦隊が統制の乱れた敵艦隊に突撃すれば、勝敗は一いつ瞬しゆんにして決するだろう。

　すべてがロイの思おも惑わく通りに動いていた。

　敵の突撃艦は、エルガー、パーラーに任せ、ロイは前方に控ひかえた敵の砲撃艦撃破に向かう。それで、ここでの戦いは終わるはずだ。

　勝利の方程式を頭の中に組み上げてもなお、ロイは油断を顔にも口にも出さなかった。当然、胸の内にも油断はない。

　戦場は生き物であり、何が起こるかは最後までわからない。

　事実、企業連盟は大きな不安材料も抱かかえていた。一見すると、完かん璧ぺきな連れん携けいに思える企業連盟の各艦隊の動きだが、その内実はちぐはぐだった。

　そもそも、事前にロイがもちかけた作戦会議を、エルガーとパーラーは拒きよ否ひしたのだ。

　エルガーとパーラーは生きつ粋すいの軍人で、企業連盟に身を置く以前は、ふたりとも銀河連合の所属国にいた。統合軍として共和国領内に攻せめ込んできたこともある。だが、祖国の崩ほう壊かいを理由に軍を去り、共和国に亡命した際に、企業連盟にスカウトされた。

　両者とも軍歴三〇年の自負があり、ロイのような若造に使われる作戦になど協力するはずもなかった。ルトラ星系で功績を上げたロイに対して、思うところがあったのも事実だ。それは先日のリトル・アルプでの作戦会議における、両者の態度が物語っていた。

　ふたりの司令官の真意を知ったロイの行動は早かった。

　ムールス星系に到とう着ちやくすると、エルガー、パーラーの両艦かん隊たいとの合流を待たずに、敵艦隊に向けてクローバー艦隊を前進させた。

　その行動に面食らったエルガーとパーラーは、手て柄がらを許してなるものかと、迅じん速そくに艦隊を動かし、最短ルートで戦せん闘とう宙域にまでやってきた。

　結果、エルガーとパーラーは共和国軍を挟きよう撃げきする位置に、ロイの意思によって配置されることになった。

「自分たちが使われたと知れば、さぞ悔くやしがりますでしょうな」

　参さん謀ぼう総長のデュムランが、意地の悪い笑えみを浮かべた。

「本人の意思とは関係なく、私たちの作戦を手伝ってくれてるんですからね」

　サロ戦闘参謀も上機き嫌げんだ。

　作戦の内容を聞かされたのが、今から五時間前になる。ロイの口から説明を受けた当初は、本当に上う手まくいくのかと疑問だったが、結果は予想以上となった。

　アロンダイトでの作戦会議で、ロイは各参謀に作戦を説明したあとで次のように吐はき捨てた。

「エルガー艦隊、パーラー艦隊は、利用できればする。だめなら、邪じや魔まさえしてくれなければいい」

　二十二歳さいの若者が口にするには、高こう慢まんな物言いであった。だが、ロイの無機的な語り口には、相手を侮ぶ蔑べつする印象は含ふくまれておらず、不思議と嫌いや味みには聞こえなかった。なおかつ、彼の艦隊指し揮きの手しゆ腕わんは、すでにルトラ星系で証明されており、それを言う資格を与あたえられていた。

　ムールス星系での作戦も大成功を収め、共和国軍はゆるやかな後退を始めていた。

「もうじき、共和国軍が白旗を上げるでしょうな」

　デュムランを始めとする五人の参謀の顔は、勝利にほころんでいる。

　司令官シートに座ったロイだけは、表情を崩くずさずにいた。三次元レーダースフィアを、じっと睨にらみつけていた。

　共和国軍の撤てつ退たいの針路に釈しやく然ぜんとしないものを感じていた。なぜ、リュンクス星系の方向に逃にげないのか。

　もはや、ムールス星系に共和国軍の戦力はない。彼らが今取るべき行動は、残存戦力をリュンクス星系の艦隊に合流させ、次の戦せん闘とうに備えることだ。

　なのに、今の共和国軍の動きはどうだ。撤退らしき形は取っているが、その行動は撤退と呼ぶには、お粗そ末まつな様相だった。

　共和国軍の立方陣じん形けいは完全に崩くずされ、辛かろうじて楕だ円えん形にまとまった塊かたまりが、後方に下がっていく。そこに、企業連盟のエルガー艦かん隊たい、パーラー艦隊が正面から食いついていた。確かに、後方に退いたことで、両側面からの攻こう撃げきを正面の一点に絞しぼることには成功している。だが、下がるのではなく、前に出た方が安全で確実だったのではないか。敵陣突とつ破ぱ後は、そのまま最大船速で戦線を離り脱だつすればよかった。なのに、共和国軍の艦隊は、企業連盟のエルガー艦隊、パーラー艦隊の転進を許し、再び正面からの攻撃を受ける失態を犯おかした。

　ならば、何かの罠わなか。

　ロイは意見を求めるように隣となりに控ひかえたコーデリアを見た。

『共和国軍の策まではわかりませんが、伏ふく兵へいか、援えん軍ぐんではないでしょうか』

「やはり、そう思うか」

　小さくコーデリアが頷うなずく。となれば、気のせいではなさそうだ。

「聞く耳は持たないだろうが、両艦隊に通達だ。深追いはするなと」

『了りよう解かいしました』

　光暗号通信により、コーデリアが味方艦隊にロイの言葉を届ける。

　そこに、参謀総長が怪け訝げんな顔で口を挟はさんだ。

「提てい督とく、エルガー艦隊、パーラー艦隊は数の上でも優勢にあります。ここで手を休めては、敵に建て直しの時間を与あたえることになるかと」

「その意見はもっともだが、ならばなぜ、共和国軍は早々に退たい却きやくしない？　それができない状じよう況きようとも思えん。何か策があると考えるのが妥だ当とうだ」

『追つい撃げき、止まりません』

　エルガーとパーラーが忠告を無視したのは、コーデリアの責任ではない。それでも、彼女はロイに申し訳なさそうな顔をした。

「コーデリア、半はん径けい二〇〇〇光年の航路図を」

『はい』

　返事と同時に、ロイの網もう膜まくに航路図が映し出された。その目はカプレオラ星系からムールス星系までの距きよ離りを追っていた。ある一点に到とう達たつした時点でロイは目を見開いた。耳の奥底で警報の音が聞こえた気がした。ロイは視界の中に収まった文字を、ひとつずつ嚙かみ砕くだいていく。現実を少しずつ受け入れていくように。

　中立宗教国ノウスベルン。

　航路図には、確かにそう書かれていた。そして、カプレオラ星系から伸のびるメトロゲートの一本が、その国と繫つながっていた。ムールス星系もまた、ノウスベルン領とは繫がっているのだった。

　焦しよう燥そうがロイの足元から脳まで一いつ瞬しゆんにして駆かけ上のぼった。

「コーデリア！　両艦隊に回線を繫げ！」

　なぜ、もっと早く気づかなかったのか。コーデリアに指示を飛ばしながら、ロイは自分を罵ののしった。

　共和国の遠えん征せい軍が、カプレオラ星系から戻もどるのに四週間が必要といわれていた。誰だれかの言葉を鵜う吞のみにしたわけではない。コーデリアに計算させ、確かく認にんも取っていた。だが、そのルートは共和国領を経由し、四つのメトロゲートを通過して戻ってきた場合の話だ。先ほど、ロイの目が捉とらえたルート、すなわち、中立宗教国ノウスベルンを経由すれば、二つのメトロゲート通過で、ムールス星系に到とう達たつできる。日数にして、わずかに一〇日程度だ。

『回線繫つなぎました』

　そのコーデリアの言葉よりも早く、レーダーからエルガー、パーラーの両艦かん隊たいの反応が次々に消えた。

　ＣＩＣに動どう揺ようが走った。ロイとコーデリアを除いたＣＩＣスタッフには、事態が把は握あくできていなかった。

　だが、その方が幸せだったのかもしれない。




　エルガー艦隊の旗艦コルタナの船内は、何の前まえ触ぶれもなく激しい衝しよう撃げきに襲おそわれた。総務局広報部に属するジョン・セラーズは白はく兵へい戦艦橋の中で、仕事道具のカメラをかばって、痛つう烈れつに後頭部を壁かべに打ちつけた。目の前が一いつ瞬しゆん真っ白になった。

　視界が元に戻もどるのを待って、真っ先にカメラの無事を確かめた。試ためしにシャッターを切ると、強めのフラッシュが、周囲の反感を集めた。その目はどれも、殺気立っており、セラーズに再びカメラを構えさせた。

　戦場という極限状じよう況きようが生み出す人間の生なまの表情。自分の腕うでには自信がある。足元が揺ゆれていようが、写真の出来上がりには何の問題もないだろう。

　だが、恐おそらく、広報部は軍人たちの生の感情など欲しがりはしない。戦場に咲く美談を求めているのだ。

「何があった！」

　白兵戦指し揮き官が通信兵に怒ど鳴なり散らした。セラーズは見逃のがさずにシャッターを押した。究極の人間ドラマがここでは繰くり広げられていた。

「カメラは下がらせろ！　目め障ざわりだ！」

　軍人が自分を批難する気持ちはセラーズにも理解できた。人が苦労をしている姿を、横から勝手に盗み撮どりしているのだ。誰だれだっていい気はしないだろう。だが、これがセラーズにとっては仕事なのだから仕方ない。企業連盟が軍務局を維い持じするためには、兵の募ぼ集しゆうは欠かせない。活動の正当性を世に訴うつたえるのだ。そのために軍の姿を広く人々に伝えなければならなかった。これも、広報部の仕事のひとつだ。

　これほどに生々しい写真は、どうせ没ぼつになるとわかっていた。だが、それでもセラーズはシャッターを切り続けた。本来、セラーズが撮とりたいものが目の前にあるのだから。
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　再度、激しい揺ゆれがコルタナを襲おそった。通信兵の前で計器が爆ばく発はつした。電力回線がどこかで寸断され、爆発したらしい。通信兵が悲鳴を上げながら、炎から顔をかばった。髪かみの毛の焼ける嫌いやな匂においが鼻についた。

　他ほかの通信兵が即そく座ざに、応急処置を施ほどこす。痛み止めと皮ひ膚ふを硬こう化かさせるスプレーを患かん部ぶに吹きつけた。通信兵はまだうめき声を上げていた。

「後方に敵砲ほう撃げき艦かん六〇〇〇隻せき！　これは砲撃の影えい響きようです！」

　ようやく事態が把は握あくできた。先ほどからの振しん動どうは、次々に味方の艦が撃げき沈ちんされているせいなのだろう。周囲から不規則に爆発の揺れが伝わってくる。

　大きく鈍にぶい揺れを足元に感じた。セラーズは背筋がぞくりと怯おびえた。

　その直後、白はく兵へい戦艦橋の前面の床ゆかに亀き裂れつが生じた。その小さな亀裂は、何もかもを吸い込むブラックホールのように、周囲の人や物を無差別に吸い寄せた。セラーズの手から離はなれたカメラも、暗くら闇やみに飲み込まれていった。

「隔かく壁へきの閉へい鎖さだ！」

　一いつ瞬しゆんにして室内の気圧は下がった。白兵戦艦橋の半分が隔壁によって分断された。分ぶ厚あつい壁かべの向こうには、十数名の搭とう乗じよう兵がいたはずだ。

　セラーズは急減圧の影響で、全身に痛みを感じていた。無様に床に転がり、立ち上がることもできない。このまま死ぬのかと、セラーズは最後に思い、気を失った。




　謎なぞの敵艦かん隊たいの登場により、アロンダイトのＣＩＣも混乱の最さ中なかにあった。

「なんだ、これは!?　レーダーの故こ障しようじゃないのか？」

「エルガー艦隊の消しよう耗もう率四二パーセントを突とつ破ぱ！　パーラー艦隊も一九パーセントが撃げき沈ちん」

　目に見えない恐きよう怖ふがＣＩＣに襲おそいかかっていた。もうすぐ戦いは終わるはずだった。絶対的に有利だった味方の布ふ陣じんが崩くずれて、レーダー上の光点がひとつずつ減っていく。それは命の灯ともし火びが消えていくのと同じだ。

　ＣＩＣの空気は得え体たいの知れない恐怖に震ふるえていた。

「コーデリア、新たな敵戦力の報告を」

　先ほど声を荒あらげたことなどすっかり忘れ、司令官シートにはいつもの冷静なロイが座っていた。その様子に、ＣＩＣの動どう揺ようが落ち着く。スタッフの中では最年少でありながら、すでにロイはＣＩＣを束たばねる支柱となっていた。

　だが、その内心は、荒れ狂くるっていた。状じよう況きようからこの先の未来を即そく座ざに推すい測そくする。幾いく多たの可能性が頭に浮かんでは消えた。やがて、ひとつの答えに導かれた。

　ある人物の名が、ロイの頭を過よぎった。その瞬しゆん間かん、内臓を鷲わし摑づかみにされたような悪お寒かんが走った。戦せん慄りつといってもいい。

　無表情を装よそおうのに必死だった。

『ＩＦＦの照合結果を出します』

　敵として捕ほ捉そくされた約一万六〇〇〇隻せきの艦かん艇ていが新たに表示された。その艦隊名のタグを見て、各参さん謀ぼうは一いつ斉せいに息を吞のんだ。

　感情が言葉にならないのか、誰だれも何も言わない。現実を拒きよ絶ぜつした結果かもしれない。その中で、コーデリアだけは淡たん々たんと報告を続けた。

『共和国軍第一一艦隊と判明。旗艦グングニルを確かく認にんしました』

　巨大な槍やりをシンボルとした突とつ撃げき艦。軍のポスターにも使われている。その戦艦は、ひとりの天才用兵家と、美しい電子妖よう精せいの名と合わせて記き憶おくされていた。

　肘ひじ掛かけに載のせたロイの手に力が入った。

『電子妖精はロザリンド』

　コーデリアはなおも静かに言葉を紡つむいだ。彼女にも、自分が読み上げる名の意味が、わかっているはずなのに。

『艦隊司令官は、クラウディオ・アレティーノです』

「そうか」

　ロイは自分の精神状態を確認するように、短く声を出した。どこか他人がしゃべっているように思えた。それから、各参謀の様子を見回した。

　各おの々おのが、役目を放ほう棄きしていた。ＣＩＣは完全に凍こおりついている。体感温度の低下を、ロイは感じた。当然、錯さつ覚かくに決まっている。空調のコントロールも含ふくめ、艦かん内ないの管理はコーデリアが行っているのだ。そのコーデリアをロイは最後に見た。

　迫せまり来る脅きよう威いを前にしても、彼女は普ふ段だんと何ら変わった様子はなかった。可か憐れんであり、そして、儚はかなげだった。精神的には誰だれよりも安定していた。

　おかげで、ロイは冷静な自分を取り戻もどすことができた。焦あせることはない。負けたわけではない。ただ、一万六〇〇〇隻せきの増ぞう援えんが敵として現れただけだ。一〇万の大軍に囲まれたわけではない。まだ状じよう況きようを好転させられる段階だ。ならば、司令官として果たすべき役目を果たすだけである。

「コーデリア、艦隊を円えん錐すい陣じん形けいに。その後、エルガー艦隊の援護に向かう」

　その声は、他人の声ではなくなっていた。

「提てい督とく、エルガー艦隊は、すでに壊かい滅めつ的打だ撃げきを受けています。救援に向かったところで、難しい状況になるかと」

　サロ戦せん闘とう参さん謀ぼうの発言は、臆おく病びようから出ているものではなかった。ただ、事実を物語っていた。エルガー艦隊がいるのは、現宙域から直進して、一七分の距きよ離りになる。

　その間にも、味方はさらに撃げき沈ちんされ、数を減らすだろう。合流し、艦隊を建て直すのは困難を極きわめる。それは現時点でわかっている情報からも容易に推すい測そくできた。

「私も、戦闘参謀に同意見です。ここは自重なされるのが正しいかと」

　緊きん張ちようのためかデュムランの額には汗あせの粒つぶが浮かんでいた。戦闘宙域に現れただけで、敵に対してここまでの重圧を与あたえるのがアレティーノなのだ。

「被ひ害がいの少ないパーラー艦隊と合流し、エルガー艦隊の撤てつ退たいを援護する」

　完全に真後ろを取られたエルガー艦隊と異なり、パーラー艦隊は射線軸から一二度ほど傾かたむいていた。そのおかげで、パーラー艦隊の損害は、エルガー艦隊と比べれば少ない。とはいっても、すでに消しよう耗もう率は三六パーセントを突とつ破ぱしていた。

　その数字を確かく認にんするロイの目は、艦列を早く横に向けろと訴うつたえていた。突とつ撃げき艦にとって、砲ほう撃げき艦が脅きよう威いとなるのは、背後を取られたときだけだ。他ほかの角度からのレーザー砲撃は、重力子フィールドが完全に防いでくれる。

　ロイの訴うつたえが届いたのか、パーラー艦隊は砲撃に対して艦列を垂すい直ちよくに向けた。

　これで、パーラー艦隊と協力して、アレティーノに対たい抗こうすることができる。ロイがそう思った矢先に、パーラー艦隊の側面に目めがけて、旗艦グングニルを中心とした突撃艦一万が、襲おそいかかった。

　企業連盟のエルガー、パーラー艦隊は、アレティーノの突撃艦と砲撃艦に挟きよう撃げきされ、完全に身動きの取れない状態となった。

　それは鮮あざやかすぎる手て際ぎわだった。一いつ切さいの無む駄だがない。突撃艦と砲撃艦による前後からの挟撃は、最も理想とする布ふ陣じんでもある。突とつ撃げき艦かんに対処しようとすれば、砲ほう撃げき艦に背中を無様に晒さらすことになる。逆に砲撃艦のレーザー砲撃を防ごうと思えば、突撃艦に対して側面や後方からの攻こう撃げきを許してしまう。

『ロイ様……』

　呼びかけのあと、コーデリアは報告を躊躇ためらうように、一度言葉を切った。

　そのわずかな間が、そのあとに続く言葉が凶きよう報ほうであるとロイに想像させた。おかげで、聞き届ける心の準備が出来た。

『パーラー艦隊旗艦リディルの反応をロストしました』

　ロイの奥歯がぎりっと嫌いやな音を鳴らした。

　これでパーラー艦隊との合同作戦は不可能となった。もはや、エルガー、パーラー艦隊は有効戦力としてカウントできない。

　両軍の総数では、まだ企業連盟が上回っている。だが、実状は違ちがう。企業連盟はロイの率いるクローバー艦隊一万一〇〇〇隻せき。対する共和国軍はアレティーノの第一一艦隊一万六〇〇〇隻だ。

　一いつ瞬しゆんにして、戦力比を覆くつがえされた。これができるからこそ、クラウディオ・アレティーノという男は、天才用兵家と呼ばれるのだ。背中にじっとりとかいた不快な汗あせの感覚が、そうロイに教えてくれた。

　パーラー艦隊との共きよう闘とうが潰ついえた今、アレティーノに接せつ触しよくするのは危険である。だが、それでも、ロイには前に進まなければならない理由があった。たとえ、ここで自分の艦隊を率いて撤てつ退たいしたとしても、独立戦争に負けては意味がない。

「提てい督とく、ここは撤退を。いち早くクライスラー艦隊と合流することが大切かと思います」

「ここで、両艦隊をすべて失えば、独立戦争の維い持じは不可能となる。それを理解しろ」

　クローバー艦隊の残数が約一万一〇〇〇隻、それとクライスラー艦隊が一万二〇〇〇隻になる。元コックが司令官を務める艦隊は一〇〇〇隻の予備兵力に過ぎない。

「コーデリア。八〇〇〇隻は回収する」

『はい。すでに再編は終わっております。いつでも、お申しつけください』

　ロイが手を振ふり上げ、それが振り下ろされた。クローバー艦隊はアレティーノがいる宙域に向けて前進した。




　　　　　　　　３




　企業連盟の焦あせりをよそに、共和国軍第一一艦隊旗艦グングニルのＣＩＣは、各参さん謀ぼうが淡たん々たんと役割をこなしていた。嚙かみ合った歯車のように、無む駄だがなく整せい頓とんされている。優勢に余よ裕ゆうを漂ただよわせるわけでもなく、敵艦隊殲せん滅めつに檄げきを飛ばすわけでもなかった。

　この調和の取れたＣＩＣを束たばねているのが、今なお、レーダーを凝ぎよう視ししているクラウディオ・アレティーノだった。

　奇き襲しゆう作戦の成功により、アレティーノは眼前のふたつの艦かん隊たいに壊かい滅めつ的な打だ撃げきを与あたえることに成功した。もはや、敵に反撃するだけの体力は残されていない。

　ムールス星系に戻もどった直後から、アレティーノは重力歪ゆがみを利用して、企業連盟の索さく敵てきを逃のがれ続けていた。第八艦隊には戦線を維い持じしつつ後退し、現在の宙域に企業連盟を呼び込むように伝えていた。

　企業連盟の速そつ攻こうには、アレティーノも肝きもを冷やした。崩ほう壊かいする第八艦隊の救助に動こうかとも考えた。だが、第八艦隊司令官のホルスト中将が、断固として作戦続行を譲ゆずらなかった。自らの艦隊が多大な犠ぎ牲せいを払はらってでも、アレティーノの立案した作戦を形にしようとした。それだけの価値があると判断したからだ。ホルスト中将の判断が正しかったことは、結果が証明した。

　第八艦隊の犠牲に報いるだけの砲ほう火かを、アレティーノは企業連盟の艦隊に浴びせた。

　完かん璧ぺきな奇襲攻こう撃げきであったことと、砲ほう撃げき艦六〇〇〇隻せきの大火力を前にしたことで、企業連盟のふたつの艦隊は大混乱に陥おちいった。

　想定していたよりも、敵が浮き足立ったのはアレティーノにとって嬉うれしい誤算だった。

『この旗艦グングニルと、アレティーノ提てい督とくの名に、動どう揺ようしたのでしょう』

　企業連盟の反応に対して、ロザリンドはそう事務的に感想をもらした。作戦指し揮きが始まると、決まってロザリンドは態度を変える。真ま面じ目め一いつ辺ぺん倒とうの表情になり、電子妖よう精せいとしての職務を、ただ忠実にこなすのだ。それは、電子妖精であることを忘れないためだと、以前ロザリンドはアレティーノに語ったことがあった。

『あなたと過ごす時間は、私に現実を忘れさせるの。あなたは人であって、私は電子妖精だから。それは忘れてはいけないことだから』

　そう言ってロザリンドは笑い、そう言って顔を伏ふせた。

　ロザリンドが電子妖精としての自分に戻るなら、アレティーノも司令官としての任務を果たすだけだ。

『提督、降こう伏ふく勧かん告こくを出されてはいかがでしょうか？』

　ロザリンドの提案に頷うなずきかけ、アレティーノは結局取りやめた。視界の端はしに、もうひとつの敵艦隊の接近を感知したからだ。

　敵旗艦の名はアロンダイト。

　アレティーノの口元に不ふ謹きん慎しんな笑えみが浮かんだ。

「ロザリンド」

『敵旗艦のデータでしたら、ホルスト中将からいただいております』

　言葉に続けて、アレティーノの視界に、アロンダイトのデータが表示された。近年の流行である軽量化志向の影えい響きようのためか、船体質量はこのグングニルよりも小さい。なのに、動力部の出力は、六パーセントも高かった。

　両翼よくにまで伸のびる高周波対たい艦かん刀とうもいい。左右の敵に対しても、これならある程度は対処できるだろう。

　電子妖よう精せいの名はコーデリア。これはアレティーノも以前から知っていた。契けい約やくの典礼で主を選出しなかったことで有名な電子妖精姉妹の妹の方だ。

　そして、その電子妖精コーデリアが選んだ主の名が、最後に記されていた。

『まるでアレティーノ提てい督とくを見ているようですね。二十二歳さいの若さで司令官などといわれると』

「私は彼ほど優ゆう秀しゆうではなかったよ」

　ロイ・クローバーのプロフィールには、士官学校首席卒業と書かれていた。若き司令官の名も、アレティーノは以前から知っていた。艦隊司令官としてではなく、クローバーの御おん曹ぞう司しの名として。あの家は、一族で元首の争いをする習慣がある。その番ばん付づけは外部にも公表されており、確かロイ・クローバーは一一番目だったはずだ。自分の艦隊番号と同じだったために、なんとなく覚えていた。次期元首の候補は五〇人を超こえており、それを考こう慮りよすれば、一一番目とは、悪い順位ではなかった。

　これ以上は余計な思考だと気がつき、アレティーノは戦場に意識を戻もどした。

「ロザリンド、円えん錐すい陣じん形けいで迎むかえ撃うつ。水平方位０９０に回頭だ」

『わかりました』

　一糸乱れぬ動きで、一万隻せきの突とつ撃げき艦は巨大な槍やりとなった。先せん端たんが標的を狙ねらっていた。

　第一一艦隊を編成する突撃艦の高周波対艦刀は、すべてランスの形状をしている。その様子はまさに中世の騎き兵へいさながらだ。直線の突進力においては、刀とう剣けん型のものより優すぐれ、アレティーノは好んで使っていた。ただし、その大きさと質量のため、刀剣型のものと比べて小回りが利ききにくい。そのため、足を止められると不利になる場合もある。

「第七艦隊のグラント中将を破った敵か。あの戦術は悪くなかった」

　第八艦隊から受け取ったデータを、アレティーノは即そく座ざに確かく認にんしていた。企業連盟の武装蜂ほう起きに始まった独立戦争の戦せん闘とうデータは、すべてが集められている。ムールス星系での最新データも、先ほど第八艦隊から送られてきた。それらを分ぶん析せき、解析することで、司令官は戦局を有利に進める手段を導き出す。敵の思考パターンなども、艦隊運用の癖くせから推すい察さつしていくのだ。

　特にアレティーノは事前のデータを重要視する。

　勝敗は戦場で決するのではなく、戦闘が開始する前に決まっているのだと、アレティーノは思っている。

　何手先まで読み通すことができるのか、その一点にのみ集中すれば勝てる。

　そして、相手に読み勝つためには、相手のデータが必要なのだ。たとえ、敵と接せつ触しよく間近であっても、情報の収集を怠おこたらない。そうやって、今日まで勝ち残ってきた。

「ロザリンド、敵艦かん艇ていの詳しよう細さいを教えてくれ」

『突とつ撃げき艦が八〇〇〇隻せき、砲ほう撃げき艦が三〇〇〇隻です』

　取っている陣じん形けいは円えん錐すい陣形。順当に考えれば、中央突とつ破ぱが狙ねらいとなる。だが、アレティーノも円錐陣形を取った段階で、向こうは別の手を考えなければならない。数では共和国軍の方が二〇〇〇隻多い。それに加え、高周波対艦刀とうの形状においても、ランスと刀剣ではこの陣形において刀とう剣けんの方が分が悪いのだ。

　老ろう獪かいなグラント中将を降こう伏ふくに追いやったほどの相手だ。中央突破が困難であることは、当然認にん識しきしているだろう。少ない情報からでは、相手をどのレベルに見立てるべきなのか、判断に苦しむところだった。

　軍略に劣おとる司令官相手に、複雑な作戦を用いても対応されなければ無意味だ。だからといって、手を抜ぬいた作戦でかかれば、思わぬ痛手を被こうむるのはこちらかもしれない。

　まずは敵の狙いを見定めることだ。クラウディオ・アレティーノに挑いどんでまで、この戦場で成し遂とげようとすることが何であるかを。

　自分の名が敵に対して威い圧あつ的なものであることを、アレティーノは知っていた。軍神やノウスベルンの法王の名に、味方が怯ひるむ姿を見て、感覚として理解していた。

　脅きよう威いと知りつつ挑んでくるのは、明確な狙いがあるからだ。

　自分を敵の立場に当てはめ推すい論ろんを続けた。すると、おのずと答えはアレティーノの頭に浮かび上がった。

「一隻でも多く、味方艦艇を連れて逃にげ出したい、か」

『でしたら、敵の司令官は判断を誤りましたね』

　一万一〇〇〇隻の艦艇を率いて撤てつ退たいすれば、その数は確実に確保できる。なのに、企業連盟の艦隊は、アレティーノが率いる第一一艦隊へと近づいてくるのだ。

「だが、私が同じ立場にいたら、やはり、あちらの司令官と同じようにしただろうな」

『独立戦争を維い持じするためには、必要な戦力だからですか？』

「ああ。次の戦場で私を討うつには、これ以上の戦力低下は致ち命めい的だ」

『クラウディオ・アレティーノを討つとは大だい胆たんな発想ですね』

「それを果たさなければ、彼らの独立戦争は終わらない。少なくとも、その程度はあちらの司令官も考えているようだ」

　当事者に自らを含ふくんでおきながらも、アレティーノの分ぶん析せきは冷静にして的確だった。

『では、どうされますか？』

「各個撃破は、用兵の基本だ。ここで、企業連盟の息の根を止める。次の戦場など、用意はさせない」

『円錐陣形のまま突撃でよろしいですね？』

「ああ」

　アレティーノの言葉を合図に、一万隻せきの騎き兵へいが、獲え物ものを粉ふん砕さいするために、容よう赦しやのない突とつ撃げきを敢かん行こうした。




　両陣じん営えい合わせて約一万八〇〇〇隻の戦せん艦かんは、あと六〇秒で接せつ触しよくしようとしていた。レーダーには二つの円えん錐すいが描えがかれ、時間の経過に合わせて、距きよ離りが縮まっていく。鋭えい利りな先せん端たんは、お互たがいの頭に標準を定め、勇ましく前進を続けていた。

「コーデリア、水平線陣形に」

『はい、ロイ様』

　円錐状の艦隊の群れは、マスゲームを繰くり広げるように、一隻として統制を乱すことなく、水平方向に伸のびていく。陣形の厚みは失われ、一本の線が作り上げられる。

「提てい督とく、水平線陣形など！」

　デュムランが驚おどろきに声を上げた。ロイの正気を問うように、目が見開かれていた。不規則に揺ゆれる眼球は、不安を語っていた。

　水平線陣形とは、近年の作戦では使われることのなくなった古い戦法だ。艦隊を横一列に並べた全軍突とつ撃げきを意味する陣形であった。

　後方に下がる艦かん艇ていがないため、全兵力をぶつけることになる。だが、宇宙という三次元方位を持つ空間では、上下からの攻こう撃げきに著いちじるしく弱く、のちに線ではなく平面を作る立方陣形へと進化を遂とげた。

　その歴史に消えた陣形を、若いロイが知っていたこと自体も驚おどろきだったが、それを現代の艦隊運用に持ち込んだことが、さらにデュムランの心臓を圧あつ迫ぱくした。

　わずか二〇秒とかからずに、コーデリアは八〇〇〇隻の突撃艦を横一列に配置した。その前進速度がゆるまることはない。

　あと、もう四〇秒も経過すれば、共和国軍と接触する。そして、陣形は真っ二つにされるのが容易に想像できた。




　企業連盟の突然の陣形変へん更こうを目まの当あたりにしても、アレティーノは落ち着いていた。

「ロザリンド、こちらも水平線陣形だ」

『よろしいのですか？』

「こうも横に広がられては、円錐陣形の有効性は皆かい無むだ」

　円錐陣形では接触できる敵艦艇が、せいぜい一〇〇隻程度になってしまう。このままでは撤てつ退たいしたい敵の思う壺つぼだ。

『わかりました』

　アロンダイトのＣＩＣとは対照的に、グングニルのＣＩＣに動どう揺ようはない。五人の参さん謀ぼうの意識は共通していた。

　アレティーノの判断に間ま違ちがいはない。その揺ゆらぐことのない信しん頼らいが、彼らを支えていた。どのような事態が訪おとずれても、どのような危機に陥おとしいれられても、アレティーノは乗り越こえ、今日という日まで彼らを生き長らえさせてきた。人間嫌ぎらいなどと評価をしてはいるが、そこに、アレティーノに対する侮ぶ蔑べつがあるわけではない。

　将兵が最も信しん頼らいを置くのは、人当たりが良くて冗じよう談だんの上う手まい上官ではない。どんな戦地からも、自分たちを連れ帰ってくれる上官だ。その点、アレティーノ以上に信頼の置ける司令官はいなかった。だからこそ、何も言わずに座っていられるのだ。

　アレティーノとロザリンドに任せておけば、何も問題はない。

　一万隻せきの突とつ撃げき艦かんが、ずらりと横並びになった。圧あつ巻かんの眺ながめだった。

　層を持つ陣じん形けいと違ちがい、最初の接せつ触しよくで、全突撃艦が敵艦と刃やいばを交まじえることになる。まさに総力戦だ。

　接触まであと一〇秒を切った。

　敵艦が灯ともす光が、スクリーン上でも確かく認にんできた。左右のどちらを見ても、ずらりと敵艦が並んでいた。大地を蹴ける馬の足音でも聞こえてきそうな光景だった。代わりに、推すい進しん部の唸うなり声が、ＣＩＣの空気を盛り立てた。

「ロザリンド、高周波対艦刀とうを用意」

　暴力的な大きさを誇ほこる剣けんと槍やりを両軍が構えた。それもコンマ数秒の狂くるいもなく、一万八〇〇〇隻の船が同時に。

　大軍の衝しよう突とつが間近に迫せまってくる。スクリーンの向こうに、敵軍の光が見えた。見渡わたす限り、横にどこまでも連なっていた。

　残り五秒。

　戦せん闘とう参さん謀ぼうが生なま唾つばを飲み込んだ。機関参謀が口元を拭ぬぐった。彼らの心臓の音をアレティーノは聞いたような気がした。

　ロザリンドのカウントダウンが始まった。

　四秒……三秒……。

　皆みなの呼吸が荒あらくなっていた。極度の緊きん張ちようのせいか、いくらでも肺が酸素を欲しがっていた。ロザリンドの目が、意思をもってアレティーノに向けられた。

　そして、二秒の告知を待たずにアレティーノが咆ほえた。

「全艦、急速上じよう昇しよう！」

　即そく座ざにロザリンドが一万隻の艦艇を上昇させた。推進部が雄お叫たけびを上げ、鉄の塊かたまりを持ち上げていく。アレティーノの艦隊が、津波のように立ち上がった。

　共和国軍一万隻の突撃艦の真下に、企業連盟八〇〇〇隻がやってくる。両軍が振ふるった高周波対艦刀の一部が接触し、一直線上に火花が散った。それは数十キロにも及およんだ。旗艦グングニルのＣＩＣも敵てき艦かんの太た刀ちをランスで受け止めたことで、一度大きく揺ゆれた。レーダーの表示を上から見ると、一いつ瞬しゆんだけ両軍は完全に重なり、一本の線に見えた。

　刹せつ那なの交戦ののち、企業連盟の艦隊は未練を残さずに遠ざかっていく。自然と、両軍の距きよ離りは開いていった。それをアレティーノは鋭するどい目つきで見ていた。

『反転し、追つい撃げきをなさいますか？』

　無言でアレティーノは首を横に振ふった。

　今から反転して追つい尾びしたところで、追いつかない。出力は企業連盟艦隊の方が上だ。アレティーノは後方の砲ほう撃げき艦を退たい避ひさせると、企業連盟のエルガー、パーラー艦隊を解放した。これ以上の交戦は無益だと判断したのだ。

　敵残存数は約九二〇〇隻せき。救い出した味方艦隊を率いて、旗艦アロンダイトは戦せん闘とう宙域より離り脱だつしていった。

　アレティーノは敵艦隊の撤てつ退たいを見届けると、司令官シートに体を預けた。そして、珍めずらしく小さく舌打ちをした。

『水平線陣じん形けいとは、考えましたね』

　ロザリンドの声にやさしさはない。その方がアレティーノを傷つけずに済むことを彼女は熟じゆく知ちしている。

　あのまま水平線陣形でぶつかっていれば、両軍共に甚じん大だいな被害となっただろう。陣形などといってはいるが、水平線陣じん形けいでやることは、所しよ詮せん一対一の斬きり合いだ。それを一万の組みになって行うに過ぎない。どちらかが勝ち、どちらかが負けるとなれば、一いつ瞬しゆんにして、半数の艦かん艇ていが沈しずむことになる。
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　そんな効率よく将兵を減らす作戦を許容するわけにはいかない。総力戦や消しよう耗もう戦の虚むなしさは、人類が戦史の中で学んできたことだ。

　兵にそれを強いることは、無能な司令官の証あかしである。

　その真理を逆手にとっての作戦だった。

　おかしな話であるが、ロイ・クローバーはアレティーノのそうした思考と良心を信じたのだ。彼なら、ただ無益に将兵を殺すだけの作戦は取らないと。

　アレティーノが今ほど有名でなければ、結果は違ちがっていただろう。利用できるものすべてを利用した見事な作戦だった。

　だからこそ、解げせない部分はある。アレティーノが水平線陣形を取った時点で、敵は上じよう昇しようなり降下なりをすればよかった。結局、最終的に企業連盟の艦隊は、前進を続けただけである。

　もし仮に、アレティーノが避さけなければ、全軍衝しよう突とつも覚かく悟ごの上だったのだろうか。それがわからずに、アレティーノは舌打ちをしたのだ。

　敵の思考が読めないことなど、ノウスベルンの法王ソウハク・コウユウと向き合ったとき以来だった。

　ロイ・クローバーという司令官は要注意だ。そうアレティーノは自分に言い聞かせた。

　一息を吐はいたあとで、遠えん征せい軍の総指し揮きを務めるダラーリオ元げん帥すい宛ての光暗号通信をロザリンドに頼たのんだ。

　その内容は以下の通りである。

　──宛あて、共和国軍第一艦かん隊たい司令官ゲーリー・ダラーリオ元帥。企業連盟の鎮ちん圧あつに目下問題は見当たらず、予定の期日には本隊への合流を果たします。共和国軍第一一艦隊司令官クラウディオ・アレティーノ中将




　　　　　　　　４




　銀河星せい暦れき九九一年四月一日。

　カプレオラ星系での開戦から一ヶ月が経過し、ムールス星系で企業連盟が手痛い大敗を喫きつして八日が経たった。

　現在、企業連盟の艦隊は、ルトラ星系の宇宙港リトル・アルプに帰き還かんしていた。激しい戦せん闘とうの後処理に追われ、各地で怒ど号ごうが鳴り響ひびいていた。

　それらの喧けん騒そうから隔かく絶ぜつされた作戦会議室は、外とは対照的に静まり返っていた。五角形に並べられたテーブルのうち、エルガー艦隊、パーラー艦隊の席が空席となっている。埋うまっているのは、クライスラー艦かん隊たい、クローバー艦隊、エバンス艦隊の三つのテーブルのみだ。

　黙もく禱とうを捧ささげ終わると、ネリーはゆっくりと瞼まぶたを開いた。やはり、エルガー、パーラー艦隊の席は空席のままだった。

　パーラー提てい督とくは、旗艦リディルを撃げき沈ちんされ戦死。エルガー提てい督とくは、レーザー砲ほう撃げきに飲み込まれながらも、奇き跡せき的に旗艦コルタナの撃沈は免まぬがれた。だが、無傷であったわけではなく、動力部の損傷に伴ともなう爆ばく発はつに巻き込まれて大怪け我がを負った。今もこのリトル・アルプの病院で生死の境を彷徨さまよっている。両旗艦の電子妖よう精せいも帰らぬ人となった。

　敗北の二文字をネリーは意識した。その感覚は、人の体から溢あふれ出し、作戦会議の中にまで蔓まん延えんしていた。

　ただの空席がやけに重苦しく感じる。損害を出し、何も得るものがなければ、深いだけの喪そう失しつ感と向き合わなければならない。

　作戦会議室の空気は、戦争が命の消費の上に成り立っていることを痛つう烈れつに物語っていた。

「さて、諸君。我々は窮きゆう地ちに立たされています」

　鎮ちん魂こんを終えたクライスラーは、目を開くと同時に言った。緊きん張ちよう感を漂ただよわせながらも、頰ほおの筋肉に強こわ張ばった様子はない。自然な語り口だった。

「最高議会にも掛かけ合いましたが、企業連盟は独立の旗を降ろすつもりはありません」

　クライスラーはゆっくりと言葉を嚙かみ締しめる。途と中ちゆう、老人の目が、ロイとネリーに向けられた。

　最高議会の議席はわずかに十二席。その半数はクローバーが占しめている。その中には、ふたりの血けつ縁えん者も含ふくまれていた。特別な意味があったわけではないが、クライスラーが自分と兄を見たのがそのためであるとネリーは気づいた。

　ネリーは兄の様子を横目に見た。腕うでを組み、じっと黙だまって座っている。目を瞑つぶり何かを考えているのは明白だった。

　独立の旗は降ろさない。

　それは兄も同じ考えなのだろう。企業連盟の旗揚あげは、ミレニアムとクローバーによるものだ。両社には、人心を先導し、戦争を起こし、戦場に人を呼び込んだ責任がある。企業連盟に加か担たんしたすべての人間が、独立を放ほう棄きすると言い出さない限り、兄は戦うことをやめはしないだろう。それが兄の誇ほこりなのだ。

　クローバーの名を持って生まれ、有能であった兄は、何にでもなれる可能性があった。わざわざ命の危険を冒おかしてまで、戦場に出る理由はない。その兄が士官学校に行くと決めたのは、祖父から企業連盟の樹立と、その独立の話を聞いたのが切きっ掛かけだった。

　他人を先導する者が、安全な場所に身を隠かくしていては、真に目的を果たすには至らない。不誠実なやり方をすれば、それはいずれ自らに返ってくる。厳格な祖父の教えを、兄は忠実に守っていた。

　その姿勢は時折、ネリーの目に痛々しく映った。

　逃にげることを知らない人なのだ。だから、自らで背負おうとしてしまう。今も独立戦争を勝利に導く方法を思案しているはずだ。

「ベアトリス、共和国軍の戦力を報告してください」

『第八艦かん隊たいの残存数が約六〇〇〇隻せき。第九艦隊が約一万二〇〇〇隻。そして、第一一艦隊が約一万六〇〇〇隻になります』

「それに、リュンクス星系の護衛艦隊を加えると？」

『星系護衛艦隊が約一万五〇〇〇隻で、総数は約四万九〇〇〇隻です』

　企業連盟の残存数は約三万三〇〇〇隻。

　クライスラー艦隊が約一万二〇〇〇隻の無傷の艦かん艇ていを保ち、クローバー艦隊が約一万一〇〇〇隻。そこにエバンス艦隊の一〇〇〇隻と、エルガー、パーラー艦隊の残存艦九〇〇〇隻強が加わる。

　この数を考こう慮りよすると、ムールス星系でのロイの功績は大きい。エルガー、パーラー艦隊を放ほう棄きして撤てつ退たいしていれば、二倍以上の戦力比になっていた。それでは戦う以前の問題となる。

「ご存知の通り、クローバー提てい督とくの采さい配はいにより、我々はもう一戦交える機会を得ました」

　それが容易な戦いにならないことを、クライスラーの口ぶりは暗に語っていた。室内の陰いん鬱うつな空気は、その事実を皆みなが理解している結果でもあった。

　クライスラーは水で喉のどを潤うるおすと、ベアトリスに目配せをした。主の命を受け、ベアトリスが、テーブルの中央にレーダーを表示する。焦しよう点てんとなっているのは、このルトラ星系と、先日大敗したムールス星系、それに共和国の首星系であるリュンクス星系だった。

　即そく座ざにそれぞれの星々に対して、現在の戦力分布が反映された。企業連盟の全戦力は、ルトラ星系に集中している。共和国軍はムールス星系とリュンクス星系に、約半数ずつに分散されていた。

　それを見て、ネリーは独立戦争に希望の光があることを実感した。ふたつの星系に分散した敵艦隊を合流させなければ、まだ勝ち目はあった。四万九〇〇〇隻も、半数ずつを敵に回すのであれば、戦術次し第だいで勝敗はわからなくなる。それを見越こした上での作戦会議召しよう集しゆうだったのだろう。

「当初の予定では、我々はムールス星系を攻こう略りやくするつもりでいました」

　クライスラーの指が、トライアングルを作る三星系の中で、一番上にある星系を示した。自然と、参加者の視線がレーダーへと導かれる。

「ですが、アレティーノ提督の登場により、この作戦は失敗に終わりました。それも、甚じん大だいな被ひ害がいを伴ともなって。もはや、我々に手段を選んでいる余よ裕ゆうはなくなりました」

　一度言葉を切ると、他ほかふたりの提督の反応を確かめるように、クライスラーは様子を窺うかがった。作戦会議の席から、エルガーとパーラーが欠けたことにより、提督の平均年ねん齢れいはぐっと下がった。今年、七十二歳さいを迎むかえたクライスラーと、若じやく年ねん提てい督とくのふたりとの年ねん齢れい差は、実に五十歳にも及およぶ。クライスラーから見れば、ネリーを含ふくめた彼らは、若造と思われても仕方がない。だが、年齢差において、クライスラーが特別な感情を見せることはなかった。ごく自然に、同等の提督として、レンにもロイにも接している。それはネリーに対しても同じことだった。

　クライスラーは再び口に水を含んだあとで話を続けた。

「我々の次なる目的地は、リュンクス星系になります。それも、共和国首星アドニスです。同惑わく星せいを攻こう略りやくすることが我々に与あたえられた新たな任務です。今回は地上制圧も任務に含まれます。当然、地上制圧は陸戦隊の仕事であり、宇宙艦かん隊たいの任務は途と中ちゆうからその上空支し援えんとなります」

「その戦略は決定事じ項こうでしょうか？」

　あくまで確かく認にんという口調でロイが聞いた。

　それにクライスラーは頷うなずきながら答えた。

「軍務局長から提案された作戦書が、先ほど最高議会で承しよう認にんされました。アドニスを落とした上で、我々企業連盟は共和国との独立交こう渉しように臨のぞみます」

「共和国政府の腑ふ抜ぬけた政治家どもが尻尾しっぽを巻いて逃にげた場合はどうされるのですか？」

　侮ぶ蔑べつの意を隠かくそうともせずに、ロイは再度質問を投げかけた。元々、ムールス星系を攻せめると決めたのは、リュンクス星系を攻めた場合、中央政府の政治家に雲くも隠がくれされる危険があったのも理由のひとつだ。それでは独立交渉の席を用意することもままならない。

「誉ほめられたやり方ではありませんが、首星アドニスを攻せめ落としその上で、同惑わく星せいを含ふくむリュンクス星系の返へん還かんを条件に、腑ふ抜ぬけた政治家の方々には公の場に出てきていただきます」

「わかりました。それなら問題ありません」

　ロイは小さくクライスラーに頭を下げた。

　それまで黙だまって聞いていたレンが突とつ然ぜん口を開いた。

「相手の鼻先に銃じゆうを突きつけて独立交こう渉しようですか。これはたいした悪党ですね」

　その言い回しと声こわ音ねに、何かを責めるトゲが含まれているのをネリーは感じた。そして、意図するところも理解できた。すべてを力で解決するやり方が好ましいはずがない。首星アドニスを攻めれば、民間人にも被害が及およぶ可能性がある。そうなれば、本当に悪党だ。

　企業連盟がムールス星系を攻める作戦を最初に選んだのには、世論を敵に回したくないという本音もあった。自らの正当性を訴うつたえ、独立を望む者たちは、世間的には弱者である必要があった。首星アドニスを落とすなどという勇ましい行こう為いは、弱者の印象を世間には与あたえないだろう。たとえ、独立を勝ち取ったとしても、企業連盟に向けられる世間や、諸外国からの目は冷たいものになりかねない。

　だが、そうしたリスクを伴ともなう選せん択たく肢ししか、もはや企業連盟には残されていないのも事実だ。ムールス星系での大敗により、独立戦争を維い持じする戦力は失われた。クライスラーが先ほど、もう一戦交える機会を得たと言ったが、その一戦をする体力しか残っていないのだ。

　この追い詰つめられた状じよう況きようでは、そう条件のいい選せん択たく肢しばかりを選んではいられない。独立戦争に負けては、元も子もないのだから。

「悪党であるかは歴史が決めることだ」

　いち早くレンに反応したのはロイだった。そのロイに対して、さらなる言葉を投じようとレンが体を前に出した。だが、それはクライスラーによって遮さえぎられた。

「何が悪であるかなど、戦争をする我々が議論することではありません。話を続けましょう」

　白はく髪はつの老人の目が、左右に揺ゆれ、レンとロイに異論がないかと確かく認にんする。それについてふたりは何も言わなかった。

　ネリーの隣となりで、レンが乗り出していた体を引っ込めた。

「本題はここからになります。議題は言うまでもありません。どうやって、共和国の首星アドニスに辿たどり着くかです」

　共和国軍の戦力分布はすでにレーダーに記されている。焦しよう点てんとなるリュンクス星系には、第九艦かん隊たいと星系護衛艦隊を合わせた約二万七〇〇〇隻せきがいる。残りの共和国軍の戦力は、ムールス星系に第八、第一一艦隊を統合した二万二〇〇〇隻だ。

　ネリーの脳が戦せん闘とう参さん謀ぼうらしく、戦術を導き始めた。

　用兵の基本はまず数で勝まさること。

　真っ直すぐに目的地だけを目指すのであれば、リュンクス星系に全三万三〇〇〇隻の艦かん艇ていを率いて攻せめ込むべきだ。リュンクス星系の共和国軍は約二万七〇〇〇隻。数では勝っている。凡ぼん庸ようで捻ひねりのない策ではあるが、基本に忠実であることは悪いことではない。だからこその基本なのだ。

　だが、この初歩的な采さい配はいに対して、あのクラウディオ・アレティーノが何の手も打ってこないとは考えにくい。全戦力をリュンクス星系に投じた場合、アレティーノの艦隊を自由に遊ばせておくことになる。ムールス星系のときのように、予想外の伏ふく兵へいとなって襲おそいかかってくる危険性があった。的確な対処をしておかなければ、今度こそ、企業連盟の全艦艇が宇宙の藻も屑くずと化すだろう。

　それに企業連盟の目的が首星アドニスであると知れば、アレティーノは迷わずにリュンクス星系へ艦隊を移動させるはずだ。そうなっては、首星アドニスの攻こう略りやくは困難を極きわめる。容易に艦隊をリュンクス星系には動かせない。

　アレティーノが艦隊を移動させないのは、企業連盟の狙ねらいがムールス星系にあると、現在も思っているからだろう。それは窮きゆう地ちに追い込まれた企業連盟にとって、唯ゆい一いつの光明ともいえた。

「意見を言ってもよろしいですか？」

　手を挙げたのは、レンだった。

　室内の視線が、元コックの司令官に注がれる。怯ひるんだ様子もまったく見せず、クライスラーが頷うなずくのを見てから口を開いた。

「何より阻そ止しすべきは、リュンクス星系での敵艦かん隊たい合流のはずです。そのためには、敵に僕たちの目的を知られてはまずいでしょう。知れば、アレティーノ提てい督とくは、僕たちの作戦を阻止するために、艦隊をリュンクス星系に移動させます」

「そうですね。そうなっては我々に勝ち目はありません」

「だから、全軍をリュンクス星系に動かす策は取れません」

　ルトラ、ムールスの両星系からリュンクス星系までの距きよ離りはほぼ同じだ。いや、ムールス星系からの方が若じやつ干かん近い。すなわち、ムールス星系にいるアレティーノは、企業連盟の動きを確かく認にんしたあとに移動しても、先にリュンクス星系に到とう着ちやくが可能なのだ。

　ネリーが航路を計算しようとすると、網もう膜まく投とう影えいを使って距離と時間のデータが転送されてきた。振ふり向くと、オフィーリアと目が合った。

　声に出さず、ありがとうとネリーは口を動かした。それに、オフィーリアは微び笑しようで応じた。その目はどういたしましてと言っていた。

　オフィーリアの導き出した結果は、何もかもアレティーノに都合よく出来ていた。ネリーが想像した通り、アレティーノは企業連盟の行動を待ってから移動しても、先にリュンクス星系に到達できる。

「では、どう艦隊を動かすべきだと？」

「全軍でムールス星系に向かうべきです」

　その大だい胆たんな作戦を、レンはしれっと口にした。各参さん謀ぼうの口から、声にならない驚おどろきが吐と息いきとなって、吐はき出された。会議の空気が一いつ瞬しゆんにしてざわついた。それをクライスラーが小さな咳せき払ばらいで静めた。何か言いたそうな顔をする者もいたが、あえて誰だれも意見を口にはしなかった。ただ、誰の目も、何を言っているのだと、レンを責めていた。

　ネリーはレンの横顔を見ながら、元コックの司令官の言葉を冷静に分ぶん析せきした。ムールス星系に艦隊を動かすとは、アレティーノとの交戦を意味する。天才用兵家に挑いどむなど、無む謀ぼうな策に思えた。だから、周囲が過か敏びんに反応したのだ。だが、先ほどベアトリスから報告があった戦力比を見れば、レンの発案がまともであるとわかったはずだ。

　ネリーは特別な驚きを感じなかった。企業連盟の三万三〇〇〇隻せきに対して、ムールス星系にいる共和国軍は二万二〇〇〇隻だ。数の上で圧あつ倒とう的に優位に立てることには気づいていた。ただ、アレティーノと戦うという選せん択たく肢しを選ぼうと思わなかっただけだ。その点にだけ目を瞑つぶれば、レンの発言には有効性があった。

　だが、大きな見落としもひとつあった。敵の立場に身を置いて考えてみればわかる。共和国軍としては、ふたつの星系に別れた艦隊を、合流させたのちに戦せん闘とうを行いたいはずだ。その方が数で勝まさり、戦闘を有利に進められるのだから。となれば、企業連盟がどちらの星系に移動しようとも、どの道、その移動先の星系で全艦隊を合流させようとするだろう。まず数で勝ること。これが用兵の基本なのだからだ。

「クローバー提てい督とく、何か意見は？」

　総司令官に促うながされ、ロイは一度レンを見たあとで意見を述べた。

「最初の一手としては、ムールス星系に全軍を差し向けるのも問題ないと思います。ですが、私たちが動いた時点で、敵艦かん隊たいも必ずムールス星系で合流を図ります」

「確かにそうでしょうね」

　さらにロイは言葉を続けようとしたが、そこにレンが口を差し挟はさんだ。

「ムールス星系への移動なら、このルトラ星系からの方が近いですよ。十二時間は確実に稼かせげます」

　若き両提督の視線がぶつかった。ネリーはいつも淡たん々たんとした兄の中に、相手を威い圧あつする鋭するどさを見つけた。それをレンは黙だまって受け止めていた。

　やがて、話をさせてやろうと、ロイは腕うでを組み、目を瞑つぶった。レンはありがとうございますと言ってから、オフィーリアに合図を送った。

　先ほどのレンの発言を、オフィーリアがレーダーに航路を表示して補完した。確かに、レンの言葉通りの航路計算となっている。

　だが、わずか十二時間でアレティーノを含ふくむ敵艦隊を敗北に追い込もうというのか。

「共和国軍艦隊がムールス星系での合流を優先し、積極的な戦闘を避さけてきた場合はどうされるおつもりですか？」

　ネリーは隣となりの上官に質問をぶつけた。本来、参さん謀ぼうとは司令官を補佐する立場にある。他ほかの艦隊司令官の前で、自分の司令官を否定するような発言をすべきではない。だが、レンの作戦にその先があるのか、ネリーは確かく認にんしておきたかった。

「敵艦隊に合流されるのは面おも白しろくありませんが、お互たがいほぼ同数なら、十分勝負になると思いますよ」

『お言葉ですが、エバンス提督。敵艦隊の総数は四万九〇〇〇隻せきです』

　遠えん慮りよがちにベアトリスが、レーダー上の数字を拡大した。

「わかっています。ただ、リュンクス星系の護衛艦隊一万五〇〇〇隻は動きません。動くのは第九艦隊だけです」

　それが本当なら、企業連盟の三万三〇〇〇隻に対して、共和国軍はそれに一〇〇〇隻を上乗せしただけの数となる。

「なぜ、そう思うのですか？」

　興味深げにクライスラーが質問を投げた。

　それにレンは即そく答とうした。

「アドニスの政治家に、空の上を留守にする度胸があるとは思えません」

　確実性には欠くが、妙みように納なつ得とくのできる理由だった。

「先ほどクローバー提てい督とくが言いかけたのも、星系護衛艦かん隊たいが動かない件についてだと思いますよ」

　最後にそう付け足し、同意を求めるようにレンはロイを見た。それに、ロイは沈ちん黙もくで応えた。

　兄が何らかの反論をするのではないかと、しばらくネリーは様子を見ていたが、その件に関しては、結局何も言わなかった。レンの言った通りだったのだろう。

「なるほど、エバンス提督の意見はわかりました。では、クローバー提督、先ほどの話を続けてください」

　ロイが肩かた越ごしに振ふり向くと、コーデリアが小さく頷うなずいた。

　即座にレーダーに変化が訪おとずれた。企業連盟の全艦隊が、ルトラ星系からムールス星系に向けて進軍していく。それからわずかに遅おくれて、リュンクス星系の共和国軍第九艦隊が、ムールス星系を目指した。

　時間計算は先ほどオフィーリアが示したのと完全に一いつ致ちしていた。企業連盟の方が、十二時間早くムールス星系に到とう着ちやくした。

　ここまでの行程は、レンが説明した作戦と同じだ。だが、同意を示すだけなら、回りくどい説明は不要だ。

　ネリーの知る限り、ロイは無む駄だを嫌きらう人間だ。時間の浪ろう費ひをするためだけに、コーデリアに指示を出したとは考えられなかった。

　室内の注意は、自然とロイに引きつけられていた。

「先ほどのエバンス提督の説明が示す通り、私たちがムールス星系に移動した場合、リュンクス星系の共和国軍はわずか一万五〇〇〇隻せきになります。この機会を狙ねらい、首星アドニスの陥かん落らくを目指すべきだと私は思います」

　ロイは真っ直すぐに総司令官を見据すえ、返答や反応を待たずに、さらに言葉を続けた。

「まず、全艦隊をムールス星系に向けて進軍させます。その後、メトロゲートの直前で、戦力を二手に分けます」

　主の言葉に合わせて、コーデリアがレーダー上の艦隊を操作する。ムールス星系に繫つながるメトロゲートを目の前にして、企業連盟の艦隊が二つに割れた。

　その時点で、ネリーは兄の打ち立てた作戦を明確に理解した。

　企業連盟の全艦隊を使い、まずはムールス星系へ陽動を仕し掛かける。目的はリュンクス星系の第九艦隊をムールス星系に呼び込むことだ。だが、このとき、企業連盟は全艦隊をムールス星系には派は遣けんしない。

　メトロゲート突入前に艦隊をふたつに分け、一方を転進させたのちに、リュンクス星系に向かわせるのだ。

　第九艦隊をムールス星系に移動させたリュンクス星系の守りは、格段に薄うすくなる。そこへ攻こう勢せいをかけ、首星アドニスを攻略しようというのだ。

　大きなリスクを伴ともなう作戦でもあった。数で劣おとる上に、戦力の分散を行うのだ。用兵の基本には背そむいた作戦となる。

　それでも、実行する価値の高さは、ネリーも理解していた。

　問題となるのは、艦かん隊たいの配分だ。リュンクス星系を攻せめるためには、最低で二万隻せきは必要だろう。その場合、ムールス星系に向かう艦隊は、わずか一万三〇〇〇隻で、三万四〇〇〇隻の敵艦隊を相手にしなければならなくなる。それも、クラウディオ・アレティーノを含ふくむ艦隊をだ。

　生せい還かん率が絶望的なのは、計算するまでもなかった。

　作戦の内容を明確に理解したシュトロブルが息を吞のんだ。ロイを支えるふたりの参さん謀ぼうの顔色も曇くもっていた。

　そして、ネリーが想定したままの編成を、ロイは淡たん々たんと説明した。

　ネリーは兄の作戦を聞き届けると、視線をテーブルに落とした。体の奥底から這はい上がってくる不安を抑おさえきれなかった。

　恐おそらく、ムールス星系には、クローバー艦隊が行くと兄は宣言するだろう。真っ直すぐにクライスラーを見て、作戦を説明した兄の目から、ネリーはそう確信していた。それが、人心を先導したクローバーの当然の役目と思っているから。

　だが、ロイが最後の言葉を口にするよりも早く、ネリーの隣となりで声が上がった。

「ムールス星系には僕を行かせてくださいよ」

　反射的にネリーはレンを見ていた。それはロイも同じだった。レンとロイの視線がぶつかり、意思をもって絡からみ合う。その間に、ネリーは入ることができなかった。他ほかの参さん謀ぼうたちも置き去りにされた。

「いや、私が行く」

　射抜ぬくような強さを込め、ロイはレンを見つめた。それを受け止めるレンの瞳ひとみは、どこまでも深く、すべてを吸い込んでしまいそうに見えた。

「陽動は裏方の任務ですよ。クローバー提てい督とくには似合わないでしょう」

「作戦の成否はその陽動にかかっている。だから、私がやる」

　穏おだやかに熱を帯びた眼まな差ざしと、冷たく凍こごえるような視線がぶつかっていた。

　レンとロイは同時にクライスラーを見た。決めてくれと言っているのだ。

　単純に実績と能力で選べばロイになる。迷うべき点は何もない。だが、ムールス星系に向かう艦隊の末路を想像すると、素す直なおにクライスラーがロイを選ぶとも思えなかった。陽動と時間稼かせぎをするだけなら、レンにも可能であると判断を下すかもしれない。どちらに生きる道を与あたえるのか。これはそういう選せん択たくとなっていた。クライスラーがどう判断するのか、ネリーは静かに待った。

　兄が危険な任務に挑いどむとなれば、当然心穏やかではいられない。逆に、レンがムールス星系に行くとなれば、自分もその生せい還かん率の低い任務に同行することになる。どちらかを選ぶのであれば、ネリーはレンであってほしかった。
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「わかりました。では、こうしましょう」

　全員の意識がクライスラーの喉のど元もとに集まった。

　ネリーは急激な喉のどの渇かわきに襲おそわれた。自分や兄の人生を決める瞬しゆん間かんだ。

　果たして、呼ばれる名は、ロイか、レンか。

　だが、クライスラーの出した結論は、ネリーの予想を裏切るものだった。

「ふたりに行ってもらいます」

　総司令官の言葉に、ふたりの司令官は同時に、ひとりで十分ですと言った。それには答えずに、クライスラーはさらに衝しよう撃げき的な言葉を奏かなでた。

「ただし、リュンクス星系に」

　レンが言葉にならない驚おどろきの声を上げた。何かを言おうとしても、驚きが邪じや魔まをして、舌が回っていなかった。

「両提てい督とくには二万隻せきを預けます。リュンクス星系へと向かい、首星アドニスを制圧してください。のちほど、陸戦隊も派は遣けんします」

「しかし、総司令官」

　食い下がろうとするロイを、クライスラーは視線だけで制した。そこに含ふくまれた意図を、ネリーは確かに感じた。総司令官の目は、穏おだやかで、この場に集つどう部下のすべてを慈いつくしむように見守っていた。中でも、レン、ロイ、ネリーの若い三名には、感かん慨がい深げに頷うなずいてみせた。

「これは総司令官としての決定です。人に決められるのが嫌いやなら、君たちも総司令官になりなさい」

　レンの眼球が、決定を覆くつがえすための言葉を探すように宙を彷徨さまよった。それもやがて、クライスラーの眼まな差ざしに捕つかまり、抵てい抗こうする意志の光を徐じよ々じよに削そがれていく。約三〇秒後、レンは観念したように肩かたを落とした。

「わかりました。総司令官の武運を祈いのります」

　クライスラーが深く頷いた。

　そのあとで、作戦会議を閉会するように力強く宣言した。

「作戦決行は、四月二日、１ヒト２フタ０マル０マルです」

『では、解散とします』

　ベアトリスが場の空気を和なごますように、やわらかい声を上げた。だが、作戦会議室に立ち込めた死の香かおりを拭ぬぐい去ることはできなかった。

　クライスラーの退室が終わるまで、誰だれも席を立たなかった。総司令官が立ち去ると、真っ先にロイが立ち、デュムラン参さん謀ぼう総長と、サロ戦せん闘とう参謀が続いた。

　ネリーの隣となりに座ったレンは、最後まで席に座り、クライスラーのいた場所をじっと見つめていた。

「この作戦、失敗はできませんね」

　そう言ったレンの声は、作戦会議室にやけに響ひびいて聞こえた。それから、意を決したように、レンは立ち上がった。

　明日には、次の作戦が待っている。後こう悔かいのない準備を行うために、時間を無む駄だに費やしている余よ裕ゆうはなかった。
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　作戦会議から一夜明け、ダインスレイフのＣＩＣは不思議な沈ちん黙もくに包まれていた。つい先ほどまで続いていた艦かん隊たい編成の慌あわただしい空気は、もうここにはなかった。あるのは、厳おごそかな雰ふん囲い気きだった。陽動を目的にムールス星系へと向かう一万三〇〇〇隻せきの艦かん艇ていの生せい還かん率が低いことは、全員が理解していた。いわば犠ぎ牲せいの上に成り立つ作戦が決行されようとしているのだ。失敗は許されない。神妙な面おも持もちで、皆みなが作戦の開始時刻を待っていた。

　ネリーは戦闘参謀のシートに座り、視界の片かた隅すみに映る作戦時計を見た。

　時計が１ヒト１ヒト５ゴ９キユウを回った。

　百分の一秒までを正確にカウントするデジタル表示が、容よう赦しやなく時を未来へと進めていく。その無む慈じ悲ひな流れに逆らうことはできない。

　スクリーンの外を見渡わたせば、多数の随ずい伴はん艦が視界を埋うめてくれる。たった一〇〇〇隻だったエバンス艦かん隊たいは、今回の作戦から十倍の一万隻せきに増加した。

　艦隊がようやく艦隊らしくなったことに対して、元コックの司令官は特別な感情を面おもてには出さなかった。

　少なくともネリーの目には、エルガー、パーラーの両艦隊の生き残りで編成された新たな戦力を、殊しゆ勝しように受け止めているように見えた。

　ネリーが視線を正面に戻もどすと同時に、作戦時計が１ヒト２フタ０マル０マルを示した。

『マスター、時間です』

「では、エバンス艦隊出しゆつ撃げきです」

　企業連盟の全艦隊が一いつ斉せいに動き出した。

　まず目指すのは、ムールス星系へのメトロゲートである。

　出撃してしばらくすると、レンの手は小刻みに震ふるえ始めた。その主を、オフィーリアは後方からやさしい目で見守っていた。

　ネリーが盗ぬすみ見ると、オフィーリアと目が合った。美しいという形容が、彼女ほど似合う人物をネリーは見たことがない。ダインスレイフに搭とう乗じようして、一ヶ月も経過すれば、いい加減見慣れてもいいはずだが、未いまだにオフィーリアの微び笑しようを前にすると、心臓が激しく脈打つのを感じる。

　今回の作戦に対して、オフィーリアがどう思っているのか、ネリーは少し興味があった。艦隊が艦隊らしくなったことについてもそうだ。

　今日まで、オフィーリアがスペックのすべてを披ひ露ろうすることはなかった。実戦も、極小規模なものであったし、そもそも随ずい伴はん艦がたったの一〇〇〇隻では、たいした負荷にもならないはずだ。

　宝の持もち腐ぐされとは、まさにこのことだとネリーは思っていた。だが、ここに来て、少しはオフィーリアの能力を引き出せる状じよう況きようが整った。その力を間近で体験できることは、用兵家のひとつの楽しみでもあった。自分を選ばなかったオフィーリアに言いたい文句は腐るほどあるが、それでも、ネリーは彼女を否定しているわけではない。レンのみならず、ネリーの作業もフォローしてくれるその能力は十分に評価していた。

『クライスラー艦隊、メトロゲートに到とう達たつします』

　オフィーリアの言葉を切きっ掛かけに、ネリーは考え事から醒さめた。

『ゲート、開きます』

　レーダーに巨大な重力歪ゆがみが発生した。それに吸い込まれるようにして、クライスラー艦隊の反応が次々に消えていった。

　今いま頃ごろ、共和国軍が企業連盟の動きを察知して対応に追われているだろう。リュンクス星系の第九艦かん隊たいを、ムールス星系に移動させているはずだ。それで、共和国軍が安心してくれれば、企業連盟にとって、これ以上都合のいいことはない。

『総旗艦オートクレールから光暗号通信来ました』

「解読してください」

『ＩＦＦ照合の結果、旗艦グングニルを発見。クローバー、エバンスの両艦隊は作戦を続行されたし』

　作戦の初期段階は順当にクリアされた。あとは、クライスラーがアレティーノへの陽動に成功しているうちに、共和国の首星アドニスを、制圧してしまえばいい。それで、独立戦争も終わりだ。企業連盟の勝利によって幕を閉じる。

　障害となるのは、リュンクス星系の護衛艦隊一万五〇〇〇隻せき。企業連盟は数で五〇〇〇隻も上回っている。脅きよう威いとはならない。戦いは必然的に有利に進められるはずだ。

『マスター、航路をリュンクス星系へと変へん更こうしてもよろしいですか？』

「お願いします」

　オフィーリアが目を瞑つぶると、機関が唸うなり声を上げた。旗艦ダインスレイフの動きに合わせて、随ずい伴はん艦の一万隻が同じ軌き跡せきを描いて反転する。そして、数秒後には、別の針路を取り、整然と前進した。

　目指しているのは、リュンクス星系だ。エバンス艦隊にとっての戦場でもあった。

　企業連盟の命運を分ける戦いになるのは、誰だれもが真しん摯しに受け止めていた。ＣＩＣの緊きん張ちよう感が時間の経過に合わせて増していくのは必然だった。

　長い軍歴を持つシュトロブルでさえ、手のひらの汗あせを軍服で拭ぬぐっていた。軍人としては陽気なギュネスからも軽口は聞こえてこない。情報参さん謀ぼうのモンティーユも、じっと計器を見つめたまま固まっていた。

　ファルコは、数十秒ごとに足を組み替かえていた。恐おそらく本人に、自覚はないだろう。

　ネリーは各参謀の様子を一通り眺ながめたあとで、小さく深呼吸をした。心しん拍ぱく数の上じよう昇しようを自覚していた。全身が緊きん迫ぱく感で締しめつけられているみたいだった。

　リュンクス星系へのメトロゲートが近づいてきた。時間の流れる感覚が、平常時と明らかに違ちがっていた。長く感じることもあれば、短く思うこともあった。

『三〇秒後にメトロゲートに突とつ入にゆうします』

　作戦時計の横で、カウントダウンが始まった。オフィーリアが五秒おきに時間の経過を伝えてくれた。

　陽動作戦が成功していれば、リュンクス星系には護衛艦隊一万五〇〇〇隻がいるだけだ。だが、もし、第九艦隊が陽動だと気づいていたら、敵の総数は二万七〇〇〇隻に膨ふくれ上がる。

　残り一〇秒を切ると、オフィーリアは一秒ごとにカウントダウンを口にした。

『ダイブします』

　オフィーリアの合図で、スクリーンが落とされた。メトロゲート通過中の映像は、視界に嫌いやなものを焼きつけると言われ、敬遠されていた。

　重力子フィールドに守られた艦かん内ないでも、微かすかに振しん動どうを感じた。

　ここを抜ぬけてしまえば、あとは目の前の敵を討うつのみで、余計なことを考えずに済む。問題となるのは敵の数だけだ。

　オフィーリアが残り一二秒で、ゲートを通過すると報告を入れた。

　そして、再びカウントダウンが始まった。

『五……四……三……二……一……ゲートアウトします』

　スクリーンに光が戻もどり、リュンクス星系の暗くら闇やみが映し出された。

　即そく座ざにＩＦＦが作動し、オフィーリアが広域索さく敵てきを行う。焦しよう点てんとなるのは、第九艦隊の存在だ。いるのか、いないのか。

　ＣＩＣに祈いのるような空気が漂ただよい始めた。

『ＩＦＦ照合終しゆう了りよう』

　オフィーリアの口調から、結果の良し悪しは判断できなかった。顔色を窺うかがっても同じだった。緊きん張ちようもゆとりもオフィーリアの表情にはなかった。

　ネリーの視線はオフィーリアのきれいな唇くちびるに釘くぎづけになった。

『総数一万六〇〇〇隻せきを検出しました』

　事前に聞いていた報告では、星系護衛艦隊は一万五〇〇〇隻だったはずだ。その微び妙みような数字のずれが、ネリーの頭に違い和わ感となってこだまする。

　確か、先日確かく認にんした共和国軍の戦力の中に、一万六〇〇〇隻の艦隊があったはずだ。ネリーは記き憶おくの糸を解きほぐすように、暗くら闇やみの先にある結論に近づいていく。

　それと並行して、オフィーリアは報告を続け、レーダーに敵艦隊を記した。敵艦隊のタグに、一二の視線が集中した。

　五人が言葉を失った。

『共和国軍第一一艦隊と判明。旗艦グングニルの照合を完かん了りようしました』

　レーダーのタグに書かれた文字が現実であると、オフィーリアが残ざん酷こくな通告を下した。その声に、特別な感情は含ふくまれていなかった。

『電子妖よう精せいはロザリンド』

　それに続く名を、ネリーはオフィーリアの報告より前に頭に思い描えがいた。

『艦隊司令官は、クラウディオ・アレティーノです』











第四章　灼しやく熱ねつの戦場
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　突とつ撃げき艦かんミールの機関室に足を運んでいたセラーズは、突然の機関停止に、カメラを構えたまま硬こう直ちよくした。シャッターを押さずに顔を上げると、周囲の機関士たちも、同様に頭の上に疑問を浮かべていた。

　推すい進しん部は完全に停止していた。ついさっき、メトロゲートの通過報告があったばかりだ。耳にした作戦予定では、リュンクス星系に到とう着ちやく後、共和国の首星アドニスに向けて、最大船速で前進するはずだった。

　直感が何かあったことをセラーズに教えた。

　それから少し遅おくれて、ミールの兵たちも異変を異変として察知していた。時間の経過と共に、疑問は不安となり、近くにいる者同士が憶おく測そくを並べ合う。すぐさま、機関室の空気はそわそわし始めた。

　機関士のひとりが、陽動には失敗し、第九艦隊が残っていたのではないかと言った。その可能性はあると、話しかけられた整備兵が神しん妙みような顔で頷うなずいていた。

　そのやり取りを、セラーズはきっちり写真に収めた。再度シャッターを切ったとき、今度こそは生き残れないのではないかという考えが頭を過よぎった。

　すると、カメラを持つ手が震ふるえ始めた。先日、アレティーノの強きよう襲しゆうを受け、死にかけたときの恐きよう怖ふを体が覚えていた。急減圧により気絶し、その後の惨さん状じようは何も知らない。ただ、エルガー艦隊の旗艦コルタナは奇き跡せき的な生せい還かんを遂とげた。おかげでセラーズも命を救われた。救ってくれたのは、ロイ・クローバーという弱じやつ冠かん二十二歳さいの若き司令官だ。

　最初はあんな若造の船に乗ったら命が幾いくつあっても足りないと考え、エルガーの乗る旗艦コルタナを仕事場に選んだ。だが、結果はどうだ。リトル・アルプに連れ帰られ、病院のベッドの上で目覚めると、自分の見る目のなさにセラーズは呆あきれた。

　その後、旗艦アロンダイトへの搭とう乗じようを求めたがあっさり却きやつ下かされた。用意されていた次の仕事場は、エバンス艦隊に所属する突とつ撃げき艦ミールだった。

　この船の搭乗兵は、旗艦コルタナとはまるで違ちがっていた。何より平均年ねん齢れいが低い。それでいて、活気があった。前回の戦せん闘とうで功績を上げた結果だと、白はく兵へい戦指し揮き官のアマンは語っていた。

　だが、今度の戦場はそう生なま易やさしくないのではないかとセラーズは思った。それは自分の直感というよりも、ひとつの勝利を収めた船の兵が見せる何気ない横顔が、状じよう況きようの深刻さを痛いほどに伝えてきたからだ。

　機関室を監かん督とくする技術士官が、小さな声でアレティーノの名を口にした。

　セラーズは艦かん隊たい停止の答えを見つけたような気がした。




　突とつ撃げき艦ミールの機関室で交かわされた会話は、残ざん酷こくなまでに的中していた。

　リュンクス星系に侵しん攻こうした企業連盟の艦隊は、行進曲が終わりを迎むかえたかのように、寸分の乱れなく停船した。メトロゲート通過からわずか二分のことだった。

　クローバー、エバンスの順番で縦列に並んだ艦隊は、息を殺して星の海に浮かんでいる。漂ただようこともなく、流されることもなく、真空の闇やみに溶とけ込んでいた。その様子は、身を寄せ合う小動物のように小さく、そして、心細く見えた。自らの姿を隠かくそうとしているかのようにも。

　動きを止めたクローバー艦隊の中心に、旗艦アロンダイトもあった。

　計器の冷れい却きやくファンの音と、機関の駆く動どう音が、ＣＩＣを無音の圧力から守っていた。誰だれの顔からも緊きん張ちようが見て取れた。示し合わせたように、参さん謀ぼうたちは息を潜ひそめていた。まるで、アレティーノの索さく敵てきから逃のがれるように。

　唯ゆい一いつ、ロイだけは平静を装よそおっていた。いつもの無表情でレーダーの情報を確かく認にんし、思考を巡めぐらせていた。ロイの目が、ムールス、ルトラ、リュンクスを順番に捉とらえていく。やがて、答えを見つけたように、瞳ひとみの奥が煌きらめいた。

「コーデリア、どう思う？」

　質問の意図すべてを言葉にはせず、ロイはそれだけを口にした。

　突とつ然ぜんの発言に、参さん謀ぼう総長、戦せん闘とう参謀が疑問の表情を司令官に向けた。下部ブロックにいる、情報、機関、航行の三参謀も答えを求めるようにロイを見上げていた。だが、ロイが取り合うことはなかった。

　各参謀の反応に対し、コーデリアは一歩前に踏ふみ出すと、質問を予見していたかのように、すらすらと返答した。

『アレティーノ提てい督とくがこのリュンクス星系へと移動したのは、わたしたちがムールス星系からルトラ星系に撤てつ退たいする最中かと思います』

「やはり、そのタイミングしかないか」

　コーデリアが頷うなずくのを横目で確かく認にんし、ロイはシートに深く身を預けた。

　企業連盟の索敵が最も甘くなったのが、今、コーデリアが言った時間帯になる。アレティーノの艦隊に大敗し、ムールス星系を退去する際、後方の敵艦隊の様子を、逐ちく一いち調べてはいられなかった。コーデリアの演算能力をもってしても、逃にげるのに手一いつ杯ぱいだった。

　その隙すきを狙ねらってアレティーノがリュンクス星系へと移動したのは、偶ぐう然ぜんではない。状じよう況きようを的確に分ぶん析せきした結果、企業連盟を欺あざむくために、その瞬しゆん間かんを選んだのだ。

　ロイは体の奥底に震ふるえを感じた。

　天才用兵家は気づいていたのだ。ムールス星系の戦いで、企業連盟は戦力を消しよう耗もうし、艦隊は疲ひ弊へいしていることに。その状じよう況きよう下で、企業連盟が独立戦争を完かん遂すいするには、もはや首星アドニスを攻せめるしかない。

　最高議会がアドニス強きよう襲しゆう作戦を決定する一週間以上も前に、アレティーノは企業連盟の次の行動を読み、先手を打つためにリュンクス星系に移動した。それも、ムールス星系で企業連盟の三個艦かん隊たいを相手に戦った直後にだ。さらに企業連盟に悟さとられないよう、索さく敵てきが最も脆ぜい弱じやくになる時刻に合わせることも忘れていない。

　その上で、企業連盟が作戦決行まで、事実に気づかないように、リュンクス星系にいた第九艦隊をムールス星系に移動させ、第一一艦隊に偽ぎ装そうした。やり方は実に単純だ。第九艦隊に第一一艦隊の識別信号を発信させればいい。両艦隊の旗艦は、ともにミレニアム製の姉し妹まい艦である。遠方からの索敵を誤ご魔ま化かすには、十分な効果を期待できた。事実、企業連盟は、機械の反応を素す直なおに信じ、今回の作戦を打ち立て、アレティーノの張った罠わなに見事にはまった。

　たったの一手で、企業連盟の戦略は崩ほう壊かいした。ロイたちの予想よりも、アレティーノの思考は、二歩も、三歩も先を行っていた。

　アレティーノが天才用兵家と呼ばれる所以ゆえんを、ロイは肌はだで感じ取っていた。あとから思考を追つい跡せきしてみればよくわかる。どれだけのことを一いつ瞬しゆんで考え、その対応策を実じつ践せんしてみせたかは。

　せめて、ムールス星系を撤てつ退たいする際に、索敵にだけは注意を払はらっておくべきだった。アレティーノの動きを察知していれば、ここまで絶対的に不利な状じよう況きようにはならなかった。

　肘ひじ掛かけの上で、ロイは固く拳こぶしを握にぎった。

　──索敵を怠おこたったのはわたしの失態です。どうか、ロイ様はお気になさらずに。

　声には出さず、コーデリアは網もう膜まくに文字で意思を投とう影えいしてきた。その電子妖よう精せいの配はい慮りよを無む駄だにしないよう、ロイは後こう悔かいを振ふり払はらった。

　だが、自分の甘さは甘さとして受け止めた。

　気持ちを戦せん闘とうへと切り替かえるように、ロイはレーダー上のアレティーノの艦隊を睨にらみつけた。今は、目の前の敵にどう勝つか。その方法を見み出いだし、実現しなければならない。

　両軍の位置関係は、恒こう星せいリュンクスを挟はさみ、ほぼ一直線上にあった。アレティーノの艦隊がもっと恒星に近づいていれば、こちらの索敵で見つけることはできなかった。恒星の巨大重力は、重力子、赤外線、電磁波、あらゆるレーダーの網あみを無効化してしまう。

　首星アドニスへの最短ルートを通るには、一いつ旦たん恒星に近づく必要があった。恒星の重力を使い、艦隊を加速させたのちに、針路を首星へと向ける。他ほかのルートでは、二倍以上の時間を費やすことになる。企業連盟の航路の選せん択たく肢しは、ほぼひとつに絞しぼられていた。

　恒星を経由して首星アドニスを目指す以外に道はない。

　この前提は、アレティーノも把は握あくしているはずだ。企業連盟の航路が判明しているなら、アレティーノは恒星にもっと艦隊を接近させ、索敵を逃のがれることもできた。なのに、それをしないのは、アレティーノが自分の存在価値を、的確に認にん識しきしているからなのだろう。隠かくれるよりも、敵にその身を晒さらした方が効果的と判断したのだ。事実、ＩＦＦの照合結果を見せられただけで、企業連盟の艦かん隊たいは歩みを止めた。

「提てい督とく、ルトラ星系への撤てつ退たいを進言致いたします」

　デュムラン参さん謀ぼう総長の顔は神しん妙みようだった。垂たれてもいない額の汗あせを、緊きん張ちようを紛まぎらわすように拭ぬぐった。助言を聞き入れてほしいと顔に書かれていた。それは他ほかの参謀も同じだった。

　喉のどが渇かわくのか、サロ戦せん闘とう参謀がしきりに唾つばを飲み込む。情報参謀は意識を明確に保つように、深呼吸を繰くり返していた。

　各参謀の意識は、ロイの口元に集中していた。ロイの発言次し第だいで、彼らの命運は決まる。

「撤退はしない」

　宣言を撤回しない意思を明確にするために、ロイは各参謀の顔を見回した。相手の目を見つめ、いや、睨にらみつけた。

　押し通さなければならない。弱気になってはいけない。クローバーの名を持ち、常に勝者の最前列に立ち続けた経験が、まるで本能のようにロイに戦いを強要していた。今が退いてはならないときだと体が教えてくれていた。

　感覚のあとに、理論が追いかけてきた。

「今、ルトラ星系に撤退すれば、状じよう況きようはより不利になる」

　元々、企業連盟は独立戦争の長期化を想定していない。時間をかければ、アレティーノの帰き還かんに続き、カプレオラ星系への遠えん征せい軍まで戦場に引き込むことになる。第一一艦隊の帰還からすでに九日が経過した。遠征軍の他艦隊の動きは把は握あくしていないが、もし、帰還の途とにあるならば、共和国領内を経由してもあと十日ほどでリュンクス星系に到とう達たつする。これ以上、共和国軍の戦力が増加すれば、今度こそ独立戦争は幕を閉じる。失敗という最悪の形で。

　だから、敵が誰だれであれ、今、この瞬間に首星アドニスを落とさなければならない。独立を勝ち取る可能性はそこにしかないのだから。

　選びたい選せん択たく肢しでないのは、ロイも同じだった。それでも、一時の安全を優先し、より暗い結末を迎むかえるよりはいい。

『わたしはロイ様を支持します』

　皆みなが考え込み、沈ちん黙もくの深まったＣＩＣに小さな花が咲いた。

　触ふれれば壊こわれてしまいそうなコーデリアの言葉に、各参謀の顔色が変わった。彼らも現実は理解できているのだ。ルトラ星系までの撤退が、一時凌しのぎの行動に過ぎないことを。それでも、退いたあとに、何か策を立てられるのではないかと、淡あわい期待を抱いだいていたのだろう。だが少女にしか見えないコーデリアの凛りんとした発言によって打ち消された。憶おく測そくや希望的観測で戦争はできないと。

「ひとつ、お聞きしてもよろしいですか、提督」

「言ってみろ」

　確かく認にんを取ってきたデュムラン参さん謀ぼう総長の表情には、諦あきらめにも似た覚かく悟ごがあった。

「勝算はあるのですね？」

「負けるとわかっている戦いに、兵を巻き込む趣しゆ味みはない」

「わかりました。クローバー提てい督とくの決定に従います」

　決意を形にするように、デュムランは一音ずつはっきりと発声した。それがＣＩＣの総意となった。ロイは各参謀の視線に頷うなずいて応こたえた。すでに頭の中では、天才用兵家に対たい抗こうするための策を練り始めていた。幾いく多たの策が生まれ、脳内に消えていく。目まぐるしい思考の繰くり返しにも、ロイは表情ひとつ変えなかった。

　クローバー艦かん隊たいの行動は決定した。首星アドニスの強きよう襲しゆう作戦を続行。共和国政府の本ほん拠きよ地に武器を持って乗り込むのだ。

　だが、その前に解決しなければならない大きな問題があった。

『エバンス艦隊に連絡を取りますか？』

　ロイの心情を察するように、コーデリアが遠えん慮りよしながら声を発した。

　すぐには返事をせずに、ロイは目を瞑つぶった。大きな問題とは、今まさにコーデリアが口にしたエバンス艦隊のことだ。作戦続行に従うかはわからなかった。ロイにも、あの元コックの司令官の考えは読み切れない。

　ただ、物事の核心をつく目の持ち主であるようには感じていた。それは、二度の作戦会議における、レンの発言から来るものだ。

　ロイはレーダー上のエバンス艦隊の群れに目を向けた。味方識別され、模式化されたアイコンは青で統一されている。目立つように水色になっているのは旗艦ダインスレイフだ。ダインスレイフは、円えん錐すい状に隊列を組んだ艦隊の中心にいた。

　その水色のアイコンが群れを離はなれ、ゆっくりと近づいてくる。ロイの眉まゆが訝いぶかしげに歪ゆがんだ。このアロンダイトに戦艦を並べ、有線回線を確保して作戦会議に臨のぞもうというのだろうか。それは撤てつ退たいのためか、交戦のためか。元コックの司令官は、交戦を持ちかけてくるような気がした。アレティーノに勝つためには、エバンス艦隊は必要だ。それは、ロイにとって都合のいい未来図だった。

　少し物事を楽観的に考えている自分に、ロイは心の中で失笑した。他人に何かを期待するのは柄がらではなかった。撤退し、仕切り直しをすべきだという判断の方がよほど一般的だ。妹のネリーが司令官をしているなら、余計なことに頭を使う必要もなかった。

　問題は山積みだが、欠けてはならないものは明確だった。

　アレティーノと戦うにあたり、エバンス艦隊の保有する戦力はなくてはならない。現在、リュンクス星系にいる企業連盟の総数は約二万隻せき。その半数がエバンス艦隊の所属となっている。クローバー艦隊だけで、勝利を得られないことは、冷静に受け止めていた。

　今、レーダーが捕ほ捉そくしている敵艦隊は旗艦グングニル以下の約一万六〇〇〇隻。だが、これが敵の総数でないことを、ロイは理解していた。

　リュンクス星系の護衛艦かん隊たいは動かない。

　リトル・アルプで行われた作戦会議で、その発言をしたのは元コックの司令官レン・エバンスだっただろうか。それにはロイも深く同意していた。だが、それはもう過去のことだ。

　何より、事前に企業連盟の動きを完全に読み切ったアレティーノが、数で劣おとる勝負を挑いどんでくるはずがなかった。

　となれば、このリュンクス星系に星系護衛艦隊の一万五〇〇〇隻せきは必ずいる。断定していい内容だ。恐おそらくは、レーダーの捕ほ捉そく範はん囲い外に伏ふく兵へいとして配置してある。アドニス上空を星系護衛艦隊が離はなれたのは、アレティーノの存在が要因と思えた。臆おく病びような政治家たちも、アレティーノの用兵家としての手しゆ腕わんを信用しているということだ。

「コーデリア、現在座標から索さく敵てき不可能な宙域を示してくれ」

　はい、と答えながら、コーデリアは目の前のレーダーを色分けした。索敵可能な範囲は、青色で記され、不可能な宙域は真っ赤に染まっていた。そして、赤色が最も強く出ているのは、恒こう星せいリュンクスの周辺だった。ロイの目が寄り道をせずに、恒星リュンクスへと向かう。

　それに合わせて、コーデリアが恒星リュンクスの周辺宙域を拡大表示した。

　赤の体積が最大規模となっているのは、企業連盟の艦隊がいる宙域から見て、恒星を挟はさんだ裏側だ。数千キロに及および、赤く塗ぬられている。一万五〇〇〇隻の艦隊を隠かくすのも、容易だった。

「伏兵、ですか」

　サロ戦せん闘とう参さん謀ぼうの顔に、撤てつ退たいを望む色はもう含ふくまれていなかった。かといって、積極的に戦闘に向かう意思も感じられない。勝てるわけがないという心情が、表情によく出ていた。

「第一一艦隊と統合すれば、総数は約三万一〇〇〇隻。慎しん重ちようにかからなければ、簡単に数で押し切られますな」

　デュムランが具体的な数字を提示したことで、ＣＩＣに事態の深刻さが津波のように押し寄せてきた。不安という重圧を伴ともなって。

　厳しい現実を前に、ロイは口を固く結んだ。

　戦力の開きが大きい。デュムランの言ったように、一度の失策が艦隊を壊かい滅めつさせる戦力差だ。ムールス星系で大敗したエルガー、パーラー艦隊を見てきたロイにとって、状じよう況きようの厳しさはより的確に認にん識しきできた。そして、最悪の未来もおのずと想定できた。

　問題は山積みだ。だが、まずはやれるべきことから片づけなければならない。

　元コックの司令官の意思を確認しなければならない。この過か酷こくな条件の中で、クラウディオ・アレティーノと交戦する気があるのかと。そう考え始めたところで、コーデリアがダインスレイフからの通信をキャッチした。

『ロイ様、レン・エバンス提てい督とくから有線接続の許可を願うと、光暗号通信が入りました』

「問題ない。繫つないでやれ」

『旗き艦かんダインスレイフとの有線回線を開きます』

　三秒後、スクリーンにダインスレイフのＣＩＣが映し出された。向こうも同様に、アロンダイトのＣＩＣの様子が見えているはずだ。

　スクリーンの中で、レンは椅い子すに座ったまま、略式の敬礼をした。どこかぎこちなく、借り物のように見えた。背筋も伸のびきっていない。

　手本を示すように、ロイは毅き然ぜんとした態度で敬礼を返した。

「時間が惜おしい。用件は手短に聞こう」

　ロイの頭の中では、いよいよひとつの作戦が形を成し始めていた。完成にこぎつけるまであと数分もあればいい。

「時間がないのはお互たがい様ですよ」

　屈くつ託たくなくレンは言ってのけた。それから、急に表情を引き締しめ、ロイを見据すえた。

「クローバー提てい督とくのことです。すでにお気づきかとは思いますが、僕たちが独立を勝ち取るには、アレティーノ提督を撃げき破はする他ほかに道がありません」

「承知している」

　ロイの態度はあくまで憮ぶ然ぜんとしていた。だが、心の中では、ほう、と感かん嘆たんをもらしていた。今のレンの発言から、元コックの提督に戦う意志を感じたのだ。

「共和国軍を欺あざむき、僕たちが先に首星へと到着しても、惑わく星せい降下作戦の最中に、どうせ追いつかれますからね」

　降下中、もしくは降下後に上空を敵艦隊に取られるようなことになれば、企業連盟は壊かい滅めつ的な被ひ害がいを被こうむるだろう。

　降下作戦を実行し、共和国政府に銃じゆうを突つきつけるには、後方の安全を確保する必要がある。それも、政府との独立交こう渉しようを終えるまでだ。最低でも四日は必要となる。現実的に考えて、同星系内の敵艦隊を鎮ちん圧あつできない限り、降下作戦は見込めなかった。

　それはすなわち、アレティーノに勝利しなければならないということだ。

　今回の作戦を何よりも困難にしているのがその点だ。可能であれば、共和国軍第一一艦隊旗艦グングニルを撃げき沈ちんしてしまいたい。それが本音である。だが、その本音は、言葉として意識すればするほど、夢物語の類たぐいに思えた。

　ロイの視界の中で、レンが鼻の頭を搔かいた。

　何か作戦があるからこそ、レンの方から有線回線で接せつ触しよくしてきたはずだ。ロイもまた、レンの話を聞きながら、自らの戦術を組み上げていた。

「時間が惜しいと言ったはずだ。用件を話せ」

「アレティーノ提督を倒たおすために、僕の策に乗ってほしいんですよ」

　そう言ったレンの顔に、ロイは引っ掛かかるものを感じた。確かな違い和わ感だった。不快感ともいえた。真しん剣けんな表情の裏側、いや、奥底にどこか無む邪じや気きな想おもいが見て取れた。気になって、強く見据すえると、それは見えなくなった。

　今、レンの中に見つけた感情を、ロイはよく知っているような気がした。だが、それが何であるのか、珍めずらしく思い出せなかった。

「続けろ。ただし、無む駄だと判断すれば、説明の途と中ちゆうであれ止める」

「これ以外に、勝つ方法はないと思いますよ。少なくとも僕は他ほかに思いつきません」

　そう言って語り出したレン・エバンスの策は、周囲の者を絶句させることになった。
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　作戦時計が１ヒト５ゴ０マル０マルをアレティーノに通告した。

　その瞬しゆん間かん、沈ちん黙もくを守っていたＣＩＣにロザリンドの凛りんとした声が響ひびき渡わたった。

『敵艦かん隊たい、恒こう星せいに向かい前進を始めました。企業連盟は、どうやら私たちとの交戦を選んだようです』

　組んでいた腕うでをアレティーノが肘ひじ掛かけに戻もどした。強く目を閉じ、深く息を吸い込んだ。そして、ゆっくりと吐はき出し終わると、アレティーノは目を開いた。その目は獲え物ものを狙ねらう猛もう禽きん類のように鋭するどく輝かがやいていた。

「よし、こちらも恒星に接近する」

　敵艦隊の動きは、いくつか想定したうちのひとつだ。アレティーノが最も妥だ当とうだと評価を下したものでもある。

　もうひとつ有力だったのが、ルトラ星系への撤てつ退たいだ。アレティーノとしては、こちらの選せん択たく肢しを敵に取ってほしかった。そうすれば、企業連盟は自らの選択によって、自じ滅めつの一いつ途とを辿たどる。だが、アレティーノの願いは叶かなわなかった。

　いつだってそうだ。自分が一番に願うことは実現しない。技術士官を目指した過去が、一瞬だけ脳裏によみがえり、すぐに消えた。ロザリンドが真っ直すぐにアレティーノを見ていたからだ。ここは戦場であり、自分が司令官である現実から逃にげられるものではない。

『企業連盟は最短ルートを経由し、首星アドニスを目指すようですね』

「航路を変へん更こうしても、私たちとの交戦は避さけられない。敵の狙ねらいが首星アドニスである限りは。その程度の判断は、敵の司令官にもできるようだな」

　ムールス星系での戦いほど、楽はさせてもらえないだろうと、アレティーノは内心で思っていた。だが、不安を感じてもいなかった。恒星リュンクスを戦場に選んだのはアレティーノだ。地の利は自分にある。それに加え、戦力差の天てん秤びんも共和国軍に傾かたむいている。手痛い失態を犯おかさない限り、状じよう況きようはアレティーノの脳内に勝利の二文字を約束していた。それは絡からみ合う複数の事情を冷静に咀そ嚼しやくし、勝利の方程式に組み込んで演算した結果だった。間ま違ちがった答えが導き出されることはない。少なくとも、過去にはなかった。

『恒こう星せいに接近後、敵がどちらに動くかで状じよう況きようは変わりますね』

　ロザリンドが司令官シートの肘ひじ掛かけに手を置いた。触ふれようと思えば、触れられる距きよ離りだ。ロザリンドが人であれば、重ねた手からぬくもりを感じることもできるだろう。だが、アレティーノとロザリンドの間には、埋うめることのできない大きな溝みぞが存在していた。

　人であることと。電子妖よう精せいであること。

　アレティーノは衝しよう動どうを静め、戦いに意識を集中した。

　敵が恒こう星せいへの接近を選んだ場合、その後の行動は、ふたつに分けられる。伏ふく兵へいとなっている星系護衛艦かん隊たいに気づいているか、気づいていないかで大きく違ちがってくる。

　気づいていなければ、企業連盟は全軍右回りで恒星を周回するだろう。その方が、首星アドニスに向かうにあたり、都合よく恒星の重力を利用できるからだ。逆に左回りだと、余計な距きよ離りを回らなければならなかった。

　敵が一ひと塊かたまりになって前進すれば、アレティーノの策は第一段階をもって終しゆう了りようする。第一一艦隊は、あえて、遠回りとなる右回りで企業連盟艦隊との接せつ触しよくを目指し、伏兵となっている星系護衛艦隊で敵へ強きよう襲しゆうを仕し掛かける。企業連盟は伏兵の襲しゆう撃げきに混乱し、統制を乱すことになるだろう。足並みの揃そろわない艦隊を、星系護衛艦隊はその場で足止めする。前進を止めた企業連盟に対して、第一一艦隊がとどめの一撃を敢かん行こうするのだ。恒星を一周してきた第一一艦隊は、戦場の後方に出現することになる。すなわち、敵艦隊の背後だ。

　逆に、敵がアレティーノの策を予見していた場合、企業連盟は艦隊をふたつに割るだろうと想定していた。艦隊を別行動させる理由のひとつはアレティーノの策を潰つぶすことにある。全軍が挟きよう撃げきの餌え食じきになるくらいなら、半数ずつで正面から艦隊戦を行った方がまだましだ。だが、これは本当にまだましだと言える程度の策でしかない。企業連盟のクローバー、エバンスの両艦隊がそれぞれ一万隻せきの随ずい伴はん艦を保有しているのは、すでにレーダーで確認済みだった。艦隊を別行動させた場合、どちらの艦隊も、自分たちよりも多くの敵艦隊と戦わなければならなかった。

　これはすべてアレティーノが敷しいたレールだ。どう転んでも、共和国軍に有利な展開が約束されていた。この段階で、戦略レベルにおける軍配はアレティーノへと上がっていた。

『提てい督とくは、敵艦隊が別行動を取ると思いますか？』

　どちらであれ、策は完かん璧ぺきに講じてある。たとえ、敵が二手に分かれたとしても、伏兵以外の第二、第三の策を発動させれば済む問題だ。戦せん闘とう時間が多少長引くだけで勝利が揺ゆらぐものではない。それは、おごりなのかもしれない。だが、積み重ねた経験が、アレティーノに今度の勝利も確信させていた。

「恐おそらく敵は別行動を取る」

『それは敵艦隊の中に、例のアロンダイトがいるからですか？』

　ムールス星系で敵を逃のがしたのは、アレティーノにとって苦い記き憶おくだ。久しく悔くやしいなどという感情を忘れてすらいた。少なくとも、戦場で感じることはなかった。アレティーノが悔くやむのは、技術士官になれなかった過去を思い出したときだけだ。

「そうだな」

　アレティーノはどこか気のない返事をした。士官学校を首席で卒業し、クローバーの名を持つ、司令官にも興味はあった。だが、つい先ほど確かく認にんしたダインスレイフの司令官のプロフィールはもっと衝しよう撃げき的だった。

　敵の情報に目を通すのは、作戦の成功率を上げる目的があった。敵の司令官の性格や思考がわかれば、どう出てくるか、どう対応されるかをパターン化できる。だが、今回ばかりは情報を放ほう棄きすべきだったかもしれないとアレティーノは思っていた。

　レン・エバンス。二十二歳さい。元コックで階級は准じゆん尉い。士官学校の卒業生ですらない。最初はデータの間ま違ちがいを疑ったが、ロザリンドが集めた情報に誤りがあるなど、考えられなかった。それに、データのインプットミスにしても、レン・エバンスという男のプロフィールはミスのレベルを超こえていた。

『提てい督とく、それに皆みな様方、敵艦かん隊たいが恒こう星せいの裏側に入ります。以後の索さく敵てきデータは予測値となりますので注意してください』

「わかった」

　敵艦隊のレーダー上の表示が、実座標ではなく予測座標に変へん更こうされた。それはロザリンドが計算によって導き出した仮定の配置図だ。

　その仮定の配置図上で、敵艦隊は左右二手に分かれた。先ほどのアレティーノの意見がすでに反映されていた。それぞれの艦かん艇てい数は一万隻せき。詳しよう細さいは、突とつ撃げき艦八〇〇〇隻に、砲ほう撃げき艦二〇〇〇隻だ。

『提督、第一一艦隊の針路はどちらに？』

「左だ。まずは弱い方を叩たたく」

　敵艦隊の航路データは、左回りが旗艦アロンダイト以下のクローバー艦隊、右回りが旗艦ダインスレイフ以下のエバンス艦隊となっていた。

　だが、これはあくまで予測に過ぎない。それでも、アレティーノの指示に躊躇ためらいはなかった。ロザリンドの演算結果を心から信じていた。一〇年の歳月でふたりが培つちかってきた信しん頼らい関係の賜たま物ものだった。

　第一一艦隊は、恒こう星せいを左回りに進行した。それと対たい称しように、星系護衛艦隊が右方向に座標を移した。

「星系護衛艦隊に通達。敵艦隊の足止めを優先。無理に交戦するなと伝えてくれ」

『了りよう解かいしました。護衛艦隊に通達……』

　これ以上距きよ離りが離はなれれば、お互たがいの艦隊が恒星に隠かくれて見えなくなる。そうなれば、通信能力も著いちじるしく低下する。

　この世で最も激しいエネルギーを持つ球体は、人がいかに歴史を重ねようとも、制せい御ぎよすることを許しはしなかった。人はただ、その恩おん恵けいに与あずかり、共存していくしかない。この星が滅ほろびるときは、星系そのものが死ぬときでもある。星に育まれた命も、そこで終しゆう焉えんを迎むかえるのだ。

「光子魚ぎよ雷らいを恒こう星せいに投下」

　続けざまに出される指令をロザリンドは堅けん実じつにこなした。

『降下速度と時間、それと座標を投とう影えいします』

　直後、アレティーノの視界にのみ、光子魚雷の降下速度と、恒星表面到とう達たつまでの時間、それに座標が数値となって表示された。

「円えん錐すい陣じん形けいを展開。後方の砲ほう撃げき艦は、水平方位３３０、垂すい直ちよく方位２８０に回頭。恒星上部を経由して、敵艦かん隊たいの背後に回らせろ」

　アレティーノの思い描えがくビジョンそのものをロザリンドが形にする。そこには、寸分の狂くるいもなかった。ロザリンドの優すぐれた解かい釈しやくのおかげで、アレティーノの手足のように艦隊は動いていた。

『三〇秒後には、敵艦隊がレーダーの捕ほ捉そく圏けん内ないに到達します』

　敵と接せつ触しよくする瞬しゆん間かんは、いつだってＣＩＣに緊きん張ちようが走る。それは今回も変わらない。だが、変わらないからこそ、張り詰つめた空気の中に絶対的な安定感があった。

　あと少しで敵艦隊を捕捉できる。ロザリンドの予測データが正しければ、現れるのは企業連盟のエバンス艦隊だ。

　残り五秒からロザリンドがカウントダウンを始めた。

　スクリーンが恒星の放つフレアによって、光に満たされていく。その赤い光の中に、企業連盟の艦隊は確かにいた。

『旗艦ダインスレイフを確かく認にん』

　ロザリンドの予想通り、アレティーノが弱いと評価したダインスレイフを捕捉した。出現座標は、予測座標から、わずか数パーセントずれているだけだった。誤差といって差し支つかえない。

　数は八〇〇〇隻せき。すべて突とつ撃げき艦だ。

　予定通りの敵の動きにも、アレティーノが表情をやわらげることはなかった。むしろ、より険しい顔つきになった。

　ここから、戦争らしい戦争が始まるのだ。
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　ロザリンドが旗艦ダインスレイフを捕捉したのと同時刻、オフィーリアもまた共和国軍第一一艦隊の存在をＣＩＣに報告していた。

　敵艦かん隊たいの呼称として、レーダーのタグに共和国軍第一一艦隊と記された。同様に旗艦名の欄らんにグングニルと表示された。

　自らの置かれた状じよう況きようを、ネリーは声と文字によって認にん識しきすることになった。接せつ触しよくした敵艦隊が天才用兵家の指し揮きする艦隊であっても、焦あせりや驚おどろきが表情に出ることはなかった。

　ただ、ネリーの胸中は複雑だった。感情はアレティーノの登場を歓かん迎げいしていない。だが、作戦としては都合の良い流れになったといえた。

　作戦の第一段階として、元コックの率いる艦隊は、アレティーノの第一一艦隊と接触する必要があった。それが現実となったのだ。

　事態は思おも惑わく通りに進展していた。ならば、素す直なおに喜ぶべきである。敵の司令官があのクラウディオ・アレティーノでなければ、それもできたのだろう。

　他ほかの参さん謀ぼうたちも、この状況に対する的確な感情表現を見つけられずにいた。皆みな一様に、迷いが顔に出ていた。その迷いは、恐きよう怖ふを誤ご魔ま化かしてくれていた。

　両軍の艦隊の距きよ離りが、徐じよ々じよに詰つまっていく。共に円えん錐すい陣じん形けいを取り、その数は企業連盟が八〇〇〇隻せきに対して、共和国軍は一万隻に上のぼった。

　ネリーは黙だまったまま動かない元コックの司令官の様子を窺うかがった。レーダー上で、敵艦隊との距離を確認しているところだった。眼球が左右に忙せわしなく動き、ぶつぶつと独ひとり言ごとを繰くり返していた。

　敵艦隊との距離が、時間にして一〇秒を切った。

　一秒ずつ時を刻む作戦時計に、全員の視線が釘くぎづけになっていた。鼓こ動どうが高鳴り、その音が聞こえてきそうだった。

　接触まで残り五秒を切った。それでもレンは何の指示も出さない。シュトロブル参謀総長も口を挟はさまなかった。それは戦せん闘とう参謀のネリーも一いつ緒しよだった。

　数字のゼロが刻まれた。両軍の水平距離もゼロを示した。それでも、エバンス艦隊の突とつ撃げき艦は高周波対艦刀とうを抜ぬかなかった。

　その理由はレーダーに記された垂すい直ちよく距離が、明確に物語っていた。垂直距離が一二〇キロも離はなれていては、突撃艦の刃やいばも届かない。

　共和国軍第一一艦隊は、企業連盟エバンス艦隊の上空を瞬しゆん時じに通過していった。水平距離も一瞬にして、数百キロの単位で遠ざかった。

　この接触の仕方も、元コックの司令官の打ち立てた作戦通りだ。だが、ネリーは体の中心から震ふるえを感じていた。平静に見えるシュトロブルの額にも、汗あせが浮かんでいた。幾いく多たの戦場を知る老兵も、たった数秒の接触で肝きもを冷やしたらしい。

　何の目的も、裏もない敵艦隊との交差であれば、ＣＩＣの緊きん張ちようも今ほどは高まらなかっただろう。すべての元げん凶きようは、レンの打ち立てた作戦にあった。

『すれ違ちがい時の敵艦隊との最短距離は、一一九・〇五六キロになります』

　正確な数値の報告を受けて、ネリーは下唇くちびるを嚙かんだ。可能であれば、あと三〇キロは離はなれて接せつ触しよくしたかった。

　それと同じ感想を持ったのか、レンが口をへの字に曲げた。そのままの顔で、隣となりのオフィーリアを見た。

「こちらのペテンが向こうにばれたと思いますか？」

『わたくしが索さく敵てきした結果から意見を申しますと、気づかれてはいないと思います』

　レンはふむと納なつ得とくしたような声を出すと、今度は下部ブロックに声をかけた。

「モンティーユ情報参さん謀ぼうの意見はどうです？」

「幸運でした。すれ違ちがい時に上がったプロミネンスが、索敵に干かん渉しようし、かなりのノイズを出したようです。オフィーリアに同意します」

　データ分ぶん析せきを続行したまま、モンティーユは振ふり向きもせずに言った。

　電子妖よう精せいと情報参謀の意見を聞いたあとで、レンは目を瞑つぶって考え込んだ。左手の中指で額を小こ突づきながら、約三〇秒間そうしていた。

　噓うそを隠かくそうとするとき特有の緊きん張ちよう感がＣＩＣを駆かけ巡めぐった。大だい丈じよう夫ぶなのか、本当にばれていないのかと。はらはらとした空気で満たされていた。

　レンは目を開けると、体をシートから乗り出して、迅じん速そくに指示を飛ばした。

「作戦は継けい続ぞくします。敵砲ほう撃げき艦かんの座標は特定できませんよね？」

『はい。恒こう星せいの影えい響きようで索敵できません』

　確かく認にんを取ると、レンの目はレーダーを見据すえた。そして、恒星の上部と、下部を二度行き来した。視線を動かした意図をネリーは理解した。敵砲撃艦の動きを脳内でシミュレーションしているのだ。

　恐おそらくアレティーノは恒星の上方か、下方を経由させ、エバンス艦隊の突とつ撃げき艦の背後に砲撃艦を移動させるつもりだ。その結論を、ネリーはレンよりもコンマ数秒早く導き出した。

「提てい督とく、敵の砲撃艦は恐らく私たちの後方です」

　自分で認識している以上に、ネリーの声は興こう奮ふんしていた。砲撃を受ければ、先ほどレンがペテンと表現したこちらの作戦が敵に知られてしまう。それがネリーの気持ちを高ぶらせた。最初の接触で敵の目を欺あざむけていたとしても、ここで真相が割れては意味がない。

「戦闘参謀と意見が合うとは珍めずらしいですね。オフィーリア、垂すい直ちよく方位３００に転進してください。砲撃を受けたら、こちらの艦隊がハリボテなのを、悟さとられてしまいます」

　早口にレンが言い切った。エバンス艦隊の突撃艦は急速に針路を変え、恒星側面から上部に向けて前進を開始した。その直後、後方から爆ばく発はつのエネルギーがダインスレイフを襲おそった。艦内にも微び力りよくながら振しん動どうが伝わってきた。敵砲撃艦による艦砲射撃を背後から受けたのだ。

　ＣＩＣ全員の顔が強こわ張ばった。敵の砲撃を一発受けるだけで、この作戦が水の泡あわと消えるのは、誰だれもが理解していた。

　レンの言葉通り、艦かん隊たいはハリボテなのだ。突とつ撃げき艦八〇〇〇隻せきなど、本当はここにはいない。そう見せているに過ぎない。

　本作戦の会議が行われてからすでに六時間が経過した。未いまだにネリーの耳には作戦を提案したレンの声が残っていた。

「こちらの艦隊の突撃艦七〇〇〇隻せきと、砲ほう撃げき艦一〇〇〇隻を、クローバー提督にお預けします」

　話を促うながしたロイに対して、レンは最初にそう言った。

「当然、その対価として、星系護衛艦隊を二時間で撃破していただきます。クローバー提てい督とくになら可能ですよね」

　レンの言葉の裏を、ネリーは事前に読み解くことができた。

　エバンス艦隊の残りは二〇〇〇隻。レンはその二〇〇〇隻を率いて、ロイが星系護衛艦隊を撃破するまでの二時間、アレティーノの第一一艦隊に陽動を仕し掛かけると言ったのだ。

　再編されたクローバー艦隊は、総数が一万八〇〇〇隻となった。星系護衛艦隊の一万五〇〇〇隻を数で上回り、優位に立てた。

　レンはロイが星系護衛艦隊を撃破するまで、アレティーノに陽動と気づかれないように行動しなければならない。アレティーノの第一一艦隊と本当に激突するのは、ロイが星系護衛艦隊を撃破したあととなる。それがレンの語った作戦のすべてだった。

　だから、敵に陽動と悟さとられるわけにはいかないのだ。

　騙だます側がわのみが感じる過度の緊きん迫ぱく感に、ＣＩＣは揺ゆれていた。

「損害は？」

　全員が息を止めた。

『後方の約二〇〇隻が撃げき沈ちんされました。電子デコイは無事です』

　オフィーリアがＣＩＣの動どう揺ようを鎮しずめるように、損害をレーダー上で視覚化した。円えん錐すい陣じん形けいを取るエバンス艦隊は、前方と後方が青で塗ぬられ、大部分となる中央部分は緑に配色された。青は実在する船であり、このダインスレイフも青で表現されている。その数はわずか八〇〇隻程度。大半を占しめる緑色の部分は、すべて電子デコイが作る虚きよ像ぞうだ。七〇〇〇隻の突撃艦は、実際にはここに存在していない。今は、ロイのクローバー艦隊と行動を共にしていた。

　通常の宇宙空間であれば、重力子、赤外線、電磁波を併へい用ようしたレーダーの目を電子デコイで誤ご魔ま化かすことはできない。せいぜい砲撃艦の艦砲射撃一発分を回かい避ひするのに使える程度だ。

　だが、恒こう星せいの間近という環かん境きようが、電子デコイの有効性を高めていた。恒星の巨大な重力や熱エネルギー、さらに核かく融ゆう合ごう反応で発する電磁波が邪じや魔まをして、索さく敵てき能力を著いちじるしく低下させている。電子デコイを見破るのも困難となっていた。

『電子デコイの活動限界時間です。トラクタービームを解除してもよろしいですか？』

「ええ。証しよう拠こ隠いん滅めつのため、電子デコイは恒こう星せいに落としてください」

　緑色に識別されていた味方艦かんが消えた。すると、円えん錐すい陣じん形けいの中央にぽっかりと穴が空いた。その喪そう失しつ感は、心細さをネリーに与あたえた。元々、一〇〇〇隻せきしかいない突とつ撃げき艦だったが、今は共和国軍の砲ほう撃げきでさらにその数を約八〇〇隻へと減らした。

　アレティーノに気づかれ、正面から衝しよう突とつすれば、簡単に踏ふみ潰つぶされるだろう。今さらながらに、レンの言葉の正しさをネリーは痛感していた。

　本当に、これではペテンだ。

　綱つな渡わたりの連続となる作戦。ひとつの間ま違ちがいから、一いつ瞬しゆんにして崩ほう壊かいするだろう。

　その危機感と緊きん張ちよう感の中にいながらも、レンはさらなる指示をオフィーリアに与えた。

「敵の砲撃艦の位置は特定できましたか？」

　オフィーリアは首をゆっくりと横に振ふった。

『索さく敵てきの有効範はん囲い外からの砲撃でしたので』

　敵が企業連盟の座標を知ったのは、先ほどすれ違ちがった旗艦グングニルから航路データを受け取ったためだろう。

「では、こちらも砲撃艦に攻こう撃げき指示を出します」

『すでに、敵突撃艦の航路データは、砲撃艦に知らせてあります』

　ペテンを完かん璧ぺきなものにするためには、ここは攻こう勢せいに出なければならない。こっちが極ごく少数の艦隊で、時間稼かせぎが目的であると、アレティーノに悟さとられるわけにはいかなかった。

　恒こう星せいの下方から姿を見せたのは、一〇〇〇隻からなるエバンス艦隊の砲撃艦だった。その砲口は、旗艦グングニルの消えた方角を狙ねらっていた。




『砲撃艦の一いつ斉せい射撃により、敵突撃艦約二〇〇隻を撃げき沈ちん』

　報告を聞いた瞬しゆん間かん、アレティーノは口を奇き妙みように歪ゆがめた。脳内を違い和わ感が過よぎった。その不快感は、経験が発する警告であることをアレティーノは知っていた。

　撃沈した数が少なすぎた。砲撃艦六〇〇〇隻による艦砲射撃だ。その破は壊かい力は驚きよう異い的なものとなる。先日もムールス星系で、その火力を最大限に活用し、企業連盟のエルガー、パーラー艦隊を撃げき滅めつした。

　敵艦隊の航路データにミスがあったか。

　その思考をアレティーノはすぐに消し去った。ロザリンドが演算しているのだ。ミスなどあるはずがない。

　予定を狂くるわせる要因は何もなかった。砲撃艦による攻撃も突然の思いつきで行ったものではない。両軍の突撃艦が、最初の対面ですれ違うのは予期していた。いかに電子妖よう精せいの演算能力をもっても、垂すい直ちよく方位の座標まで誤差のレベルで処理することはできない。移動速度を計算するだけの水平方位とはわけが違うのだ。敵の気まぐれで、垂直方位は変化してしまう。

　だから、突撃艦同士の正面衝しよう突とつは、最初からアレティーノの作戦に含ふくまれていなかった。最初の接せつ触しよくはすれ違ちがいでいい。その際に、敵の航路データをサンプリングし、予測針路を砲ほう撃げき艦かんに伝えればよかった。砲撃艦は別ルートを経由し、敵艦隊の背後に顔を出すはずだった。すなわち、アレティーノの前方に出ることになる。そして、そこまでは上う手まくいった。あとは六〇〇〇隻せきの砲撃艦による攻こう撃げきを行えばいい。

　作戦は見事に成功したはずだった。だが、撃げき沈ちん数がやけに少ない。

　その疑問に答えたのは、ロザリンドだった。

『こちらの砲撃直前に、敵艦隊は垂すい直ちよく方位３００に転進しています』

　その言葉がアレティーノの脳を刺し激げきした。

「ロザリンド、こちらも上じよう昇しようだ」

　指示の意味がわからずとも、ロザリンドは即そく座ざに従った。それが命を延ばす正しい選せん択たくであることを、ロザリンドは経験から知っていた。アレティーノは常に正しい。

　そして、今回もそうであることが証明された。

　一万隻の艦隊が上昇を開始したところを狙ねらい、後方からレーザー砲撃が飛来した。円えん錐すい陣じん形けいの後部を任されていた突撃艦が、推すい進しん部に直撃を受けて爆ばく発はつした。そのまま、恒こう星せいの重力に飲み込まれていく。

　アレティーノは舌打ちしたい衝しよう動どうを必死に抑おさえた。司令官は常に冷静でいなければならない。感情的になっては、部下にいらぬ心配をかけることになる。

「被ひ害がいは？」

　あくまで事務的にアレティーノはロザリンドに確かく認にんした。

『一二〇隻です』

　ロザリンドも主と同様に、無機的に答えた。

　その短いやり取りの最中に、アレティーノとロザリンドの視線が絡からみ合った。ロザリンドが自分の様子を窺うかがうのは、感情が高ぶっているときであると、アレティーノは自覚していた。

　参さん謀ぼうの視界の外で、アレティーノは手のひらの汗あせを拭ぬぐった。

『提てい督とく、敵艦隊が光子魚ぎよ雷らいの落下地点に接せつ触しよくします』

「ああ、そうだな」

　アレティーノは平常心を保っていることをロザリンドに伝えるように、視線を正面に戻もどした。それから、網もう膜まくに投とう影えいされた光子魚雷の座標数値と、レーダー上の敵艦隊の位置を確認した。ひとつの光点は一箇か所しよに留とどまり、もう一方の光点が近づいていく。

　すべてはこの一手のための布石。六〇〇〇隻の砲撃艦による攻撃も、敵を目的の座標に誘ゆう導どうする手段に過ぎない。そして、ふたつの光点の座標が重なった。

　目だけで、ロザリンドに合図を送った。

　その直後、艦隊の後方で、恒星が巨大な火柱を上げた。白と赤のコントラストがスクリーンを焼いた。あの灼しやく熱ねつの魔ま手しゆに包まれて、敵の艦かん艇ていは、果たして何隻が生き残っているのか。

「突とつ撃げき艦かんを急速反転」

　円えん錐すい陣じん形けいが一いつ旦たん形を崩くずし、１８０度回転すると、またすぐに艦列を整えた。その間、わずか一〇秒足らずだ。

「掃そう討とう戦に移行する。砲ほう撃げき艦隊は再度惑わく星せい上部を進行し、こちらに反転した敵艦隊の背後につけ」

　アレティーノの攻撃の手が休むことはなかった。




　　　　　　　　４




　恒こう星せいリュンクスから上がった紅こう炎えんは、まるで獣けものの咆ほう哮こうのように見る者の心を蝕むしばんだ。圧あつ倒とう的な力が、ダインスレイフの側面スクリーンに映し出される。高熱を帯びた光は、浴びた者の命を焼き尽つくそうとしているかのようだった。それほどに強きよう烈れつな光を放っていた。

　企業連盟エバンス艦隊の座標から、わずか二〇キロの位置で、その紅炎は上がった。当然、偶ぐう発はつ的なものではない。天然のものであれば、艦隊が通過する高度まで恒星の腕うでが伸のびてくるなど、そうそう起こり得ないのだ。

「あの火柱に捕つかまっていたら、終わりでしたな」

　ファルコが声を震ふるわせながら言った。横顔が高熱の光に照らされて赤く染まっていた。情報参さん謀ぼうのモンティーユも呆ぼう然ぜんとした表情で火柱を見ていた。ここまで熱は届いていないのに、ギュネスの額にびっしりと汗あせの粒つぶが浮かんでいた。シュトロブルが無意識に、安あん堵どの吐と息いきをもらした。

　横よこ殴なぐりの光から、ネリーは目を背そむけた。照明を暗めに落としたＣＩＣにいて、突然の光に目がちかちかしていた。

　一歩間ま違ちがえれば、恒星のエネルギーに飲み込まれていたかもしれない。誰だれもが死を意識させられていた。元コックの司令官が突然の針路変へん更こうを言い出さなければ、確実にエバンス艦隊は焼き尽つくされていた。それを思うと、今さらのように、恐きよう怖ふが足元から這はい上がってきた。奥歯が音を鳴らす前に、ネリーは震ふるえを紛まぎらわすために、レンに質問をぶつけた。

「なぜ、敵の罠わなに気づいたのですか？」

「オフィーリア、水平方位１８０に艦隊の頭を向けてください」

　レンはすぐに質問には答えなかった。席を立ち、三次元表示されたレーダーを上から覗のぞき込む。それから終わると今度は下から覗き込んだ。

「敵の砲撃艦は引ひき際ぎわが良すぎました。それでまだ何かあるんだろうと思っただけですよ」

　言われてすぐに、ネリーも理解できた。共和国軍の砲撃艦は六〇〇〇隻せきもいるのだ。その集中砲火の威い力りよくは、エルガー艦隊、パーラー艦隊の壊かい滅めつが物語っていた。アレティーノ自身も有用性を把は握あくしているからこそ、砲撃艦六〇〇〇隻という編成を組んでいるはずだ。

　その砲撃艦が唯ゆい一いつ威力を発はつ揮きするのは、敵の背後を取ったときだ。当然、敵も背後には過度の注意を払はらう。敵の背後など簡単に取れるものではなかった。なのに、アレティーノは企業連盟の背後に砲ほう撃げき艦かんを配置しながらも、一いつ斉せい射しや撃げきを行っただけで後方に下がらせた。そのまま追従して、艦砲射撃を繰くり返すこともできたのに、それをしなかったのだ。

　アレティーノほどの用兵家が何の策もなく優位な状じよう況きようを手放すはずがない。

　だから、レンは急に針路変へん更こうを叫さけんだのだ。敵の砲撃を避さけるために選んだ退路からコースを外して。

「さて、アレティーノ提てい督とくの突とつ撃げき艦が引き返してきます。上と下、どちらに回り込むのがいいと思いますか？」

　今度はレンから質問をぶつけられた。

　ネリーは頭の中でレンの言葉を繰くり返し再生した。今、レンは何と言っただろうか。上と下、どちらに回り込むのがいいか、と言っただろうか。

　ネリーがまさかと思った瞬しゆん間かん、同じ疑問をシュトロブル参さん謀ぼう総長が口にした。

「提督、敵艦隊に対して、白はく兵へい戦を仕し掛かけるおつもりですか？　たった八〇〇隻せきで」

「当然、仕掛けますよ」

　レンは平然と答えた。その口調には、特別な感情はなかった。意識しなくとも、人が呼吸を繰り返すように、滑なめらかに口を転がしていた。

「今、アレティーノ提督は、僕たちの船の数を勘かん違ちがいしてくれています」

「はい、恐おそらくは」

「その状況で、次はたったの八〇〇隻で攻こう勢せいに転じたら、アレティーノ提督は、どう考えると思いますか？」

「まずは、我々に何か策があるのだと考え、残りの艦隊の所在を気にかけるでしょう」

　シュトロブルの答えに、レンは満足そうに頷うなずいた。

「そうです。存在しない艦隊を警けい戒かいしなければなりません。上う手まくいけば、このあと僕たちは格段に動きやすくなるはずですよ。これはそのためのリスクです」

　ネリーは口数の増えたレンを、つま先から頭とう髪はつまでじっと観察した。注意深く見なければわからないが、寒さに凍こごえるように、全身が震ふるえていた。

　恐おそろしければやめればいいのに。この人はそれができないのね。

　レン・エバンスという人物を、ネリーはまだ摑つかみ切れてはいない。それはシュトロブルや他の参謀たちも同じだろう。兄のような厳しさと強さを秘ひめているわけでもない。それでも、決断する強さは確かに持っているのだと感じた。そして、兄とは違ちがった意味で、不器用な人間にも思えた。

　たったひとつだけ共通点があった。ふたりとも逃にげることを知らないのだ。正しいと思えば、そこに危険が付きまとおうが、他ほかの選せん択たく肢しに逃とう避ひできない。

　戦場から離はなれていく心を引き締しめるため、ネリーはレンの質問の答えをレーダー上で探した。

　アレティーノの艦かん隊たいは、後方から真っ直すぐに火柱の上がった座標にやってくる。白はく兵へい戦をするといっても、当然正面からぶつかるわけではない。数が圧あつ倒とう的に違ちがう。蟻ありが象ぞうに挑いどむようなものだ。

　レンの狙ねらいはアレティーノの艦隊の側面にある。恒こう星せいの上か下、どちらかを経由して、奇き襲しゆうを仕し掛かけたい。

「恒星の下方を経由すべきです。敵の艦かん砲ぽう射しや撃げきの射線軸じくから計算すると、敵砲撃艦が上方にいるはずです」

　ネリーの発言を補ほ佐さするように、オフィーリアが共和国軍の砲撃艦六〇〇〇隻せきの推すい定てい座標を点てん滅めつさせた。

「では、恒星の下方を経由します。細かい航路はオフィーリアに任せますよ」

『了りよう解かいしました。お任せください』

「敵艦隊への接せつ触しよくは一度きりです。敵てき陣じんの突とつ破ぱを最優先にしてください」

『心得ております』

　それから、レンは恒星の上部を航行中と思われる敵砲撃艦を見据すえた。

「敵突撃艦隊を突破後は、真っ直すぐ敵砲撃艦を襲しゆう撃げきします」

　作戦をさらに追加して、レンは各参さん謀ぼうに確かく認にんの視線を送った。誰だれも、反論を口にはしなかった。

「では、オフィーリア」

　オフィーリアがレンに頷うなずくと、エバンス艦隊は恒星リュンクスの懐ふところにもぐり込むように高度を下げた。




　光子魚ぎよ雷らいを起き爆ばくさせた宙域が近づくと、ロザリンドが疑問を表情に浮かべた。続けて、警けい戒かいをＣＩＣに促うながした。

　その理由はスクリーンに投とう影えいされた拡大映像を確認しているうちに、アレティーノにも実感できた。

　人工的に生み出した火柱は、企業連盟の艦隊に壊かい滅めつ的な打撃を与あたえたはずだ。なのに、周辺宙域には、船の残ざん骸がいがまったく見当たらなかった。核かく融ゆう合ごうのエネルギーに焼き尽つくされ、飲み込まれた可能性も十分にあったが、それでもこの状じよう況きようは不自然だった。

　その直後、目の前で紅こう炎えんがほとばしった。

「ロザリンド、減速だ」

　アレティーノの指示が告げられるよりも前に、ロザリンドは艦隊の足を止めた。

「情報参謀、索さく敵てきに集中しろ。今のは人じん為い的なものだ」

「了解です」

　機き敏びんな返事の直後、アラートが鳴り響ひびいた。ＩＦＦが敵を察知した証しよう拠こだ。普ふ段だんであれば、ロザリンドがその凛りんとした声で報告してくれた。耳障ざわりなアラートを聞くのは、アレティーノも数年ぶりだった。紅こう炎えんに対する減速処理の負荷で、ロザリンドの手が回らなかったのだ。

　アレティーノが状じよう況きようを把は握あくするために、ロザリンドを見ると、顔色ひとつ変えずに頷うなずいた。目は大だい丈じよう夫ぶだと語っていた。

『垂すい直ちよく方位１２０、水平方位０００に敵艦かん隊たいを捕ほ捉そく。旗艦ダインスレイフを発見』

　即そく座ざにＣＩＣはいつもの姿を取り戻もどした。

「ほぼ真下か。敵の数は？」

『八〇〇隻せきです』

　ロザリンドの報告に、アレティーノの眉まゆが上がった。聞き取り違ちがえたかもしれないと思い、アレティーノはレーダーを確かく認にんした。

　やはり、敵艦隊の数は八〇〇隻だった。

　企業連盟の艦隊は、速度をゆるめることなく、真っ直すぐに艦隊の腹部を狙ねらって突とつ進しんしてくる。光子魚ぎよ雷らいの作った火柱に足止めされた第一一艦隊とでは速度が二桁けたは違っていた。

　アレティーノに一いつ瞬しゆんの迷いを生んだ。

　その迷いが、突とつ撃げきしてくる企業連盟の艦隊には十分な隙すきとなった。

「ロザリンド、頭を敵艦隊に向けて迎むかえ撃うつ」

　それが間に合わない命令だとアレティーノにはわかっていた。それでもロザリンドは不満のひとつも言わずに指示に従ってくれた。

『敵艦隊、接せつ触しよくします』

「無理には応戦するな。敵の狙いは艦隊の突破にある。各艦の距きよ離りを開き、敵艦隊をやり過ごせばいい」

　レーダーに目を移せば、第一一艦隊の一万隻が作る円えん錐すい陣じん形けいに、企業連盟の八〇〇隻が作る小さなトゲが、突つき刺ささっていた。第一一艦隊のほぼ中央を、掘ほり進んでいく。

　足を止めた艦隊は脆もろい。その上、船の腹部を強きよう襲しゆうされたのだ。対処のしようがなかった。あと数秒早くロザリンドに指示を出せていれば、せめて敵艦隊に正面を向けて布陣できたものを。

「情報参さん謀ぼう、索さく敵てきは徹てつ底てい的にしてくれ。敵の別べつ働どう隊が来るはずだ」

　アレティーノに一いつ瞬しゆんの迷いを生んだのは、残り約七〇〇〇隻の存在だった。旗艦を含ふくむ少数をおとりにして、敵の艦列を乱し、のちに本隊で強襲する作戦は、ノウスベルン法王、ソウハク・コウユウが好んで使う策だった。以前、対たい峙じした際に、似たような状況を経験したことがアレティーノにはあった。過去の記き憶おくが判断をより鈍にぶらせた。

　旗艦グングニルの付近で、突撃艦が爆ばく発はつした。船から外れた高周波対艦刀とうが、重力子フィールドに阻はばまれて弾はじけ飛んだ。

　混戦になりながらも、ロザリンドは艦列を敵に向ける努力をしてくれた。だが、それも一足遅おそかった。

　企業連盟の艦かん隊たいは、奇き襲しゆうの成功に欲張ることなく、第一一艦隊の円えん錐すい陣じん形けいを貫つらぬくと、速度を落とさずに、振ふり向くこともなく、恒こう星せいの陰かげへと逃にげていった。

　その背中をアレティーノが追うことはなかった。すぐにやってくる敵本隊に備えるために、ロザリンドに再編の指示を出した。

　だが、再編の最中を狙ねらった敵本隊の襲しゆう撃げきはすぐにはこなかった。先の少数での奇襲からして、奇き抜ばつな策を用いる司令官であることは想定できた。あえて、タイミングをずらして襲撃をしてくるつもりか。

　作戦時計が、淡たん々たんと時間を明日へと進めていく。その経過を横目に捉とらえながら、アレティーノは焦しよう燥そうに駆かられた。同時に、天才用兵家の頭に疑念が浮かんだ。

　なぜ、敵の本隊は現れない。

　一時は乱れた艦隊の足並みも、ロザリンドによってすでに持ち直していた。

　情報参さん謀ぼうも息を殺して索さく敵てきに集中していた。戦せん闘とう参謀と参謀総長も、レーダーを凝ぎよう視ししている。

　これだけの策を講じる司令官が、なぜ、この好機を逃のがすのか。

　敵本隊が現れないのであれば、即そく座ざに転進し、先ほど奇襲を仕し掛かけてきた艦隊を追撃しておきたい。たった八〇〇隻せきであれば、瞬しゆん時じに壊かい滅めつさせられる。

　だが、敵の狙いがそこにあった場合が問題となる。転進したことで、敵の本隊に背後を取られる可能性もあった。

　停船し、索敵を強化してから、九分が経過した。

　アレティーノの頭が、現状に対する分ぶん析せきを済ませた。有力な案が五つ組み上がっていた。その中で、一番選びたくなかったものをアレティーノはあえて選んだ。

「ロザリンド」

『はい、提督』

「この環かん境きよう下で、電子デコイを一〇〇パーセント識別可能にする距きよ離りは？」

　アレティーノの質問の意図を即座に悟さとり、ロザリンドはわずかに表情を曇くもらせた。

『八〇キロで一〇〇パーセント識別可能です』

「一二〇キロの場合はどうだ？」

『提てい督とくのお考えの通り、二〇パーセントを下回ります』

　司令官と電子妖よう精せいのやり取りを、各参謀はじっと耳を澄すませて聞いていた。その耳に、アレティーノが気持ちに区切りをつけるように吐はき出したため息の音が届いた。

「敵旗艦のあとを追う」

　静かな言葉の中に、確かな苛いら立だちが含ふくまれていた。それは当然、ロザリンドに向けたものではない。押し黙だまった参謀たちに向けたものでもない。敵のくだらないペテンを見破れなかった自分に向けたものだった。




　エバンス艦かん隊たいに配属された将兵の気分は高こう揚ようしていた。元々、絶望的だと思われていた任務が、予想に反して順調に進んでいるのだ。あの天才用兵家を敵に回しているにもかかわらず。

　元コックの司令官の采さい配はいは、将兵の心に信しん頼らいの第一歩を刻みつけていた。それはエバンス艦隊を運営する幹部たる各参さん謀ぼうも同じだった。

　本作戦の開始から、レンの指し揮きはすべていい方向に作用していた。その周囲の空気の変化を、ネリーも肌はだで感じていた。恐おそらくレン自身も気づいてはいるはずだ。

　なのに、レンがまとった空気だけは、作戦開始時から変化がない。いや、最初に会った頃ころから変化がないといった方が正しい。

　今、エバンス艦隊は最大船速で、敵砲ほう撃げき艦がいる宙域を目指していた。相手が砲撃艦とはいえ、誰だれも余よ裕ゆうを感じてはいなかった。

　状じよう況きようが圧あつ倒とう的に不利なのは、今も何ら変わっていない。アレティーノに事実が知られたら、この作戦はそれまでなのだ。

　だが、浮き足立った気持ちがあるのも否定できない。作戦開始からすでに一時間二九分が経過した。約束の二時間まであと三〇分程度だ。そうすれば、クローバー艦隊と合流し、アレティーノ打だ倒とうに集中できる。あくまでクローバー艦隊を信じればの話だが。

『マスター、敵砲撃艦六〇〇〇隻せきを捕ほ捉そくしました』

　報告から一いつ瞬しゆん遅おくれて、レーダーに敵砲撃艦隊のデータが表示された。七倍以上の数だ。だが、恐おそれる必要はない。敵の砲撃艦は、企業連盟エバンス艦隊から見て、ほぼ正面に位置していた。

「オフィーリア、光子魚ぎよ雷らいを現座標に投下してください」

『はい。光子魚雷を投下』

　それから、目だけでレンがオフィーリアに合図を出すと、重力子フィールドが起動を開始した。

　フィールドの発生を待ってから、レンは少し興こう奮ふんした声で命令を出した。

「速度を落とさずにこのまま突とつ撃げきしてください」

　推すい進しん部が唸うなり声を上げた。速度はさらに上がり、企業連盟の突撃艦は、肉にく食しよく獣じゆうのように、敵砲撃艦に襲おそいかかっていく。抵てい抗こうする術すべを知らない共和国軍の砲撃艦は、まるでか弱い羊の群れのようだった。

　分厚い装そう甲こうをいとも簡単に、高周波対艦刀とうが貫つらぬき、切り裂さいていく。

　共和国軍の苦し紛まぎれのレーザー砲撃が、重力子フィールドによって弾はじかれた。その行動は、敵艦隊の慌あわてぶりをよく表現していた。

　だが、どれだけの想おもいを込めても、重力子フィールドをレーザー砲撃が貫くことはない。どれだけの砲ほう撃げきを集しゆう束そくさせても無む駄だなのだ。この無敵の盾たてを破れるのは高周波対たい艦かん刀とう以外に存在しない。

　その知識は、共和国軍の将兵も当然持ち合わせていた。それでも、高周波対艦刀という獰どう猛もうな牙きばを突つき立ててくる獣けものを前に、ただ捕ほ食しよくされるのを待ってはいられないのだ。

　押し寄せる恐きよう怖ふが静観を許さなかった。

　だから、共和国軍のレーザー砲撃も止まらない。

　またダインスレイフの重力子フィールドの上をレーザーが駆かけ抜ぬけていった。

　ネリーは盛大な花火となって散っていく敵艦隊を無感動に眺ながめた。感情を抱いだいてしまっては、戦場に二度と立てなくなると思った。

　たった八〇〇隻せきしかいない突とつ撃げき艦でも、砲撃艦にとってはまさに脅きよう威いだった。これは戦争という名の一方的な殺さつ戮りくでしかない。その言葉が脳に刻まれる前に、ネリーは振ふり払はらった。本当に戦場に立てなくなりそうだったから。

　レンは自分の顔を照らす敵戦艦の爆ばく発はつの閃せん光こうを、虚うつろな目で見ていた。

『敵砲撃艦の残存数、約三三〇〇隻』

　統制は完全に失われていた。バラバラに逃とう走そうを開始していた。それも仕方がない。ただ狩かられるのを誰だれが待つものか。

　人道的には、ここで手を止めるべきだ。撤てつ退たいするなら逃にがせばいい。降こう伏ふく勧かん告こくを出してもいい。だが、今の状じよう況きようはそのどちらの選せん択たくも許されない。

　逃がせば、また次に敵として現れる。だから、討うたなければならない。

　降伏勧告を出したところで、彼らは受け入れない。クラウディオ・アレティーノが健在であるうちは。

　だから、元コックの司令官に残された道は限られていた。

「敵砲撃艦を殲せん滅めつします。逃がさないでください」

　わずかでも砲撃艦を残せば、アレティーノを迎むかえ撃うつ際に、後方から砲撃を受けることになる。そうなれば勝ち目はない。

　なぎ倒たおされた敵砲撃艦の無残な姿がスクリーンに映し出された。

　それを見て、レンは奥歯を嚙かみ締しめた。それでもやめるわけにはいかない。

　ネリーの視界の中で、レン・エバンスは最後の一隻を撃げき沈ちんするまで、スクリーンから目を離はなさなかった。
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　自軍の消しよう耗もう率を抑おさえ、敵軍の撃沈率を上げることは、司令官に課された使命だ。これはどの時代の戦争においても変わることはない。十の兵力を用いて、十の兵を倒し、十の戦死者を出していては、司令官としては失格だ。

　そうならないよう頭を絞しぼるために、用兵家は存在している。

　だから、アレティーノが兵力の消費を最小限に留とどめ、最大限の打だ撃げきを敵に与あたえる作戦を選んだのは必然だった。

　このあとにはアロンダイトとの交戦も残されており、戦力の低下には十分気を配った。

　それは自然と、突とつ撃げき艦かんによる正面からの衝しよう突とつを、アレティーノに敬遠させていた。白はく兵へい戦を行えば、必ず損害が出る。それを避さけたかったのだ。

　同時に、自軍が誇ほこる最大の武力を用いなくとも、企業連盟のエバンス艦隊を撃破する自信と自負があった。

　今でもそれをおごりとは思わない。ただ、先のことに目が行き、足元が見えていなかったことは認めざるを得なかった。

　確実性よりも、効率性を優先したアレティーノの采さい配はいは、結果として大損害を被こうむった。

　砲ほう撃げき艦六〇〇〇隻せきの撃げき沈ちん。全ぜん滅めつだ。

　これほどの手痛い損害を被こうむったのは、この一〇年間に一度もない。

『提てい督とく、円えん錐すい陣じん形けいによる突撃を進言します』

　ロザリンドが事務的に言い放った。それは、勝利を確信した言葉でもあった。アレティーノは突撃艦の消しよう耗もうを避さけることを前提に戦術を組んでいた。その結果がこれだ。この先、小こ賢ざかしい策は必要ないとロザリンドも感じ取ったのだろう。

　正面からの激突となれば、共和国軍にも被ひ害がいは出る。だが、損害を避さけようとした結果が、このありさまだ。幼よう稚ちなペテンによって欺あざむかれ、砲撃艦六〇〇〇隻、将兵一八〇万人を失った。

　この状じよう況きように追い詰つめられてなお、ＣＩＣの各参さん謀ぼうの表情に焦あせりの色はなかった。彼らは信じているのだ。アレティーノとロザリンドが、自分たちを勝利に導いてくれると。このふたりにできないことが、他ほかの誰だれにできようか。

　世間がアレティーノを認めるから、信じるわけではない。司令官に彼らが望むのは、たったひとつだけだ。常に、自分たちを生きて連れ帰ってくれることだ。その点において、アレティーノが率いる第一一艦隊の生せい還かん率は、全艦隊の中で桁けた違ちがいに高い数値を示した。結果が信しん頼らいを生んだ。それが何よりも重要だった。

　アレティーノは今さら参謀に確かく認にんの言葉はかけなかった。彼らの沈ちん黙もくが肯こう定ていを意味していることは承知していた。長い者では、司令官に着任した当初からの付き合いがある。短い者でも、五年は共に過ごしてきた。人間嫌ぎらいと称しようされるアレティーノだ。誰かと親しん睦ぼくを深めることはなかったが、同じ空気を吸い続ければ、自然とお互たがいに情は湧わいた。

　その参謀たちが自分に任せるというのであれば、応こたえてやりたいとも思う。その感情が似合わないと思いながらも。

　アレティーノは顔を上げると、ロザリンドと向き合った。

『敵旗き艦かんダインスレイフ以下、突とつ撃げき艦八〇〇隻せきを捕ほ捉そく』

「円えん錐すい陣じん形けいで突撃だ」

　指示は単純にして明快だった。

　正面からの激突となれば、勝敗は見えていた。そして、その単純な正面からの激突を、アレティーノは選んだのだ。

　もはや、勝負は決した。今度こそ、この感覚にミスはないとアレティーノは確信した。

　スクリーンに企業連盟の艦隊の様子が、拡大映像で投とう影えいされた。アレティーノの艦隊に気がつき、即そく座ざに反転する。その周囲には、共和国軍の砲ほう撃げき艦の残ざん骸がいが無残に散らばっていた。徐じよ々じよに、恒こう星せいの重力に引き寄せられ、吸い込まれていく。

『各艦、白はく兵へい戦の用意を』

　旗艦グングニルも腹部に収めた巨大な槍やりを前面に構えた。正面のスクリーンにランス状の高周波対艦刀とうが映し出された。

　共和国軍の一万隻に対して、企業連盟はわずか八〇〇隻。

　それも、砲撃艦との戦せん闘とうを終えた直後のため、戦闘の準備が整っているようには見えなかった。

　何の小細工もない真っ向勝負だ。速度、質量、そして、数。このすべてにおいて、アレティーノの艦隊が勝まさっていた。

　勝敗は最初からわかりきっていた。

　だが、戦術レベルでの勝敗において、どちらに軍配が上がったかは、アレティーノ自身が誰だれよりも強く痛感していた。

　すでに戦闘開始から二時間一二分が経過していた。




「いいことばかりは続かないものですよ」

　後方からの敵艦隊の接近を知らせたオフィーリアの言葉に、レンはいち早く感想をもらした。それは用意されていた言葉のように、ネリーには思えた。

　電子デコイによる数のペテンがアレティーノに気づかれるのは、当初から時間の問題とされていた。遅おそければ遅いほど、企業連盟にとっては都合よかっただけの話だ。最後まで騙だまし通せるとは、ネリーも思ってはいなかった。

　ＣＩＣに諦あきらめの色が混ざり始めた。誰だれも弱音を言葉にはしなかった。口にすれば、それが現実になると思っていた。

　レンの顔に緊きん張ちようが見て取れた。それはアレティーノに予定よりも早く気づかれたことを裏打ちしていた。

「水平方位１８０に反転。円錐陣形で迎むかえ撃うちます。それと、先ほど投下した光子魚ぎよ雷らいの座標をください」

　オフィーリアは指示を即座に忠実にこなした。艦かん隊たいはすぐに反転し、円えん錐すい陣じん形けいを取った。光子魚ぎよ雷らいの座標が、ネリーの網もう膜まくにも投とう影えいされた。

　レンの眼球の動きから、虚こ空くうの数字を追っているのがわかった。

「オフィーリア、速力二〇パーセントで前進。敵を光子魚雷の射程内に呼び込みます」

　旗艦ダインスレイフを中心に置いた八〇〇隻せきの艦隊が、無む謀ぼうにもアレティーノ率いる一万隻の艦隊に接近していく。

　ＣＩＣに漂ただよう空気は、緊きん張ちようを通り越こし、俗世から隔かく絶ぜつされた透とう明めい感を保っていた。これもある種の興こう奮ふん状態なのだろうと、ネリーは結論づけた。

『敵艦隊との接せつ触しよくまで三〇秒です』

「残り二〇秒で減速してください」

『了りよう解かいしました。それと、四九秒後に、砲ほう撃げき艦が敵艦隊後方に到とう達たつします。砲撃のタイミングはどのようになさいますか？』

「砲撃可能な位置に配置後、即そく座ざに撃うってください」

　ふたりのやり取りを目まの当あたりにして、ネリーは自分が思い違ちがいをしていたのではないかと思った。

　艦隊の頭を敵に向けたのは、この最悪の状じよう況きようの中では、それが最もまともな選せん択たく肢しであるからだと認にん識しきしていた。

　八〇〇隻に対して、敵艦隊は一万隻だ。勝負にすらならない。

　それなのに、レンの指示は消極的な守りに徹てつするものではなく、すべて敵艦隊に対する攻こう撃げき命令だった。

　オフィーリアが指示に従い、艦隊を減速させた。

　それに合わせて、レンがオフィーリアに頷うなずいた。光子魚雷起き爆ばくの合図だ。

　目の前で数百キロにも及およぶ火柱が上がった。巻き込まれないように、オフィーリアがエバンス艦隊を後方に下がらせた。

　吹ふき荒あれた磁じ気き嵐あらしのおかげで、極ごく近きん距きよ離りにいる敵艦隊すらレーダーからロストした。それを見て、ネリーは二度とそこにアレティーノの艦隊が表示されないことを願った。それはＣＩＣの全員、いや、エバンス艦隊の将兵全員の願いでもあった。

　両軍を隔へだてた灼しやく熱ねつの壁かべは、ゆっくりと恒こう星せいに帰っていく。視界が繫つながる瞬しゆん間かん、スクリーンの向こうに光を見た。

「敵残存数は？」

　皆みなの注意がオフィーリアへと向いた。敵の残存数は、そのまま自分たちの生せい還かん率に関係していた。そのことを知ってか知らずか、オフィーリアは特別な感情をにじませずに、読み上げた。

『約九五〇〇隻です』

　最初に落らく胆たんが訪おとずれ、次の瞬間には、底知れぬ恐きよう怖ふがＣＩＣの床ゆかから這はい上がってきた。

　起死回生を狙ねらえる唯ゆい一いつの手は、不発に終わった。だが、なぜ不発に終わったのか、それを知る必要があった。

「情報参さん謀ぼう、光子魚ぎよ雷らい起き爆ばく直前のレーダーのログを」

　モンティーユはネリーの言葉が終わるよりも先に答えをレーダー上に表示した。アレティーノの艦かん隊たいは、エバンス艦隊の減速よりコンマ数秒遅おくれて、速度を大幅はばに落としていた。

「まだ、砲ほう撃げき艦の艦砲射撃があります」

　そのレンの言葉には珍めずらしく期待が込められていた。直後、共和国軍の艦隊の後方で、荒あれ狂くるう紅こう炎えんが立ち昇のぼった。その座標には、エバンス艦隊の最後の希望とされていた砲撃艦一〇〇〇隻せきがいた。それが一いつ瞬しゆんにして、恒こう星せいから上がった火柱に飲み込まれた。

　レンは目を見開き、口元を歪ゆがめ、そして、奥歯を嚙かみ締しめていた。

　絶望がＣＩＣに飛来した。ファルコが目を伏ふせ、ギュネスが顔を手で覆おおった。モンティーユはきつく瞼まぶたを閉じた。シュトロブルの顔にも、はっきりとした落らく胆たんが見えた。もはや打つ手はない。

『各艦に白はく兵へい戦の用意をさせます』

　現実に引き戻もどすオフィーリアの言葉に、レンは先ほどまでの感情の一いつ切さいを断ち切って、さらなる指示を飛ばした。

「敵艦隊の突とつ破ぱを優先してください。戦せん闘とうは二の次です。突破後は振ふり向かずに逃にげるよう徹てつ底ていを」

『マスターの言葉通りに各艦に伝えます』

　もう望遠を必要としない距きよ離りにまで、アレティーノの率いる突撃艦の群れは迫せまっていた。旗艦ダインスレイフのスクリーンに、巨大なランスの影かげが次々に飛び込んできた。

　円えん錐すい陣じん形けいの先せん端たんに配置されていた一〇〇隻程度は、簡単にアレティーノの槍やりに貫つらぬかれ撃げき沈ちんされた。

　ある艦は装そう甲こうを突つき破られ、ある艦は刀とう剣けん型の高周波対艦刀をへし折られていく。まさに圧巻の一言だった。

　企業連盟の船だけが、宇宙の塵ちりとなって消えていった。

「戦闘開始から、どれだけ経過しましたか？」

『二時間三二分になります』

「敵艦、正面だ！」

　ファルコ機関参謀が声を荒あらげた。スクリーンいっぱいに共和国軍の突撃艦が迫せまる。暴力的なランスが旗艦の首を狙ねらっていた。敵は一隻だけではない。次から次へと押し寄せてくる。

　高周波対艦刀同士が激しくぶつかり合った。重力制御されたダインスレイフの艦内が、倒とう壊かいするほどに揺ゆれた。全身を揺さぶられ、人の手による操作でまともに応戦できる状態ではなかった。オフィーリアがいなければ、もう撃沈されていたはずだ。

　立て続けに別の突とつ撃げき艦かんがランスを突つき立ててくる。

　二枚あるうちのもう一方で、度たび重かさなる攻こう撃げきを凌しのいだ。だが、それも一いつ瞬しゆんのことで、次の瞬間、左さ翼よくの高周波対艦刀とうが、力によってへし折られた。

　再び激しい揺ゆれが艦内を襲おそった。シートに背中をしたたかにぶつけ、ネリーが咳せき込んだ。まだ揺れは収まらない。

　エバンス艦隊の残存数は、すでに半数を切っていた。敵艦隊の突破まで、あと少しだが、あと少しが永遠の距きよ離りに思えた。

「第二推すい進しん部に直撃しています」

　情報参さん謀ぼうのモンティーユが、外部カメラの映像をスクリーンに回した。へし折られた高周波対艦刀が、ダインスレイフの左さ舷げん後部に突き刺ささっていた。

「機関部は無事か！」

　インカムに向かって、ファルコが咆ほえた。直後、推進部監かん視し用の計器が爆発した。破は裂れつした計器の一部が、ファルコに襲おそいかかった。頰ほおが切れ、二の腕うでに破片が突き刺ささった。鮮せん血けつが軍服ににじみ、床ゆかに滴したたり落ちる。すぐにモンティーユが駆かけ寄り止血を行った。その間も、ファルコは機関部の技師を呼び続けた。ようやく技師たちの怒ど号ごうによる返答がきた。

「動力回路の一部を損傷。予備回路を使用します」

　モンティーユがパネルを操作し、損傷をチェックする。
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「推すい力りよく八二パーセントに低下。こいつは痛いぞ」

『第二から第一三隔かく壁へきを閉へい鎖さします。各員、速すみやかに退去願います』

　迅じん速そくな対処を行うオフィーリアの様子を、ネリーは確かく認にんした。今、電子妖よう精せいが損傷すれば、総そう崩くずれになる。

　精密に仕事を進める姿に異常は見られなかった。どうやら大だい丈じよう夫ぶそうだ。ファルコの様子も悪くはない。時折、痛みに顔を顰しかめているが、もうしばらくは役割を果たしてくれそうだった。

「提てい督とく、ダインスレイフの操作はここで引き受けます。オフィーリアに、敵てき陣じん突とつ破ぱに専念してもらった方が確実です」

　計器の操作と確認をしながら、ファルコがレンに荒あらい声をぶつけた。

「そうですね。通信回線をもう一本、私に回してください」

　モンティーユが賛成し、ギュネスはすでにそのつもりで行動を開始していた。

「わかりました。皆みなさんの働きには期待しますよ」

『では、ダインスレイフの操作を預けます。よしなに』

　オフィーリアからの引ひき継つぎが完了した直後から、ＣＩＣは慌あわただしくなった。

　それでも立ち込めた死の香かおりがなくなったわけではない。今なお、不ふ穏おんな空気が周囲を漂ただよっている。だが、それを撥はね除のけようとする生命の光もここにはあった。

　崩れた円えん錐すい陣形を、再びオフィーリアが建て直していく。敵陣を突破する速度が、わずかに増した。

　その速度は徐じよ々じよに上がり、残り三〇〇隻は、敵艦隊の突破に成功した。

「針路を維い持じしたまま最大船速で離り脱だつします」

　レンは背中を丸めた前のめりの姿勢で、レーダーを睨にらんでいた。

　ネリーは敵艦かん隊たいの動きを目で追った。共和国軍の艦隊は、即そく座ざに反転し、追つい撃げきを開始した。レンと同じものを見ているのだと、ネリーは思ったが、すぐにそれが思い違ちがいであると気づいた。敵艦隊が反転してきても、レンはまったく反応しなかった。レンが見ているのは、レーダーではなく作戦時計だった。

「推すい力りよくが上がらない。このままでは追いつかれる」

　ファルコが舌打ち交じりに言った。ダインスレイフの推進部破損が、大きな問題となっていた。

　追いつかれたら、エバンス艦隊はそれまでだ。

「提督、降こう伏ふくなさるのでしたら、今しか」

　深みのある声で、シュトロブルは言った。

「それも考えましたが、ひとまずその必要はなくなったようですよ」

　言葉の意味がわからずに、ネリーはレンを見た。そのレンは、オフィーリアを見ていた。

　作戦開始から二時間四五分が経過していた。

　皆みなの疑問を払ふつ拭しよくするように、軽やかにオフィーリアが告げた。

『ＩＦＦがクローバー艦かん隊たいを捕ほ捉そくしました。旗艦アロンダイトも健在です』

　ＣＩＣの誰だれもが、希望の糸が繫つながったことに安あん堵どした。だが、レンだけは、クローバー艦隊の登場に、悔くやしそうな表情を一いつ瞬しゆんだけ見せた。

　ネリーはその瞬間を見逃のがさなかった。

　やはり、先ほどレン・エバンスに感じたものは気のせいではなかった。陽動と語りながらも、あくまで攻こう勢せいに出続けたのは、その真意をアレティーノから隠かくすためなどではなかったのだ。この元コックの司令官は、たった二〇〇〇隻せきの艦隊で、一万六〇〇〇隻の敵を討うとうとしていた。それも、天才用兵家クラウディオ・アレティーノを相手にして。

　ネリーと視線が合うと、レンは誤ご魔ま化かすようにして目を逸そらした。

「オフィーリア、クローバー艦隊の残存戦力はどうです？」

『総数は約一万二〇〇〇隻。突とつ撃げき艦九〇〇〇隻に、砲ほう撃げき艦三〇〇〇隻です』

　ネリーは報告を聞きながら、スクリーンに映し出されたクローバー艦隊の中に、兄の乗るアロンダイトを見つけた。

　共和国軍の砲撃艦はエバンス艦隊で殲せん滅めつした。戦いの中ちゆう核かくとなる突撃艦の数もほぼ同数。これで勝敗の行方ゆくえはわからなくなった。




　　　　　　　　６




　クローバー艦隊の登場に対する共和国軍第一一艦隊の行動は、どこまでも冷静だった。すでに戦力としてカウントできないエバンス艦隊の追撃を即そく座ざにやめ、仕切り直しをするために航路を恒こう星せいの上に向けると、アロンダイトの索さく敵てき範はん囲いから颯さつ爽そうと姿を消した。

　敵艦隊が索敵範囲から逃のがれ、一応の安全が確保されると、ロイはようやくレーダーから意識を逸そらした。スクリーンの左面に映った元コックが率いるエバンス艦隊の様子を見た。

　各艦かん艇ていの損傷は激しく、生き残った約三〇〇隻せきも、満身創そう痍いの状態と呼ぶに相応ふさわしい有様だった。送られてきた戦せん闘とうデータによれば、旗艦ダインスレイフも推すい進しん部に損傷を負っていた。

　よく全滅を免まぬがれたものだ。

　それはロイの素す直なおな感想だった。作戦開始から二時間は確実に陽動を成功させると、レンは事前の作戦会議で語った。それに対し、ロイは一時間三〇分が限界だろうと言った。それも容易な時間ではなかった。

　作戦開始から一時間三〇分が経過した時点で、ロイはエバンス艦隊の全滅を意識した。相手がアレティーノでなくとも、たった二〇〇〇隻で、八倍の一万六〇〇〇隻を敵に回すなど無む謀ぼうだった。

　だが、結果的にエバンス艦かん隊たいは二時間四五分戦い続けた。あと一〇分でも、ロイの到とう着ちやくが遅おくれていれば、本当に全ぜん滅めつしていただろうが。

　時間経過ごとの戦局の推すい移いをロイは目で追った。ちょうど開始から二時間のところで目を見開いた。無意識に眉まゆが動いた。

　二時間。

　それは、レンがロイに要求してきた時間だ。二時間で星系護衛艦隊を撃げき破はし、この恒こう星せいの裏側に駆かけつけてきてほしいと。作戦を聞かされたときは、レンの正気を疑った。だが、正気であったことを証明するかのような戦せん闘とう記録をロイは目まの当あたりにすることになった。

　約束の二時間目を迎むかえたとき、ロイはまだ星系護衛艦隊との戦闘の最さ中なかにあった。敵の強固な布ふ陣じんを突とつ破ぱするのに、予想以上の苦戦を強いられた。敵艦隊もまた、時間稼かせぎを目的に行動していた。無理な戦闘は避さけ、アレティーノがエバンス艦隊を撃破して駆けつけるまで、積極的な戦闘はしないつもりだったのだろう。敵艦隊は消極的な戦闘と、潔いさぎよい撤てつ退たいを繰くり返した。おのずと、星系護衛艦隊を撃げき滅めつするのに、二時間以上を要した。

　そのロイに対して、戦闘開始から二時間目を迎むかえたエバンス艦隊は、順調に陽動を成功させていた。一度など、たった八〇〇隻の艦隊で、一万隻の敵艦に突撃を敢かん行こうしていた。撃げき沈ちんされたのは、艦かん砲ぽう射撃による約二〇〇隻だけだった。

　データを確かく認にんするにつれ、ロイは全身の毛穴から汗あせが噴ふん出しゆつするのを感じた。驚きよう異い的な結果をエバンス艦隊は残していた。その事実は、作戦会議の冒ぼう頭とうでレンが瞳ひとみの奥に隠かくした感情がなんであったかをロイに教えてくれた。レンは純じゆん粋すいにアレティーノとの交戦を望み、自分の実力が通用するかを、確かめようとしていたのだ。ひとりの用兵家として。それはあまりに無む邪じや気きな好こう奇き心と闘争心だった。

　主のバイタルの変化に、コーデリアは少し不安そうな顔を見せた。それに気づいたロイは静かに息を吸い込むと、音を立てずにゆっくりと吐はき出した。瞬しゆん間かん的に吹ふき荒あれた動どう揺ようの嵐あらしは、何事もなかったかのように収まっていった。

　レンの残した結果が、ロイの描えがく未来に影えい響きようを与あたえたわけではなかった。

「コーデリア」

『はい、ロイ様』

「敵艦隊が恒こう星せいの陰かげに隠かくれるまでの時間で、向こうはこちらの索さく敵てきを十分に行えたと思うか？」

　最新しん鋭えいのコーデリアの演算処理能力でも、正確な敵艦かん艇ていの把は握あくには至らなかった。だからこそ、オフィーリアからの情報は有益となっていた。

　アレティーノの電子妖よう精せいロザリンドは、追撃戦の最中ということもあり、コーデリアよりも悪条件での索敵となったはずだ。その分の負荷が、索敵を遅おくらせたと考えるのは普ふ通つうである。

　だが、電子妖精の感覚は、その当人でなければわからない。

『誤差二パーセントの範はん囲いで、間に合わせたと思います』

「なぜ、そう思う？」

『でなければ、アレティーノ提てい督とくを不利な状じよう況きように追い込んでしまうからです』

　電子の存在でしかない少女が語るには、あまりに人間らしい理由だった。演算処理能力や数値ではなく、感情がそうさせる。確証は何もない。だが、コーデリアが同じ立場にいても、恐おそらく間に合わせたということなのだろう。

　自分にも想定できる答えをロイは必要としていなかった。だから、今のコーデリアの言葉には満足した。それは彼が考えて導き出せる解答ではなかったから。

「索さく敵てきが終わっているのなら、それを利用する」

　続く主の言葉に、コーデリアは耳を傾かたむけた。そうあることが、自分の幸せであるかのような顔をして。

「コーデリア、突とつ撃げき艦かん二〇〇〇隻せきで遊撃隊を編成しろ」

　はい、とコーデリアが慎つつましく答えた。

「何をなさるおつもりですか？　アレティーノの艦隊は九五〇〇隻。こちらは九〇〇〇隻と数では劣おとります。ここで兵力を削そぐような遊撃隊の編成は危き険けんではないかと」

　参さん謀ぼう総長の発言に、戦せん闘とう参謀も賛同した。

　数によって打ち負かされるのはロイも理解している。だからこその遊撃隊なのだ。総合戦力による正面からの衝しよう突とつは避さけなければならなかった。

　突撃艦の戦力差は、たったの五〇〇隻。だが、その数字を鵜う吞のみにしては敗北する。星系護衛艦隊との戦闘で、クローバー艦隊は残存する船も相当に疲ひ弊へいしていた。それに比べ、アレティーノの艦隊は、ほぼ無傷の九五〇〇隻なのだ。

　数にして三〇〇〇隻から四〇〇〇隻の差があると考えた方がいい。

　その旨むねを参謀に説明すると、デュムランもサロも押し黙だまった。普ふ段だんの彼らであれば、自分で気づいたはずだ。星系護衛艦隊との戦闘の疲つかれを、ロイは参謀たちの発言から感じ取っていた。

　数時間後、いや、数分後には自分も不用意な発言を許し、安易な策を用いるようになるかもしれない。人知れず、ロイは自らを律した。

『遊撃隊の編成が整いました』

　コーデリアは遊撃隊を作ると同時に、それを円えん錐すい陣じん形けいにする。指示を待たずとも、ロイの意図を的確に理解してくれていた。疲れるという概がい念ねんのない電子妖よう精せいを目まの当あたりにして、人間とは不便なものだと、ロイは心の中で苦笑をもらした。同時に、たとえ、自分が疲れで判断を鈍にぶらせても、コーデリアがいる限りは、そう間ま違ちがいが起こらないとも思った。

「残りの艦は立方陣形を取る」

「提督、あなたは一体何を」

「時間が惜おしい。自分で理解しろ」

　ロイはばっさりと参さん謀ぼうを切り捨てた。そこに悪意はない。本当に時間が惜おしいのだ。これまでの戦せん闘とうも含ふくめ、ロイは戦闘中に何かしらの感情を見せることは殆ほとんどなかった。

　だが、今のロイには逆立ったものが見え隠かくれしていた。平静を装よそおったところで、士官学校を出たての二十二歳さいに過ぎない。それなのに、あのアレティーノを敵に回そうとしているのだ。何者かが背中から急せき立ててくるのをロイは感じていた。

「残りの艦かんで、と仰おつしやいましたね。それは砲ほう撃げき艦もですか？」

「そうだ」

　無言で艦隊を再編するコーデリアは、ロイに言われるまでもなく砲撃艦も加えていた。

「砲撃艦を無益に沈しずめるおつもりですか」

　継けい続ぞくする戦闘の影えい響きようで、デュムランもサロも興こう奮ふんしていた。自然と声が大きくなり、シートから身を乗り出している。

「立方陣じん形けいはオトリだ。敵艦隊を正面から受け止め、二〇〇〇隻せきの遊撃隊を背後から突とつ入にゆうさせる」

　ロイの言葉に合わせ、コーデリアがレーダー上で仮想の艦隊戦を開始した。

　恒こう星せいの陰かげから姿を見せたアレティーノの率いる九五〇〇隻が、立方陣形を取るクローバー艦隊と接せつ触しよくした。クローバー艦隊は、敵艦隊の突進力を受け流すように、陣形を維い持じしつつ後退。その間に遊撃隊は別ルートを経由して、敵の背後に回り込む。そして、そのまま遊撃隊は敵艦隊に後方から突撃した。

　前後を企業連盟の艦かん艇ていに挟はさまれた共和国軍は徐じよ々じよに勢いをなくし、形勢はやがて企業連盟へと傾かたむいた。そこでシミュレーションは終しゆう了りようした。

「ですが、それなら砲撃艦を遊撃隊として扱あつかえば……」

「駄だ目めだ。アレティーノはこちらの砲撃艦の存在を知っている。その砲撃艦を使わなければ、私たちが勝てないこともな」

　天才用兵家が単純な数に誤ご魔ま化かされるはずはない。企業連盟の艦隊は、激しい戦闘を終えた直後の疲ひ弊へいした状態なのだ。だから、突撃艦同士の正面対決では、圧あつ倒とう的に共和国軍が有利であると、アレティーノなら気づいている。

　となれば、企業連盟が勝利するには、三〇〇〇隻の砲撃艦がカギとなる。この砲撃艦の存在が勝負の明暗を分ける重要な要素であると、誰だれもが思うことだろう。だから、その心理を逆手に取り、砲撃艦ではなく、突撃艦を遊撃隊としてロイは編成した。

「アレティーノにとって脅きよう威いなのは、突撃艦同士の白はく兵へい戦の最中に、こちらの砲撃艦に背後を取られることだ」

「はい、それは理解しております」

「となれば、砲撃艦に対処する策を事前に用意してくる。恐おそらく、敵も艦隊の一部を遊撃隊として編成し、砲撃艦を発見後、処理に向かわせる。その数、最大で一〇〇〇隻」

　三〇〇〇隻せきの砲ほう撃げき艦かんを処理するには十分すぎる数だ。逆に、それ以上、遊撃隊に編成しては、本隊の戦力が低下し、白はく兵へい戦の勝敗に影えい響きようを及およぼす。疲ひ弊へいしているとはいえ、ロイの下もとには約九〇〇〇隻の突とつ撃げき艦がいるのだ。

「ですが、それでも砲撃艦を立方陣じん形けいに参加させる理由にはなりません。戦力としてはカウントできないのですから」

「理解している。砲撃艦を使うのは、ただの数合わせだ。こちらの遊撃隊が突撃艦であることを、直前まで敵に悟さとられたくない」

『艦隊の再編、完かん了りようしました。ロイ様、いつでも動けます』

　司令官と参さん謀ぼう総長との間で交かわされた応おう酬しゆうを、コーデリアの一言が止めた。それを切きっ掛かけに、デュムランはもう何も言わなかった。ただ、小さくわかりましたとだけ言った。

「本隊は現軌き道どうのまま、恒こう星せいを周回する。遊撃隊は二光秒後方を追従。本隊が敵艦隊を発見後は、恒星下部を経由し、敵艦隊の背後につけ」

　戦せん闘とう開始から三時間一六分。再び戦場の幕が開く。
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　旗艦グングニルのＣＩＣに、疲つかれは感じられなかった。開戦時刻から、アレティーノや各参謀の顔色に変化はない。過去に、大戦と呼ばれる戦場を何度も経験している彼らにとって、二個艦隊を敵に回しての連戦など、日常的なものだった。それが第一一艦隊の底力ともなっている。急造の企業連盟とは、歴然とした差がそこにはあった。

　アレティーノの呼吸が規則正しく繰くり返された。集中力は戦場の中で、より研とぎ澄すまされたものになった。頭がクリアになり、視界が広がるような錯さつ覚かくを、アレティーノは感じていた。

　戦せん況きようが厳しいときに限って体に訪おとずれる感覚だった。それをアレティーノは戦場に酔よっているのだと以前に判断を下したことがある。

　敵艦隊の動きが手に取るようにわかる。それは蓄ちく積せきされたデータが明確なひとつの答えを導き出しているに過ぎない。だが、人間の感覚に置き換かえると、未来予知をしているような気分だった。

　一時、グングニルの艦内で、まことしやかに噂うわさが流れたほどだ。アレティーノには未来が見えるのではないかと。

　ロザリンドが敵艦隊の捕ほ捉そくを通達してきた。

　次なる作戦はすでに始まっていた。企業連盟の一個艦隊を撃破し、別艦隊の救きゆう援えんを捕捉した段階から、新たな目的のために行動していた。

　船の速度を示す数値は、先ほどから上じよう昇しようする一方だ。

「敵艦隊の数は？」

『二〇〇〇隻せきです』

「やはり、砲ほう撃げき艦かんを分けたか」

『いえ、突とつ撃げき艦です』

　予想と違ちがう返答に、アレティーノの顔が疑問に歪ゆがんだ。だが、すぐに納なつ得とくしたように、何でもないと、小さな声でロザリンドに囁ささやいた。

　敵の司令官はいい読みをしている。もし、自分が相手の立場にいれば、同じ策に出たかもしれない。

　敵の司令官、ロイ・クローバーのことを少し考え、やがて振ふり払はらった。無益なことに脳を費やしている場合ではなかった。ここは戦場だ。何より、アレティーノは、もしもなどという妄もう想そうに興味がなかった。

『作戦は続行してもよろしいですね？』

「ああ。砲撃艦であれ、突撃艦であれ、結果は同じだ」

　アレティーノの目が獲え物ものを見定める。

「電子デコイを射出だ」

　視線の鋭するどさに反して、声こわ色いろは淡たん々たんとしていた。




『遊撃隊が敵艦隊を捕ほ捉そくしました』

　遊撃隊より二光秒前方を航行する本隊から、敵艦隊の姿は捕捉できていなかった。

　コーデリアが敵艦隊の数と出現位置の詳しよう細さいを続けて報告した。総数九五〇〇隻。遊撃隊から見て、水平方位１７０、垂直方位０００。ほぼ真後ろといってよかった。

　予想外の敵の出現位置に、ＣＩＣの空気が凍こおった。

「なぜ、そのような位置にもういるんです!?」

　全員を代表するようにサロ戦せん闘とう参さん謀ぼうが裏返った声で叫さけんだ。同じ疑問が、司令官の頭の中を駆かけ抜ぬけていた。それでも遊撃隊への指示も忘れない。

「最大船速で、遊撃隊を本隊に合流させろ」

　ロイの視界の中で、コーデリアが悲しそうな顔で首を振ふった。

『敵艦隊の航行速度は、遊撃隊を約三二パーセント上回っています。合流前に追いつかれます』

　最善策を模も索さくするが、出てくる答えは、どれも最善というにはお粗そ末まつだった。遊撃隊の悲ひ惨さんな末路が、ロイの脳裏に焼きついた。

　退たい避ひが無理であるなら、せめて正面から戦うしかない。

「遊撃隊を水平方位１８０に回頭。無理に戦闘する必要はない。敵てき陣じん突破を最優先にしろ」

　それが無理な命令であることをＣＩＣの全員が感じていた。戦力差は五倍近い。

「コーデリア、本隊も追いつかれるな？」

『はい。恒こう星せいの重力を使い、航行速度を稼かせいだものと思われます』

　ロイが無意識に舌打ちをした。それはアレティーノという司令官の手しゆ腕わんを肌はだで実感したからだ。エバンス艦かん隊たいを撃げき破は後、アレティーノはすでに今の作戦を実行に移していた。ロイが艦隊を再編させている間に、恒星の重力を利用して航行速度を稼かせぎ、最初から背後に回るつもりでいた。

　それが果たして、最初から遊撃隊を狙ねらったものであったかはわからない。だが、次の作戦に移行するまでの思考は、恐おそろしく速い。

　迅じん速そくな思考と行動の持ち主だからこそ、そもそも企業連盟はリュンクス星系で、アレティーノと戦うはめになったのだ。

　敵を知る機会はすでにあった。アレティーノは二度の失態を見逃のがしてはくれないだろう。それがロイに自身に対する苛いら立だちを生んだ。

『遊撃隊と敵との距きよ離り、約一二〇キロ』

　もはや遊撃隊を救う手立てはない。逃にげ場のない一手を確実に打ってくる。それが銀河系に名が轟とどろく用兵家の手腕なのだとロイは理解した。

　遊撃隊の次は、この本隊が敵と接せつ触しよくする。このまま無様に敵に背中を向けているわけにはいかなかった。

「コーデリア、可能な限りでいい。速度を維い持じしつつ反転だ」

　クローバー艦隊は恒星に近づくように内回りで反転を始めた。恒星の重力を上う手まく利用し、殆ほとんど減速することなく、船の前後が入れ替かわった。

　感謝の意をこめて、ロイがコーデリアに視線を送った。コーデリアは瞳ひとみの中で小さく微笑ほほえみ、慎つつましく目礼を返した。

　息を吐つく間もなく、再びコーデリアが、敵艦隊を捕ほ捉そくした。今度の敵は、本隊の背後に姿を現した。

　驚おどろきの声を、サロが上げた。デュムランが息を詰つまらせた。

『後方の敵艦隊、総数九〇〇〇隻せきです』

　コーデリアの矛む盾じゆんをはらんだ報告が、ロイの脳内を刺し激げきした。

「そういうことか」

　アレティーノの策を、ようやくロイは理解した。そして、導き出した答えが間ま違ちがいではなかったことを証明するように、遊撃隊の背後に現れた九五〇〇隻の艦隊は、霞かすみのように消え去った。電子デコイの活動限界時間が訪おとずれたのだろう。残ったのはわずか五〇〇隻だけだ。

『申し訳ありません。電子デコイと気づきませんでした』

　コーデリアに合わせて、情報参さん謀ぼうからも謝罪の言葉が発せられた。だが、それに返答する猶ゆう予よはなかった。

　ロイの指示よりも先に、コーデリアは艦隊を再び反転させる。速度を維持する余よ裕ゆうなどまったくなかった。陣じん形けいの前後を入れ替かえるのではなく、その場で各艦かんを回頭させただけだった。おかげで、砲ほう撃げき艦が敵の矢や面おもてに立っていた。

　敵艦隊との接せつ触しよくまで残り一〇秒。足を止めた企業連盟の艦隊に対して、共和国軍の艦隊は恒こう星せいの重力も借り、スピードに乗っていた。

　円えん錐すい陣形を取る暴力的な兵が、駆かけ込んでくる。巨大なランスを構え、まるで騎き兵へいの大群が突とつ撃げきしてくるかのようだった。

　接触の直後、ロイの見つめる最前線で、大きな火花が幾いくつも上がった。それが味方の船の断だん末まつ魔まであると、ロイは自覚していた。




　両艦隊が接触すると、すぐに企業連盟の陣形は崩くずれた。後退することで、円錐陣形の突進力を緩かん和わしてはいるが、受け流しきれていない。

『水平方位０１０より、敵突撃艦二〇〇〇隻せきが接近してきます』

「構うな。このまま前進だ。合流前に敵本隊を突破すればいい」

　アレティーノの指示は、確実に勝利へと繫つながる一手になっていた。だが、どれだけ状じよう況きようが好転しても、アレティーノの集中力が途と切ぎれることはない。

　敵司令官の実力は十分に認めていた。それを認めた上で、相手が誰だれであれ関係ない策を決定打として使っているのだ。

　勝利が確定するまで、アレティーノに死角はなかった。

「ロザリンド、二本目の槍やりを打ち込め」

　攻こう撃げきの手は緩ゆるめない。少しでも敵陣突破が鈍にぶったと思えば、すぐに次の手を打った。

　アレティーノの指示で、円錐陣形の先せん端たんがわずかに開く。そして、その中から第二の円錐陣形が生まれた。

　ロザリンドの目が何か言いたげにアレティーノを見ていた。意地が悪いと言いたいのだと、アレティーノにはわかった。今、使ったのは、敵艦隊の司令官が以前に用いた戦法だ。

「相手があの軍神なら自分の用いた策に対たい抗こうする手段くらい用意している」

『気の毒ですね。あの軍神と比べられては』

　鋭えい利りな二本目の槍やりは、面白いくらい簡単に企業連盟の艦隊を貫つらぬいていった。その結果に、アレティーノはさほど満足していなかった。敵は陣形の維い持じを放ほう棄きし、中央の船を外に逃がしたために、突破が容易になっただけだ。

　対応には程遠いが、何もしないよりは犠ぎ牲せいを少なくすることができていた。

『このまま、中央突破でよろしいですね？』

　念のための確かく認にんでしかなかった。アレティーノはただ頷うなずいて応えた。

　クローバー艦隊は立方陣形の中央を貫つらぬかれた。中央に空いた大きな穴を、共和国軍第一一艦隊が悠ゆう々ゆうと通り抜ぬけていく。優ゆう劣れつは誰の目にも明らかだった。なんとか、後方から追いついた遊ゆう撃げき隊たいも、アレティーノが率いる艦かん隊に無残に引きちぎられた。

　敵てき陣じんを突とつ破ぱした共和国軍は、一度敵から距きよ離りを置いた。だが、それは企業連盟にとって、祈いのりを捧ささげる程度の猶ゆう予よでしかなかった。

「速度を維い持じしたまま水平方位１８０に転進だ」

　冷静かつ残ざん酷こくに、アレティーノは告げた。攻こう撃げきの手を休めることなく、敵の戦力を削そぎ落とす。戦場が無む慈じ悲ひな空間であるということは、幾いく多たの将兵の命を奪うばってきたアレティーノの体に痛いほど刻きざみつけられていた。




「提てい督とく、もはや、これまでかと」

　デュムランは青白い顔をしていた。ＣＩＣの各参さん謀ぼうの顔には、やはりアレティーノには勝てないと書かれていた。白旗を上げる前に、敗戦ムードが立ち込めた。

　電子デコイを用いたアレティーノの策に踊おどらされ、戦せん闘とう可能な突撃艦の数は、四〇〇〇隻せきを切っていた。三〇〇〇隻の砲ほう撃げき艦は、もはや見る影かげもなかった。

　恒こう星せいを間近に控ひかえての戦闘は、船に大きな負ふ担たんとなり、消しよう耗もう率の増加を招いていた。損傷した艦かん艇ていは、恒星の熱で爆発する前に、後方に下げなければならなかった。

　すでに前線を離り脱だつさせた艦艇は、六〇〇〇隻にもなる。撃げき沈ちんされたのはそれ以上となっていた。

「私も参謀総長と同意見です」

　サロがデュムランに続いた。

「コーデリア、艦隊を集結させ、再度立方陣じん形けいだ」

「提督！」

「余力がないのは、アレティーノも同じだ」

　それは先ほどからの共和国軍の作戦が語っていた。電子デコイによる撹かく乱らんなどに頼たよったのは、砲撃艦をエバンス艦隊により撃破され、アレティーノも戦術の幅はばを失っているからにほかならない。

　危機的状じよう況きようではあるが、見方によってはひとつの好機なのだ。

　それに、ここまで奮ふん戦せんした挙句、敗北するわけにはいかない。せめて勝利することこそが、命を散らした将兵への責任であると、ロイは考えていた。

　加えて、元コックの司令官は、たったの二〇〇〇隻で、アレティーノに挑いどんだのだ。まだ叩たたく兵力を持つ自分が、おめおめと降こう伏ふくなどできるはずがなかった。

　レンのことを考えていると、ひとつの疑問が湧わいた。

　現在、クローバー艦隊は、エバンス艦隊と合流した宙域に戻もどってきていた。恒星を一周したのだ。損傷の激しいエバンス艦隊の姿を探したが見当たらなかった。

「コーデリア、ダインスレイフはどうした？」

　活動を鈍にぶらせていたロイの脳内が透すき通っていく。

『現在の予測航路を出します』

　激しい戦せん闘とうの裏で、エバンス艦かん隊たいの航路データをシミュレーションしていたコーデリアの有能さに、ロイは素す直なおに驚おどろきを感じた。同時に感謝もした。

　レーダーにエバンス艦隊の航路が線として現れる。ほぼ恒こう星せいの真上に位置していた。恒星の重力を利用し、艦隊の速度を上じよう昇しようさせている。エバンス艦隊の数分後の航路を見て、ほつれていたロイの思考が一本に繫つながった。エバンス艦隊は戦場となっている高度にまで降下していた。

　その情報がひとつの仮定を生み、ロイの組み上げた作戦に若じやつ干かんの修正と変へん更こうが加えられていった。

『ロイ様、遊ゆう撃げき隊の再編はどうなさいますか？』

「損傷の軽けい微びな五〇〇隻せきを選び、即そく座ざに敵の索さく敵てき圏けん外がいに逃にがせ」

『航路は恒星の下方でよろしいですか？』

「ああ」

　デュムランとサロが席を立った。それは彼らの最大限の抗こう議ぎだ。

「これで失敗すれば負けを認める」

　そのロイの目を信じ、ふたりの参さん謀ぼうは静かに座った。

「自信はおありなのですか」

　デュムランが落ち着きのある声で聞いた。

「あるといえばある。だが……」

　その続きをロイは口にはしなかった。




　前方に姿を見せた敵艦隊の布ふ陣じんを見て、グングニルのＣＩＣに微かすかな動どう揺ようが走った。白旗を上げるであろうと、誰だれもが思っていた。

　それなのに、敵は円えん錐すい陣じん形けいを取り、共和国軍を迎むかえ撃うつように構えていた。

　何か、秘ひ策さくがあるのではないか。絶対的な優位に立っても、アレティーノが敵を侮あなどることはなかった。より警けい戒かい心が高まっていく。

『提てい督とく、どう思われますか？』

　アレティーノにわからなければ誰にもわからない。そして、アレティーノにわからなければ、敵に意図などない。少なくとも、ロザリンドと五名の参謀はそう信じることができた。

「円錐陣形を取った理由は簡単だ。立方陣形で防ぐよりも、円錐陣形で戦った方が、被ひ害がいを抑おさえられると判断しただけのことだ」

　無む駄だな足あ搔がきであることを、グングニルの全員が悟さとっていた。戦力差は、二倍にもなっている。企業連盟の四〇〇〇隻に対して、共和国軍は今なお九〇〇〇隻の突とつ撃げき艦を擁ようしているのだ。

「ロザリンド、敵の正確な数は？」

『約三五〇〇隻せきです』

「先ほどより減っているな」

　再び遊ゆう撃げき隊による側面、または後方からの攻こう撃げきが狙ねらいなのだろう。ここまで追い詰つめられてしまっては、確かに企業連盟が取れる策は他ほかにない。本隊で共和国軍の艦かん隊を受け止め、その間に遊撃隊で強きよう襲しゆうする。狙ねらうのはこの旗艦グングニルだ。

　司令官と電子妖よう精せいを失えば、艦隊は大混乱となるだろう。支柱となる司令官が有能であればあるほど、その反動は大きく出る。

　だが、もはや戦場に憂ゆう慮りよすべきことを残すことはない。次に敵艦隊と接せつ触しよくすれば、決着がつく。再度、陣じん形けいを建て直し、もう一戦するだけの戦力は残らないだろう。何より、企業連盟に次を許すつもりは、アレティーノにはなかった。

「これで終わりにしよう」

　アレティーノの宣言に各参さん謀ぼうが頷うなずいた。

「終わらせましょう」

　参謀総長が力強く応こたえた。

　ランス型の高周波対艦刀とうが起動する。不敗を誇ほこっていた重力子フィールドを唯ゆい一いつ貫つらぬく最強の槍やりだ。

　円えん錐すい陣形を取った第一一艦隊は、同じく円錐陣形を取った敵艦隊に突とつ進しんした。

　両軍の距きよ離りが刻一刻と縮ちぢんでいく。

　接触まであと五秒。ロザリンドのカウントダウンが心地よくＣＩＣに響ひびき渡わたった。

　そして、再び一〇〇〇メートルを超こす高周波対艦刀を構え、両軍は激突した。




　アロンダイトは激げき震しんの中にあった。

　共和国軍艦隊はいとも簡単にクローバー艦隊が作る円錐陣形の頭を潰つぶした。まるでそれ自体が巨大なランスであるかのように、共和国軍の第一一艦隊が作る円錐陣形の突破力は脅きよう威いだった。先せん端たんが突つき刺ささり、力任せに企業連盟の船を破は壊かいしていく。

　爆ばく発はつの光が、アロンダイトのスクリーンを明るく照らした。

「コーデリア、中央だけ抑おさえればいい」

『アロンダイトを後退させてもよろしいですか？』

　誰だれよりもロイの身を案じての言葉だった。それに気づいていながらも、ロイは首を横に振ふった。

「中央に戦力を集めろ。アロンダイトもだ」

『わかりました』

　決意の目でコーデリアが答えた。退たい避ひを拒こばむのであれば、戦い、生き抜ぬくしか道はない。

　アロンダイトの高周波対たい艦かん刀とうが敵突とつ撃げき艦を切り裂さいた。その直後、別の敵突撃艦のランスが目の前に迫せまった。それを二本の高周波対艦刀で振ふり払はらう。コーデリアは危機を凌しのいでみせた。慎つつましく清せい楚そな少女である彼女からは想像もできない勇ましさだ。

　それでも立て続けに来る猛もう攻こうを防ぐには限界があった。兵力には二倍以上の開きがあるのだ。圧あつ倒とう的な数の差による綻ほころびは阻そ止しできなかった。陣じん形けいが徐じよ々じよに崩くずれていく。それでもコーデリアはロイの指示には忠実に、中央の壁かべを厚くしていた。

　だが、それにもやがて限界が訪おとずれた。

　突進力を増した共和国軍の艦隊が、強固に守った中心部分を切り崩くずした。

『お願いします。後退をお許しください』

　コーデリアの悲痛な願いは、またしてもロイによって却きやつ下かされた。

「駄だ目めだ」

　スクリーンに映し出される敵の攻撃を恐おそれることもなく、ロイはじっとその先の虚こ空くうを見据すえていた。そこに憎にくき敵がいるかのような目で。




「ロザリンド、三本目の槍やりを打て」

　勝利を確信してなお、アレティーノに油断はない。それが最後の一手になると知りながらも。それが勝ち方を熟じゆく知ちしている天才司令官のやり方だ。

　敵の司令官が次の攻撃に対処できないのは知っている。それに加え、今度は円えん錐すい陣形だ。中央に密集する陣形では、立方陣形と違ちがい退避が難しい。被ひ害がいはさらに大きくなることだろう。

　そのとき、警告音が響ひびき渡わたった。それは新たな敵艦隊の察知を知らせる音だ。普ふ段だんはロザリンドが事前に認にん識しきし、音声によって伝えてくれるから耳にする機会は少ない。

　逆をいえば、予期せぬアンノウンの出現を伝えるものでもあった。張り詰つめたＣＩＣの雰ふん囲い気きに拍はく車しやがかかった。

　だが、その中にいて、アレティーノだけは冷静さを保っていた。

「敵の遊撃隊だな。位置は？」

『水平方位３３０、垂すい直ちよく方位２７０です。数は約五〇〇隻せき』

　敵の出現位置はほぼ真上。即そく座ざに精密な計算を、アレティーノは行った。

「艦隊後方の一〇〇〇隻を後退させ、遊撃隊の対処に当たれ」

　主の命令をロザリンドは形にしていく。正面の敵と戦うことも忘れずに、わずか三〇秒足らずで、一〇〇〇隻の小艦隊を作り上げた。そして、休む間もなく、敵遊撃隊の対処に向かわせる。

　そこで、再び警報が鳴った。ＩＦＦが新たな敵てき影えいをキャッチしていた。場所は降下してくる遊撃隊の後方だ。

「ロザリンド！」

　戦せん闘とうが始まって以来、初めてアレティーノが声を荒あらげた。一回目の警報で察知した敵艦かん隊たいの他ほかにまだ何かいるというのか。

　疑問への答えは敵味方識別が確定するまで出なかった。

『旗艦ダインスレイフを確かく認にんしました』

　アンノウンと書かれていたタグに、ダインスレイフの文字が刻まれた。

　模式化されたダインスレイフのアイコンは、遊ゆう撃げき隊の三倍にはなろうかという速度で、接近してくる。

　再度、小艦隊の編成がアレティーノの頭に浮かんだ。だが、ダインスレイフを中心とした、たった三〇〇隻せきの突とつ撃げき艦の足を止めることはできない。速度が上がりすぎている。豊富な経験が、打つ手なしという残ざん酷こくな結果をアレティーノに叩たたきつけてきた。

　それでも指示を飛ばした。ダインスレイフの足を止めろと。意味がないとわかっていながら。




　アレティーノがダインスレイフを感知したのと同時刻、コーデリアは電子の世界で、オフィーリアと会っていた。

『コーデリア、敵艦隊のデータを渡わたしなさい』

　確認の視線をコーデリアがロイに向けるより前に求めた答えは返ってきた。

「敵艦隊のデータをダインスレイフに送れ。グングニルの座標データが最優先だ」

　ロイの姿を見ることなく、コーデリアはオフィーリアとのデータリンクを完かん了りようした。

『あとは任せなさい』

　オフィーリアが電子の世界で、コーデリアの頭をやさしく撫なでた。

「遊撃隊は、ダインスレイフの航路を確保。本隊を離はなれた敵艦の足止めを行う」

『了りよう解かいしました』

　まだ、コーデリアにも安息の時間は訪おとずれなかった。




　ダインスレイフのＣＩＣは極度の興こう奮ふん状態にあった。オフィーリアがアロンダイトから受け取った敵艦隊のデータをレーダーに反映した。

　円えん錐すい陣じん形けいの中央に、一隻せきだけ赤く記された船があった。それが標的となる共和国軍第一一艦隊旗艦グングニルである。

「目標は敵旗艦グングニルです。他ほかは無視して構いません」

　レンが荒あらい呼吸を繰くり返しながら、確かな意思を込めて言った。かつて、クラウディオ・アレティーノを討うつと宣言した者は幾いく人にんいたのだろうか。それを果たした者は、未いまだにひとりも存在していない。最初のひとりとなるのが、レン・エバンスなのだろうか。元コックの司令官の息遣づかいを側そばに感じながら、ネリーはそんなことを考えていた。

『敵の小艦隊、針路をこちらに向けました』

「クローバー艦かん隊たいの遊ゆう撃げき隊が道を作ってくれますよ」

　その言葉通り、約五〇〇隻せきからなるクローバー艦隊の遊撃隊は、エバンス艦隊と、アレティーノの小艦隊の間に割って入った。わずかに敵艦隊の足が鈍にぶる。その間かん隙げきを縫ぬって、ダインスレイフを中心としたエバンス艦隊は、敵の防衛策をあっさりと抜ぬき去った。

「白はく兵へい戦の用意を」

　司令官の指示に合わせて、高周波対艦刀とうが抜かれた。

　その数秒後、エバンス艦隊は、アレティーノが率いる共和国軍第一一艦隊の頭上に、流星のように降り注いだ。

　恒こう星せいリュンクスにおける戦せん闘とうが始まってから、一度も崩くずれることのなかったアレティーノ自じ慢まんの円えん錐すい陣じん形けいに、このとき初めて亀き裂れつが生じた。エバンス艦隊の突とつ撃げきによって、中央から寸断されていく。




　アロンダイトから見る、エバンス艦隊の突撃は、まさに流れ星のようだった。一いつ瞬しゆんで現れ、一瞬にして通り抜けた。

　エバンス艦隊が高速でアレティーノの艦隊を貫つらぬくと、それまで絶対を誇ほこっていた敵艦隊の統制に綻ほころびが生じた。ロイが横目でコーデリアに意見を求めると、彼女はただ小さく頷うなずいた。

　まだレーダーに旗艦グングニルの反応は残っている。だが、電子妖精ロザリンドが変調をきたすだけの損傷を与あたえたのは間ま違ちがいなかった。

　ロイは静かに戦いの終わりを感じた。
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　これまでに味わったことのない衝しよう撃げきが旗艦グングニルを襲おそった。それが高周波対艦刀の直撃であるのだと、アレティーノは初めて知った。体を左右に揺ゆさぶられ、頭をかばって身を縮ちぢめた。

『第一……推すい進しん、破損……』

　顔を上げたアレティーノは、事態の大きさをロザリンドの異変として受け取った。精密だった立体映像は乱れ、ロザリンドの美しい体の一部が欠け、全身が透すき通っていた。

『……機関部……隔かく壁へき……閉へい鎖さ……』

　音声出力にも異状が見られた。言葉がきちんとアレティーノに届かない。そのアレティーノの愕がく然ぜんとした反応で気づいたのか、ロザリンドは意思の出力を文字へと切り替かえた。

　ＣＩＣの各参さん謀ぼうの視界に、網もう膜まく投とう影えいを通して、ロザリンドからの報告が届けられた。

　──第一推進部大破。

　──第一機関部の隔壁を閉鎖。

　続けて、アレティーノにだけ、次の言葉は告げられた。

　──総員に退たい艦かん指示を。

　そのロザリンドの判断が、旗艦グングニルの損傷の大きさを物語っていた。

「参さん謀ぼう総長、白旗を」

　もうこれ以上の犠ぎ牲せいを出す必要はない。アレティーノは冷静に司令官としての任務を全まつとうした。

　参謀総長は深々と頷うなずき、奥歯を嚙かみ締しめながら白色の発光弾だんを打ち上げた。同時に、情報参謀が随ずい伴はん艦に降こう伏ふくの旨むねを伝えた。

　──総員に退艦命令を出してください。あまり長くは……。

「それと総員に退艦命令だ。速すみやかに頼たのむ」

　情報参謀が今度は艦内に退艦の指示を飛ばした。旗艦グングニルを任地とする各参謀にとって、退艦命令を通達するのも、白色の発光弾を上げるのも初めてのことだった。

　やってみれば、味気ないものである。もう他ほかにやることはないのだ。

「総員の退艦と言ったはずだ。君たちも急いでくれ。退艦までの指し揮きは私ひとりで十分だ」

　──提てい督とくもお急ぎください。

　誰だれもその場を動かない。退艦を知らせるアラートは鳴り響ひびいているのに、なぜだか、ＣＩＣには静かな空気が流れていた。幾いく重えにも感情の絡からまったざらついた戦場の香かおりはしなかった。死の恐きよう怖ふも、興こう奮ふんも、何もかもが、落ち着きを取り戻もどしていた。あるのは無色透とう明めいな感情だけだった。

「君たちは急げ。命令だ」

　各参謀たちは、このアレティーノの言葉が何を示しているのかわかった。

　──提督もお急ぎください。

　それはロザリンドも同じだった。十年を共に過ごしてきた相手だ。わからないはずがない。

　──提督もお急ぎください。

　再三のロザリンドの警告を、アレティーノは無視した。視界には入っている。網もう膜まくに投とう影えいされているのだから当たり前だ。

「急ぎたまえ」

　参謀総長がすっとアレティーノに敬礼をした。それに他ほかの四人の参謀が続いた。真しん摯しな表情を返す者、普ふ段だん通りの生き真ま面じ目めな顔をする者、涙なみだを必死に堪こらえる者、そして、微び笑しようを浮かべる者がいた。

　アレティーノは何も言わずにただ敬礼を返した。それが別れとなった。五人の参謀は提督の最後の命令に従い、速すみやかに退艦していった。

　ふたりには広すぎるＣＩＣに、アレティーノとロザリンドだけが残った。

　──クラウディオ、どうして！

「その理由を君が聞くのか？」

　──冗じよう談だんはやめて、あなたも早く退たい艦かんを！

「その方が悪い冗談だ。君をひとり置いてなどいけるか」

　おどけた口調の中に、強い意志のこもった声こわ音ねだった。

　ロザリンドが明度の下がった手でアレティーノの体を押そうとする。だが、それは彼女が万全の状態であっても不可能なことだ。

　──お願い、クラウディオも行って。

「私は十分に戦った」

　──知っているわ。ずっとあなたの側そばにいたのだから。

「ひとつくらい願いが叶かなっても、誰だれも咎とがめはしないだろう」

　アレティーノの瞳ひとみが、真っ直すぐにロザリンドを見た。手を伸のばし、そっとロザリンドの頰ほおに触ふれた。だが、そこにぬくもりはない。

　人と電子妖よう精せいは共に生きることはできない。ふたりがどれだけ強く望んでも。それは叶わない夢なのだ。許された道はただひとつ。共に散っていくことだけ。それがふたりを永遠に繫つなぎ止める。

　ロザリンドの目から大粒の涙がぽろぽろと零こぼれ落ちた。

「君の泣き顔を見るのは初めてだな」
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　──ごめんなさい。

　もうロザリンドは、アレティーノに退たい艦かんを促うながさなかった。

　──でも、ありがとう。

「礼を言うのは私の方だ」

　アレティーノが顔をほころばせると、ロザリンドは涙で頰ほおを濡ぬらしながら、それでも幸せそうに笑った。

　それから九分後、共和国軍第一一艦かん隊たい旗艦グングニルは、恒こう星せいリュンクスに看み取とられながら散った。




　敵艦隊の中央から上がった白色の光を、ロイは感かん慨がい深げに見ていた。

　天才用兵家の名で呼ばれ、企業連盟の独立の芽を摘つむ強敵として現れたクラウディオ・アレティーノを撃げき破はしたのだ。クローバー艦隊と、エバンス艦隊の協力によって。

　時間の経過と共に、じわじわと勝利の実感がＣＩＣに伝染していった。各参さん謀ぼうの頰はまだ緊きん張ちように強こわ張ばっていたが、少しずつ解放されてゆるみ、各おの々おのが顔を見合わせて、目の前の現実が夢ではないのだと確かく認にんし合った。それから、示し合わせたように、一同が作戦の成功に喜びの声を上げた。言葉にならない咆ほう哮こう。艦内は歓かん喜きと興こう奮ふんに包まれた。

　白旗が上がる前から、共和国軍第一一艦隊の戦せん闘とう行動は殆ほとんど停止していた。そのため、終結に時間は必要なかった。絶対的な支柱が傾かたむいた時点で戦いは終わっていた。アレティーノに頼たより切っていた将兵たちの動どう揺ようは、推おし量れるものではなかった。

　ロイは体の力を抜ぬくと、全体重をシートに預けた。奇き跡せき的な勝利の美味を味わっても、張り詰つめた精神は少しも解放されなかった。ただ、もはや、アレティーノのことも頭にはなかった。

　すでに役目を終えたレーダーに、ロイは改めて視線を向けた。探し求めたのは、ダインスレイフの識別子だった。それに気づいたコーデリアが、位置を知らせてくれた。

　たった三〇〇隻せきの突とつ撃げき艦の群れは、今もなお、箒ほうき星ぼしのように恒星リュンクスの側面を、上から下へと流れていた。

　レン・エバンス。

　元コックの司令官の名が、ロイの脳裏に焼きついていた。体の真ん中に空くう洞どうが出来たような居心ごこ地ちの悪さをロイは感じていた。何かに急せき立てられるような落ち着かない気持ちだった。その感情の名をしばらく探ってみたが、すぐに答えは見つからなかった。




　──銀河星せい暦れき九九一年四月二日

　この日のことを、後にレン・エバンスは『とても疲つかれた日』と語り、ロイ・クローバーは『本当に恐おそろしいのは誰だれかを知った日』と語ることになる。











終章






　恒こう星せいリュンクスでの戦いから六日が経過した──四月八日の午後六時、企業連盟軍務局所属の宇宙艦かん隊たいのひとつ、エバンス艦隊の戦せん闘とう参さん謀ぼうであるネリー・クローバーは、ＣＩＣの持ち場に着いていた。

　レーダーを挟はさんだ正面には、シュトロブル参謀総長がおり、下部ブロックにはギュネス航行参謀の後うしろ姿すがたが見えた。あとは電子妖よう精せいのオフィーリアが、無ぶ骨こつで無機質なＣＩＣに、美しい花を添そえている。

　機関、情報の両参謀と、司令官レン・エバンスの姿は見当たらなかった。ギュネスはのんびりした手つきで航行記録を確かく認にんしていた。シュトロブルの肩からも力が抜ぬけている。リラックスした空気がＣＩＣには流れていた。

　企業連盟の公式記録において、クラウディオ・アレティーノを破った恒星リュンクスでの戦いは『リュンクスの決戦』と名づけられた。

　ネリーはリュンクスの決戦における企業連盟、共和国軍の被ひ害がい艦かん艇てい、人員の確かく認にんをしていた。事前にオフィーリアがデータを集計してくれていたので、特別な作業は必要なかった。

　リュンクスの決戦に参加した艦艇は、企業連盟が約二万隻せき、共和国軍が約三万一〇〇〇隻。参加将兵は企業連盟が約六〇〇万人で、共和国軍が約九三〇万人だった。生死不明者を含ふくむ、戦死者数は、企業連盟が約一二〇万人に対し、共和国軍は約四〇〇万人にも及およんだ。恒星リュンクスが、破損した艦艇の退たい避ひを許さずに飲み込んだ結果といえた。

　総務局が記録に残す際に、決戦という言葉を選んだのにも頷うなずける内容だった。多くの将兵の命が失われた。

　その甚じん大だいな被害の対価として、独立戦争に大きな動きがあった。

　ＣＩＣの半分が空席になっているのも、状じよう況きようが好転したからに他ほかならない。クラウディオ・アレティーノを失った共和国中央政府は、重い腰こしを上げ、独立交こう渉しようの席に着く旨むねを連れん絡らくしてきたのだ。現在、ルトラ星系とリュンクス星系の中間にある惑星リラにおいて、条件の調整が行われていた。それが無事に済めば、事は調印へと進む。それが果たされれば、晴れて企業連盟は人民共和国から念願の独立を勝ち取るのだ。

　交渉の開始に伴ともない、企業連盟の艦隊は、ルトラ星系へと全軍退いていた。共和国中央政府の選せん択たくがどうであれ、アレティーノとの戦いで艦隊は疲ひ弊へいしていたため、再編と補給を兼かねて、ルトラ星系には戻もどる必要があった。戦闘の続行が危険視されていたのは、共和国だけではなかったのだ。企業連盟にも、もはや余力は残っていなかった。

　だから、このタイミングでの共和国中央政府の申し出を、企業連盟の最高議会はあっさりと受けることにした。

　現在、軍港リトル・アルプにダインスレイフは停てい泊はくしている。二日前に入港し、それから丸一日は、眠ねむったように艦かん内ないは静かだった。激しい戦せん闘とうのあとで、将兵は憔しよう悴すいしきっており、誰だれもが自室にこもり、安あん眠みんをむさぼっていた。帰港から二日経たった今では疲つかれも癒いえ、ＣＩＣを含ふくめた艦内からは戦場の匂においが徐じよ々じよに洗い流されていた。

　ムールス星系に向かった総司令官クライスラーも、無事に帰き還かんした。クライスラーは陽動にのみ専念し、殆ほとんど戦闘をすることなく、兵を殺すこともなく、ほぼ無傷で戻もどってきた。

　無事生せい還かんした将兵には、待機命令のみが出されている。軍港への上陸許可も下りていた。決められた時間にさえ持ち場にいれば、艦を離はなれることも認められていた。半分は休きゆう暇かと同じだった。

　ネリーはリュンクスの決戦におけるデータを閉じると、作戦時計に目を移した。時刻は午後七時を一二分も回っていた。

　それは、レン・エバンスのＣＩＣ待機任務の開始時刻から一二分が経過したという意味でもあった。だが、ネリーが見据すえる司令官シートには、レンの姿はない。呆あきれたようにネリーが大きく息を吐はいた。

　通信回線を開こうにも、レンの方で閉じているらしく繫つながらなかった。呼び出しに艦内放送を使うのは、相応ふさわしくないと思えたのでやめた。苛いら立だちを含ふくんだ目がすうっと細められた。元々切れ長で気の強そうな印象を与あたえるネリーの表情が、より威い圧あつ的になった。だが、空席に批難の視線を向けても意味はない。当人はどこか別のところにいるのだから。

　仕方がないといった顔で、ネリーはオフィーリアを見た。予期していたのか、オフィーリアは少し困ったように首を傾かしげた。

『マスターからは、居場所を教えないように仰おおせつかっていますので』

　にこやかに笑ってはいるが、その奥に揺ゆるがない強い意志が含まれていた。主の命令を絶対に守る電子妖よう精せいに、これ以上聞いたところで無む駄だだろう。

　探してきますとシュトロブルに一言伝えると、ネリーは戦闘参さん謀ぼうの席から立ち上がった。元コックの司令官の居場所には心当たりがあった。

　ＣＩＣを出ると、ネリーは真っ直すぐ食堂に足を向けた。

　戦闘区画を足早に抜ぬけ、居住区画に到とう達たつするまで、ネリーは誰だれにも会わなかった。無人の廊ろう下かに、自分の足音だけがやけに響ひびいて聞こえた。その静けさは、ネリーにひとつの戦いの終わりを実感させた。

　そう思うと最初は不気味に思えた静せい寂じやくの中に、穏おだやかな空気を感じ取ることができた。忙せわしない喧けん騒そうが耳に届かないのは、今が戦いの合間の休息時間だからなのだ。

　居住区画のほぼ中心にある食堂が近づいてくると、ようやく人の気配を感じることができた。それも大勢の。

　食堂の入り口には、人だかりが出来ていた。二十数名の将兵が興味に瞳ひとみを輝かがやかせて、部屋の中を覗のぞき込んでいる。ネリーの眉まゆが疑問に揺ゆれた。司令官がいると思ってやってきた場所に人が集まっているのは想像できなかった。

　以前、食堂で見かけたレン・エバンスは、将兵から敬遠されていたはずだ。当てが外れたのかと思い、ネリーはさらに足を早めた。

　中で何が行われているかを知るために、近くにいた青年の整備兵に背中から声をかけた。

「何かあったのですか？」

「ああ、それが、司令官が……」

　軽く言葉を口ずさみながら振ふり向いた整備兵の顔が、ネリーを見るなり強こわ張ばった。相手の動どう揺ようを無視して、ネリーは続きを促うながした。司令官という言葉に引っ掛かかりを覚えたから。

　青年の整備兵は思い出したように敬礼をし、それから質問に答えた。

「いえ、その、司令官どのが、料理をなされているようで……」

　緊きん張ちようのためか、要領を得ない回答だった。

　ネリーは説明への礼を短く述べてから、食堂の中に足を進めた。都合のいいことにネリーが歩くと、人ひと垣がきは面おも白しろいように左右に割れた。

　口元に小さな苦笑がもれた。戦せん闘とう参さん謀ぼうの肩書きと、クローバーの名が、こんな場所で役に立つとは思わなかった。

　食堂の中にも人が溢あふれていた。ただし、奇き妙みような形で。

　ネリーに近い方の約半分の席はぎっしりと埋うまっていた。その数は三桁けたにも及およんでいた。その上、まだ外にも溢れているのだ。それなのに、調理場に近い奥半分は、まったくの空席になっている。

　いつか見た食堂の風景をネリーに思い出させた。あれは、レン・エバンスが初うい陣じんを終えたばかりの頃ころだっただろうか。

　食堂に集まった将兵の反応は、あのときと決定的に違ちがっていた。ひそひそと小声による密談は、今も行われていたが、その中に、陰いん湿しつな空気は含ふくまれていない。よく観察しなくても、集まった将兵の意識は、調理場の方へ向けられているのがわかった。会話の切れ目や、始まりには必ず皆みながある人物の背中を目で追っていた。

　自然とネリーの視線も調理場に送られた。

　そこには企業連盟の一個艦かん隊たいの責任者である、レン・エバンスの姿があった。軍服の上着を脱ぬぎ去り、上半身だけは無理やりに調理服を着ていた。頭にはコックの帽ぼう子しまであった。

　火加減を調整し、鍋なべの中に何かしらの調味料を落としていた。料理長のトムズが、余計な手を入れるなと咎とがめている。それに対して、この方が絶対においしくなると、レンが熱弁をふるっていた。

　トムズが口の端はしを持ち上げ、苦々しく笑う。目には諦あきらめたような、呆あきれたような色がにじんでいた。次の料理の手順をトムズが指示するよりも早く、レンは追おい討うちをかけるようにさらに手を加えようとする。
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　咄とつ嗟さに止めようとしたトムズの手が空を切った。レンは身軽に避さけて、満足げに好き勝手やっていた。思わず伸のびたトムズの拳げん骨こつが、レンの脳天を捉とらえた。帽ぼう子しを手で押さえ、ぶつくさと文句のような言葉を口にしながら、レンは抗こう議ぎの目でトムズを見上げていた。長身のトムズは司令官を、腕うでを組んだ姿勢で見下ろしている。

　そのやり取りを見ていた将兵たちは忍しのび笑いをもらしていた。それから何度も繰くり返されていた押しつけ合いを再開した。彼らの様子を見ていれば、耳を凝こらして内容を聞かなくても、言っていることがネリーにはわかった。

　誰だれが最初にレンに話しかけるかを言い合っているのだ。誰も最初のひとりにはなりたくない。でも、抑おさえきれないだけの興味は誰もが抱いだいていた。

　しばらくすると、食堂の意思は、ネリーへの期待となっていた。他人に使われるのは、不本意であったが、ネリーとしてもレンに用事がある。このまま、じっと遠目に観察しているわけにもいかなかった。

　見世物になるのを承知で、ネリーは調理場に近づいていった。百数十名の期待を、ひしひしと背中に感じた。

　料理受け渡わたし用のカウンターの前で、ネリーは立ち止まった。足音に気づいたのか、ネリーの視界の中で、レンの背中がぴくりと動いた。それから、鍋なべの火を消すと、調理場の奥に引っ込もうとする。

「私はあなたの冗じよう談だんに付き合うために来たのではありません」

　拒きよ否ひを許さない冷たい声こわ音ねだった。だが、その中にも女性らしい華はなやかさは含ふくまれている。レンはまいったなあと言いながらも、さして困った様子もなくネリーを振ふり向いた。

「さすが戦せん闘とう参さん謀ぼうですよ。敵の行動を読み通すなんて。よく僕がここにいるとわかりましたね」

　肩かたをすくめてレンはおどけた。その場を和なごまそうとする態度にも、ネリーの表情は崩くずれなかった。冷淡にも見えるネリーの眼光に睨にらまれても、レンが怯ひるむことはなかった。何も感じてないような顔で平然としていた。その自然な態度に、集まった将兵が素す直なおに感心していた。あのクローバーの名を持つ戦闘参謀にも動じないなんてと、囁ささやく声がネリーの耳に届いた。

「待機任務の時間です。ＣＩＣにお戻もどりください。それと、連絡は常時取れるようにしていただかないと困ります」

　レンはコックの帽ぼう子しを脱ぐと、降参ですと冗じよう談だんめかしながら両手を上げた。調理場から出てこようとして、何かを思い出したように途と中ちゆうで引き返した。

　ネリーの前に戻もどってきたとき、レンは料理を一皿持っていた。カウンターに皿を置き、どうぞと言いながら、ネリーにフォークを差し出した。前置きなしに差し出されたフォークを、ネリーは反射的に受け取ってしまった。

「せっかくだから味見をしてくださいよ」

「なぜ、私なのですか？」

「戦闘参謀のきつい……ではなくて、はっきりした性格なら、包み隠かくさずに感想を言ってくれそうですから」

　ネリーの目に鋭えい利りな光が宿った。はっきりしているのは、お互たがい様ではないか。ふたりの間に生じた一いつ瞬しゆんの緊きん張ちよう感に、トムズは介かい入にゆうするのを躊躇ためらっていた。

　レンに聞かせるつもりで、ネリーはため息を吐ついた。他人の感情を読み取ることに長たけていながら、レンは気づいていないふりをするのが上う手ますぎた。いや、上手いというよりも、レンは意識することなく、それをやってのけている。

　下手な問答に時間を費やすよりは、レンの要求を受けて、自分の用件も済ませてしまった方がいい。

　レンのペースに乗せられているのは大いに不満であったが、ネリーは諦あきらめて料理に手を伸のばした。大きな皿の上に盛りつけられた魚の煮つけに、フォークが刺ささった。丁てい寧ねいに身をほぐし、一口サイズにすると、ネリーは左手を添そえて口に運んだ。添えた手でそのまま口元を隠した。

　レンがネリーの優ゆう雅がな手つきに、素す直なおな感かん嘆たんをもらしていた。

　食堂に集まった将兵たちの注目を、ネリーは背中に痛いほど感じていた。

　ネリーはゆっくりと咀そ嚼しやくしてから、口の中の料理を飲み込んだ。期待の眼まな差ざしで、レンがじっと見ていた。

　凛りんとしたネリーの表情が、明らかに曇くもった。レンが怪け訝げんそうな顔で応じた。

「合格点を六〇点とするなら、五九点といったところですね」

　一語一語はっきりとネリーは伝えた。

「正直、いまいちです」

　がっくりしてレンが肩かたを落とす。

「どのあたりがです？」

「味つけが少し濃こいです。火の通しすぎが原因かと思われますが」

　レンの背後でトムズがうんうんと頷うなずいている。

「そのせいで、魚の身が崩くずれやすくなっていて、食べにくいと感じました」

「戦せん闘とう参さん謀ぼうを見ていると、そんな風には見えませんでしたが……」

　どれどれと言いながら、ネリーの手からフォークを奪うばうと、レンは自分の料理に手をつけた。身が崩れてすぐには口に運べない。ようやく一切れ口に含むと、眉まゆ根ねを寄せて、なんともいえない顔をした。

　ネリーは奪うばわれたフォークをしばらくじっと見たあとで、抗こう議ぎの声をかけようと口を開いた。だが、それは背後から訪おとずれた人物によって遮さえぎられた。

「提てい督とくの料理とやらを、私にも食べさせてくださいよ」

　ファルコ機関参謀は、トムズからフォークを受け取ると、豪ごう快かいに骨ごと口に放ほうり込んだ。味わうというよりも、空腹を満たすために食べているのは明白だった。

「どれどれ、私も」

　振ふり向くと、モンティーユとギュネスの姿もあった。さらに、その後ろには参謀総長のシュトロブルまでいる。エバンス艦かん隊たいを支える司令官と五人の参謀が一堂に会していた。そこに、電子妖精のオフィーリアまでもが姿を見せた。

　ネリーが何か言うより早く、彼女の心配を打ち消すように、オフィーリアが穏おだやかな音を奏かなでた。

『皆みな様の待機任務は、わたくしがお引き受け致いたしますので、今しばらく、マスターに付き合ってあげてください』

　どうやら、他ほかの参謀を食堂に呼び込んだのは、オフィーリアの差し金だったようだ。それにレンも気づいたらしく、屈くつ託たくのない顔でありがとうと礼を述べていた。

　ギュネスが料理の皿に手を伸のばすと、ファルコと取り合いになっていた。ふたりの隙すきを突ついて、モンティーユが最後のひとかけらをぺろりと食べた。

　確かに、いまいちねと遠えん慮りよのない感想がもれた。その一言で、どっと場がにぎわった。いつの間にか、遠巻きに眺ながめているだけだった将兵たちも、カウンターの周りに集まっていた。

　場の勢いに任せて、ファルコが司令官におかわりを要求した。それを皮切りに、将兵たちが口々に、レンに対してオーダーを飛ばし始めた。最初はきょとんとしていたレンだったが、笑えみを浮かべると、脱ぬいでいたコックの帽ぼう子しを再びかぶった。

　それで場がまた盛り上がった。手を叩たたく者、口笛を鳴らす者、声を上げる者、それぞれに反応は違ちがっても、皆みなが明るい笑顔でそこにいた。

　今晩はダインスレイフの調理場が、レンの戦場となりそうだった。そのまま祝しゆく宴えんに雪な崩だれ込むことが容易に予想できた。

　ネリーは人ひと垣がきを離はなれると、ひとり食堂をあとにした。レンを待機任務に連れ戻もどすのは諦あきらめていた。そのレンの代わりに、ネリーは待機任務に就つこうとＣＩＣに足を向けた。さすがにすべてをオフィーリアに任せるわけにもいかない。

　少し離れたくらいでは、食堂からの騒さわぎ声は消えなかった。まだネリーの耳にも届いていた。その声に、ネリーは一度だけ食堂を振ふり向いた。

　誰だれも見てない通路の真ん中で、ネリーの表情がふっとやわらいだ。それは、彼女がダインスレイフに搭とう乗じようしてから、初めて見せる笑みだった。

　クラウディオ・アレティーノの撃げき破はにより、企業連盟の独立も時間の問題となった。独立を喜ぶにはまだ早いかもしれないが、ひとつの勝利を祝うには十分すぎる戦果を上げたのだ。

　銀河星せい暦れき九九一年四月八日、旗き艦かんダインスレイフを中心とするエバンス艦隊は、リュンクス星系での勝利から遅おくれること六日、ようやく歓かん喜きに包まれた。その勢いは、そのまま独立の宴うたげへと繫つながるものだと誰もが思っていた。

　──二日後の四月十日、遠い星空の彼方から、凶きよう報ほうが届けられることになる。

　カプレオラ星系において、共和国軍は銀河連合統合軍に壊かい滅めつ的な打だ撃げきを受け敗北。統合軍は勝利の勢いを殺すことなく、一〇万隻の大軍を率いて人民共和国領内に侵しん攻こうを開始する。その大軍を指し揮きするのは、軍神スタンリー・マスターズだと伝えられた。














あとがき









　宇宙空間を頭に思い描えがくたびに、無重力とはいかなるものなのかをまず想像します。想像してみるけど、よくわからないので、できれば体験してみたいものだと今度は考えます。でも、体験しようにも、地球の重力から逃にげ出せないので、結局どうにもなりません。

　スカイダイビングでもすれば、擬ぎ似じ的には味わえるのでしょうが、やはり宇宙空間のそれとはかなり違ちがうものなのでしょう。重力と空気抵てい抗こうを受けるわけですから。それに飛ぶのは怖こわいですしね。

　あいさつが遅おくれました。

　はじめまして、鴨かも志し田だ一はじめです。

　はたして、宇宙旅行が一般的になるのはいつの日のことなのか。今でも数十億とか支し払はらえば、民間人がＩＳＳに行くこともできるようですが、当然そんなお金はありません。そんな額いったい誰だれが払えるのやらと思ってしまいます。うらやましい話だとも思います。

　今現在、実在する宇宙旅行の中には、弾だん道どう飛行を体験するだけというのもあるようです。こちらは一〇〇〇万円代と、高級車感覚の値段のようですが、やはり、言うまでもなく僕には縁えんのない世界の話です。

　百年後か、はたまた二百年後か、それくらいしたら、宇宙旅行も当たり前になるのでしょうか。たぶん、そうなるんでしょう。

「夏休みどうするんだい？」

「僕は月面で幻げん想そう的なひとときを満まん喫きつさ」

　な～んて会話が当たり前のように交かわされるようになり、旅行会社のパンフにも『今年の夏は月面で決まり！』とか『夏の思い出に月面に足そく跡せきを！』とか『地球をバックに記念撮さつ影えいを！』とか『月でうさぎ狩がりだ！』とか書かれて紹しよう介かいされるんでしょう。最後のはちょっと詐さ欺ぎっぽいコピーですが。なんであれ、そうしたものが沖おき縄なわやハワイのパンフと一いつ緒しよに並んでいるわけです。実に不思議な光景ですね。

　そして、月から帰ってきた人が、きっと、月のうさぎ饅まん頭じゆうをお土産みやげに買ってきてくれるはずです。いや、饅頭よりも餅もちの方が、それらしくていいか。

　無重力とはいかなるものなのか、という話から完全に逸それてしまいました。

　宇宙に行きたければ、方法はおそらくふたつ。ひとつは宇宙飛行士になること。でも、現実的に見て、僕にはもう無理でしょう。少年のような夢を思い描くには、少々、歳としを取りました。切ない話です。

　もうひとつの方向は、先に書いたやつです。これを実現させるためには、株かぶで大儲もうけするくらいしか、思いつきませんが……。

　宇宙を目指すにはこうした現実が目の前にあるようです。取材旅行と称しようして、空高く打ち上がることは、今のところできそうにありません。




　最後に、この場を借りて、いくつかご挨あい拶さつを。担当編集の峯みね様、素す敵てきなイラストを描かいてくださった坂さか本もとみねぢ様、本当にお世話になりました。

　そして、なにより、この本を最後まで読んでくださった皆みな様には最大限の感謝を。楽しんでもらえたのであれば幸いです。





二〇〇七年五月十三日　鴨かも志し田だ　一はじめ　
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鴨かも志し田だ 一はじめ

１９７８年４月11日誕生。神奈川県出身の左利き。毎朝トマトを欠かさずに食べる生活を、なぜだか10年以上続けているトマト好き。執筆に疲れると、写真の車を机の上で走らせるのは秘密。座右の銘は「なぜベストを尽くさないのか」
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イラスト／坂さか本もとみねぢ

９月１日生まれのＢ型。島根県在住のイラストレーター。好きなものは、ゲーム、アニメ、スタートレック、忍者。自己分析では熱しやすく冷めやすい性格。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「鴨志田 一先生」係

「坂本 みねぢ先生」係
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神かみ無なき世せ界かいの英えい雄ゆう伝でん
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(C)HAJIME KAMOSHIDA 2007





※2007年7月25日発行の電撃文庫『神無き世界の英雄伝』初版に基づき制作
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